
第5章 遺  物

SB3035(図版261)時期 ;切 り合 いか ら古代 6期 組成比 ;0:53:47:0 糸切須恵器杯 A内径平

均 ;6。 2cm 須恵器杯 Aの質 (実沢Jイ固体数);Att B=0個  < D=1個

SB3036(図版262)時期 ;古代 6期 組成比 ;0:68三 32:0 糸切須恵器杯 A内径平均 6。 7cm 須恵

器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=1個  = D=1個

SB4008(図版262)

時期 ;古代 7期後半 組成比 ;0三 24:73三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5.9cm 須恵器杯 Aの質

(実測個体数);Att B=0個  < D=1個  1は墨書である。 2は須恵器杯 BⅥで朱墨硯 であ り、質 は

Bタ イプ と珍 しく、SB4030出土の小片 と接合関係にある。 9は黒色土器 Bの瓶類である。12は 尾北産の

灰釉陶器椀 Aで篠岡 4号窯式 (S4-2)である。

SB4009(図版262～ 263 PL56)

時期 ;古代 7期前半 組成比 ;0:48:52三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5.8cm 須恵器杯 Aの質

(実淑1個体数);Att B=11イ固 > D=1個  古代 7期 の標準資料である。軟質須恵器杯 Aの 1は灯明具

1で内面全体がすすけ灯芯状のすすが内面口縁部付近に多数つ く。 3は灯明具 2で内外面にすすが付着 し

ているが油状に流れるようなつき方に特徴がある。23は黒色土器 B椀で緑釉陶器の高台を模倣 している。

5に は体部に穿孔がある。灰釉陶器の25は黒笹90号窯式 (K90-2)で ある。黒色土器の比率が 5割 をこえ

るころに須恵器杯 Aの質が激的に A・ Bタ イプに変わっていくことが知 られる良好な資料である。

SB4010 時期 ;古代 6期 組成比 ;0三 100:0:0 遺物少。

SB4011(図版263 PL57)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0:85三 15三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 :6.5cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=10イ固 208は 須恵器杯 Aで墨書がみられる。

SB4012(図版263)

時期 ;古代 8期前半 組成比 ;0:39三 59:1 5の 土師器甕 Cは頸部の上段にやや強めの調整が入

り、下段は屈曲しないが「コ」の字の頸の形態に分類される。

SB4013(図版263)時期 ;古代 7期前後 ;組成比 ;0:0:100:0 遺物少。

SB4014 時期 ;古代 6期 組成比 ;0:100:0:0 遺物少。

SB4015 時期 ;切 り合いから古代 6期 を含めそれより古い。組成比 ;0:100:0:0 遺物少。

SB4016 時期 ;切 り合いから古代 6期～ 8期 組成比 ;0:100:0:0 遺物少。

SB4017 時期 ;古代 6期 組成比 ;0:85:15:0 遺物少。

SB4018 時期 ;古代 6期～ 7期 組成比 ;0:85:15:0 遺物少。

SB4019(図版264)時期 ;古代 6期 組成比 ;0:89:11:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.6cm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);A+B=0個  < D=2個
SB4020(図版264)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0:63:37:0 5に は墨書がある。

SB4022 時期 ;切 り合いから古代 6期 も含めそれより古い。組成比 ;0三 100:0:0 遺物少。

SB4023 時期 ;古代 5期後半～ 8期 組成比 ;0:14:86:0 遺物少。

SB4024(図版264)時期 ;切 り合いから古代 6期 組成比 ;0:38:62:0

SB4026 時期 ;切 り合いから6期 も含めそれより古い。組成比 ;0:43:57:0 遺物少。

SB4027 時期 ;古代 5期後半～ 8期 組成比 ;0:83:17:0 遺物少。

SB4028(図版264)時期 ;古代 7期 組成比 ;0:26:72:0 遺物少。

SB4030(図版264 PL62)
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第 1節 土

時期 ;古代 8期前半 組成比 ;0三 19:73三 2 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5.8cm 須恵器杯 Aの質

(実測個体数);A+B=2個  > D=0個  6は灯明具 1、 5も 灯明具 1だが口縁部より流れるようにす

すが付着している。 9は赤色顔料 Pが微量だが内面口縁部付近に付着している。 7は刻書である。12は 灰

白色の胎土で、明らかに在地のものとは異なる。10の灰釉陶器は光ヶ丘 1号窯式 (後半)、 他に図化できな

いが小片で「黒笹14号 or9o号窯式」の灰釉陶器がある。

SB4031(図版264～ 265)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0三 71:29:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :6.3cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=7個  7の須恵器杯 Aの底部には糸切 り痕が 2重に重なってお り珍 し

い。 8の底部外面には貫通 しない穴が穿たれている。

SB4032(図版265)

時期 :古代 7期 組成比 ;0:32:60:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5.8cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);A+B=2個  > D=0個  5の灰釉陶器は内面のみ施釉で、重ね焼 き痕があり、脚は三 日月

高台を呈し猿投の胎土をもつ。黒笹90号窯式 (K90-1)で ある。遺物量は多くない遺構ではあるが、食膳

具における黒色土器の重量比が 6割の時に K90が出現していることを知る参考資料の一つ となる。

SB4033(図版265)

時期 :古代 6期 組成比 :0三 73:27三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 Ocm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=3個  2のヘラ切 りの須恵器杯 Aは掘方出土のものとも接合でき、さ

らにこの遺構は 6期の住居を切っており混入と考える。

SB4035(図 版265)時期 ;古代 6期 組成比 ;0三 38:62:0 須恵器杯 Aの質 (推定個体数);A十
B=1個  < D=2個
SB4203(図版265)

時期 :古代 6期 組成比 ;14:67三 18:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.8cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体);A+B=0個  < D=5個  掲載できなかったが掘方から須恵器杯 Aortt Bの 灯明具 1が出土

している。

SB4204(図版265～ 266 PL62)

時期 ;古代 5期～ 6期 組成比 ;7:67:26:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 2cm 須恵器杯 Aの

質 (実測個体数);Att B=0個  < D=7個  10の黒色土器 Aは、須恵器杯 BⅣを模倣したもので内面

は見込部 も体部 も横方向に磨いている。 1の須恵器杯蓋 Bは、天丼部に糸切 りの跡が残っている。11に

は刻書、 7に はカマジルシが見られる。13は 土師器甕 Iで初現期のものである。破片資料からの推定復元

のため、多少形が異なる可能性もある。

SB4205(図版266)

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;33三 66:1三 0 須恵器杯 Aは全てヘラ切 りであり、多量の須恵器杯

蓋 Bの中に 1点 口径の大 きい須恵器杯蓋 A(9)が入る。黒色土器 AttA Ⅱの小片があるが混入である。

6013に はカマジルシがある。 5は転用硯である。 1は漆が付着している。

SB4206(図版266)時期 ;古代 8期前半 組成比 :0:36:59:1 覆土に洪水砂をもつ。 5の灰釉陶

器は「光ヶ丘 1号窯式」である。

SB4207(図版266)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0:66:34:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 9cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=1個  < D=5個  古めの遺物が多少混ざっているが 6期の住居を切ってお り、それ

より古 くはならない。 5に はヘラガキが見られる。形態的には古い。
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SB4208(図版267)

時期 ;古代 5～ 6期 組成比 ;4:80:15:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.2cm 須恵器杯 Aの質

(実測個体数);Att B=0個  < D=3個  4は古い様相 を持 った黒色土器 AttA Iで ある。 この遺構

の下にもう2軒、より古い住居が存在 し、そこからの混入と考えられる。 8は灯明具 1。 5・ 6に は太め

の棒状工具で沈線が引かれている。 7は外来系の甕であろう。

SB4209(図版267)時期 ;古代 6期 組成比 ;4三 86三 10:0

SB4210 時期 ;古代 2期初頭～ 8期 遺物少。

SB4211(図版267 PL56)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0:77三 23:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.8cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=3個  真下に位置する古代 3期の SB4228を こわして作っているため、

3～ 4期の遺物の混入が多く見られる。SB4228の ものと思われる遺物は SB4228の図のほうへ提示 した。

SB4212 時期 ;切 り合いから古代 3期 も含めそれより古い。 組成比 ;0:100:0三 0 遺物少。

SB4213(図版267)

時期 ;古代 6期 組成比 ;16:74:10:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.5cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=2個
SB4214 時期 ;古代 1期後半 組成比 ;31三 66:3:0 遺物少で図化できるほどの個体はないが、須

恵器杯蓋 Aの小片が 2点、杯蓋 Bの小片が 3点みられる。ヘラ切 りの須恵器杯 Aの小片も多い。

SB4215(図版267)時期 ;古代 8期前半 覆土に洪水砂を持つ。土師器のようにも須恵器のようにも見

える杯 Aor椀の小片がある。遺物少。

SB4216 時期 ;不明 組成比 ;0:100:0:0 遺物少。

SB4217(図版267)

時期 ;古代 1期前半 組成比 ;82:17:0:0 古代 1期前半の良好な資料である。非ロクロ土師器の

杯は C類を主体 とし (102・ 3)、 口径の小さい退化形の A類 (4)、 L類 (6)、 さらに非常に弱 く細い沈

線の入った E4類の退化形 (5)か らなる。須恵器 も杯 G(1⊃ 、杯 A(10)がみられる。ともに初現期のも

のである。 8は 口縁部に 2つ穿孔が見られる。 1に はヘラガキが見られる。

SB4218(図版267)

時期 ;古代 5期 組成比 ;0:71:29:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 3cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=3個  図化できないがヘラ切 りの須恵器杯 Aの小片が 5片 あ り、 4期

の可能性もあるが須恵器杯 Aの形態、黒色土器 A tt Aの形、黒色土器の比率等を考えると5期 とみるの

が妥当であろう。

SB4219 時期 :切 り合いから古代 5期～ 6期 も含めそれより古い。遺物少。

SB4220 時期 ;切 り合いから古代 4期 も含めそれより古い。遺物少。

SB4221(図版268)時期 ;古代 6期 組成比 ;4:67:29三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 8cm 須

恵器杯 Aの質 (実沢1個体数)Att B=0個  < D=1個  3は須恵器杯 Aで内面に朱が付着してお り朱墨

硯である。

SB4222(図版268)時期 ;古代 1期～ 4期 組成比 ;69:31:0:0

SB4223(図版268)時期 ;古代 6期 組成比 ;6:77:17:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5.4cm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=0個  < D=2個

SB4224(図版268)

時期 :古代 4期 組成比 ;0:100:0:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;8.3cm 須恵器杯 Aの質 (実
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測個体数):Att B=0個  < D=3個  須恵器杯 Aは糸切 りが 2個体、ヘラ切 りが 1個体である。

SB4225 時期 ;切 り合 いか ら古代 5期～ 6期 も含めそれより古い。遺物少。

SB4226(図版268)時期 ;古代 5期～ 6期。

SB4227 時期 ;古代 6期 組成比 ;72:28:0三 0 遺物少。

SB4228(図版268)

時期 ;古代 3期 組成比 ;0:100:0:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;8。 6cm 須恵器杯 Aの質 (実

測個体数);Att B=0個  < D=2個  上面はすべてを古代 6期の SB4211に 切 られるため遺物は少な

い。SB4211に はこの住居に属するであろうと思われる古手の遺物が混入として多く混 じっている。参考

資料 として図化 した。

SB4230 時期 :古代 2期初頭～ 8期 遺物少。

SB4504(図版268 PL45)

時期 :古代 7期前半 組成比 ;0:38:62:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :6。 2cm 須恵器杯 Aの質

(実測個体数);Att B=4個  > D=1個  古代 7期前半の標準資料である。 3は灯明具 2、 15は灯明具

1、 6は墨書である。黒色土器の比率が 6割 を越える段階で、須恵器の質 AOBタ イプが Dタ イプを圧倒

している良好な例である。

SB4505(図版269)

a、 bの 2軒に分離できるが遺物 として分離できたのは SB4505aの 1～ 3の遺物である。a、 bと もに

ほぼ同時期のものと考えられるので一括 して述べ る。 時期 ;古代 7期前半 組成比 ;0三 43:55:0

須恵器杯 Aの質 (推定イ固体数)Att B=9個 < D=41イ固 推定イ団体でみると須恵器杯 Aの質はDタ イ

プが多いが、SB4511(6期 )を切るため、そこからの混ざり込みの可能性が高い。掘方は圧倒的に黒色土

器の比率が高 く、基本的に覆土も黒色土器の比率が高い土器組成を示すと考えられる。 1は無施釉で黒笹

90号窯式 (K90-1)で ある。参考程度の扱いだが、K90出土時の黒色土器の組成比を知る例 となる。

SB4506(図版269)時期 ;古代 8期前半 組成比 ;0:30:49:16 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.2cm

須恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=1個  > D=0個
SB4507 時期 ;古代 6期～ 7期 組成比 ;0:81:19:0 遺物少。

SB4508(図版269)時期 ;古代 6期～ 8期前半 組成比 ;28:59:13:0 遺物少だが混ざりが多い。

SB4509(図版269)

時期 ;古代 5期 組成比 ;14:81:5:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.2cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);A+B=0個  < D=2個  図化 しなかったがヘラ切 りの須恵器杯 Aの小片 もあり、 8世紀

代の遺物が多く見られるが、 2期の SB4521の 多くを切ってお り、そこからの混入の可能性が考えられる。

SB4510(図版269)時期 ;古代 2期 組成比 ;42:58:0:0
SB4511(図版269)

時期 ;古代 6期 組成比 :3:49:48:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.4cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=1個  < D=3個  4、 8に は墨書がある。10の黒色土器 AttA Ⅱにはヘラガキが

見られるが、外面にもミガキが施されている。

SB4512(図版269)時期 ;古代 6期 組成比 ;12:52:36:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.Ocm 須

恵器杯 Aの質 (推定イ固体数十実浪1個体数);A+B=0個  < D=5個
SB4513(図版269)時期 ;古代 6期 組成比 ;0:78:22三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.2cm 須

恵器杯 Aの質 (推定イ固体数+実測個体数);A+B=0個  < D=4個
SB4514(図版269)時期 ;古代 7期前半 組成比 ;0:49:51:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 Ocm
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須恵器杯 Aの質 (実淑Jイ固体数);Att B=1個  > D=0個

SB4515 時期 :古代 5期後半～ 8期 組成比 ;0:75:0三 0 遺物少。

SB4516(図版270 PL56)

時期 ;切 り合 いか ら古代 7期後半 組成比 ;0:35:65:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;4.6cm 須恵

器杯 Aの質 (実沢J個体数);Att B=1個  > D=0個  1は灯明具 2で内外にすすが付着 しているが、

その中に灯芯状にやや濃 くすすが付着 している部分がある。

SB4518(図版270)

時期 ;切 り合いか ら古代 7期 組成比 ;0:80:20三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5。 5cm 須恵器杯

Aの質 (実測イ固体数)Att B=3個 > D=1個  須恵器の比率が高いが、須恵器杯 Aの小片は質が Dタ

イプの ものが多 く、付近の 5～ 6期の遺構か ら混 ざりこんだ可能性が高い。 1の須恵器杯 Aの 口縁部 は

3カ 所つまんでゆがめてあり灰釉陶器の輪花を模倣 したようにみえる。 4に はカマジルシ、 2に は刻書が

みられる。

SB4519(図版270)『弥生・古墳編』関係の遺構であるが、混入で畿内系の暗文杯が出土している (1)。

SB4521(図版270)時期 ;古代 2期 組成比 ;0三 100:0:0

SB4522 時期 ;切 り合いから古代 6期 も含めそれより古い。遺物少。

SB4802(図版270)時期 :古代 2期 組成比 ;26三 74:0:0 須恵器杯 Aは推定個体 も含め 7片 あ

るが全てヘラ切 りである。

SB4803(図版270)

時期 ;古代 6～ 7期前半 組成比 ;0:41:59:0 実測できないが須恵器杯 Aの質はDタ イプが多

い。 1は灯明具 1、 2の土師器甕 Cの 口縁部は「 く」の字である。

SB4805,(図 版270)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0三 62:38:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.4cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=3個  5は須恵器杯蓋を模倣 した黒色土器 A蓋である。 6に は墨書が

みられる。掲載できなかったが黒色土器 AttA Ⅱの灯明具 1がある。

SB4806(図 版271)時期 ;古代 5期後半～ 8期 組成比 ;0:89:11:0 糸切須恵器杯 A内径平

均 ;6.2cm 須恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=0個  < D=1個
SB4807 時期 ;切 り合いから古代 2期 も含めそれより新しい。遺物少。

SB4808(図版271)時期 ;切 り合いから古代 6期 組成比 ;0:35:65三 〇 1は朱墨硯、 2は黒色土

器 Bの杯 Aで珍 しい器種である。

SB4809(図版271 PL62)

時期 ;古代 7期後半 組成比 ;0三 23:70:0 4に は刻画がみられる。 5の灰釉陶器は光ヶ丘 1号窯

式 (後半)である。図化できないが緑釉陶器のガヽ片が 2片ある。

SB4810 時期 ;切 り合いから古代 6期 も含めそれより古い。遺物少。

SB4811(図版271)

時期 ;古代 2期 組成比 ;10:90:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);Att B=0個  < D=2

個 カマジルシのある4と 土師器小甕 Dの 3は混入の可能性が高い。

SB4812(図版271)時期 ;古代 6期 組成比 ;0:91三 9:0 遺物少。

SB4813 時期 :古代 1～ 2期 組成比 ;87三 13三 0:0

SB4816(図版271)時期 :古代 0～ 1期 組成比 ;97:3:0:0

SB4817(図版271)時期 ;古代 2期前後 組成比 ;15三 85:0:0
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SB4818(図版271)

時期 ;古代 6期 組成比 ;17三 74三 9:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 3cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数)Att B=0個 < D=2個  図化できたものは内径値が大きめだが、図化できなかったものの中

に内径の小さな須恵器の質 Dタ イプの杯 Aが多くみられ、 6期の住居を切るため 6期の遺構である。

SB4819(図版271)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0三 41:59三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 7cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=2個  灯明具 1が 2個体みられる (4・ 6)。

SB4821(図版271)時期 ;古代 6期 組成比 ;0三 59:41:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.2cm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ団体数);Att B=0個  < D=1個

SB4824(図版271)時期 ;古代 6期 組成比 ;0:87:13:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :6.4cm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ団体数);Att B=0個  < D=1個
SB4825(図版271)

時期 ;古代 6期 組成比 ;4:58三 38:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 3cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数)Att B=0個 < D=3個  1は SB4827と 接合関係にある。 4は墨書である。ただし、出土場

所はこの住居のやや外側になるがこの遺構のものとして掲載 した。

SB4826(図版271)時期 ;切 り合いから古代 6期 も含めそれより古い。組成比 ;0:0:100:0

SB4827(図版271)時期 ;切 り合いから古代 6期 も含めそれより古い。組成比 ;17:55三 28:0

SB4829(図版271)時期 ;切 り合いから古代 0～ 1期 も含めそれより古い。組成比 ;100:0:0:0

SB5003(図版271)時期 ;古代 7期～ 8期 組成比 ;25:52:23:0 1の 黒色土器 AttA Ⅱの内面

にはミガキがない。 2は墨書である。

SB5004(図版272)

時期 ;古代 1期後半 SB5014(5世 紀)の遺物が混 じってお り5世紀の遺物 をぬいたものを SB5004と

してある。 5は転用硯であり、内外面に墨痕がみられる。また、カマジルシもある。 4に は内面見込部に

ヘラガキがあリカマジルシとして分類した。

SB5005(図版272)

時期 ;古代 7期前半 組成比 :0:59三 41:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 lcm 須恵器杯 Aの質

(実測個体数);Att B=3個  > D=1個  8は刻書、 7は墨書で [真]の可能性がある。 3は灯明具 1、

9に はカマジルシがあり掘方出土である。

SB5006(図版272)

時期 :古代 6期 組成比 ;12:43:45:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :6.4cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=2個  4は黒色土器 A椀で、緑釉陶器の高台を模倣 している。

SB5008(図 版272)時期 ;古代 6期 組成比 ;0三 91:9:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5。 8cm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=0個  < D=1個
SB5012(図版272 PL58)

時期 ;古代 7期前半 組成比 ;11:29:54:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 Ocm 須恵器杯 Aの質

(実測イ固体数);Att B=1個  < D=4個  1の須恵器杯 Aの質は Dタ イプとしたが Bタ イプに近い中

間形である。 [真]の墨書が 3点みられる (7・ 8010。 6は朱墨硯、14に はカマジルシがみられる。 9の

灰釉陶器は内外面自然釉がかかっており黒笹14号窯式 (K14-2)で ある。

SB5013(図版273 巻頭図版 3)

時期 :古代 6期 組成比 ;3:85:12:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.5cm 須恵器杯 Aの質 (実測個
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体数);Att B=0個  < D=5個  図化 で きなか ったが京都洛北系 で o類の緑釉陶器 の椀 or皿 の小 片

が 1片 ある。

SB5017(図版273)時期 ;古代 5期 組成比 ;28:67:5:0 1に はカマジルシがある。

SB5018(図版273)

時期 ;古代 6期 組成比 ;24:62:14三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 4cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=1個  2は須恵器甕 Eである。

SB5019(図版273)時期 ;古墳 8期新相～古代 2期

SB5020(図版273)時期 ;切 り合いから古代 7期  1は墨書である。

SB5021(図版273)

時期 ;古代 8期 前半 組成比 ;0:36:63:1 須恵器杯 Aの 質 (実 測個体数);A+B=2個  <
D=4個  13は土師器の杯 Aor椀で床から出土している。土師器の食膳具はこの 1片 である。墨書が 5

点ある (406010012016)。  2は灯明具 1である。15の灰釉陶器は狭縁の段皿で黒笹90号窯式 (K90-2)、 他

に光ヶ丘 1号窯式の灰釉陶器 も出土している。14の黒色土器 A椀には図化 していないが、外面にタール

状のすすがついており、高台の割れた部分にも付着している。

SB5022(図版274)

時期 ;古代 2期 古代 2期 と6期の遺物群に明瞭に分かれる。かまどの芯材には甕が 2個使われてお り

(10、 もう1つは図化していないが土師器甕Bの胴下半)こ れと古手の一群の遺物 (102)に よりこの住居の年代

を確定 した。しかし、何 らかの事情で混入した遺物群 も貴重な資料が多かったため参考 までに図化 した

(3040506・ 708)。 6は墨書、 304は刻書、 8は黒色土器 Aの高杯で珍 しい器種である。 5の灰釉

陶器には内外面に自然釉がかかっており黒笹14号窯式 (K14-2)で ある。

SB5023(図版274)

時期 ;古代 6期 組成比 ;11:85:4:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :7.Ocm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=3個  4は掘方出土で転用硯である。

SB5025 時期 ;古代 1期 組成比 ;84:16:0:0 遺物少。

SB5026(図版274)時期 ;古代 6期 組成比 ;0:61:39:0 2は カマジルシである。

SB5027(図版274)時期 ;古代 1期～ 5期後半

SB5028(図版274)時期 ;古代 4期 組成比 ;10:79:10:0

SB5029(図版274)時期 ;古代 2期又は 6期 組成比 ;14:86:0:0
SB5030(図版274)時期 ;古代 2期 組成比 ;33三 67:0:0
SB5031(図版275)

時期 ;古代 2期 組成比 ;50:50:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);Att B=0個  < D=2
個 須恵器杯 Aの底部調整は、すべてヘラ切 りである。 7は カマジルシ、11は 橙色の粘土が付着 してい

る。杯部を中心に全体的に付着しており、割れ口へも付着が見られる。20に はヘラガキがみられる。掘方

出土である。13は 混入である。

SB5032 時期 ;古墳 7期～古代 4期 組成比 ;56:23三 21:0 遺物少。

SB5033(図版275)

時期 ;古代 5期 組成比 ;0:100:0:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 4cm 須恵器杯 Aの質 (実

測個体数);Att B=0個  < D=2個  遺物数は多くないが、 5期の資料が少ないため古代 5期の標準

資料の 1つ として使っている。

SB5036(図版276)
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時期 ;切 り合いか ら古代 5期前後 組成比 ;31:43:26:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 Ocm 須恵

器杯 Aの質 (実演Jイ団体数);Att B=0個  < D=2個  3のカマジルシは SB5012(7期 )の混入の可能

性が高い。

SB5037(図版276)

時期 ;古代 5期 組成比 ;14:65:21:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :8。 6cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=1個  5、 6の黒色土器 AttA Ⅱ・杯 AIの 内面見込み部の ミガキは、

横方向に磨かれてお り通常のもの とは違 う。

SB5038(図版276)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0:40:60:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :7。 2cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=1個  2は須恵器杯 Gで混入である。

SB5040(図版276)

時期 ;古代 5～ 6期 組成比 :0:77:23:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.9cm 須恵器杯 Aの質

(実測個体数);Att B=0イ固 < D=1イ 固

SB5043 時期 :古代 5期後半～ 8期 遺物少。

SB5044(図版276)

時期 ;古代 6期 組成比 ;30三 31:39:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.6cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=4個  1は非ロクロ土師器杯 C類でヘラガキがみられる。混入であろう。

SB5045 時期 ;古代 2期初頭～ 5期後半 遺物少。

SB5046(図版276)

時期 ;古代 7期後半～ 8期前半 図化できなかったが狭縁の段皿の小片がみられる。遺物少。

SB5048(図版276)時期 ;古代 1期後半～ 2期 組成比 ;0三 100:0三 〇

SB5049 時期 ;切 り合いから古墳 7期～古代 2期 遺物少。

SB5052 時期 ;古代 2期初頭～ 5期後半 遺物少。

SB5053(図版276～ 277)

時期 ;古代 7期前半 組成比 ;(Plを 含めて集計)0:45:55三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5.6

cm 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);Att B=5個  > D=0個  古代 7期前半の標準資料である 黒色

土器の比が 5割台の時に、須恵器の質 A・ Bタ イプが圧倒的な量をしめることがわかる良好な資料であ

る。 1は灯明具 2、 6はすす付着土器であり、小さな割れ口を伴い、片面側に口縁部から流れるようなす

すのつき方をしている。 3は墨書、 4に はヘラガキがみられる。

SB5055(図版277 PL56)

時期 ; 掘方 ;古代 2期 覆土 ;古代 6～ 7期 (床面遺物の小片で判断)掘 方には小片だが古代 2期の

遺物が多めにみられる。覆土の年代は、図化できなかったが床面から黒色土器 AttA Ⅱの小片が出土し

ておりそれで決定した。

SB5056(図版277)

時期 :古代 7期前半 組成比 ;0:66:34:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.lcm 須恵器杯 Aの質

(実測個体数);Att B=4個  > D=1個  3は墨書、 5は墨痕の残る転用硯である。

SB5057(図版277)時期 ;切 り合いから古代 6期 組成比 :0:17三 83:0 2は 墨書、 3はヘラガキ

である。

SB5058 時期 ;切 り合いから古代 5期 遺物少。

SB5059(図版277 PL58)
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時期 ;切 り合いから古代 5期 組成比 ;0:43:56三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.7cm 須恵器杯

Aの質 (実測イ固体数);Att B=0個  < D=2個  3は墨書である。

SB5060(図版277)時期 ;切 り合いから古代 1期  9世紀の遺物も含まれるが、 1期 と思われる遺物を

抜きだして実測した。

SB5061(図版277)時期 ;古代 2期 組成比 ;24:76:0:0
SB5063(図版277)

時期 ;切 り合いと少ない遺物から古代 6期 組成比 ;3三 88:9:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5.0

cm 須恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=1個  > D=0個
SB5064(図版278 PL45)

時期 ;古代 7期前半 組成比 ;3:49三 47:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5。 9cm 須恵器杯 Aの質

(実沢1個体数);Att B=2個  > D=1個  5は [本]の墨書があるが、体部外面に対に一文字づつそれ

ぞれ正位 と倒位で書かれており方向が異なっている。 4は墨書。11は朱墨書であるが、掘方出土である。

[赤]の可能性がある。 1は内外面にすすが付着してお り、特徴的な付き方をしている。

SB5065 時期 ;切 り合いから古代 2期初頭～ 6期 遺物少。

SB5068(図版278)

時期 ;古代 6期 組成比 ;6:56三 38:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.4cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=3個  4は灯明具 1である。

SB5072(図版278)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0三 47三 52:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 2cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=1個  1層からは図化できないが小片で「黒笹90号窯式」の灰釉陶器椀

Aも 出土している。 4は刻書で掘方出土である。

SB5073(図版278)

時期 ;古代 6期 組成比 ;10:51三 39:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :6.5cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=1個  墨書が 3点 (2・ 405)と 刻書が 1点 (6)み られる。 3は大型の

須恵器高杯で、松本市下神遺跡等に類例がある。

SB5074 時期 ;切 り合いと少ない遺物から古代 6期 組成比 ;49:36:15:0 遺物少。

SB5079(図版278～ 279)時期 ;古代 2期 組成比 ;4:96:0:0 2に はカマジルシがある。

SB5080(図版279)時期 ;古代 2期 組成比 ;54:46:0:0 須恵器杯 Aは全てヘラ切 りである。

SB5083(図版279)時期 ;古代 6期 組成比 ;0:87三 13:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6。 2cm 須

恵器杯 Aの質 (実沢1イ固体数);A+B=0個  < D=2個
SB5084 時期 ;古代 6～ 7期 組成比 ;0:60:40:0 遺物少。

SB5085(図版279)時期 ;古代 7期後半 組成比 ;7:5:88三 〇 2は墨書である。

SB5090(図版279 PL56)

時期 ;古代 1期 組成比 ;75三 25:0三 0 組成比で非ロクロ土師器が高い点、さらに須恵器杯 H
(3)が見られる点は 1期でも古めの要素であり、 4の須恵器杯蓋 Bは新 しめの要素である。

SB5092(図版279～ 280 PL45046056)

時期 ;古代 0期～ 1期前半前葉 組成比 ;99:1三 0:0 この時期の良好な資料である。破片資料の

中に須恵器杯 Aがあるが、覆± 1層 出土であり混ざり込んだものと考えた。 10306は 床、 20708
はカマ ド付近、 4は Pl、 5は掘方出土である。

SB5093(図版280)
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時期 :古代 1期 組成比 ;72:28:0;0 3の 須恵器杯蓋 Aのかえりは下にしっか りと飛び出し、

キリリとしたつ くりである。つまみの形態も古い。 2は 非ロクロ土師器杯 E4類で、内面に弱々しい沈線

が痕跡程度に残っている。

SB5095(図版280 PL58)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0:67:33:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.5cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=3個  4は須恵器皿 Aである。 6は 墨書、 5はヘラガキである。

SB5096(図版280)

時期 ;古代 1期前半 組成比 ;81:19:0:0 須恵器杯蓋 Aは ないが、須恵器杯 Gが多い。いずれ

も回径は小さいものばか りである。 1期前半の良好な資料である。

SB5101(図版280)時期 ;切 り合いから古墳 7期～古代 2期 非ロクロ土師器の杯類にヘラガキが見ら

れる (10203)。 5世紀の遺物の混入の可能性もある。

SB5104(図版280)

時期 ;古代 4期 組成比 ;33:64:3:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 4cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=5個  遺物数は多くないが 4期の良好な資料が少ないため、古代 4期の

標準資料の 1つ として使っている。須恵器杯 Aの推定イ団体まで含めた底部調整の内訳は、糸切 り6個、

静止糸切 り1個 (4)、 ヘラ切 り7個である。

SB5106(図版280)時期 ;古代 6期 組成比 ;0:74:26:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.2cm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=1個  < D=2個
SB5109(図版281)

時期 :古代 1期後半 組成比 ;61:39:0:0 須恵器杯蓋 Aは ないが、古代 1期の SB5090に 切 られ

てお り、須恵器杯蓋 Bが複数出土 している。また、非ロクロ土師器杯 L類 (3)が出土し、食膳具にし

める非ロクロ土師器の比率 も高いため 1期後半とした。

SB5114(図版281)

時期 ;古代 5～ 6期 組成比 ;0:78:22:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :7.6cm 須恵器杯 Aの質

(実淑1個体数);Att B=1個  < D=2個  図化できなかったが、カマ ド付近から小片で 3片の土師器甕

Cが出土しているが、日縁音Sの形態は「コ」が 2個体、「 く」が 1イ団体である。図化 したものは、全てカ

マ ド付近からの出土である。

SB5119(図版281)

時期 ;古代 2期  2期 と6～ 7期の遺物に分かれる。 2軒の 6期の住居に切られており、 5の墨書はそ

こからの混入であろう。墨書以外の 5期後半～ 8期の遺物を除いて図化 した。

SB5120(図 版281)時期 ;切 り合いから古代 6期 組成比 ;8:56:36:0 糸切須恵器杯 A内径平

均 ;6.9cm 須恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=0個  < D=1個
SB5123(図版281)時期 ;古代 2期 組成比 :17:72:11:0

SB5125 時期 ;切 り合いと少ない遺物から古代 1期 ～ 4期 組成比 ;0:100:0:0
SB5126 時期 ;古代 6期 組成比 ;56:33:11:0 遺物少。

SB5127 時期 ;切 り合いから古代 1～ 2期 遺物少。

SB5128 時期 ;古代 2～ 4期 遺物少。 組成比 ;0:100:0:0
SB5129(図版281)

時期 ;古代 5期 組成比 ;11:68:16:4 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 2cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=2個  調査時の手違いによりSB5159の 遺物 も混ざりこんでしまってい
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る。 4は杯部内面がつるつ るしてお り転用硯である。

SB5133(図版282)

時期 ;古代 2期 組成比 ;23:76:0三 0 推定イ団体 も含め須恵器杯 Aの底部調整は全てヘ ラ切 りで

ある。産地不明で X類の緑釉陶器 Pの小片が トレンチか ら出土 しているが、 6期以降の混入である。

SB5134(図版282 PL55)

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;38三 62:0:0 須恵器杯蓋 Aの 出土はないが、非 ロクロ土師器の比

率がやや高めで、非ロクロ土師器杯 L類や 口径の小 さい須恵器杯蓋Hが出土 しているため 1期後半 とし

た。

SB5140(図版282)

時期 ;古代 1期後半～ 2期 組成比 ;0:100:0:0 図化できないが須恵器杯蓋 Bの小片が 2片、

杯蓋 Aの小片が 1片みられる。 2は短頸壺で外面に鉄釉がかかっており後出するものであろう。

SB5141(図版282)時期 ;古代 7～ 8期 糸切須恵器杯 A内径平均 ;4.7cm 須恵器杯 Aの質 (実測個

体数);Att B=1個  > D=0個
SB5146 時期 ;切 り合いから古代 1期 遺物少。 組成比 ;53:47三 0三 〇

SB5150 時期 ;切 り合いから古代 2期 遺物少。 組成比 ;67三 33:0:0

SB5151(図版282)時期 ;古代 2期 組成比 ;27:73:0:0

SB5153 時期 :古墳 6期以降 組成比 ;0:78:22:0 遺物少。

SB5155 時期 ;古代 2期初頭～ 5期後半 組成比 ;47;53:0:0 遺物少。

SB5163(図版282)

時期 ;古代 4期～ 5期 組成比 ;23三 45:32:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.5cm 須恵器杯 Aの

質 (実測個体数);Att B=0個  < D=2個  3に はカマジルシがある。図化できなかったが、須恵器

杯 Aのヘラ切 りの小片が 1片 ある。

SB5165 時期 ;古代 2期 遺物少だが推定イ団体の須恵器杯 Aの 3片は全てヘラ切 りである。

SB5171(図版282)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0:67:33三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.Ocm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=6個  糸切須恵器杯 Aの 内径平均が高いが、近 くに 5期の住居が多 く

そこからの混入と考えたい。床面の遺物で見た時の糸切須恵器杯 Aの内径値は推定個体 も含めて小さく、

6期の範囲内に入る。

SB5173(図版282)

時期 ;古代 6期 組成比 ;10:55:34:0 糸切須恵器杯 A内径平均 (推定イ固体で計収j);6。 lcm 須恵

器杯 Aの質 (推定イ固体数);A+B=3個  < D=8個  図化できなかったが小片で「黒笹14号窯式」の

灰釉陶器皿がある。 3は 土師器盤 Aである。

SB5175(図 版283)時 期 :古代 6期 組成 比 :0:45:55三 0 須 恵器杯 Aの 質 (実 測個体数);

Att B=0個 < D=1個  1は灯明具 1、 3は 墨書である。

SB5176(図版283)

時期 ;切 り合いから古代 1期 組成比 ;36:50:14三 0 須恵器杯蓋 Bな ど5期後半～ 8期の遺物 も

みられるが、切 り合いから矛盾するため何 らかの遺構が検出できずに混ざったものと考えたい。

SB5177(図版283)時期 :古代 1期 組成比 ;90:10:0:0 須恵器杯蓋 Bは みられず、杯蓋 Aの

みがみられ食膳具にしめる非ロクロ土師期の比率が多い。

SB5202(図版283)時期 ;古代 6～ 7期 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5.6cm 須恵器杯 Aの質 (実測個
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体数);A+B=0個  < D=1個

SB5211(図版283)時期 ;古代 0～ 1期前半前葉  1は立ち上が りの短い須恵器杯 Hののった高杯 であ

る。

SB6002(図版283)時期 ;古代 7期後半 組成比 ;0:16:83:0

SB6005(図版283)時期 ;古代 7期後半 組成比 ;0:26:74:0 2に は墨書がある。 1は混入であ

る。

SB6007(図版283)

時期 ;古代 7期後半 組成比 ;0三 33:55:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.Ocm 須恵器杯 Aの質

(実沢1個体数);Att B=0個  < D=1個  3の灰釉陶器は光 ヶ丘 1号窯式 (後半)である。

SB6013(図版284)時期 ;古代 7期後半 組成比 ;0:17:83三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5.3cm

須恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=1個  > D=0個

SB6014(図版284)時期 :古代 7期後半 組成比 ;0三 7:93三 〇 2の 黒色土器 AttA Ⅱの内面に

は朱が付着 してお り朱墨硯である。

SB6015 時期 ;古代 6～ 7期 組成比 ;18三 31:51:0 遺物少。

SB6017 時期 ;切 り合いか ら古代 7期後半～ 8期前半 遺物少。組成比 ;17:83:0:0

SB6018(図版284)時期 ;古代 8期前半 組成比 ;0:17:78:1 3は 黒色土器 A ttB Hである。

SB6021(図版284)時期 ;古代 6期 組成比 ;22:78:0:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.4cm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=0個  < D=1個

SB6022(図版284)

時期 ;古代 5期後半～ 8期 組成比 ;72:5:23:0 いろいろな時期の遺物が混入 している。Plか ら

出土 した 1で時期決定 をした。 2は畿内系暗文杯で非ロクロによる成形で、掘方か らの出土である。

SB6023 時期 ;古代 6～ 7期 組成比 ;0:19:81:0 遺物少。

SB6025(図版284)

時期 ;古代 1期前半 組成比 ;97:3:0:0 非ロクロ土師器の比率が とても高い。図化できなかっ

たが、須恵器杯 Gの小片が 2片 ある。須恵器杯蓋 Bの小片があるが、極小 さい小片 1片のため付近か ら

の混入 と考 えた。

SB6026(図版284)時期 ;切 り合いか ら古代 7期 組成比 ;(ヘラ切りの須恵器杯 Aを 除いたもの) 0:

31:69:0 遺物少。

SB6027(図版284～ 285 PL46)

時期 ;古代 0～ 1期前半前葉 組成比 ;99:1三 0三 〇 2の 高杯の杯部には、橙色の粘土状の付着物

がある。 3は須恵器杯 Hだが、口径が小 さい割に立ち上が り部が長 くしっか りしている。当該期でも古相、

場合によると古墳 8期新相 (7世糸己初頭)の可能性 もある。

SB6028 時期 ;切 り合いか ら古代 7期前半 組成比 ;0:50三 50:0 遺物少。

SB6029(図版285)時期 ;切 り合いか ら古代 1期～ 7期 組成比 ;86:14:0:0 遺物少。

SB6030 時期 ;切 り合いか ら古代 1期～ 7期 遺物少。 組成比 ;100:0:0:0

SB6033(図版285)

時期 ;古代 6期 組成比 ;4三 32:64:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.Ocm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=2個  4に は墨書がみられる。

SB6035(図版285)

時期 ;古代 6期 組成比 ;0:75三 25:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.8cm 須恵器杯 Aの質 (実測
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個体数);Att B=1個  < D=2イ 固

SB6036(図版285)

時期 ;古代 4期 組成比 :28三 57三 15:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.6cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);A+B=0個  < D=2個  推定イ団体 まで含めた須恵器杯 Aの底部調整の内訳はヘラ切 り2

個、糸切 り4個、糸切 り後周辺ヘラ削 り1個、静止糸切 り1個 である。

SB6038(図版285～ 286)

時期 ;古代 5期 組成比 ;0:56:44三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.2cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=5個  古代 5期の標準資料である。14018019の 土師器甕 Cの 回縁部上端

には弱い調整が入っている。基本的には口縁は「 く」の字だが「コ」へのさきがけとなろう。

SB6039(図版286)時期 ;古墳 8期新相～古代 2期 組成比 ;63:32:0:0

SB6040(図版286)時期 ;古代 2期 組成比 ;65:35三 0三 〇

SB6043(図版286)時期 ;古代 5～ 6期 組成比 ;83:17:0:0 遺物少だが推定イ団体の糸切須恵器

杯 Aの 内径値 (7.lcm)と 質 (Dタ イプ)か ら時期を判断した。

SB6044(図版287)時期 ;古代 7期後半 組成比 ;17:0:83:0 1は 体部穿孔土器で焼成後体部外

面から 1子Lが穿たれている。

SB6046(図 版287)時 期 ;古代 6期 組成比 ;0三 100:0:0 糸切須 恵器杯 A内径平均 ;6.Ocm

須恵器杯 Aの質 (実沢1個体数);Att B=0個  < D=1個
SB6049(図版287)時期 ;古代 0～ 1期 組成比 ;100:0三 0:0 2の 非ロクロ土師器杯 E4類の内

面の沈線は、かなり形骸化 している。

SB6052(図版287)時期 ;古墳 8期新相～古代 2期初頭 組成比 ;85三 15:0:0

SB6053(図版287 PL46

時期 ;古代 2期 組成比 ;(5期後半～8期の遺物を除いたもの)23:77:0:0 5期 後半～ 8期 の遺物

の混入も見られる (4・ 6)。

SB6054 時期 ;古代 1期前半 組成比 ;71:23:6:0 図化できない小片だが口径10cm以 下の須恵器

杯 H、 杯 G、 非ロクロ土師器杯 L類が見られる。

SB6056 時期 ;切 り合いから古墳 8期新相～古代 2期初頭以前。組成比 ;50:33三 17:0

SB6059(図版287～ 288)時期 ;古代 7期後半 組成比 ;0:11:89:0
SB6060(図版288 時期 ;古墳 8期新相～古代 2期初頭 組成比 ;94三 3三 3:0
SB6062(図版288)

時期 ;古代 8期前半 組成比 ;0:19:79:1 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.lcm 須恵器杯 Aの質

(実瀬1個体数);A+B=1個  > D=0個  提示できなかったが黒色土器 AttA Ⅱの内面にミガキがな

いものが 1点ある。

SB6063(図版288)時期 ;古代 6期 組成比 ;59:41:0三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.Ocm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=1個  = D=1個
SB6064(図版288)時期 ;古代 2期 組成比 ;54:46:0:0 3は カマジルシである。

SB6067(図版288)

時期 ;切 り合いから古代 2期前後 遺物は小片で 5期後半～ 8期のものが多く見られるが、切 り合いか

ら2期前後に限定できる。 1の須恵器杯 Aは墨書で形態から6期前後のものである。

SB6069(図版288～ 289)時期 ;古代 1期後半 組成比 ;(明 らかな混入を除外し集計)77三 23:0:0

3はヘラガキ。
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SB6071(図 版289)時期 ;古代 2～ 4期 組成比 ;23:77:0:0 糸切須恵器杯 A内径平均7.5cm

須恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=0個  < D=2個
SB6074(図版289 PL56)

時期 ;古代 7期 組成比 :0三 34:63:0 糸切須恵器杯 A内径平均 6。 2cm 須恵器杯 Aの質 (実測個

体数);A+B=1個  = D=1個  506に は刻書がみられる。 407は灯明具 1である。 3は墨書、 8

にはヘラガキがある。

SB6076(図版289)時期 ;古代 6期 組成比 ;21:62:17:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.lcm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ団体数);Att B=0個  < D=1個
SB6077(図版289～ 290)時期 ;古代 7期後半 組成比 ;1:15:84:0 1は 胎土 も悪 く、黒斑 をも

つ軟質須恵器であるが、底部はヘラ切 りである。黒色土器 A tt Aor椀の 6・ 7は墨書である。

SB6081(図版290)時期 ;古代 5期前後 組成比 ;10:40:50:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.8cm

須恵器杯 Aの質 (実波Jイ固体数);Att B=0個  < D=1個
SB6082 時期 ;切 り合いと少ない遺物から古代 7期～ 8期 組成比 ;50:47:0:0 遺物少。

SB6085(図版290 巻頭図版 3)

時期 ;古代 8期前半 組成比 ;0:17:78三 3 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.8cm 須恵器杯 Aの質

(実測個体数);A+B=0個  < D=1個  覆土に洪水砂をもつ。 1は転用硯で内外面に墨がついている。

断面にも墨の付いている部分がみられ、割れた状態で使用されていた可能性もある。この場合墨は初め内

面で使い、それが断面を通 して外面に回ったといえよう。 7は灯明具 l。 猿投系でa-1類 の緑釉陶器の段

皿が 2片みられる (8・ 10)。 同一個体の可能性が高い。 1片は掘方出土である。 9はヘラガキだがこれも

掘方出土である。

SB6086(図版290)

時期 ;古代 5期 組成比 ;0:74:26三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 2cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数):A+B=0個  < D=4個  古代 5期の標準資料である。 1は灯明具 1、 11は 須恵器題で刻画

がみられる。SB6087に も同様のものがある。

SB6087(図版290)

時期 ;古代 5期 組成比 ;0:92:8:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.Ocm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=1個  < D=2個  土師器甕 Cは、図化できないものもすべて口縁は「く」の字であ

る。 2は須恵器魅で刻画がみられる。SB6086に も同様のものがある。

SB6088(図版291)

時期 ;古代 4期 組成比 ;0:32:68:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;8.2cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=2個  図化できないものも含めると須恵器杯 Aはヘラ切 り1点、糸切

り2点になる。黒色土器の比率が高いのは完形品のためである。

SB6089 時期 :切 り合いから古代 4期 組成比 ;63:22:15:0 遺物少。

SB6091(図 版291)時期 ;切 り合いから古代 6期 組成比 :12:88:0:0 糸切須恵器杯 A内径平

均 ;7.Ocm 須恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);A+B=0個  < D=4個
SB6092(図版291)時期 ;古代 6期 組成比 ;0:77三 23:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.4cm 須

恵器杯 Aの質 (実測イ固体数);Att B=0個  < D=1個
SB6094(図版291)時期 ;古代 0～ 1期 組成比 ;72:28:0:0 須恵器杯 Aが小片であるものの、

1期の SB6117の ほかまわりの全ての住居に切られる。

SB6095(図版291)時期 ;古代 5期後半～ 8期 組成比 ;0:33:67三 〇
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SB6097(図版291)時期 :古代 7～ 8期前半 組成比 :0:50:46三 3 図化できない土師器杯 Aの

小片が一片あるが、須恵器の可能性もある。

SB6099(図版291 PL47)

時期 ;古代 4期 組成比 ;18:62三 19:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;8.4cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=4個  遺物数は多くないが、 4期の良好な資料が少ないため古代 4期の

標準資料の 1つ として使っている。ヘラ切 りの須恵器杯 Aは 1点 しかないが、糸切のものは内径が十分

に大 きい。かなり切 られた住居であるためヘラ切 り須恵器杯 Aがなくなった可能性 もある。 4は 内面に

ミガキがあり、黒色土器 AttA Ⅱに分類される。独特な形をしているが初現期の形態の 1つ であろうか。

SB6100(図版291)時期 ;古代 3期 組成比 ;22:66:12三 0 図化できないが、ガヽ片で須恵器杯 A

のヘラ切 りが 2点、糸切 りが 1点ある。 1はヘラガキである。

SB6101(図版291)

時期 ;古代 5期 組成比 ;8:73:19:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 2cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=2個  5の黒色土器 AttA Ⅱの内面にはミガキがない。混入の可能性

もある。

SB6103 時期 ;古代 7期 組成比 ;0:33:67:0 遺物少。

SB6104(図版292)

時期 ;古代 5期 組成比 ;16:70:14:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.Ocm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=6個  古代 5期の標準資料である。いろいろな種類の甕がみ られる。

lo 0 11は土師器甕 C、 8は土師器小型甕 C、 12は 土師器甕 I、 9は 土師器小型甕 Dである。14は 土師器甕

Fだが混入であろう。

SB6105(図版292)

時期 ;古代 4期 組成比 ;19:66三 15:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数)Att B=0個 < D=2個

遺物の混ざりが激しく図化 したものの中には 5期後半～ 8期の遺物の可能性のあるものもある。

SB6106(PL47)時期 ;切 り合いから古墳 8期新相～古代 5期後半 組成比 ;16:45三 39三 〇

SB6107(図版292)時期 ;古代 6期 組成比 ;5:72:23:0 糸切須恵器杯 A内径平均 :6.5cm 須

恵器杯 Aの質 (実浪Jイ固体数);Att B=0個  < D=2個

SB6108 時期 ;古代 6期 組成比 ;0:83:17三 0 遺物少。

SB6110 時期 ;切 り合いから古墳 8期新相～古代 2期 遺物少。

SB6111(図版292)

時期 ;古代 0期～ 1期前半前葉 組成比 ;94:6:0:0 非ロクロ土師器が主体であり、歴史時代的

須恵器は伴わない。須恵器杯蓋H(5)と 須恵器杯H(6)は 口縁残存率1/8の状態からの推定復元であり、

法量に多少の誤差が生じる可能性がある。

SB6112(図版293)時期 ;古代 1～ 2期 組成比 ;54:46:0:0 1は 非ロクロ土師器の椀 P又は高

杯 Pである。

SB6115 時期 ;切 り合いから古墳 8期～古代 2期 組成比 ;60:40:0:0 遺物少。

SB6116(図版293 PL47048)

時期 ;古代 5期 組成比 ;0:96:4:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7。 5cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B=0個  < D=5個  古代 5期の標準資料である。推定イ団体の中に 1点だけ須恵器杯 A

のヘラ切 りのガヽ片がある。

SB6117(図版293)時期 ;古代 1期 組成比 ;62:31三 6:0
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SB6118(図版293)

時期 ;古代 7期 組成比 ;0:32:68三 0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;5。 5cm 須恵器杯 Aの質 (実測

個体数);Att B平 2個  > D=0個  1は灯明具 1で、内面に付着 したすすの部分 に灯芯状に残 る濃い

すすの部分が確認される。 6は灯明具 2で、小さな割れ口が 3つあり、その 1つから外面に流れるような

タール状のこびりつきがみられる。 5に は墨書がみられる。図化できなかったが緑釉陶器が出土している。

SB6119(図版294)時期 ;古代 0～ 1期 組成比 ;99:1:0三 0 歴史時代的須恵器は 1片 も見 られ

ない。

SB6120(図版294 巻頭図版 3)時 期 ;古代 6期 組成比 ;0:61三 37:0 図化できなかったが京者6

洛北系で o類の緑釉陶器椀の小片が 1片 ある。

SB6121 時期 ;切 り合いから古代 5期後半～ 7期 組成比 :66:0三 34三 0 遺物少。

SB6124 時期 ;切 り合いから古代 5期 も含めそれより古い 遺物少。

SB6125 時期 ;切 り合いから古代 3期～ 4期 組成比 ;7:93:0:0 遺物少。

SB6126 時期 ;切 り合いから古代 1期 組成比 ;81:3:16:0 遺物少。

SB6127(図 版294)時 期 ;古代 4期～ 5期 組成比 :51:49:0:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;

7.5cm 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);Att B=0個  < D=2個
SB6128(図版294)時期 :古代 1期 組成比 ;69:31:0:0
SB6132 時期 ;切 り合いと少ない遺物から古代 4期～ 5期 組成比 ;0:95:0三 5 遺物少。

SB6133(図版294)時期 ;切 り合いから古代 5期 組成比 ;36:53:11:0 糸切須恵器杯 A内径平

均 ;6.6cm 須恵器杯 Aの質 (実淑Jイ固体数);Att B=0個  < D=1個
SB7002(図版294)時期 ;古代 1期～ 4期  0三 100:0:0

(2)畦畔 (SC)出土土器

A.更 埴条里遺跡

SC3(図版294)2は古墳前期。 1は 須恵器杯 Aで質は Dタ イプ、内径は推定だが6.Ocm前後。古代 6

～ 7期に多くみられるものである。

SC203(図版294)1は須恵器杯Hで法量から古代 0～ 1期のものである。

(3)溝・ 自然流路 (SD)出土土器

A.更 埴条里遺跡

SD1027(図版297)1は土師器杯 Aで口径は11.9cm。 検出状況も加味すると古代 8期前半のものであ

る。

SD1032(図 版297)2の 須恵器杯 Aは質が Cタ イプであり、更に内面底径が 6 cm台 であること、 3

～ 5は、非ロクロで、畿内系の土器であること等すべて古代 6期の特徴を持つ。

SD1036(図版297)

破片資料が多い。図化できなかった破片資料 も含めて検討すると、黒色土器 Aは 11片 で80g、 須恵器

杯 Aが多く蓋はわずかだが12片 で70g。 質では Dタ イプが11片、Cタ イプが 1片、明確な軟質須恵器が

みられないことは 6期的である。また、須恵器 :黒色土器の重量比は47:53で 6期末～ 7期前半的。全体

的にみると6～ 7期前半の様相である。ただし、 2の黒色土器 A tt Aor椀は内面にミガキがなく、こう

いったタイプは 8期によくみられるものである。

B.屋 代遺跡群
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SD62(図版298 PL62 巻頭図版 3)

時期 ;8期前半 4は京都洛北系で o類の緑釉陶器である。 5は 田口昭二氏に見ていただいたところ、

光ヶ丘 1号窯式の灰釉陶器で、見込部に魚の絵が焼成前にほられている。生産地でも見たことがないとの

ことであった。

SD7024=SD8020 組成比 ;19:81:0: 0

SD7024(図版306)SD8020と 同一の溝である。

時期 ;古代 3期～ 8期 組成比 ;19:81:0:0 下条堰の前身にあたる。層位的には第 2水田対応層

で 6期末～ 7期前半に相当し、SD7030(第 3水田対応層、2期)は層位的に下にある。開口期間の長い溝で、

2期初頭～ 5期前半のものが非常に多い。 5期後半～ 8期のものはわずかである。最下層には褐鉄鉱が沈

着しており、掘 りすぎは考えられないため、古代 2期以前の遺物の混入は少ないと考える。 2期初頭～ 5

期前半の遺物の中には内面底径の大きな糸切の須恵器杯 Aも 多く、ヘラ切 りの杯 Aも それより多いこと

から古代 3期 を中心 とした参考資料 となる。 7は須恵器甕の頸部破片だが、内・外面に墨が塗 られている。

3の須恵器杯 Aに は腰部に手持ヘラケズリがみられる。

SD7025〓 SD8027

SD7025(図版306 PL58)SD8027と 同一で第 2水田対応の自然流路である。

時期 ;古代 6期末～ 7期前半 組成比 ;0:56:44:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.5cm 須恵器杯

Aの質 (実沢1個体数);Att B=3個  < D=4個  『屋代遺跡群出土木簡』では「 9世紀中頃」 として報

告 してある。組成比や須恵器杯 Aの質をみるかぎり、 7期にごく近い 6期 という位置付けになる。 6期

末～ 7期前半としてお く。より詳しくいうと9世紀第 2四半期 といえる。 1は朱墨硯、内面全体に朱が付

着するが特に見込部への付着が多い。墨書土器が多くみられる (9011012013014・ 15)。

SD8027(図版306～ 307 PL48053060)SD7025と 同一の遺構である。

掘 りすぎで古代 2期の自然流路のものも混 じっている。時期的には最下層 (4層 )ま で 5期後半～ 8期

の遺物が入ってお り、Dタ イプの須恵器杯 Aが多い。遺物群の中に明らかに内面底径の広い古手の糸切

りの須恵器杯 Aがある (35)。 静止糸切 りの須恵器杯 Aも 見られる。須恵器杯 B(28033040、 甲斐型杯

90も 4期的である。 4期の遺構は検出されていないが、遺物量の多さから見て明らかに何 らかの遺構

が存在 した可能性が高い。20は 尾北産の灰釉陶器で篠岡 4号窯式 (S4-2)である。

SD7030(図版308～ 310 PL48049056)

時期 ;古代 2期 (第 3水田対応層)組 成比 ;(各層一括した比)44:56:0:0 組成比 (イ固体数比)12:

88:0:0 須恵器杯 Aの質 (実淑1個体数);Att B=1個  < D=24イ固 第 3水田の洪水砂にパックさ

れており第 3水田対応層に属することは明確である:古代 2期の標準資料である。須恵器杯 Aはすべて

ヘラ切 りで糸切 りは 1点 もない。たちあが り部が外わんするものしないもの両者がみられる。須恵器杯 B

は BI、 BH、 B IV、 BⅥの 4法量に分化 している。カマジルシが 7点みられる (7・ 23・ 30・ 360550570

72)。 24は転用硯で内外面に墨痕がある。内面はつるつるしてお り、外面はつるつるでない。32も 転用硯

である。盤部内面に墨痕があり、つるつるしている。16も 転用硯である。内面がつるつるしてお り墨痕が

残っている。 1に は荒い暗文がみられる。75は 土師器甕の小片で内面に刻書がみられる。51は ヘラ切 りの

杯 Aであるが黒斑がみられ軟質須恵器に分類される。内径は7.3cmで ある。19は 須恵器杯蓋 Aであるが

かえりが非常にキリリとしており混入と考えた。50057に は墨書がみられる。57は カマジルシとセットと

なっている。

SD7031(図版310)

時期 ;古代 2期 第 3水田対応の遺構である。 組成比 ;0:100:0三 〇 2は転用硯で内面見込部
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がつるつるしてお り墨痕がみられる。

SD7032〓 SD8028 3～ 5層 組成比 ;15:85三 0:0 古代 2期の標準資料である。

SD7032(図版310～ 311)SD8028 3～ 5層 と同一の自然流路である。

時期 ;古代 2期 (第 3水田対応層)組 成比 ;3:97:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);Att B=

0個 < D=5個  9は須恵器高杯であり転用硯である。杯内面がややつるつるしてお りわずかに墨痕

が残る。

SD8028(図版311～ 312 PL56)

時期 :1～ 2層 は SD7028と 同一、 3～ 5層 は SD7032と 同一の自然流路である。土器のみで検討する

と、 1層 は古代 5期後半～ 8期、 2層 は 6期前後、 3～ 5層 は 2期である。 3～ 5層 は古代 2期の標準資

料 となるため、その層位のもののみ記述する。 3～ 5層 の組成比は20:80:0三 0である。カマジルシが

多い (10012022027・ 30・ 32034・ 30。 10039は転用硯である。 もう1点図化できない小片だが、須恵器杯

Bの転用硯がみられる。内面がつるつるしており墨痕がある。28に はヘラガキがみられる。提示できなか

ったがヘラ切 りの須恵器杯 Aの小片で黒斑があるものがみられる。

SD7035(上層～下層) (図版312～ 313 PL49050)

時期 :古代 1期末～ 2期初頭 組成比 ;53:47:0:0 第 4水田対応の遺構である。遺物のありかた

から「最下層」 と「上層～下層」の 2層 に分けて考えている。「上層～下層」では「層名なし」でとりあ

げたものも含めている。須恵器杯蓋 Aが 2点出土しているが (図化したものは9のみ)、 多量の「層名なし」

で取 り上げたものも含めているため、この層に属するか、あるいは最下層に属するか微妙である。須恵器

杯蓋 Aが、まさに消滅しようとする最後の段階に当たると考えられる。また、須恵器杯蓋 Bは、破片資

料 も含めて30点 出土してお り、圧倒的な量を誇る。16層 から「戊戊年 (698年 )」 の紀年銘木簡が出土して

いる。須恵器杯 Bは BI、 BⅡ、BⅣ、BVの 4法量に分化 している。31は転用硯で盤内面がつるつる

してお り全面に墨痕が残っている。 7は非ロクロ土師器杯 C類で底部外面にヘラガキがある。35も ヘラ

ガキと分類したが、土師器甕 Fの胴部外面にミガキによって文字が書かれているg43は 口縁内面に墨で塗

彩 している。42は須恵器の甑であろう。

SD7035(最下層) (図版314 PL49050)

時期 ;古代 1期後半 (1期末)組成比 ;52:48:0:0 第 4水田対応の遺構である。土器集中出土遺

物は最下層に属する。須恵器杯蓋 Aが 5′点みられ (図化したものは4点 )、 古代 1期後半の土器組成 を示す。

カマジルシが 3点 (47066067)、 ヘラガキが 2点みられる (70071)。

SD7036=SD8038 組成比 ;59三 41: 0三 〇

SD7036(図版314～ 315 PL51)SD8038と 同一の自然流路である。

時期 ;古代 1期末～ 2期初頭 組成比 ;(各層一括した比)33三 67:0三 0 須恵器杯 Aの質 (実測個体

数):Att B=0個  < D=4個  第 4水田対応層の中でも下層に位置する。須恵器杯蓋 Aは 出土 して

いないが層位的所見から1期末から存続という時間的位置づけが与えられる。19は 三耳壺である。肩部に

2個、体部下半に 1個の耳を持つ。11は カマジルシ、 4はヘラガキである。18は 土師器甕で、底部内面に

沈線が引かれている。

SD8038(図版315～ 316)SD7036と 同一の自然流路である。組成比 (各層を一括した比);38三 62:0:

0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);Att B=0個  < D=5個  カマジルシが 3点みられる (25034035)。

SD7038(図版316)

時期 ;古代 1期末～ 2期初頭 組成比 ;(各層を一括した比)40三 60:0三 0 須恵器杯 Aの質 (実測個

体数);Att B=0個  < D=7個  第 4水田対応の遺構である。 4は 内面が黒色塗彩されている。150
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17・ 18は カマジルシである。10018は共につるつるした面は持っていないものの、内外面に墨のようなも

のが付着している。転用硯であろうか。

SD7039=SD8040 組成比 ;27:73:0:0 第 4水田対応層の良好な資料が出土している。

SD8040(図版316～ 317)SD7039と 同一の自然流路である。

時期 ;古代 2期 (2期初頭)組 成比 ;27:73:0:0「七年」の記年銘木簡が出土してお り、和銅七年

(714年)に 想定されている。同じ第 4水田の SD7036を 切ってお り、第 4水 田対応層の中でも新 しい位置

をしめるため 2期初頭 という位置付けになる。流速が早い流路で、下を巻 き込んで流れたような荒い砂や

大きな木が入っており混入を多めに含む可能性があり、更に須恵器杯蓋 Aを組成に持たない SD7036を 切

っているという理由で23は混入と考えたい。 5は須恵器杯 Aで内面に黒色塗彩がみられる。18は転用硯

であり杯部内面がつるつるしている。17は墨書である。

SD7042(図版317～ 318)

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;(各層を一括した比)73:27:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);

Att B=0個  < D=3個  SD7062の覆土にあたり、発掘所見から第 5水田対応層の遺構である。18は

混入であるが、古代 1期後半の良好な資料が出土している。

SD7044〓 SD7047・ SX7034 組成比 ;41:59:0:0 第 4水田対応層の良好な資料が出土している。

SD7047(図版319)SD7044と つなが り、SX7034は溝内の施設である。

時期 ;古代 1期後半 (1期末)組成比 :(各層を一括した比)41:59:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個

体数);Att B=0個  < D圭 16個 層位的には第 4水田対応層でも古い方に位置付 く。須恵器杯蓋 A

が出土している (7)。 9042は外面に黒色塗彩がみられる。31の底部外面には、直径 l cm程の朱 Pが付着

している。30034は カマジルシ、25はヘラガキである。26は須恵器杯 Aでつるつるした面はないものの、

内外に墨痕が見られる。転用硯であろうか。

SD7045〓 SD8032 4～ 16層

SD7045(図版320 PL51)

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;(各層を一括した比)60:40:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);

Att B=0個  < D=5個  遺物は層名なし、上層、下層として取 り上げられている。古代 1期後半の

良好な資料である。 1は 非ロクロ土師器杯 C類で「甲」Pのヘラガキが見 られる。須恵器杯 Aでは色の

違いが顕著に見られる。 4は青色、 8は橙色、10は 白色、19は灰色を呈する。

SD8032(図版320～ 322)

SD7045と 同一の溝である。中央ベル トセクションにかかるため細か く分層してある。 1～ 3層は古代

5期後半～ 8期。 4～ 16層は第 4水田対応 (モ ミガラ層は15016層 に対応する。1期末～2期初頭)。 17層以下は

第 5水田対応で 1期後半である。第 4水田対応層の組成比は77:23:0:0で、第 5水田対応層の組成比

は79:21:0:0で ある。Plに は古墳 8期新相～古代 2期初頭の瓶類 (2、 平瓶)が出土している。また、

P4出土の魅 (6)も 古墳 8期新相～古代 2期初頭以降のものであるは7)。 ヵマジルシが 2点 (26・ 32)、 ヘラ

ガキ (22)、 30層以下出土の 1は転用硯である。内面はつるつるしていないが墨痕がついている。45層 出

土の大甕 (1)は P3・ P4・ P6と も接合関係にある。

SD7045=SD8032 17～ 44層  (図版321)古代 1期後半の資料が出土している。

各遺構の遺物の説明は前項参照。

SD7045〓 SD8032 45層・SX7036(図版321～ 322)古代 1期前半の資料が出土している。

各遺構の遺物の説明は前項参照。

SD7046〓 SD8044 3層  組成比 (SD8044 3～ 4層でのとりあげ遺物も含め集計):89三 11:0:0
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SD7046(図版322～ 323 PL51)SD8044 3層 と同一の自然流路である。

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;(各層を一括した比)89:11三 0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);
A+B=0個  < D=3個  第 5水田対応層 (新段階)の遺構である。古代 1期後半の良好な資料である。

SD7048と SD7046の境では遺物が交錯している可能性が高い。 4は 口縁部に穿孔がみられる。12に はヘラ

ガキがある。39は転用硯である。

SD8044(図 版323～ 324 PL53)1～ 2層 は SD7048、 SD7057と 同一であ り、 3層 は SD7046と 同一

である。 4～ 5層 は SD7065、 SD7067、 SD8049と 同一である。層名なしでとりあげられているものは、

便宜的に 1～ 2層に対応する項のところに図を掲載してある。

時期 ;4～ 5層は古代 1期前半 組成比 ;(4層 05層・下層を一括した比)87:13:0:0 1～ 3層は古代

1期、 4～ 5層 は 1期前半に属 し、 1期前半の良好な資料群が多い。図版328関係では43は朱墨硯、50に

は暗文がある。55の須恵器杯 Bは初現期のもの。57の平瓶は SD8044の 下から出土している。直接この遺

構のものとはいえないが参考資料 となる。

SD7048〓 SD7057〓 SD8044 1～ 2層 組成比 ;71:29:0三 0 古代 1期後半の標準資料である。

SD7048(図版323 PL51056)SD7057、 SD8044 1～ 2層 と同一の遺構である。

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;(各層を一括した比)73:27:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);
Att B=o個 < D=4個  第 5水田対応層の遺構である。須恵器杯蓋 Aと 杯蓋 Bが出土してお り、 1

期後半の良好な資料群である。13は カマジルシである。

SD8044  1～ 2層  (PL53)

説明は SD7046=SD8044 3層 の項参照。

SD7049(図版324 PL51)

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;(各層を一括した比)73:27:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数):
Att B=0個 < D=3個  第 5水田対応層 (新段階)に属 し、須恵器杯蓋 Bを伴 うことから1期後半で

ある。層名のないものと最下層で遺物は取 り上げられている。 1期後半の良好な資料群である。 1は非ロ

クロ土師器杯 A類だが作 りもよく大きいため混入の可能性も高い。須恵器杯 Aの形態は扁平なもの (3)、

底部が飛び出たもの (11)等がみられる。

SD7051(図版324～ 325 PL51052056)

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;(各層を一括した比)49三 51:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);
Att B=0個  < D=7個  第 5水 田対応層 (新段階)の遺構である。層名のないものと上層 (砂層も含

む)で遺物は取 り上げられている。 1期後半の良好な資料群である。須恵器杯 A(60709・ 10の形態は

小さめで、厚 く重いものがめだつ。須恵器杯 BⅣ (11)は 定形化していない。12は 須恵器平瓶であり、頸

部外面の側面前方部に「力」Pのヘラガキがみられる。 4に は暗文がある。

SD7058(図版325 PL52056)

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;(各層を一括した比)63三 37:0三 0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);
Att B=0個 < D=6個  第 5水田対応層 (新段階)の遺構である。須恵器杯蓋 Aと 杯蓋 Bが出土 し

ており、 1期後半の標準資料である。 70。 12013018に は内外面に黒色塗彩がみられる。

SD7062 0 SX7037 組成比 ;73:27:0:0 古代 1期後半の標準資料である。

SD7062(図版326 PL52)SX7037は SD7062の 湧水坑である。

時期 ;古代 1期後半 組成比 ;(各層を一括した比)73:27:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);
Att B=o個 < D=3個  第 5水田対応層 (新段階)の下層 という位置付けになる遺構である。須恵器

杯蓋 Aと 杯蓋 Bが共伴 しており、古代 1期後半の良好な資料群である。魅 (12013)に は脚の付いたもの
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と付いていないものがみられる。

SX7037(図版326 PL54)SD7062と 同一の遺構である。

時期 :古代 1期後半 組成比 ;72:28:0:0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);Att B=0個  < D=

3個 須恵器杯蓋 Aがやや多めに出土ヒ/須恵器杯蓋 Bと 共伴する。 l期後半の良好な資料群である。27

はヘラガキである。絵のようにみえる。18は 内面に、22は 外面にヘラガキがみられる。

SD7065=SD7067〓 SD8044 4～ 5層 =SD8049 組成比 ;85:15:0:0 古代 1期前半の標準資料で

ある。

SD7065(図版327～ 328 PL52059)SD7067、 SD8044 下層 4～ 5層、SD8049と 同一の自然流路

である。時期 ;古代 1期前半 組成比 ;(各層を一括した上D74:26:0三 0 須恵器杯 Aの質 (実測個体

数);Att B± 0個 < D=1個  須恵器杯蓋は少ないが、須恵器杯 Gが多めで、口径の小さ くなった

須恵器杯Hを ともなっている。須恵器杯蓋 Bは組成になく、 1期前半の良好な資料群である。 4は朱墨

硯である。須恵器杯 Gと したが、杯蓋Hの可能性 もある。16は 漆付着土器である。平瓶の外面に付着 し

ている。32は 非ロクロ土師器杯 L類であり内面に「○」の墨書が見られる。墨書 としては県内最古のも

のであろう。31は畿内系暗文土師器杯である。小片ながら体部内面に 2段の斜放斜文 とそれに重複するラ

セン文がみられる。

SD7067(図 版328)SD7065、 SD8044 下層 4～ 5層、SD8049と 同一の自然流路である。時期 ;

古代 1期前半 組成比 ;95三 5三 0三 0 須恵器杯蓋 A(39)が出土し、須恵器杯蓋 Bの出土はみられな

い。

SD8044 4～ 5層  (図版328)SD7065、 SD7067、 SD8049と 同一の自然流路である。

説明は SD7046=SD8044 3層 の項を参照。

SD8049(図版328～ 329 PL53)SD7065、 SD7067、 SD8044 下層 4～ 5層 と同一の自然流路であ

る。時期 ;古代 1期前半 組成比 ;91:9三 0:0 日径の小さくなった須恵器杯 Hが多めであり (670

7107幼 、須恵器杯蓋 Aは ないものの杯 G(66)や、杯 A(69の出土 もみられ、 1期前半の良好な資料群

となる。

SD8021(図版329～ 330 PL53059)

時期 ;古代 4期 ～ 7期 (4～ 5期 中心)組 成比 ;19三 76:4:0 糸切須恵器杯 A内径平均 ;7.3cm

須恵器杯 Aの質 (実測個体数);Att B=0個  < D=24イ固 SD8023と 同一の溝であるが、それよりも

層位的に上層に位置する。糸切須恵器杯 Aが圧倒的に多く、内面の径 も広いものが多い。ヘラ切 りのも

のも少数存在する。小片で灰釉陶器の「黒笹14号窯式」、「黒笹90号窯式」、「光ヶ丘 1号窯式」があるため

時期幅をもたせたが 4～ 5期の遺物が圧倒的に多い。 6の墨書は体部外面にそって側位でほぼ4/5周 文字

が書かれていたと思われるが、文字の部分が意識的に破壊されはがされている。22023025も 墨書だが文

字の書き出しの形や方位が 6に似ている。11は カマジルシである。20は漆付着土器である。

SD8041(図版330～ 331)

4層 から須恵器杯 H(18)が出ており、口径は12。 8cmである。法量からは古墳 8期に相当するが、ガヽ片

1片 のため時期については何 とも言えない。また、それより上層に当たる 1層 ～ 3層 は、出土遺物から 1

期に相当する。 1～ 2層 は須恵器杯蓋 B(4)が出土していることから、 1期でも後半に属する。 3～ 4

層の手づ くね土器 (10～ 1つ は底部に木の葉痕を持つ。10に は墨書が見られる。 5層、 6層 は遺物が少な

く、 7層以下からは 1点のみだが非ロクロ土師器杯 El類 (19)の 出土が見られる。

(4)土坑 (SK)出土土器
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A.屋 代遺跡群

SK4139(図版334 巻頭図版 3)時 期 ;古代 5期後半～ 8期  1は京都洛北系で o類の緑釉陶器で、平

定の底部を人為的に打ち欠き円盤状にしてある。外面は被熱しているためかやや赤みをおび変色 している。

焼成前にヘラでえがいた円弧状のヘラガキもみられる。

SK4622(図版335)

時期 ;須 恵器杯 Aはすべてヘラ切 りだが、外わん傾向のものがなく、また、 2期の他の遺構ではほと

んどみられないヒダスキをもつ例が多いため (3・ 4・ 5・ 12)、 古代 2期末～ 3期 と幅をもたせて考える。

組成比 ;0:72:28三 0 須恵器杯 Aの質 (実測個体数);Att B=0個  < D=4個  3の須恵器杯 A

はヘラ切 りだが、内径が6。 2cmと 小さい例である。 108は ロクロを使用してお り黒色土器 Aに分類され

る。初現期のものである。 ミガキの方向は一般のものとは異なり規則性が窺えない。また 8は 4の須恵器

鉢 Dと 形が似ており、金属器を模倣対象 とした可能性がある。12に はカマジルシがある。

SK6204(図版337)

時期 ;古代 8期前半 組成比 ;6三 14:

(実測個体数);Att B=2イ固 > D=0イ 固

SK8016(図版338 PL60)

1の須恵器杯 BⅡ の体部外面には [十 ]が漆でかかれている。たちあが り部が外わんしてお り、高台

径 も広 く、平面接地で、形態的には古代 2期前後のものだが、検出状況からこの遺構は古代 6期のもので

ある。混ざり込んだものであろう。

(5)礎石建物跡 (S丁 )出土土器

A.屋 代遺跡群

S丁 3001～S丁3005(図版339～ 341 PL54056062)

時期 ;古代 8期前半 洪水砂を除去した段階で検出されている。遺物は上面、盛土、溝 (雨落溝)、 層名

なしのものにわけて提示してある。食膳具の主体は黒色土器 A・ Bであり、続いて軟質須恵器が伴い、さ

らにほとんど全てからわずかであるが土師器の食膳具が検出されている。また、東濃と尾北のハケぬりを

中心にした灰釉陶器のともなう場合 も多く、 8期前半の様相を示す。特筆すべ き遺物のみ記述する。

S丁3001… 盛土では [本]の刻書をもつ皿 (10、 タール状のこびりつきのある灯明専用器 (20)が 出土して

いる。17は 黒色土器 A ttB Hである。溝から出土の24も 灯明具 1である。灰釉陶器では、19は 尾北産で

篠岡 4号窯式 (S4-2)、 13は 光ヶ丘 1号窯式、28も 光ヶ丘 1号窯式 (前半)、 6は大原 2号窯式の可能性が

ある。

S丁 3002… 盛土から刻書 [由 P](10、 溝から灯明具 1(20)が 出土している。灰釉陶器では、上面の 6は

尾北産で篠岡 4号窯式、他に光ヶ丘 1号窯式の椀 Aがある。盛土では17がなまやけに近いが光ヶ丘 1号

窯式 (後半)、 他に尾北産の篠岡 4号窯式の椀 Aがある。

S丁3003… 盛土出土の11は 底部外面が転用硯、内面が朱墨硯である。灰釉陶器の 6は猿投産で黒笹90号窯

式である。

S丁3004… 盛土から [由 P]の墨書 (8)が出土している。灰釉陶器の 5は無施釉で光ヶ丘 1号窯式の段皿

である。

S丁 3005… 溝から出土の 7は 黒色土器 Aの杯 Aor椀で暗文がある。灰釉陶器の 9は尾北産で篠岡 4号窯

式 (S4-幼 である。

78:1 糸切須恵器杯 A内径平均 ;6.lcm 須恵器杯 Aの質

土師器鉢 B(9012)がみられる。
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(6)水田関連包含層出土土器

A.更 埴条里遺跡

Ⅳ層出土土器  (図版344)

A,B・ COE地区か ら出土がみられる。A地区-1、 C地区-1、 E地区-2は須恵器杯 Aであ り内面

底径の平均値は5.5cm、 須恵器の質か らみるとBタ イプが 2点、Cタ イプが 1点ある。硬質の Dタ イプの

須恵器杯 Aがみられないことから古代 7期のものであろう。A地区-2の土師器杯 Aは古代 8期か又は

それ以降のもの。B地区-1は 5期後半～ 8期の長頸壺、E地区-1は古代 1期 の非ロクロ土師器杯 L

類である。IV層からは古代 1期、 7期、 8期の遺物がみられている。

Ⅳ-1層 出土土器 (図版344)

古代 1期後半～ 5期前半の遺物はE地区-2、 G地区-102、 H地区-1である。F地区-1は古代

1期の非ロクロ土師器杯 L類。糸切 り底の須恵器杯 Aの 内面底径の平均は6.Ocm、 質からみるとAタ イ

プ 2個、Bタ イプ 2個、Cタ イプ 3個、Dタ イプ 1個で軟質須恵器が多く古代 7期の様相 となる。Cタ イ

プが多めなのは 6期的な様相でもある。また、H地区-2は土師器杯 Aで古代 8期かそれ以降のもの。

F地区-7と H地区-5の灰釉陶器 もほぼ同様のものといえよう。したがってⅣ-1層の遺物は古代 1

期、 1期後半～ 5期前半、 6期、 7期、 8期又はそれ以降といった年代の遺物である。

V層出土土器 (図版344)

A地区-3、 C地区-3は 5世紀代。C地区 102は 5世紀～古代 2期にみられるタイプで時期の限定

がむずかしい。 2点みられる須恵器杯 Aは (A地区-1、 B地区-1)内面底径 もガヽさく質 もBタ イプのも

のであり古代 7期のものであろう。

V…KA-1層 出土土器 (図版344)

須恵器杯 Aは 4点みられる。内面底径の平均値は5.8cm、 質からみるとAタ イプが 1個、Bタ イプが

3個であり、土師器の食膳具がないことから古代 7期の様相 となる。 6の土器は古墳前期のものか。

V層 とV―KA-1層 を合わせて考えた場合、軟質須恵器 (須恵器の質A・ Bタ イプ)が多く、黒色土器があま

りみられない点が指摘でき、遺物量は少ないながらも、古代 7期の中でもより古めの時間的位置を示すと

考えられる。

以上で土器の説明を終えるが、齋藤孝正氏にみていただいた灰釉陶器については一覧表の提示 をしなか

ったため、いままで角虫れてこなかったものについてのみ触れる。屋代遺跡群の SCでは、SC2-4(SC2の

4番の遺物をさす、以下同じ)は、猿投産、三足盤で黒笹90号窯式 (K90-2)。 SC5-2は、尾北産、篠岡 4号

窯式 (S4-2)。 SCll-6は、光 ヶ丘 1号 窯 式 (後 半)。 SC146-2は 猿 投産、黒笹14号 窯式 (K14-2)、

SC219-1は 光ヶ丘 1号窯式 (後半)。 SC3122-4は丸石 2号窯式でこれは混入である。更埴条里遺跡の

SDでは、SD906-4は黒笹90号窯式 (K90-2)た だし東濃の北丘 7号窯の段階 (光 ヶ丘 1号窯式前半)と 区

別がつかない。屋代遺跡群の SDでは、SD22-9は 光 ヶ丘 1号窯式 (後半)。 SD28-2は 黒笹90号窯式

(K90-2)。 SD75-2は 黒笹90号窯式 (K90-2)。 SD273-8は光 ヶ丘 1号窯式 (前半)。 SD275-1は光 ヶ丘

1号窯式 (前半)。 SD287-8は土が独特で光ヶ丘 1号窯式または黒笹90号窯式 (K90-2)。 SD288-1は光

ヶ丘 1号窯式 (後半)。 SD2432-1は光ヶ丘 1号窯式 (後半)。 SD2433-9は 光ヶ丘 1号窯式。東濃ではこ

のとっくりがたの瓶類は少ない。SD4514-3は 黒笹90号窯式 (K90-2)。 SD4515-2は 尾北産、篠岡 4号

窯式 (S4-2)。 釉が自っぽ く、黄色っぽい胎土をもつ。口縁付近の青白色糸の白濁 も尾北産の特徴である。

SD8012-1は 黒笹14号窯式 (K14-21。 以下は全て屋代遺跡群の遺構である。SK3067-3は 光ヶ丘 1号窯

式。SQ3003-1は 尾北産、篠岡 4号窯式 (S4-2)。 SX2は 光ヶ丘 1号窯式である。
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註 1 ロクロ調整でヘラ磨きがなされている破片で、黒色のものと、まったく黒色でないものとがピタリと接合することがまれにみ

られる。これは、土中において何らかの原因により黒色がとんでしまったことに起因するものであろう。したがって、 ミガキ

がなされているものは本来的に黒色処理がなされていたと考えてこのように分類した。また、そのように考えることが編年上

より明確な見通しを得られると考えたことにもよる。

2 図24・ 25に示した土器の出土遺構は以下のとおりである。

表18 古代の土器 器種分類表 出土遺構

SB6094 16 ST8新 SB64 SB6118 SD8044 SK5148

屋代⑥区『弥生。古墳編』 SB9073 SC8002～ 8003 47 SK6204 62 SE)2456 77 SD3243

SD8044 SD7035 SB51 48 SX13 63 SE)8040 SE)7065

SD8039 SB4223 SB41 SB6046 64 SE)8032 SB6069

SB4217 SD8044 SB9050 SB9078 65 SD7030 SB5092

SB4510 SD7030 SD22 SD7035 66 屋代③区平安水田面 SB9067

SD7065 22 SD7035 37 SD22 52 SB8032 4～ 16層 67 SD7062 82 SB3006

SB6025 馬口H8号住 SB9050 SB6027 68 SD8044の 下 SB3008

SB6069 24 SB3016 SB9050 SB6038 69 SD7030 84 SB9046

SB5109 SB4009 SB47 55 SB5079 SD8023 SE)22

SB4009 SB4504 SB56 SB57 SD7030

SB5033 27 SB9050 42 SB9043 57 屋地Ⅱ Y4号住 72 SX7037

SD8049 28 SB54 SB6007 屋地Ⅱ Y4号住 SD7035

SD8049 29 SB54 44 SB8 SB6104 74 SD8044

SD8040 30 SK9431 SX2 SB4516 75 SD7030

3 各遺構の出土土器組成表については、フロッピイディスクにまとめ検索しやすいようにした。

4 土器の個体数の集計法については、長野県埋蔵文化財センターが高速道篠ノ井遺跡で用いた方法を採用した。

5 紙数の制約で全ての実測図を掲載できなかった遺構 もあるため、図版に示された図で統計値を計算した値 と本項で記載 した統

計値 とが多少異なる場合がある。この場合、実測できたすべての個体を統計処理の対象とした本項の統計値のほうが、より正

確な統計値に近いということになる。

6 年代の限定ができづらい遺構出土土器の年代表記は時期幅の広い表記となっているが、おおむね以下のような年代 を表してい

る。古墳 8期新相～古代 2期初頭はおおむね 7世紀、古代 2期初頭～ 5期前半はおおむね 8世紀、古代 5期後半～ 8期 はおお

むね 9世紀。

7 Pの 出土遺物については、長野県考古学会古墳部会の方々から助言をいただいた。

引用・参考文献

原 明芳 1989「吉田川西遺跡における食器の変容」『中央自動車道長野線埋蔵文化財報告書3 吉田川西遺跡』 (財)長野県埋蔵

文化財センター

小平和夫 1990「古代の土器」『中央自動車道長野線埋蔵文化財報告書 4 総論編』 (財)長野県埋蔵文化財センター

更埴市教育委員会 1987『屋代遺跡群馬口遺跡H一長野県屋代高等学校体育館建設に伴う発掘調査―』

長野市教育委員会 1990『屋地遺跡Ⅱ一国補中小河川蛭川改修事業地点』
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ここで対象 とするものは墨書土器、

報告に順 じる (金原1989)脚 )。 また、

の平川 南氏に鑑定 していただいた。

第 2節 墨書・刻書土器

O SB71-3[午
]

,SB76-4「 太」

一-186-一

刻書土器、箆書土器等であるが、これらの定義は、吉田川西遺跡の

ここで取 り上げた文字関係資料は、すべて国立歴史民俗博物館教授

墨書土器

屋代遺跡群・更埴条里遺跡で出土 した墨書土器は186′点 (屋代遺跡群150″点、更埴条里遺跡36′点)である (表

19。 これをもとに墨書土器の分析 を行った結果が図28である。図28は時期幅のあるものや混入は除外 し

て確実なデータのみで分析 したため、各項目によってデータ数が異なっている。

最古の例は SD7065(図 版328-32 PL59)で あり、古代 1期前半のものである。県内最古 と思われる。時

期別推移は、出現期から古代 5期にかけては少なく、 6期から急増する。量的に多いのは 6期～ 8期前半

にかけてであり、 8期後半以降は激減し、ほとんどみられなくなってしまう。書かれる土器の種類 と器種

との関係では、一般の食膳具に書かれる場合が多 く、黒色土器 A、 須恵器 (含、軟質須恵器)の杯 Aに書

かれる例が最 も多い。書かれる部位では、体部外面へ書かれる場合が非常に多い。方向は正位に書かれる

ことが一番多く、次いで倒位、横位の順 となる。文字数では単字句での記載例が多い。特殊な例 としては、

SD8021(図 版329-6 PL59)は、体部外面に横位←は2)で
、ほぼ一周墨書されてお り、墨書部分が故意に

打ちかかれはが されている。SD7025出 土 [一 生](図 版306-9 PL58)は 、則天文字の [人]である。

SB3031出土の [八代](図版260-4・ 10 PL5つ は「やしろ」と読め、遺跡名の「屋代」 と同じ読みとなる。

刻書土器・箆書土器

屋代遺跡群・更埴条里遺跡で出土した刻書土器・箆書土器は60′点 (屋代遺跡群50′点、更埴条里遺跡10′点)であ

る (表20)。 これをもとに分析を行った結果が図28である。図28のデータ数については墨書土器 と同様であ

る。

刻書されるものの方が箆書されるものよりもはるかに多い。時期的な推移については墨書土器と同様の

傾向がうかがえる。但し、『弥生・古墳編』で報告例があるように箆書については、多くはないが既に古墳

時代からみられている。土器の種類については墨書と違い黒色土器 Bに記される場合が多い。黒色土器

Bは内外両面が黒いため墨書では表記できないためであろう。器種別にみた場合も墨書と比べ皿類が極端

に多い。これも黒色土器 Bに皿類が多いためであろう。部位では体部外面が一番多いが、墨書に比べ体

部内面、底部外面に書かれる比率が高い。これも皿類が多いためと思われる。方向と出土場所および文字

数については、刻書の場合、墨書とほIF同 じ傾向といえる。

刻書土器・箆書土器の筆順について 刻書土器・箆書土器には文字の筆順に切り合いが確認できる例があ

り、筆力贋を知ることができるものが18例ある。以下に筆順が確かめられた例をあげる。 [由]に書き順の

正 しくない例が多い。

〈筆順がIし い例〉

O SB6074-5[内] O SB52-8[太]

e SB54-13[吉 ]  O SB57-4「 太」

・ I区Ⅳ層 (図版347-5)[赤 ]

・Ⅷ区Ⅳ-1層 (図版346-5)[石丁]



ぐ餞順が正しくない例〉

①SB3016-20[由 ]

②SB124-6 [由 ]

③ST3002-16[由 ]

④SK9907-1[由 ]

⑤ SB9002-12[冨 ]

⑥ SB59-2[金 ]

⑦ SD90-5[井 ]

③ ST3001-16[本 ]

第 2節 墨書・刻書土器

⑨ SK3262-2

⑩ⅥⅡ区Ⅳ-1層 (図版346-2)[太 ]

具体例を以下にしめす (図 27)。

ト
⑥  2Vl

ィ→(`FFll

③

3

2
23   ③H

に■
図27 刻書土器・箆書土器の筆順

一０″一［中
↓

⑤後

嬌由

⑨  23

1_:|[I二
IIII「

(正 しくない例)

ち太

3 複数出土例がある文字関係資料について

同一の内容の文字が複数出土しているものについて、まとめたものが図30、 図31である。

① [冨 ]… …・更埴条里遺跡の 5期にみられ始め、 6期に多くみられる。墨書と刻書がみられる。更埴条里

遺跡K地区に分布の中心をもつ。

② [И ]… ……・更埴条里遺跡の 6期 に集中的にみられ、前後の時期の出土はない。SB9059に 集中する傾

向がある。また、屋代遺跡群でも1例同一文字の出土がみられる。墨書のみみられ、須恵

器杯 Aのみに限られている。更埴条里遺跡K地区に分布の中心をもつ。

③ [由 ]… ……・屋代遺跡群で 6期からみられはじめ、 8期前半までみられる。 8期前半が量的には多く、

複数遺構からみられ、その時期には更埴条里遺跡でも同文字の出土がみられる。墨書、刻

書がみられる。屋代遺跡群③ a区に分布の中心をもつ。

④ [赤 ]………屋代遺跡群で 6期前後から8期前後までみられる。墨書、刻書、朱墨書にみられる。土器

の種類も黒色土器 A、 黒色土器 B、 須恵器、灰釉陶器と多く、器種 も皿 B、 杯 A、 椀 A
と多様である。また、更埴条里遺跡では [大山]と 記されたものがみられる。これは、象

書体で [赤]を表しており、多様な文字の種類、多様な文字の書き方、さらに、多様な土

器と器種に書かれた文字ということがいえる。屋代遺跡群⑤区二⑥区に分布の中心をもつ。

⑤ [真]… 0… …屋代遺跡群で 6期にみられはじめ、 7期前半に多くみられる。墨書と刻書でかかれている。

分布の中心は⑤区である。

⑥ [本 ]… ……・屋代遺跡群で 6期末～7期前半にみられはじめ、 7期に多くみられ、 8期前半にも出土例

がみられる。墨書、刻書がみられる。分布の中心は⑤区～⑥区である。

⑦ [太]………・屋代遺跡群で8期前半のみに多くみられる。墨書、刻書、箆書がみられる。分布の中心は

①区である。

③ [井]………・7期 と8期前半に屋代遺跡群で 2点、更埴条里遺跡で1点みられるが、墨書、刻書、箆書

とすべて違う。

⑨ [乙 ]… ……・6期前後から8期前半まで数は少ないものの屋代遺跡群でみられる。

複数出土例のある文字について、一定の傾向を知ることができる。 1つ は、特定の時期に集中する文字

であり [冨 ][И]は 6期に、[真]は 7期前半に、[太]は 8期前半にそれぞれ集中する。そして、その

―-187-一



第 5章 遺 物

集中する地′点も [冨 ][И ]は更埴条里遺跡 K地区、[真]は屋代遺跡群⑤区、 [太]は屋代遺跡群①区で

あり、それぞれ分布が違っている。もう1つ の特徴は、長い時期を通して継続する文字群があることであ

る。[由 ]と [乙]は 6期 ～8期前半にかけて、[赤]は 6期前後～ 8期 を前後する時期にかけて、さらに

[本]は 6期末～8期前半にみられる。出土例が少ないものの [乙 ム][上][大]な どもあげることがで

きる。そしてこれらの分布の中心は [由]は屋代遺跡群③ a区、[乙]は⑤区、[赤]と [本]は⑤～⑥

区というように文字ごとによって変化がみられる。複数の土器に同一文字が書かれた例が最も多いのは屋

代遺跡群⑤区～⑥区である。また、時期ごとにみてみると、 6期には更埴条里遺跡K地区が [冨][И ]、

屋代遺跡群③区が [由]を もち、 7期にはそれらは衰退し、かわって 7期 を中心にして屋代遺跡群⑤区と

⑥区に [赤 ]、 [真]、 [本 ]、 [乙 ]と いった文字群が複数みられ、他の地区にはこういった状況がみられ

ないためきわだって特異な地区となる。しかし8期前半には屋代遺跡群⑤区と⑥区には、複数出土する文

字は衰退し、かわって①区で [太 ]、 ③ a区で [由]が複数みられるようになる。時期ごとに文字の内容

がかわり、そして地区もかわっていくという傾向をつかむことができる。屋代遺跡群、更埴条里遺跡の両

方で出土するものは、[И ](主体は更埴条里遺跡)[由 ](主体は屋代遺跡群)「赤](主体は屋代遺跡群)[井 ]

[是]等がみられる。

註 l PLの掲載順は図版の順番 と多少異なるところがあるので注意。

2 横位←とは、土器を正位でみた時、時計まわりの横方向に墨書されたものをさす。横位→とはその逆をさす。

引用・ 参考文献

金原 正 1989「第4節 墨書土器」『中央道長野線埋蔵文化財報告書3 吉田川西遺跡』 (財 )長野県埋蔵文化財センター

表 19-(1)墨 書 土 器 一 覧 表                          更埴は更埴条里遺跡の略、屋代 は屋代遺跡群の略

図版NQ 掲載NQ 遺跡名 出土遺 構 。層位 時  期 文字の読み 音6位 方 向 文 字数 PL

更 埴 床 6期 頁恵器杯 A 冨 体部外面 横 位 → 57-1

更埴 B9002 カマ ド内 6期 黒色土器 AttA Ⅱ 冨 体部外面 正位 単字句

更埴 B9004 覆土中層 6期 吹質須恵器杯 A 冨 体部外面 横位←

1 更埴 B9015 5期への混入 頁恵器杯 A 中] 体部外面 正位 57-2

233 更埴 B9036 床面 6期 頁恵器杯 A □ 体部外面

更埴 8期前半 黒色土器 A tt Aor椀 由 体部外面 正位

更埴 B9059 覆土中層 6期 頁恵器杯 A И 体部外面 単字句 57-5

更埴 B9059 覆土中層 6期 頁恵器杯 A И 体部外面

更埴 B9059 覆土中層 6期 頁恵器杯 A И I 体部外面 単字句 57-3

更埴 B9059 覆土中層 6期 頁恵器杯 A И 体部外面

更埴 B9059 覆土中層 6期 買恵器杯 A □ 体部外面

更埴 B9059 覆土中層 6期 買恵器杯 A И] 体部外面

更埴 床 7期前半 頁恵器杯 A [大 山]

象書の [赤 ]
体部外面 正位

更埴 B9073 覆土中層 6期 買恵器杯 A 冨 体部外面 正位 単字句

更埴 B9073 覆土中層 6期 買恵器杯 A 冨 体部外面 正位

更埴 B9073 掘 方 6期 買恵器杯 A И 体部外面 単字句 2文字

更埴 床 6期 黒色土器 AttA I [中 中] 体部外面 正位 単字句 2文字

更埴 6期 買恵器杯 A 政 体部外面 正位

更埴 6期 買恵器杯 A □ □ 体部外面 単字句 ?2文字 ?

297 更埴 6期 黒色土器 AttA H □ 体部外面 正 位

1 更埴 6期 須恵器杯 A □ 体部外面
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表19-(2)墨書土器一覧表

図版NQ 掲載NQ 遺跡名 出土遺構 。層位 時  期 土器の種類・器種 文 の読み 音Ь位 方 向 文字 数 PL

1 更 埴 D9100 5期後 半 ～ 8期 頂恵器杯 A 是 体部外面 正位 単字句

更 埴 K9205 申世への混入 実測図なし 黒色土器 A tt Aor椀 □ 体部外面

1 更 埴 K9265 8期前半 土師器杯 AⅡ 良 体部外面 正 位 単字句 57-6

332 1 更 埴 3K9432 8期 質恵器杯 A 丹 体部外面 正 位 単字句

332 1 更 埴 3K9435 5期 頁恵器杯 A 冨 体部外面 正 位 単字句 57-7

更 埴 3K9435 5期 質恵器杯 A 冨 体部外面 正 位 単字句 57-8

更埴 3K9930 8期前半 黒色土器 AttA H □ □ 体部外面

332 5 更 埴 3K9930 8期前半 黒色土器 A tt Aor椀 [井] □ 体部外面 倒 位 複字句

1 更 埴 3T923 6～ 7期 黒色土器 AttA I 冨 体部外面 横位←

2 更 埴 K地区 5期後半～ 8期 頁恵器杯 A □ [是 ヵ]or
[足 ヵ]

体部外面 正 位

更 埴 K地区 Ш層 不明 黒色土器 A tt Aor椀 [倉 ヵ 釦ヵJ 体部外面 正位

更埴 K地区 Ⅸ 012 トレンチ 2期初頭～ 8期 頁恵器杯 Aor tt B 冨 体部外面 正位

更 埴 く地区 Ⅳ -1層 6期後半～ 8期前半 欧質須恵器杯 A □ 体部外面 正 位

2 更 埴 K地区 Ⅳ -1層 6～ 7期 頁恵器杯 Aortt B □ 体部外面

1 更 埴 K地区 Ⅳ-lb層 6期前後 質恵器杯 A 体部外面 57-9

1 屋 代 Ⅷ区 Ⅳ-1層 6期前後 質恵器杯 A 乙 ム ] 体部外面 横位→ 単字句 2文字

1 屋 代 V区 T21 Ⅳ-1層 6期末～ 8期 険質須恵器杯 A □ 体部外面 正位 単字句

1 屋 代 3A7001(転用硯兼ねる) 2期への5期後半～8期の混入 質恵器杯 A 本 底部外面

屋 代 3B83床 8期前半 頁恵器杯 A □ 体部外面

屋 代 3B36 カマ ド脇 6期 質恵器杯 A □ 体部外面

屋 代 3B49 カマ ド周辺 8期前半 天釉陶器椀 A □ 底部外面

屋 代 3B54 床やや上 8期前半 黒色土器 AttA H 太 体部外面 正位 57-10

屋 代 3B54 カマ ド脇 8期前半 黒色土器 AttA H 体部外面 正位 単字句

屋 代 3B58 1層 (上層 ) 6期 頁恵器杯 A 丁 体部外面 横位→ 単字句

屋 代 3B63 カマト 6期 黒色土器 AttA H □ 墨痕 体部外面

屋 代 3B68 7期前半 黒色土器 AttA H □ 体部外面 正 位

屋 代 3B68 7期前半 黒色土器 A tt Aor椀 □ 豊 ヵ 体部外面 倒位

屋 代 3B75 8期前半 天釉陶器椀 A 太 底部外面

屋 代 3B120 カマ ド脇、床 7期後半 黒色土器 AttA H □ 墨 痕 体部外面

屋 代 3B3014 覆土 7期後半 黒色土器 AttA Ⅱ [由 ヵ] 体部外面 正 位 単字句

5 屋 代 B3016カ マド脇 (カ マジルシ兼) 6期 頁恵器杯 A 丙 体部外面 正 位 単字句

屋 代 3B3016 カマ ド脇 6期 買恵器杯 A 由 体部外面 正 位 単字句 57-11

屋 代 3B3016 6期 黒色土器 A tt Aor椀 由 体部外面 正位

259 屋 代 3B3016 6期 黒色土器 AttA I □ 墨 痕 体部外面

屋 代 3B3031 6期 須恵器杯 A [八代」 体部外面 倒位 複字句

屋 代 3B3031 カマドフキン 6期 須恵器杯 A 「八代1 体部外面 倒 位 複字句 57-12

屋 代 3B4008 7期後半 須恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3B4011 カマド周辺 6期 須恵器杯 A L_ 体部外面 正位 単字句 57-14

屋 代 3B4011 カマ ド周辺 6期 須恵器杯 A И 体部外面 57-15

5 屋 代 3B4020 カマ ド周辺 6期 黒色土器 AttA H □ 体部外面 正位

268 屋代 3B4504 カマド脇 7期前半 須恵器杯 A 上」 体部外面 横位→ 単字句

屋代 3B4511 6期 須恵器杯 Aortt B 几 体部外面 倒 位

屋 代 3B4511 床下 トレンチ 6期 須恵器杯 Aortt B □ 体部外面

屋 代 3B4805 床 6期 黒色土器 AttA H 百 底部外面

271 屋代 3B5003 7～ 8期 黒色土器 AttA H □ 体部外面

7 屋 代 3B5005 2層 7期前半 黒色土器 A tt Aor椀 □ 真ヵ」 体部外面 正位

7 屋 代 3B5012 1層 7期前半 黒色土器 A tt Aor椀 真 体部外面 正 位

272 屋代 3B5012 7期前半 黒色土器 A tt Aor椀 真 体部外面 正 位 58-2

屋 代 3B5012 7期前半 黒色土器 A tt Aor椀 □ 真ヵ」 体部外面 正 位

屋 代 3B5020 卯り合いか ら 7期 黒色土器 AttA H □ 体部外面

屋 代 3B5021 床 8期前半 黒色土器 AttA H □ 体部外面

屋 代 3B5021 床 8期前半 黒色土器 AttA H □ [全 ヵ]or
[金ヵ]

体部外面 正位

屋 代 3B5021 8期前半 黒色土器 A tt Aor椀 大 ] [丈 ] 体部外面 正位

屋 代 3B5021 2層 上面 8期前半 黒色土器 A椀 □ 体部外面

屋 代 3B5021 2層 上面 8期前半 (6期 の混入 ? 質恵器杯 A □ 体部外面 倒 位

屋 代 3B5022 6期  2期の SBへの混入 黒色土器 AttA H 体部外面

屋 代 3B5036 床 5期前後 (7期 の混入 ? 黒色土器 A tt Aor椀 乙 体部外面

屋 代 3B5053 カマ ド脇 7期前半 黒色土器 AttA H 本 体部外面 倒 位

277 屋 代 3B5056 7期前半 黒色土器 AttA H □ 真ヵ l 体部外面 正 位

屋 代 3B5057 6期 黒色土器 A tt Aor椀 □ 川ヵJ 体部外面 倒位

屋 代 3B5059
5期 (6～ 7期 の混入の司

争ヒ
′
性あ り)

黒色土器 AttA H [太 ] 体部外面 倒 位 単字句 58-3

屋 代 3B5064 7期前半 頁恵器杯 A 本 体部外面 正 位

5 屋 代 3B5064 カマド脇 7期前半 黒色土器 AttA H 本 体部外面 正位 と倒位 単字句 2文字

278 屋 代 3B5073 1層 6期 黒色土器 A tt Aor椀 真 体部外面 正位

屋 代 3B5073 1層 6期 黒色土器 A tt Aor椀 □ 体部外面

屋 代 3B5073 1層 6期 黒色土器 A tt Aor椀 □ 体部外面

屋 代 B5085 7期後半 黒色土器 A tt Aor椀 大 体部外面 倒位

280 屋 代 B5095 床 6期 黒色土器 AttA H 八 体部外面

5 屋 代 B5119 2期のSBへの6期前後の混入 質恵器杯 A [乙 、本 ]
体部外面

底部外面
乙]は倒僣

単字句 2文字
以上

7 屋 代 B5156
占墳 1期の SBへ
占代 7期前後の混入

質恵器杯 A [丈 ] 体部外面 正 位

屋 代 B5175 6期 黒色土器 AttA H □ 体部外面

屋 代 B6005 カマ ド内 7期後半 黒色土器 AttA H 虫 体部外面 横位← 単字句

屋 代 5世紀への混入 黒色土器 A tt Aor椀 丈] 体部外面 倒 位

屋 代 B6033 床 6期 黒色土器 AttA H 十 数字の20 体部外面 正位 単字句

1 屋 代 B6067 6期 (2期前後のSBへの混入) 頁恵器杯 A 九 体部外面 倒位

289 屋 代 B6074 7期 頁恵器杯 A □ 体部外面

7 屋 代 B6077 Pl 7期後半 黒色土器 A tt Aor椀 [ 乙 体部外面

屋 代 B6077 床 7期後半 黒色土器 A tt Aor椀 [ 本 体部外面 正位

292 屋 代 B6107 6期 頁恵器杯 Aor tt B □ 体部外面

屋 代 B6118カ マド脇 4枚重ねの杯 7期 黒色土器 AttA H | 乙 体部外面 倒位 単字句

235 屋 代 B9050 覆土中層 8期 黒色土器 AttA H □ 体部外面

295 1 屋 代 8期前半 須恵器杯 A [ 由 体部外面 倒 位

1 屋 代 3C132 5期後半～ 8期 黒色土器 AttA H □ 体部外面

屋 代 3C3123Ⅳ 区 L23(SB3027、 8 6期 須恵器杯 A □ 体部外面

屋 代 3D32 ⅥI区 上 層 5～ 6期 黒色土器 AttA H □ 体部外面

屋 代 3D3032 8期前半 黒色土器 AttA H コ [侍 ヵ]裏に伏せ

て初めて読める
体部外面 倒位 単字句 58-5
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第 5章 遺 物

表19-(3)墨書土器一覧表

図版NQ 掲載NQ 遺跡名 出土遺構 。層位 時   期 土器の種類・器種 文字の読み 音Ь位 方 向 文字数 PL

1 屋代 3D3044 VItt AM5 7～ 8期前半 頁恵器杯 A □ 体部外面 正位

1 屋代 3D3243 8期前半 尋色土器 AttA H [是 ] 体部外面 横位→ 単字句

屋代 3D3243 8期前半 黒色土器 AttA H □ [是 ヵ] 体部外面 横位→

1 屋代 3D4514 8期前半 頁恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3D4532 6期 黒色土器 A tt Aor椀 [百 ] 体部外面 正位

305 屋代 3D6004 7～ 8期 黒色土器 AttA H [赤 ] 体部外面 倒位

屋代 D7025 6期末～ 7期前半 黒色土器 A tt Aor椀 □ 体部外面

306 屋代 3D7025 6期末～ 7期前半 黒色土器 A tt B [赤 ] 体部外面 正位 単字句 2文字

306 屋代 3D7025 6期末～ 7期前半 黒色土器 A tt B [赤 ] 体部外面 正位

屋代 D7025 6期末～ 7期前半 黒色土器 AttA H [本 ] 体部外面 倒 位 単字 句 2文字

屋代 D7025 6期末～ 7期前半 黒色土器 AttA H [一 生]則 天文 字

[人 ]

体部外面 正位

屋代 D7025 6期末～ 7期前半 黒色土器 A tt Aor椀 [本 ] 体部外面 倒位

屋代 D7026 1tt M10 6～ 7期 次質須恵器杯 A □ 体部外面 倒位

屋代 D7026 6～ 7期 頁恵器杯 A [全 ] [金 ] 体部外面 正位 単字句

122 屋代 3D7034 1 tt 116 6～ 7期 頁恵器杯 A [干 ] 底部外面 単字句 58-10

屋代 3D7043 1区 H10 6～ 7期 頁恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3D7043 1tt H10 6～ 7期 頁恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3D7043 1tt H10 6～ 7期 黒色土器 A tt Aor椀 □ 体部外面

屋代 3D7043 1区 H10 6～ 7期 質恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3D7065 1区 砂 層 1期前半 チトロクロ土師器杯L類 □ [○ ] 記号 体部内面

屋代 3D8021 4～ 7期 (4～ 5期 中心 ) 質恵器杯 Aor tt B □ [在 ヵ] 体部外面 横位←

屋代 3D8021 4～ 7期 (4～ 5期 中心 ) 頃恵器杯 Aor tt B □ 体部外面

屋代 3D8021 4～ 7期 (4～ 5期 中心 ) 黒色土器 A tt Aor椀 □ 体部外面 横位

329 屋代 3D8021 4～ 7期 (4～ 5期 中心 ) 頂恵器杯 A □………□ 体部外面 横位← 複字句

屋代 3D8027 4層
6～ 7期 (2期初頭～ 5身

河半の混入 )

質恵器杯 B □ 体部外面

屋代 3D8027 1区 6～ 7期 質恵器杯 Aor tt B □ 体部外面

屋代 D8027 4層 6～ 7期 黒色土器 A tt Aor椀 [成 ] □ 体部外面 正位 複字句

屋代 3D8027 3～ 4層 6～ 7期 質恵器杯 Aor tt B [道 ] 体部外面 横位←

屋代 3D8027 4層 6～ 7期 頂恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3D8027 4層
6～ 7期 (2期初頭～ 5却

河半の混入 )

質恵器杯 A [三 田 ] 底部外面 複字句

屋代 3D8027 4層 6～ 7期 質恵器杯 Aor tt B □ 体部外面

屋代 3D8027 4層 6～ 7期 質恵器杯 Aor tt B 体部外面 正位

屋代 3D8027 4層 6～ 7期 頁恵器杯 Aor tt B □ 体部外面

屋代 3D8027 4層 6～ 7期 (4期 の混入も多い
) 黒色土器 AttA H □□□ 体部外面 横位← 複字句

屋代 3D8027 4層 6～ 7期 黒色土器 AttA H □ 底部外面

屋代 3D8027 4層 6～ 7期 (4期 の混入も多い) 黒色土器 A tt Aor椀 □ [受 ヵ]or
[足 ヵ]古

体部外面 横位←

屋代 3D8027 6～ 7期 質恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3D8027 6～ 7期 質恵器杯 Aor tt B □ 体部外面

屋代 3D8027 6～ 7期 頃恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3D8040 Eカ ベ 2期 (2期初頭、 4水 田) 狽恵器杯 BI □ 体部外面

屋代 3D8041 3層 1期 質恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3D8041 1 tt 」16 3～ 4層 占墳 8期～古代 2期 土師器手づ くね土器 壁:? 体部外面

屋代 3K335 6期 頃恵器杯 A [江 ] 体部外面 正位 単字句

屋代 3K335 3層 6期 黒色土器 AttA H [■ ] 記号 体部外面 倒位 単字句

屋代 3K521 6期 質恵器杯 A □ 体部外面

屋代 3K521 6期 質恵器杯 A [行 ] 体部外面 倒位

屋代 3Kl152 7～ 8期前半 黒色土器 AttA I [手 ] ・体部外面 横位← 単字句 60-7

屋代 3K4774 5世紀への混入 頁恵器杯 Aor tt B □ [代 ヵ] 体部外面 横位←

屋代 3Q5003 6期 黒色土器 AttA I [几 ] 体部外面 正位

屋代 3T3004 盛土 8期前半 頁恵器杯 Aor tt B [由 ] 体部外面

1 屋代 X4 3層 6～ 7期 頁恵器杯 A □ [臣 ヵ]or□
[得ヵ]

体部外面 倒位

屋代 掘 方 6期 頁恵器杯 A □ 体部外面

屋代 I区 Ⅳl19 Ⅳ層 7期～ 8期 黒色土器 AttA H □ 体部外面 横位←

屋代 Itt S14 1V一 Y5-1層 2期初頭～ 8期 黒色土器 AttA H [八 ] 体部外面 倒位

屋代 Itt S4 5期後半～ 8期 P 黒色土器 AttA I □大 体部外面 正位 複字句

屋代 Itt NSll Ⅲ-1層 5期後半～ 8期 ? 黒色土器 A tt Aor椀 □ [真 ヵ] 体部外面 正位

1 屋代 3T3001の 下 黒色土器 AttA H [由 ] 体部外面 正位

屋代 Itt N5(× の箆書あ り) 5期後半～ 8期 黒色土器 AttA H 政 □ 体部外面 正位

屋代 I区  OA18 1V― Y5-1層 5期後半～ 8期 黒色土器 AttA Ⅱ [本 ] 体部外面 倒位

l 屋代 Itt NR6 111-1層 5～ 6期 頁恵器杯 A [土 ] 体部外面 倒位

1 屋代 Vtt CT6～ 7 1V-1層 5期後半～ 8期 頁恵器杯 Aor tt B □ 体部外面 倒位

1 屋代 rlltt E6 1V-1層  上面 7～ 8期 黒色土器 AttA H □ [方 ヵ] 体部外面 正位

1 屋代 41区 OS18 Ⅲ 2層 7期後半～ 9期 天釉陶器椀 A [赤 ] 底部外面

屋代 llltt SS10 Ⅲ-2層 7期後半以降 天釉陶器椀 A [本 ] 底部外面

1 屋代 AI区 T8 カクラン 5期後半～ 8期 雲色土器 AttA H □ [長 ヵ] 体部外面 横位←

屋代 ′II区 T8 カクラン 5期後半～ 8期 黒色土器 A椀 □ 体部外面 正位

屋代 ′IItt Y21 Ⅳ-1層 5期後半～ 8期 黒色土器 A tt Aor椀 □ 体部外面 横位→

屋代 X区 5期後半～ 8期 頁恵器杯 Aor tt B □ 体部外面

屋代 区
爾

第 2水 田上 盛 土 下 2期初頭～ 5期前半の 5

切後半～ 8期への混入
頁恵器杯 Aortt B [三 田 ] 底部外面 複字句

屋代 V区 Ⅳ l層 5期後半～ 8期 頁恵器杯 Aor tt B [徊 ] 体部外面 横位←

1 屋代
)a区 第 1水田面

平安水 田面
8期前半 黒色土器 AttA H [寺 ] [乙 ] 体部外面 園呈狂単字句 3文字

屋代 I区 5期後半～ 8期 黒色土器 AttA I [大 ] 体部外面 正位 単字句 60-10

屋代 Itt S4 5期後半～ 8期 P 黒色土器 A tt Aor椀 □ 体部外面 倒位

屋代 I区  トレンチ 5期後半～ 8期 黒色土器 A ttH [本 ] 底部外面

1 屋代 I区 IV層 6期前後 須恵器杯 A [乙 ] 体部外面 横位←

屋代 B4825外 5期後半～ 8期 黒色土器 AttA I □ [上 ヵ] 体部外面 正 位 単字句

屋代 Itt IV層 5期後半～ 8期 P 須恵器杯 Aor tt B □ 体部外面
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第 2節 墨書・刻書土器

表20 刻書土器・箆書土器一覧表

図版No 掲載No 遺跡名 出土遺構 。層位 時  期 土器の種類・器種 文字の読み 音6位 方 向 文字数 遺物名 PL

1 更埴条里 3B9001 第 2床面 6期 黒色土器 B tt B □ [冨ヵ] 体部外面 横位→ 刻 書

更埴条里 3B9002 カマ ド脇 6期 黒色土器 B tt B [冨 ] 体部外面 横位→ 刻 書

6 更埴条里 3B9005 7期前半 尋色土器 B tt B □ [中 ヵ] 体部外面 倒位 刻 書

239 更埴条里 3B9071 カマ ド周辺 6～ 7期の 2軒 黒色土器 B tt B [坊]
体部内面 と体部

外面
刻 書

更埴条里 3B9071 床 6～ 7期の 2軒 黒色土器 B ttB [坊 ]
体部内面、体部

外面、底部外面

体部外面

は倒位

単字句 3

文字
刻 書 61-6.7

3 更埴条里 3D974 6期 黒色土器 B皿 「冨] 体部外面 正位 刻 書

332 1 更埴条里 3K9907 8期前後 黒色土器 AttA H [由 ] 体部外面 正位 単字句 刻 書

更埴条里 K地区 Ⅲ層 6～ 8期 黒色土器 B tt B [冨 ] 体部外面 横位→ 刻 書

屋 代 3B54  カマ ド脇 8期前半 黒色土器 B tt B [吉 ] 体部内面 刻 書

屋 代 3B57 8期前半 黒色土器 B皿 [太 ] 体部外面 正位 刻 書

屋 代 3B59  床 8期前半 黒色土器AttA H [金 ] 体部外面 倒位 単字句 刻 書

252 7 屋 代 3B66  覆土 6～ 7期 黒色土器 B tt B □ 体部外面 刻 書

屋 代 3B66 6～ 7期 黒色土器 B tt B □ 体部外面 刻 書

屋 代 3B71 北カマ ド 掘方 8期前半 黒色土器 B tt B [午 ] 体部内面見込部 刻 書

2 屋 代 3B74 8期前半 黒色土器 AttA Ⅱ □ 体部外面 刻 書

屋 代 3B76 床 8期前半 黒色土器 B tt B [太 ]
体部外面 と底部

外面

体部外面

は正位

単字句 2

文字以上
刻 書

255 屋 代 3B124  カマ ド周辺 7期前半 黒色土器 B tt B [由 ] 体部外面 刻 書

屋 代 3B3006 8期前半 黒色土器 BttA I □ [由 ヵ] 体部外面 刻 書

屋 代 3B3016 6期 黒色土器 B皿 [由 ] 体部外面 正位 刻 書

7 屋 代 3B4030 3層 ～4層 8期前半 黒色土器 B皿 □ 体部外面 刻 書

屋 代 3B4204 5～ 6期 黒色土器 B tt B [上] 体部外面 正位 童
日

2 屋 代 3B4518 刀り合いから7期 黒色土器 B tt B [井] 体部外面 書

屋 代 3B5005 2層 7期前半 黒色土器 B皿 □ [乙 ヵ] [ム ] 体部外面 横位→ 複字句 圭
日

屋 代 3B5022 6期 (2期 の SBへの混入 ) 黒色土器 B皿 □ 体部外面 書

屋 代 3B5022 6期 (2期 の SBへの混入 ) 黒色土器 B皿 □ 体部外面 書

屋 代 3B5073 1層 6期 黒色土器 B tt B □ 体部外面 童
日

6 屋 代 3B6074 床 カマ ド脇壁際 7期 黒色土器AttA H □ 体部外面
句

字

字

文

”早

２
刻 書

5 屋代 3B6074 床 カマ ド脇壁際 7期 黒色土器 AttA H [内 ] 体部外面 倒位
単字句 2

文字
刻 書

屋 代 3C129 7～ 8期 黒色土器 B tt B □ 体部内面見込部 圭
日

屋 代 3C129 7～ 8期 黒色土器 B tt B □ 体音Ь内面 圭
日

屋 代 3D22 8期前半 黒色土器 B tt B [乙]□ [ム ヵ] 体部外面 刻書

屋 代 3D68 7～ 8期前半 黒色土器 B皿 □ 体部外面 刻書

6 屋 代 3D90 8期前半 黒色土器 B tt B □ 体部外面 刻 書

屋 代 3D6012 6期前後 黒色土器 B皿 □ [赤 ヵ] 体部外面 横位← 刻 書

屋 代 3D7030 1tt N2 最下層 2期 (3水 田) 土師器甕 □ 胴部内面 刻 書

屋 代 3K518 7～ 8期前半 黒色土器 B皿 □ 体部外面 正位 刻 書

屋 代 3K3262 7期 黒色土器 B椀 □ 体部外面 正位 刻 書

1 屋 代 3K5094 1層 6～ 7期 黒色土器 B tt B □ 体部外面 刻 書

屋 代 3T3001 盛土 8期前半 黒色土器 B tt B [本 ] 底部外面 刻 書

屋 代 3T3002 盛土 8期前半 黒色土器 B tt B [由」 底部内面見込部 刻 書

屋代 3X4 覆 土 6～ 7期 黒色土器 B tt B □ 体音6内 面 圭
日

屋代 /1tt KE14 Ⅳ-1層 上面 5期後半～ 8期 黒色土器 B tt B □ 体部外面 刻書

屋 代 I区 IV層 上面 5期後半～ 8期 黒色土器 B tt B [赤 ] 体部外面 正位 刻書

5 屋 代 Itt NS4 111-1層 5期後半～ 8期 ?
黒色土器 A or BttA ol
院

□ [真ヵ] 体部内面見込部 刻書

3 屋 代 Itt SKll Ⅲ-1層 5期後半～ 8期 黒色土器 B皿 [真 ] 体部内面 刻 書

1 屋 代 V区 S18、 19 カクラン 7期後半～ 8期前半 黒色土器 BttA H □ [由 ヵ] 体部内面見込部 刻 書

屋 代 √H区 Q19 1V-1層 5期後半～ 8期 黒色土器 B tt B □ 体部内面 刻 書

5 屋 代 √II区 S5 1V l層 上 面 5期後半～ 8期 黒色土器 B tt B [石 丁 ] 体部外面 横位← 複字句 刻 書

屋 代 Vtt IV l層 上 面 不明 黒色土器 AttA or椀 □ [吉 ヵ] 体部外面 正位 童
日

屋 代 Ⅲl区 KF6 1V-1層 上面 5期後半～ 8期 雲色土器 B tt B [太 ] 底部外面 刻 書

屋 代 B52  4層 8期前半 黒色土器 B tt B [太 ] 底音6外面 箆書

屋 代 覆 土 壁際 7期後半 黒色土器AttA H □ □ 体部外面 箆書

屋 代 B5072 掘方 6期 黒色土器 B tt B [大 ] 底部外面 箆書

5 屋 代 ⅥI区 T6 8期前半 黒色土器AttA H [井 ] 体部外面 正位 箆書

屋 代 K6140 2期初頭～ 8期 トロクロ土師器杯 □ 底部外面 箆書

1 屋 代 K6410 5世紀～古代 5期前半 トロクロ土師器杯C類 ? □ 底部外面 箆書

表21 朱墨書・漆書土器一覧表

図版NQ 掲載NQ 遺物名 遺跡名 出土遺構 時  期 土器の種類 。器種 文字の読み 部位 方 向 文字数 PL 備 考

朱墨書 屋代 3B5064 掘方 7期前半 黒色土器 B tt B □ [赤 ヵ] 体部外面 正位

朱墨書 屋代 3B6105 4期 黒色土器 AttA or椀 □ 体部外面
5期後半～

8期の混入?

1 漆 書 屋代 3K8016 習位か ら 6期 頃恵器杯 BⅡ 体部外面 単字句 記号
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第 5章 遺 物

全体(屋代遺跡群・更埴条里遺跡) 屋代遺跡群 更埴条里遺跡

総点数 186 150 36

時期別

推移

縦軸…数
横軸…時期

―
―
―
―
』

占ニ
・４
期

・
地

・２
期

ｎ
期

１０
期

８
期
後
半

８
期

８
期
前
半

７
期

６
～
７
期

６
期

５
～
６
期

５
期

４
期

３
期

２
期

・４
期

・
１５
期

・３
期

・２
期

１０
期

９
期

８
期
後
半

８
期

８
期
前
半

７
～
８
期

７
期

６

～

７

期

６
期

５
～
６
期

５
期

４
期

２
期

1島

畠島島晶
ittlふ i豊

晶
‡
晶期競賭嬌

I

土器の

種類

灰袖陶器4鰯「
灰袖陶器

4■1%   |
その他
1点3%   |

軟質須恵器4点 2%その他3点2% 軟質須恵器2点1%その他
―
点 軟質須恵器 2点 5%

器種別

割合
杯

122点 ％

Ａ

６５

粗

椀
30点
16%

組
ｏｒ榊嫌
彫

その他 14点 8% その他 14点 9%

％

Ａ

６２

杯
点

組
ｏｒ椀
嫌
協

粗
ｏｒ榊
疎
彫

組

杯 A    I塁
椀

30点 83%      |』窯
11%

ヽヽ rttB 2点6%

文字の

種類

〔И〕は更埴条里遺跡に多いが

屋代遺跡群にも1点みられる

〔由〕は屋代遺跡群に多いが更埴

条里遺跡にも1点みられる

〔是〕は屋代遺跡群に2点、更埴条里

遺跡にも2点みられる

〔乙〕0007点    ・〔ハ〕̈・2点

〔三田〕・・・2点   ・〔八代〕・…2点

〔上〕。・02点    ・〔本〕・…11点

〔丈〕・。・2点    ・〔由〕・…5点

〔真〕・・・3点    ・〔記〕・・・2点

〔赤〕…4点   その他

〔太〕・。・3点    ・〔一生〕・・・1点

〔丈〕・・02点

・〔И〕・・・7点
・〔冨〕・・・9点
その他
。〔大山〕̈・1点

部位

底部外面14点 7% 底部外面14点9%

体部外面
36点 100%

畜駐懲盛轟乱)魚響なる 体部内面1点 0.5% 体部丙面面爾爾湯

方向

・横位 ← は右 まわ りの横位のこと
その他3点3% その他3点3% 倒位1点 4.5%

横位→7点6% 横位→6点7% 横位 → 1点 4.5%

出土場所

その他11点 6%

SKll点 6%

その他13点9%

SB
64点 43%

SD
46点 31%

包含層
26点
17%

その他3点8%

SB
18点  50%

SD
5点 14%

包含層
5点
14%

ＳＫ
鎌
蘭

文字数 単字句|1複字句

黙認% 1酬 |IЪ
6点 13%|120%

単字旬2文字以上2点4%

21言
字品% 庸輩|1爆暴「1%|1 23%

単字句2文字以上2点 6%

単字句     |モ宝
8熱

J75%    IP茎
守

2点 18%

複字句1点9%

図28 墨書土器の諸特徴の分析
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第 2節 墨書・刻書土器

全体(屋代遺跡群・更埴条里遺跡) 屋代遺跡群 更埴条里遺跡

総点数 60(刻書540箆書6) 50(刻書440箆書6) 10(刻書10)

時期別

推移

□ …箆書

El…刻書

「
‐
＝
町
‐
‐

５＋
‐
‐
‐

「
―
―
叶
―
―
―
甘
―
―
―

「
‐
＝
町
‐
‐

５＋
‐
‐
‐ 嘲 コ

・２
１
・５
期

１０
期

８
期
前
半

７
期

６
～
７
期

６
期

５
～
６
期

５
期

４
期

３
期

１
期

時
期

時
期

・２
～
・５
期

１０
期

８
期
後
半

８
期
前
半

７
～
８
期

７
期

６
～
７
期

６
期

５
～
６
期

５
期

４
期

３
期

２
期

時
期

・２
～
・５
期

Ｈ

期

１０

期

８
期
後
半

８
期
前
半

７
～
８
期

７
期

６
～
７
期

６
期

５
～
６
期

５
期

４
期

２
期

土器の

種類 黒色土器B
44メミ  81%

師

黒色土器B
2点 33%

黒色土器A
2点 33%

非ロクロ土師器
2点 33%

黒色土器B
36点 81% 材協

|

土 師毛曇2点 5%

刻
書

黒色土器B    I黒色土器
8点 80%     12点 20%

器種別

割合

終ヽ r椀3点5% 椀1点2% 甕1点2%

皿B
2点 33%

租
2点 33%

杯
2点  33%

皿B
29点 54%

皿
[2点 22% 3轟材小‖

濠ヽ r椀2点5%椀 1点2%甕 1点2%

皿B
2点 33%

租
2点 33%

杯
2点  33%

皿B
22月ヨ  50ワる

皿
11点 25% 7鳥 %|ネ

刻
書

皿B
7点  70%

皿
嫌
膨

租
嫌
膨

濠ml椀  1点10%

文字の

種類

〔由〕は屋代遺跡群に多いが

更埴条里遺跡にも1点ある

〔乙ム〕̈・2点  ・〔太〕…2点

〔吉〕・・02点   0〔由〕…2点

〔真〕・…2点   ・〔井〕‥・2点

〔赤〕・・・2点     (1点
箆書)

〔坊〕・・・2点

〔冨〕・・・4点

部位

底部外面4点7%その他3点5%

体部外面
2点 33%

底部外面
4点 67%

体部外面
38点 66% 鉗賜1本

箆
書

一
刻
書

底部外面3点7%その他3点7`

体部外面
2点 33%

底部外面
4点 67%

体部外面
29メミ  64ワろ 躙賜1本

刻
書

体部外面   1体部内面
9点 69%    13点 23%L点

方向

正位
1点  100%

正位
10ズミ  50ワろ

横位

4点 20%
櫛
↑闊

倒位
4点 20%

正位
1点 100%

正位
8点 62%

櫛
↓酬
雌一脚

倒位
2点 15%

刻
書

正位  1 横位 一→  1 倒位
2点 29%1 3点 42%  1 2点 29%

出土場所

点2%

SB
3点 50% 2点

S竜

3%11点 3%

SB
28点 52%

包含層
11点 20% LI本 1小 11

SK4点7% SC2点 4%創陀点4%SXl

刻
書

SB
7点  70%

朧
鰊
彫

ＳＤ
疎
屁

ＳＫ
疎
彫

SB
21点 48%

品     12%

文字数
刻

書
単字句
2点 29% 胸鮮鰍協1脇

複字句
2点 29%

刻

書
単字旬
1点 20% 勒丼動

『嘲動
複字句
2点 40%

刻

書 摂斬話功 1単薫ξ島蕩
字

図29 刻書土器・箆書土器の諸特徴の分析
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第 5章 遺  物

凡例 SB9002‐12黒BttBと は刻書でSB9002の 12番の土器をさす。黒BttBと は土器の種類と器種をさす。黒は黒色土器の略、須は須恵器の略
8C～ 9Cは古代2期～8期、9Cは古代5期後半～8期 をさす

図30 複数出土の文字 とその出土遺構 および器種

0は 墨書 |  |は 刻書 〔  )は箆書 (⊂Ⅲ)は未墨書をさす。

文
字 不嗜♂ 古代 6期 7期前半

古
、
7鶏

期後半 古代 8期前半 藤黛以裡 8世(2智世紀

管
田

更

埴

条

里

5期

3K9435D

須粗

5期

3K943卜の
須権

6～ 7期
6B9073‐1)須租 ∈躙2卜1)黒淋 kI
⑮B9001‐D 須材■     6～ 8期

OB900③ 須粗     剛躯皿層 黒BttB
(図版343‐ 4)

鰤区Ⅸ012ト レンう
須驀ヽ rttB
(図版343-2)

屋

更
　
埴

条

里

m処 笙 二須枇 ____
須租

須租

須租

須租

須租

須粗
(図版343-1)

由

ｏｒ
由

ヵ

屋
　
代
　
　
一更
埴

SB301G20 黒B皿

GB30166D 須稚
(SB301開 D ttAttAЭ r椀

SB1246 黒BttB

OB301■10瓢組 Ⅱ

7期後」

l⑤区カクう

10剛0盛土‐D須啓ヽ rttB

I(SCll‐ 1)須租   GB300))
I 
Ⅷ 002盛±16黒BttB 黒邸 AI

半～8期前半

□黒Bオ利LⅡ (図版34卜1)

03001のつ黒師阻Ⅱ
(図版34併1)

⑩ 黒川陥喘磁
四 沐 I

陵

淑 Ⅱ

赤
ｏｒ
赤
ヵ
実
芭

屋
　
代

嚇剛
黒B皿 10亜亜⊃黒BttB

6期末～7期前半

6D70251)黒 AllllB

CD70251D ttAllllB

7期 ～8期

GD60眸1)熱縣 kⅡ

7期後半～9期

⑩区皿20灰紬楓

(図版34卜 1)

9c

I区Ⅳ層 黒BttB
(図版347-5)

更 |[大山](璽亜⊃須租
|

真

ｏｒ
真

ヵ

屋
　
代

OB5073‐ 2D   黒川的喘r椀 OB5012の 黒川‰蝸r椀

GB5m2‐0師 磁
OB5012… D黒川‰蝸r椀

OB5003つ 黒川‰喘r椀

OB5056D師 Ⅱ

9c

I区 Ⅲ‐1層 黒B皿

(図版347-3)

(I区Ⅲ…10黒川闊喘r椀

(図版3472)

本
屋
　
代

OB505→ 勲耐 ⅡGD
OB506→ 須杯生 黒川‰喘漱

10B5064D脚 帷 Ⅱ
6期末～7期前半

CD70251)昇議生柄磁ゝⅡ

CD70251D黒川‰蝸r椀

棚廻
働

圏 001盛■16黒BttB

さ半以降

D
34G2)

2期への9Cの混入

(SA7001‐1)須租

2期のSBへ の6期前後の混入
[乙 本]

9c
須粗

⑪ 黒淋 k(図版347-2)

0区4c層)黒層稗肛 (図版3473)

太

屋
　
代

切り合いから
5期

もB505)「

【SB52‐ 8】 黒BttBOB諄う熱 Ⅱ

田 量:皿BCttD灰
綱

9c

Ⅷ区Ⅳ̈1層

(図版3462)

銘
ｏｒ鶴

屋
代

6期前後
創区Ⅳ‐lD須杯A(図版34Gl)

SB50058 黒B皿 SD22‐5黒BttB

上
屋
代 瑚

囲

須租

併11 黒BttB
(SB450■ 6)須組

大
屋
代

で強5072掘方‐ご}黒BttB (SB508")

黒AttAor椀
[大lor[丈 ]oB5021‐10黒AttAor椀 ⊂D黒琳 kI(図版3470

⑪ 黒懸 kI(図版3476)

#

屋
代

切り合いから7期

SB4518‐2 黒BttB I SD9)5】 黒絲 AⅡ

更
埴 (SK993)5);乳層豹br椀

是

ｏｒ
ｉ
ガ

屋
代

(SD324卜 1)黒淋 kⅡ

(SD324)2)黒絲 kⅡ

更
埴 促ヵ]or[足ヵ]⊂Ⅲ⊃須櫓ヽ個版34毘 )

乙
屋
代

6期前後
(I区 Ⅳ層)須租  (図版347J

7期 (SB611&5)黒哺阻 Ⅱ

(SB60717)

黒川‰喘r椀

[乙 1寺]0躯籍林田D瓢楓Ⅱ硼 34111 翻♀輔入撤拿期激鶏

鍼 雪躊
八
代

屋
代

(SB3031‐4) 須組

(SB3031‐10) 須融
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代
駆

屋
③

代

ａ区
屋
③

更埴条里

図31 時期別文字関係資料出土地点

一-195-一

区



第 5章 遺  物

第 3節 土 製 品
ぱ

瓦   塔  (図版348 1～ 6 表22 PL55)

瓦塔は 8片の出土がみられる。すべて屋代遺跡群④区からの出土で土師質である。数が少ないため層位、

出土遺構から『中・近世編』関係になる例 も含めて資料化 した (表22)。 部位等の観察は出河裕典氏に指導

を受けた。

表22 瓦塔一覧表

NQ 図版NQ 掲載 NQ 遺跡名 出土遺構 。層位 時  期 土器質 PL 備 考

屋代 ④c区 Ⅲ-1層 ～Ⅳ-1層 2期初頭 ～ 8期 土師質 55-1 屋蓋 四隅先端部 隅木の先端に風鐸孔あり 黒斑あり

屋代 ④c区 Ⅲ-1層 ～Ⅳ-1層 2期初頭～8期 土師質 屋蓋中央円孔～地覆の部分 黒斑あり

屋代 ④c区 Ⅲ-1層 ～Ⅳ-1層 2期初頭 ～ 8期 土師質 屋蓋先端部 黒斑あり

屋代 ④c区 Ⅲ-1層 ～Ⅳ-1層 2期初頭 ～ 8期 土師質 軸部破片 P

屋代 ④ c tt III-1層 ～Ⅳ-1層 2期初頭 ～ 8期 土師質 55-2.3 屋蓋 四隅先端部 降棟欠損 磨耗顕著 黒斑あり

屋代 SB4031 6期 土師質 屋蓋 瓦部分  継 目 3個以上

屋代 SD4504 13期～中世 土師質 瓦塔 P 図不掲載

屋代 SK4003 中世への混入 土師質 図不掲載

布 目瓦  (図版348～ 349 表23)
表23 布 目瓦一覧表

図版NQ 掲載NQ 遺跡名 出土遺構・層位 時   期 PL

屋代 SB4218 5期

屋代 SB4230 2期初頭 ～ 8期

屋代 SB6035 6期

屋代 SB6062 8期前半

屋代 SB6102 3～ 4期

屋代 SD3267 2期初頭 ～ 5期前半 P 56-30

屋代 SD7030 最下層 2期 (3水田)

屋代 SD7030 最下層 2期 (3水田)

屋代 SD7030 最下層 2期 (3水田)

屋代 SD8021 4～ 7期 (4～ 5期中心 )

屋代 SKl148 8期 前半

屋代 SQ5003 6期

屋代 ST3001 上面 8期前半

更埴条里 Xtt KH15 Ⅳ-1層 不 明

更埴条里 X区 KH15 Ⅲ層 不 明

屋代 ④d区 Ⅲ-2層 上面 8期以前

屋代 ④d区 Ⅳ-1層 8期以前

屋代 Vtt Y9 111-2層 8期 以前

屋代 ②b区 カクラン 不 明

屋代
⑤b区  トレンチ Ⅳ一Y5-1
層

8期 以前

屋代 ②f区 カクラン 不 明

屋代 ②f区 カクラン 不 明

349 屋代 Vtt XQ19 Ⅲ-2層 8期以前

349 屋代 ⑤a区 Ⅳ-1層 上面 8期 以前

349 屋代 Vtt Y 115 111-2層 8期以前
349 屋 代 Itt XF14 不 明

(1)円 面硯 (図版348 7～ 9 表24 PL55)

屋代遺跡群で 3例の出土がみられる。SB6053出 土例は SB6101、 SB6127、 SB6128と も接合し、上面に

中央へむかってななめに貫通する穴をもつ。筆立て用か。⑤ b区出土夕Jは底面に朱墨が付着しており朱

墨硯としても使われている。

(2)温 硯 (図版348 10～ 11表24 PL59

屋代遺跡群で 2例の出土がみられる (SB6106 0 SD8049)。 SB6106出 土例は、陸の部分はつるつ るしてお

り、海の音Ь分はしっか りした溝になっている。胴部に一孔が穿たれ、内面は中空になっており、柄の部分

は欠損している。SD8049出 土例は、底部の破片で害Jれ口に一孔が穿たれた跡が残る。丸子町勝負沢遺跡、

『古代 1編』関連の遺構から出土 し

た布 目瓦は26例 である (表20。 最古の

例は SD7030最下層から出土 した 3例

であり、第 3水田対応層に属 し古代 2

期のものである。包含層やカクランか

らの出土も多いが、 8世紀代 と9世紀

代 の 遺 構 か ら も出土 して い る。

SD7030例 を上原真人氏に鑑定 してい

ただいたところ、 7世紀代までさかの

IFる 可育ヒ性があるとのことであった。

屋代遺跡群の近 くの布 目瓦の出土例 と

しては雨宮廃寺跡のものが知られる。

硯
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第 3節 土 製 品

松本市岡田町遺跡等に類夕Jがみられる。

(3)朱墨硯 (表24図32-1 図32-2 図32-3)

『古代 1編』関係では屋代遺跡群で19例、更埴条里遺跡で 3例の出

土がみられる (表 24)。 時期別にみた推移は図32-1の ようであり古代

9期以降もわずかに出土例はみられる。土器の種類でみると須恵器が

多く、器種別にみると杯 Aが最も多く、ついで椀・皿類の順 となる

(図 32-2・ 図32-3)。

(4)転用硯 (表24図33-1 図33-2・図33-3 PL54)

『古代 1編』関係では屋代遺跡群で25例 みられる (表 24)。 朱墨硯に

転用されているものは朱墨硯の項に入れた。墨痕の残るもの、つるつ

るしているもので半J断 した。時期別にみた推移は図33-1の ようであり、

1期後半～ 2期にかけて多くみられる。土器の種類でみると須恵器のみにみられ (古代 9期以降は灰釉陶器

のみのようである)、 器種別にみると杯 A、 杯 Bが多い。高盤、高杯 も一定量みられる (図 33-20図 33-3)。 珍

数

５

（個
） 4鼻

3

７８脚前半
　
嘲

（古
代
）

時
期

別推移

須恵器 陶器1墨争
14点    63%  15点 23%

図32-2 朱墨硯 土器の種類

杯 A   I 椀 0皿類 |そ の他

12点   54% 1 7点  32%13点 14%

図32-3 朱墨硯 器種別割合

図32 朱墨硯の諸特徴の分析

表24 硯一覧表

図版No 掲載NQ 遺物名 遺跡名 出土遺構 。層位 時  期 土器の種類・器種 PL 4肩  考  ・  特 徴

調面硯 屋代 3B6053 2期  5期後半～ 8期の混入あ り 頁恵器 55-9 B6101.SB6127.SB6128と わ〔
`舒8 調面硯 屋代 3D8021 4～ 7期 (4～ 5期 中心 ) 頁恵器

7
調面硯 (赤

塾硯 )

屋代 Dbtt S8カ クラン 2期初頭～ 8期 頁恵器 米墨硯兼ねる

硯 屋代 3B6106
卯り合 いか ら古墳 8期新相～古代 5期篠
半

頁恵器 55-4

硯 屋代 3D8049 1期前半 (5水 田) 頁恵器 喫部のみ

6 未墨硯 屋代 3B39 カマ ド周辺 8期前半 黒色土器 B tt B 氏部の高台内面に朱墨付着

朱墨硯 屋代 3B4008 1層 。4層 7期後半 買恵器杯 BⅥ 勾面に朱墨付着、 S B 4030と 接合

268 未墨硯 屋 代 3B4221 6期 頂恵器杯 A 対面に朱墨付着

1 未墨硯 屋代 3B4808 刀り合 いか ら 6期 質恵器杯 A 勾面に朱墨

木墨硯 屋代 3B5012 7期前半 質恵器杯 A 勾面に朱墨

米墨硯 屋代 3B6014 7期後半 黒色土器AttA H 未か鑑定必要、内面に朱

3 未墨硯 更埴条里 3B9080 71期 質恵器杯 A 勾面に朱墨

2 米墨硯 屋代 D6012 6期前後 質恵器杯 A 勾面に朱

木墨硯 屋 代 3D7065 1期前半 (5水 田) 質恵器杯 G 勺面に朱墨

米墨硯 屋代 D8044 1期 頁恵器杯 A 勾面に朱、 日縁にむけて筆 を絞 った跡あ り

333 未墨硯 屋 代 K1069 6期 質恵器杯 A 勾面に朱

1 朱墨硯 屋代 K6462 5～ 6期 頁恵器杯 A 勺面に朱、灯明具 2も 兼ねる

未墨硯 屋 代 3T3003 盛土 8期前半 天釉陶器椀 or皿 勺面朱墨硯 外面転用硯

1 積墨硯 更埴条里 く地区 カクラン 天釉陶器椀 A 氏部外面に朱墨

7 未墨硯 更埴条里 く地区 Ш層 7期後半 ～ 9期 天釉陶器椀A 勺面見込み部に朱

根墨硯 屋代 V区 IV― 1層 5期後半～ 8期 黒色土器 Btt or ttB 氏部外面に朱

2 根墨硯 屋代
I tt 012 Ⅲ -1層

.

√I― Y5-1層
1～ 4期 頁恵器杯 A 村面に朱

根墨硯 屋代 I区 S18 Ⅲ-1層 5期後半～ 8期 死釉陶器丸皿 K14 襲部外面に朱

4 木墨硯 屋代 Itt NS4 111-1層 5期後半 ～ 8期 買恵器杯 A 勺面に朱

根墨硯 ? 屋代 D7047 1期後半 (1期末、 4水 田) 頁恵器杯 A 氏部外面に直径 lcm程 の朱 ?が付着

1 嵌用硯 屋代 3A7001 2期への 5期後半～ 8期の混入 須恵器杯 A 勾面見込部がつ るつるしている 墨書 も兼ねそ

5 瞭用硯 屋代 1期後半 須恵器高盤 勾面見込み部転用

5 伝用硯 屋代 B5004 1期後半 質恵器杯 BⅡ 勺外面に墨痕

4 伝用硯 屋 代 B5023 掘方 6期 質恵器杯 A 勾面見込み部転用

277 伝用硯 屋代 B5056 7期前半 頃恵器杯 A すった面はない。墨痕が残 る

伝用硯 屋代 B5129 5期の SBへの 2期前後の混入 質恵器高盤 不部内面がつ るつ るしている

1 転用硯 屋代 B6085 8期前半 頃恵器杯 A 勾外面断面にも墨 割状態で使用の可能性ある

転用硯 屋代 3D7030 2期 (3水 田) 質恵器杯 BH 勺外面に墨痕、内はつ るつ る、外 はつ るつ るなし

紘用硯 屋代 3D7030 2期 (3水 田) 狽恵器高盤 盤部内面に墨痕、つ るつ るしている

伝用硯 屋代 3D7030 2期 (3水田) 質恵器杯 BH 勺面がつ るつ るしている、墨痕 もある

伝用硯 屋代 3D7031 2期 質恵器杯 BⅣ 内面見込部つ るつ るして黒痕あ り

伝用硯 屋代 3D7032 2期 (3水 田) 頁恵器高杯 不内面がややつ るつるしてお り、僅かに黒痕

転用硯 屋代 3D7035 1期末～ 2期初頭 (4水 田) 買恵器高盤 盤内面がつ るつ るしてお り、全面に墨痕残 る

転用硯 屋代 3D7046 下層 1期後半 (5水 田) 頁恵器杯 BH 勾面に墨付着、内面がつ るつるしている

転用硯 屋代 3D8028 3層 2期 (3水 田) 質恵器杯 BH 勺面に黒痕、つ るつ るしている

伝用硯 屋代 3D8028 4層 2期 (3水 田) 頁恵器杯 B 勾面に黒痕、つ るつるしている 実測不能

転用硯 屋代 3D8028 5層 2期 (3水 田) 頁恵器高盤 勾面に黒痕、つ るつるしている

1 伝用硯 屋代 3D8032 30層 以下 1期後半 頁恵器杯蓋 B 蓋部内面に黒痕、つ るつるなし

伝用硯 屋代 3D8040 2期 (2期初頭、 4水田) 頁恵器高杯 不部内面がつるつ るしている

1 な用硯 屋代 水 田 1期後半 (5水 田) 頁恵器杯 A 勾面つるつ る、墨痕

1 伝用硯 屋代 √II区 5期後半～ 8期 頁恵器杯 A 勺面つるつ る墨痕 底部再利用 も兼ねる

伝用硯 屋代 Itt N011 Ⅲ層 不明 頁恵器甕胴部破片 勺面つるつ る

伝用硯 ? 屋代 D7038 1期末～ 2期初頭 (4水 田) 買恵器杯 A つるつ るは していないが、内外面に墨 ?

伝用硯 ? 屋代 D7038 1期末～ 2期初頭 (4水 田) 買恵器杯 BH つるつるしているが、内外面に墨 ?

伝用硯 ? 屋代 D7047 1期後半 (1期末、 4水 田) 質恵器杯 A つるつるした面なし、内外に墨痕、実測不能
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しい例 としては図版348-12(PL54)で、屋代遺跡群出土で、須恵器

の甕の胴部破片を転用している。割れ回は丸 く丁寧に調整 してあり、

内面が研磨によりつるつるしている。

土  `垂  (図版349～ 351 表25 図34 PL56)

『古代 1編』関連で、時期が特定できる出土状況を示したものは127

点 (屋代遺跡群124点、更埴条里遺跡3点)である。その他包含層出土のも

のは84点 である (屋代遺跡群72′点、更埴条里遺跡12′点)。 表25に は図化でき

たもののみ示した。完形例のみ計測値を掲載してある。時期ごとにみ

られる量的変化は、図34に示 したとおりである。欠損のものも含め、

時期の特定できるもので資料化 した。古墳時代以来出土例がみられ、

古代 6期以降急増し、特に 8期前半の出土量は目をみはるものがある。

同一遺構から複数出土する例 も多いが、単独での出土例 も多い。土器

の種類では土師質が圧倒的で、まれに須恵質のものがみられる。

紋,金聾車  (図版351～ 352 表26 図35～ 36)

50

『古代 1編』に関連する時期の紡錘車の出土例は、
40

石製品、滑石製品、鉄製品も含めて61例確認できる。

そのうち土製に関するものの概要を表26に 示した。時   30
期別の個数の変化は、古代 0期では確認できなかった   20
が、古代 1期前半から8期前半までほぼまんべんなく   10
出土例がみられ、墨書土器や灯明具のような、ある時

期に爆発的に増加するといった傾向は見られない (図

35)。 また、時期別に材質の変化をおうと古代 3～ 4

期頃までは滑石製、石製、土製が主体を占めるが、古

代 5期から鉄製がみられ始め、以後、鉄製品の占める割合が高

図33-1

HI

□ …土製

圏 …石製

図 …滑石製

■ …鉄製

□ …その他
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須 恵 器

25点    100%

図33-2 転用硯  土器の種類

その他
1点 3%

図33-3 転用硯 器種別変化

図33 転用硯の諸特徴の分析

（個
数
）

（時
期
）

図34 土錘の消長

くなっている (図 36)。

その他の土製品 (図版352 6～ 15表27 PL55～ 50

上記以外の土製品は表27に示したとおりである。ガラ

ス小玉の鋳型 (図版352-144 PL55)の 説明については

玉関係遺物の項参照。図版352-136の獣脚は更埴条里

遺跡 K地区Ⅲ層出土で『中・近世編』対象だが類例が
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図35 紡錘車の消長
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第 3節 土 製 品

表25 土錘一覧表
重量は g、 長さはcm

図版NQ 掲載NQ 遺跡名 出土遺構 。層位 時 期 重 量 長 さ 最大幅 最小幅 土器質 備考・特徴

更埴条里 SB9001 6期 土師質 56-16

更埴条里 SK9129 7～ 8期 土師質

屋代 SB47 8期前半 土師質 56-17

屋代 SB55 1層 8期前半 土師質 56-13

5 屋 代 SB57 8期前半 土師質

屋 代 SB57 8期前半 土師質

屋代 SB74 8期前半 54.8 土師質

屋代 SB125 切 り合 いか ら 6期 土師質

屋代 SB3006 覆土上層 8期前半 125.3 土師質 56-19

屋代 SB3006 8期前半 土師質

屋代 SB3006 8期前半 116.5 土師質

屋代 SB3008 8期前半 土師質

屋代 SB3015 カマト 8期前半 土師質 56-14

屋代 SB3029 7期前半 土師質 56-11

屋 代 SB4009 7期前半 土師質 56-12

屋 代 SB4211 覆土上層 6期 (3～ 4期 の可能性あ り) 須恵質 56-10

屋代 SB4516 切 り合 いか ら 7期後半 土師質 56-18

屋代 SB5040 トレンチ 5～ 6期 土師質

屋代 SB5046 掘方 7期後半～ 8期前半 土師質

屋代 SB5055 掘方 掘方出土は 2期、覆土は 6期 土師質

屋代 SB5090 1期 土師質

屋代 SB5092 床 0期 土師質 56-2 全面磨 き

屋 代 SB6025 1期前半 土師質 全面磨 き

屋代 SB6036 4期 土師質

屋 代 SB6074 7期 土師質 56-28

屋代 SB6091 切 り合 いか ら 6期 土師質

350 屋代 SC5 7期後半～ 8期 土師質 56-27

屋代 SC6 7期 土師質 56-29

屋代 SC219 7～ 8期 土師質

350 屋代 SC7002 8期以前 土師質 第 1水 田対応

350 屋代 8期前半 土師質

屋代 SD62 8期前半 土師質

350 屋代 SD126 上層 8期前半 土師質

350 屋代 SD126 8期前半 土師質

屋代 SD126 8期前半 54.2 土師質

屋代 SD126 8期前半 土師質 56-26

350 屋代 SD126 8期前半 土師質

350 屋代 SD272 7～ 8期前半 土師質

屋代 SD273 7期後半～ 8期前半 土師質

350 屋代 SD280 7～ 8期前半 103.1 土師質 SD281も 含む

屋代 SD287 8期前半 1 土師質

屋代 7～ 8期 土師質

屋代 SD2253・ SD2254 6期前後 146.5 土師質 56-25

屋代 SD2432 7期後半～ 8期前半 須恵質 Bタ イプの須恵器

屋代 SD4515 7期後半～ 8期前半 土師質

屋代 SD4516 8期前半 土師質 56-21

屋代 SD4516 8期前半 85.5 土師質

屋代 SD4531 5期後半～ 8期 ? 土師質

屋代 SD4532 6期 土師質

屋代 SD4532 6期 土師質 56-15

屋代 SD7025 6期末～ 7期前半 2.2 須恵質 S D 7026も 含む

屋代 SD7030 2期 (3水 田) 土師質 56-7

屋代 SD7030 最下層 2期 (3水 田) 土師質

屋代 SD7036 トレンチ 1期末～ 2期初頭 (4水 田) 1 土師質

屋代 SD7048 1期後半 5水田) 土師質 56-5

屋代 SD7051 1期後半 5水田) 26.1 土師質

屋代 SD7051 1期後半 5水田) 土師質 56-22

屋代 SD7058 1期後半 5水田) 土師質

屋代 SD7068 古墳 5～ 6期 (古相 ) 土師質 『弥生。古墳編』報告漏

屋代 SD8028 5層 2期 (3水 田) 土師質 56-24

屋代 SKl147 8期前半 67.7 土師質

屋代 SK4226 2期初頭～ 5期前半 土師質

屋代 SQ3001 7期後半～ 8期前半 土師質

屋代 SQ3001 7期後半～ 8期前半 土師質

屋代 ST107 6～ 7期 土師質

屋代 ST3001 東溝 8期前半 土師質

屋代 ST3002 Ⅳ-1層上面 8期前半 101.3 土師質

屋代 ST3005 8期前半 土師質 56-20

屋代 SX4 6～ 7期 土師質

屋代 SX4 6～ 7期 土師質

屋代 SX4 6～ 7期 土師質

屋代 SX4 6～ 7期 75.5 土師質

屋代 SX4 6～ 7期 59。 5 土師質

屋 代 SX7035 検出面か ら 1期前半 土師質

屋代 第 4水 田 1期末～ 2期初頭 (4水 田) 土師質

屋代 第 4水 田 1期末～ 2期初頭 (4水 田) 土師質 56-23
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表26 紡錘車一覧表

図版No 掲載NQ 遺跡名 出土遺構 。層位 時  期 最大厚 最大径 最小径 子L径 重 量 土器質 備 考

1 更埴条里 SB9001 6期 5.5 鉄 製 上先端部一部欠

352 屋代 SB4207 6期 須恵質 杯底部転用

屋代 SB4220 4期 も含めそれよ り古い 1 土師質

屋代 SB4228 床 3期 土師質

屋代 SB4809 7期後半 鉄 製 軸の一部 を欠

屋代 SB5004 床下 1期後半 38.7｀ 須恵質 杯底部転用

屋代 SB5005 7期前半 鉄 製 軸部は一部 を残 し欠

353 屋代 SB5036 切 り合いか ら 5期前後 石 製 円板状

屋代 SB5037 床面 5期 鉄 製 軸先端部欠

屋代 SB5090 覆土下層 1期 土師質

屋 代 SB5090 覆土下層 1期 2.2 土師質

屋 代 SB5090 1期 滑石 1/2欠 損、鋸歯文
屋 代 SB5090 1期 滑 石 一部欠け、丁寧な削 り

351 屋 代 SB5114 5～ 6期 土師質 1/2欠 損
屋代 SB6053 カマ ド前 2期 土師質

屋 代 SB6053 カマ ド脇 2期 土師質 焦げあ り

屋代 SB6053 覆土下層 2期 土師質

屋 代 SB6062 8期前半 鉄 製 軸部は一部 を残 し欠

屋代 SB6082 床 7～ 8期 滑石 1/2欠 損
屋代 SB6107 6期 土師質 平筒状

屋代 SB6112 P3 1～ 2期 須恵質 競轍撫で痕 あ り

屋代 SB6120 6期 土製 円板状

屋代 SD4516 1tt V20 8期前半 土師質

屋代 SD7029 3～ 4層 2期 土師質 約1/2欠 損
屋代 SD7030 下層 2期 (3水 田) 須恵質 1/2強 欠損
屋代 SD7035 1 tt 118 底部 1期後半 (1期末、4水 田) 土師質 円板状、一部磨耗

屋代 SD7035 ベル ト中 1期末～ 2期初頭 (4水 田) 土師質 1/2欠 損
屋代 SD7049 1 117 1期後半 (5水 田) 石 製 1/2欠損
屋代 SD8021 4～ 7期 (4～ 5期 中心 ) 22.2 土師質 算盤玉状

屋代 SD8032 3層 5期後半～ 8期 土師質 約2/3欠 損
屋代 SD8032 39層 1期後半 土師質

更埴条里 SK9435 5期 1 鉄 製 軸部は一部 を残 し欠

屋代 SK417 5期後半～ 8期 鉄 製 先端鉤部

屋代 平安盛土中 滑石

第 5章 遺  物

2例あるため、ここに掲載した。図版352で、137は 土製の支脚の可能性が高い。1390140は匙型の土製品

である。141～ 143は似たような形状をしているが、142は孔は貫通しており、141は途中まで細い孔が穿た

れ、143(PL56)は くびれが強いが子Lは ない。用途は不明である。

表27 その他の土製品一覧表

註 l PLの掲載順は、図版の順番と多少異なるところがあるので注意。

引用・ 参 考 文献

五十嵐幹雄 1984「温硯考」『上田・小県』 ガヽ県上田教育会

松本市教育委員会 1993『松本市二反田遺跡 松本市岡田町遺跡』

図版NQ 掲載NQ 遺物名 遺跡名 出土遺構 。層位 時  期 土器の種類 PL 備 考 ・ 特 徴

1 獣 脚 更埴条里 K地区 X KF18 11KK-lb層 土師器

352 獣 脚 更埴条里 K地区 III層 土師器

獣 脚 屋代 Itt OK地区  I～ H層 須恵器

匙型土製品 屋代 ⑤a区 Ⅳ層上面 土自雨器

352 匙型土製品 屋代 Ⅳ地区 H2.H7 土師器

352 筒形土製品 屋代 SD7035 1期末～ 2期初頭 土師器 カマ ドの支脚か

352 ガヽ型土製品 屋代 Itt N25 1V一Y5-1層 土師器 貫通 しない孔 20。 2g

小型土製品 屋代 SB6025 1期前半 土師器 貫通する孔 17.7g 2分 の1欠損

ガヽ型土製品 屋代 SD8021 4～ 7期 (4～ 5期 中心 ) 土師器 56-31 52.5g
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第 4節 石器・石製品

概 要  (図版353～ 356)

Ⅳ-1層上面、およびⅣ・V層 中で検出された遺構から出土 した石器 0石製品 (玉類を除く)は 424′点に及

ぶ。ここでは、明らかに混入品と判断される石鏃などは含めていない。また、屋代遺跡群④～⑥区では古

墳、古代、中世の遺構検出が同一面 となる地′点があった。そのため、層位的にも形態的にも分離が不可能

だった資料については本編に含めた。円礫、扁平礫、楕円礫、角礫などの搬入礫 も多く認められたが、地

区毎に採取基準が異なっており統計的な処理に難があるため取 り上げなかった。

古代では、砥石、石自の増加が顕著である。また、竪穴住居壁際床面上に楕円礫が集中して出土する例

が増加する。遺構出土の資料については表28に 掲載した。

各器種の属性

A.石 錘

狩猟、漁携関係の石製品は、鉄製や土製に変化 している。石錘 としたものは、扁平な楕円礫の両側縁に

打ち欠きが施されている石製品である。この時期に属する例は 5点である。長さ 9 cm弱、重さ160～ 260g

の I類、と長さ 6 cm前後、重さ50g前後のⅡ類に分かれる可能性があるが、資料が少なすぎるため明確で

はない。図版353-12に 図示 した例はⅡ類に属す。片側縁は自然の窪みを利用している。

この時期、漁扮関係の錘には主として土錘が利用されている (第 5章 3節 )。 I類 とした石錘はこれらの

土錘よりはるかに重 く、道具の違いによる漁業形態が異なっていた可能性がある。石錘はその後 も量は少

ないが、古代後半から中世にかけて若干増加傾向にある。

B.磨石・凹石・敲石

する、たたくなどの作業を想定できる資料を集成した。磨石、凹石の分類は、最 も頻繁な用法に基づ き

類別 した。敲石 としたものは棒状礫の先端に敲き痕のあるものに限定 した。また、磨痕のある軽石は軽石

製品の項にまとめた。この時期に特徴的に存在する石臼については次項に記載する。

総数59点 である。磨石は51′点で、このうち敲きによる浅い凹みを有する例は 8点である。凹石は 5′点、

敲石は 3′点を数える。

C。 石  臼
長 さ

比較的大型の円礫の一面あるいは両面に深い凹みを形成する例 を  (¶

石臼とした。凹石に比べ長さ10cm以 上の大型品が大半で、小型の例

でも凹みが深くなっている。34点が見つかっている。屋代遺跡群④  25
～⑥区集落とその北側の溝・流路内からの出土が圧倒的に多く、こ  20

のほかでは、更埴条里遺跡K地区集落で 1点見つかっているにすぎ  15
ない。また、時期的には古代 1～ 2期に19点、 3～ 5期に 1′点ずつ、

7～ 8期前半に 8点であり、古代 1～ 2期に集中する傾向が認めら  10

れる。                                    5

石 臼は平面の長幅比がほぼ 1:1か ら 1三 1。 5の 間に ま とまる

(図 37)。 大 きさには、9.1× 4.8cmの小型品か ら24.5× 24。 3cmの大型

品までバラツキがある。凹みは凹石に比較 して深 くなるが、10cmを

0    5   10   15   20   25(cm)
幅

図37 石自の法量相関グラフ
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超える場合は少なく、凹みがある程度まで達すると裏面を利用している。

D. みがき石

こする、みが くなどの作業が想定できる資料である。礫表面に擦痕や線状痕が確認できる。線状痕が不

明瞭な玉石を含め114点 を採取した。 7 cm以下、平均 3～ 4 cmと 小型で、扁平な楕円礫が大半を占める。

E。 台 石

する、たたく (つ ぶす)な どの作業の台として、置かれて使用されたと考えられる資料を台石 とした。

12点確認されている。鍛冶関連遺構の可能性を持つ SB74か ら 2′点見つかっている。このほか、鍛冶関連

では金床石の破片が出土 している (第 2章第4節 )。

また、SK5176例 (図版356-52)は 表面にテカリがあり、皮革製品などの加工に利用 した可能性 も想定さ

れる。

F. 砥  石

鉄製品などを研 ぐ作業が想定できる資料で、142′点が出土した。弥生・古墳時代に比較 して飛躍的に増加

する。竪穴住居跡出土点数を見ると、 1～ 3期 までは屋代遺跡群④～⑥区集落で少数認められる程度であ

る。 5期に竪穴住居数が増加するのに伴って砥石 も増加に転 じ、 6期以降急増する。

石材は砂岩、頁岩、凝灰岩で、わずかに軽石が加わるは)。 軽石については I.軽石製品に含めた。完形

品は少ないが、砂岩に大型品が多く、頁岩や凝灰岩に小型品が多い (図 38)。 『弥生・古墳編』の大型 (13cm

以上)・ 中型 ω～13cm)・ ガヽ型 (9 cm以下)の基準はほぼ適応できる。ただし、中型品がやや大きくなる傾向が

見える。

形状は、凝灰岩製では成形加工がなされ形の整った例が多く、紐を通すために 1穴のある例 (図版355-

46ほ か)も 認められる。大型品には河原石をそのまま用いた例が存在する。

刃物痕の見られる石製品 このほか、祗石、あるいは砥石以外の石製品などに刃物痕が付 く例が増加する。

祗石以外では、軽石製品 (図版354-26)、 石臼 (図版355-39ほか)、 閃緑岩製の礎石 P(図版355-49)な どあらゆ

る石を利用 している。砥石や軽石に見られる刃物痕は筋が細 く、浅い例が多い。これに対 し、石臼や礎

・ 砂岩
▲頁岩

・ 凝灰岩

※小 ドットは欠損品

石 Pな どを利用した場合には太 く、深い痕跡が認められる。対

象とした刃物の違いによる差 と考えられる。

G。 紡錘車

この時期の紡錘車は石製のほか、鉄製、土製、土器片製、鹿

角製など多様になる。全点数は61点 であり、そのうち石製は17

点である。

形状は断面台形になるものと長方形になるもの、細長い楕円

形をなすものに分類できる。大きさは、上辺径3.5～ 5.8cm、 平

均4。 7cm、 重さは18～ 64g、 平均41.5gである。他の素材に比

べ重いものが多くなっている。重量比は土製紡錘車の項に記載

した (表26)。

線刻の施された例が屋代遺跡群⑤区 SB5090(図 版353-2aか

ら出土している。更埴条里遺跡K地区 SB9003(図 版353-2)で

は鉄製の軸部が付いた状態で見つかっている。また、特筆すべ

き例では、破損した後に全面に漆を塗布 した例が屋代遺跡群⑥

区 SD7046(図 版355-41)か ら出土しており (第 7章 4節参照)、 絹

糸によると思われる緊縛痕が漆面に付着している。
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H.「いわゆる薦編石」の可能性を持つ礫

長さ10cm前後の楕円礫のうち、竪穴住居床

面の特定な位置に集中して出土した礫を「い

わゆる薦編石」の可能性を持つ石錘 ととらえ、

計測値をグラフ化 した (図 39)。 出土状況を図

示 した例は、SB4220(図 版138)、 SB5031(図

版141)の 2例である。

これらの礫には加工は認められない。形状

は楕円形を呈するものが大半である。大きさ

は、長さ約 8～ 15cmに 収まるものが大半を占

める。重量は60g～ 860gと バラツキが大 き

いが、 6グループ ぐらいのまとまりを形成し

そうである。屋代遺跡群②区 SB121で は、

100g以下のものだけがまとまって出土 して

いる。

|.軽石製品

軽石製品は79点 を採取 した。用途は多岐に

わたってお り、石 臼 (図版353-5)、 磨石 (図 版

354-20、 紡錘車 P(図版353-13)、 表裏面 に計

4ヵ 所の穿孔が見 られる用途不明品 (図版355

-45)な どがある。最 も多い例 は磨面のある

もので、74点 を数 える。軽石の加工 しやすさ

を利用 し、曲面を磨面 とした例が認め られる

(図版353-17)。

」. 石 帯

屋代遺跡群①区SB37(8期前半)よ り3′点ま

さ27～ 29gを測る。ほぼ同時期の SB 8か らは、

400  500(g)重 さ o 1oo 2oo(s)

図39 楕円礫 (いわゆる薦編石)の法量相関グラフ

0     100    200    300

SB5031壁 際集中

C。

長さ
(cm)

15

10

5

100    200    300

SB4220壁 際集中

とまって出土している。

青銅製飾板 (図版359-2)

第 4節 石器・石製品

800  9oo(g)重 さ

600  700  800  900(g)

D.SB121壁 際集中

A.

長さ

(cm)

20

15
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5

全資料

Ｂ
・

＜
ｃｍ

・５

一辺3。 7～ 3.9cm、 厚さ0。 8cm、

が出土している。

重

註 石材の鑑定については砥石にのみ限定し、市川桂子がおこなった。

表28-(1)遺 構別石器・石製品一覧表  1
更埴条里遺跡

構
号

遺
記

置構番
号

遺構時
期

石
錘

石

自

磨

石

凹

石

敲

石

台

石

砥

石

の
が
き

石

報
石
製
品

紡
錘
車

そ
の
他

合計
構
号

遺
記

置構番 遺構時
期

石
錘

石
自

磨

石
凹
石

敲

石

台

石

砥

石

の
が
き
石

題
石
製
品

紡
錘
車

そ
の
他

合計

※ シック は E し
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表28-(2)遺 構別石器・ 石製品一覧表

屋代遣跡群

構
号

遺
記

置構番 遺構時
期

石
錘

石

日

磨

石

凹

石

敲

石

台

石
砥
石

今
が
き
石

鞭
石
製
品

紡
鍾
車

そ
の
他

合計

5177

SB 6025 1前

8前

1前

7067 1育可

8前

4～ 7

8-9c
6～ 7

1後

2イ刀
古墳8～ 古代

1後

SK

SK 7～8前

SK 3277

SK

SK

SK 9c?

SK

SK

SK

SK

SK

SK 一馴 1

SK

5002 8前

∬ 一訓

∬ 8前

8前

8前

8前

8前

6～ 7

70361 1前

構
号

遺
記

畳構覆
号

遺構時
期

石
錘

石

日

磨

石

凹

石

敲

石

台

石
砥
石

け
が
き
石

駐
石
製
品

紡
錘
車

そ
の
他

合計

8甫可

8育1

2前後

7前

7前

8前

6～ 7

SB

SB

SB

1イ麦
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第 5節 玉関係遺物

屋代遺跡群の玉類の出土数は900点 を超える。しかし多くは遺構に伴わない包含層や、住居跡の覆土の

出土であり、所属する時期を明確にできない。その内確実に古墳時代の遺構に伴 うものについては『弥

生・古墳編』において報告を行った (長野県埋蔵文化財センター1990。 『古代 1編』では、古墳時代の遺構に

伴わなかった器種である双孔円板、大型の自玉を主に掲載した。また、ガラス玉はガラス玉鋳型の存在に

関わって成分分析を行ったため、全′点掲載した。なお、⑥区の湧水に関連する祭祀遺構に伴うものは器種

を網羅する形で取り上げた。

各製品の説明

A.石製模造品 (図版3570358、 PL65)

双孔円板 (10206025044)古墳時代特有の石製模造品のひとつである。屋代遺跡群では 6点出土し、

内 5′点は遺構に伴うが、古墳編の対象となる6世紀後半までの遺構からは出土していない。25044は 古代

1期、 2は 2期、 1は 6期に属する。

勾玉模造品 (17069)古 墳期のものとはやや雰囲気が異なるが勾玉模造品の系譜を引くものと考えた。い

ずれも⑥区の祭祀に関わる湧水坑の出土で、 1期に属する。

なお、15は下半が欠損して全容は不明だが、SD7035湧水坑付近の出土で祭祀に関わる石製品である可

能性が高い。

B.勾玉・子持勾玉 (図版3570358、 PL65)

81は 8期前半に属する礎石建物であるS T 3003(図版156)の 盛土中で出土した。80の ガラス玉も同様な

出土状況を示しており、両者とも建物造営に関わる儀礼的な意味合いで、基礎となる盛土に含められた可

能性が高い。

78は ⑥区の 1期前半に属する自然流路 SD7067か ら出土した子持勾玉である。断面は楕円形で、頭尾の

先端部がわずかに水平にカットされている。背部の子勾玉は根本で連結する。脇部はこれと比べると独立

した感がある。子持勾玉の分類と編年には諸説あり、大平成氏がそれらをまとめ、自説を提示している

(大平1989)。 これらを参考にすると、 7世紀代の例はかなり扁平となり、78と は形状が大きく異なる。

やはり古墳中期の例と似た形状をもつようだ。遺構の年代観とは合わないため、混入品の可能性がある。

しかし、⑥区では古墳中期から古代にかけて連綿と祭祀遺構が確認されており、祭祀行為の中で伝世され

てきたと考えることもできるだろう。

C。 臼 玉 (図版3570358、 PL65)

玉類の中で最も出土量の多いのが臼玉である。古墳時代の遺構から出土した自玉については、直径を基

準にして時代的な傾向を示した (宮島1998)。 屋代遺跡群の場合、直径 4～ 5 mmを ピークとし、古墳 6期以

降に 6 mmを 超えるものが目立つようになる。 5、 8～ 11、 13、 77は全て古代 0期以降の遺構から出土した

直径 l cmを 超える大型のもので、 7世紀以降の自玉にみられる特徴といえる。 8～ 10、 13は 滑石製でやや

粗雑な作りであるが、 5011077は 胴部が太鼓状に張り出す精製品でやや傾向が異なる。77は 滑石製だが

5と 11の素材は不明で、あるいは特殊な製法によるものかもしれない。

しかし、 7世紀以降の臼玉の全てが大型化するわけではく、⑥区の祭祀遺構と考えられる湧水坑や湧水

要概
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溝中から出土した臼玉のほとんどは古墳時代のものと変わらない直径である。胴部に稜線をもつものや、

非常に扁平なもの、さらに18の ように直径が2.5mmと いう非常に小型のものも存在する。このように古代

においては、古墳時代の伝統をひく大きさと形状をもつ臼玉と古代特有の大型の臼玉が混在していたこと

がわかる。ただその用法が同一であったかどうかは今後の検討課題である。

D。 ガラス玉、ガラス玉鋳型 (図版352、 PL65)

古代のガラス玉は包含層出土で、時期の特定ができないものがほとんどであるが、 307012014は 2

期以前に属し、80は 8期前半と時代が下る。それ以外は包含層の出土で時期の特定はできない。古墳時代

のものも含めガラス玉の成分組成については第 7章第 3節にその結果を示した。ガラス玉自体の出土数は

少ないが、注目されるのはガラス玉の鋳型の存在である。鋳型については土製品144と して図を示した。

なお、鋳型中の付着物は分析の結果ソーダ石灰ガラスであることがわかり、144がガラス玉を造るための

鋳型であったことがこれで半J明 した。鋳型中のガラスは99と して PL65に示した。

鋳型は土製で、欠損部が多いが側面が一部残存している。表面には直径4.5～ 5 mm、 深さ3.5mmほ どの円

孔が酉己列する。どの円子Lに も中央に l mm弱の小子Lがあり、裏面に貫通しているものもある。ガラスはこの

小孔内に流入した状態で付着していた。側面と円孔の配列がややカーブしている点から、実際は円盤状の

ものであった可能性が高い。 1期後半に属するSB5134か ら出土した。

小孔にごく細い棒状のものを差し込み、溶かしたガラスを流し込んだものと思われる。岩本圭輔氏は鋳

型によるガラス玉製作の実験を行い、小子Lに は水で溶いた粘土をつけた針金のようなものを立てガラス玉

の孔が残るようにする点。靖蝸からガラスをとりべにとって、一滴ずつ鋳型の円孔に落とすのは不可能で、

対蝸に直接針金などを入れてガラスを落とすしかない点などが明らかにされている (岩本1991)。

ガラス玉鋳型についての考察で清水具一氏は (清水1992)、 奈良県上之宮遺跡、谷遺跡ショブ地区、布留

遺跡柚之内木堂方、四条大田中遺跡、大阪府讃良郡条里遺構の 5例 をあげている。これに飛″鳥池遺跡の例

(奈良国立文化財研究所飛′鳥資料館1991)力功日わる。形状はいずれも屋代遺跡群のものと類似し、布留遺跡以外

は7～ 8世紀代に属し、時代も近接する。ただいずれも畿内を中心とする遺跡であり、長野県のような東

国で発見された例は希であると思われる。

このように鋳型が存在することは、周辺でガラス玉が生産されていた可能性を示し、特に四条大田中遺

跡と飛フ鳥池遺跡は官衛や寺院に関わる工房の存在が指摘されている。屋代遺跡群の場合は竪穴住居跡の出

土であり、何らかの事情で廃棄されたものと考えられる。 1期後半以降は木簡の出土量も増加し、官衛的

施設の存在も指摘されている時期にあたる。10号木簡にみられる「布手」の記載や⑥区で出土した、木材

加工に関わる大量の削暦とともに、周辺に工房が存在していた可能性を示す重要な資料といえる。

E.玉関係石材 (PL66)

玉の素材となりうると考えられる石100～ 123を写真によって掲載した。出土したのは⑤区の住居跡、土

坑、⑥区の湧水関連の遺構が主で、玉類が多量に出土した地区と一致する。石英、めのうの出土が目立ち、

玉生産の素材として持ち込まれた可能性を示唆する。ただ、更埴条里遺跡の古墳 4期に属する溝から、め

のう製の勾玉が出土したほかは、これらを素材とした製品は出土していない点に問題が残る。しかし4は

石英をカットした未製品と思われることから、周辺で加工が行われた可能性がある。

引用・参考文献

長野県埋蔵文化財センター 1998『更埴条里遺跡 0屋代遺跡群 弥生・古墳時代編』

大平 茂 1989「子持勾玉年代考」『古文化談叢 第21集』九州古文化研究会

宮島義和 1998「玉類・石製模造品」『更埴条里遺跡・屋代遺跡群 弥生・古墳時代編』長野県埋蔵文化財センター
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岩本圭輔 1991「 ガラスの工房」『飛′鳥の工房』奈良国立文化財研究所飛′島資料館

清水具- 1992「ガラス小玉鋳型についての一考察」『同志社大学考古学シリーズV 考古学と生活文化』

奈良国立文化財研究所飛′鳥資料館 1991『飛′鳥の工房』

表29 屋代遺跡群石製模造品、鋳型中ガラス計測表

図版
番号

写真
図版

報告
番号

器 種 地 区 ⑥区遺構群 遺構
最大長
(mm)

最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

子し径 (mm) 重量 (g) 材 質 時期

358 勾玉 ∈Da ST3003 0盛土 2.37 滑 石 8期前半

357 65 勾玉模造品 ⑥b
SD7045=SD8032

0 SX7036 SD8032  P6 55.3 13.88 凝灰岩 1期前半

358 勾玉模造品 ⑥ a SD7062 0 SX7037 SX7037 23 5.4 8。 96 滑 石 1期後半

358 65 子持勾玉 ⑥ a

SD7065=SD7067
=SD8044 4,5層

=SD8049
SD7067 91.2 48 158.22 滑石 1期前半

357 石製模造品 《)a SD7035 (37.0) 30.8 10.62 1期末～ 2期初頭
357 双孔円板 ④ d SB4511 1.1・ 1.4 3.38 滑 石 6期
357 双孔円板 ④ g SB4811 29。 5 1。 901.9 6.59 滑 石 2期
357 双孔円板 ⑤b SB5090 21.6 1.201.1 2.02 滑石 1期

357 双孔円板 ⑥ a
SD7045=SD8032

・ SX7036
SX7036 2.3 1.4・ ― 0.56 滑石 1期前半

44 双孔円板 ⑥ a SD7058 2.5 1.32 滑石 1期後半

358 99 鋳型中ガラス ⑤b SB5134 0.01
ソータ

゛
石

つて力
゛
ラス

1期後半

表30-(1)屋 代遺跡群臼玉、管玉、丸玉計測表

版
号

図
番

写真
図版

報告
番号

器種 地 区 ⑥区遺構群 遺構 層
高さ
(rrrn)

径
(rrn)

孔径
(rrlln)

重量

(g)
材質 時期

357 65 臼玉 ⑤ b SB5037 1層 8。 3 1.36 不 明 5期
357 65 臼玉 ⑤ a SB6035 7.5 12。 4 2。 06 滑石 6期
357 65 臼玉 C)a SB6040 12.2 2.2 2。 14 滑石 2期
357 65 臼玉 ⑤ a SB6040 2.45 1.36 滑石 2期
357 65 臼玉 ⑤ a SB6053 2.6 1.56 不 明 2期
357 65 臼玉 ⑤ a SB6119 7。 9 1.96 滑石 0期～ 1期
357 65 臼玉 ⑥b SD7045=SD8032 SD8032 P5 2.7 5.5 0.11 滑 石 1期前半
357 65 臼玉 ⑤ b SX7036 SD8032 45層 2.5 0.3 0.01 滑石 1期前半
357 臼玉 ⑥b SD8032 45層 4.5 0。 06 滑石 1期前半
357 20 臼玉 《∋b SD8032 45層 0.87 0。 05 滑石 1期前半
357 臼玉 ⑥ b SD8032 45層 0。 05 滑石 1期前半
357 22 臼玉 ⑥b SD8032 45層 0。 09 滑石 1期前半
357 65 23 臼玉 ⑥b SD8032 45層 0。 12 滑石 1期前半
357 65 24 臼玉 ⑤ b SD8032 45層 4.8 0。 05 滑石 1期前半
357 65 29 臼玉 ⑥a SX7036 0。 9 0。 04 滑石 1期前半
357 65 30 臼玉 ⑥a SX7036 0.04 滑石 1期前半
357 65 臼玉 C)a SX7036 2.8 3.5 0。 7 0。 06 滑石 1期前半
357 65 臼玉 ⑥ a SX7036 2.5 0。 11 滑石 1期前半
357 65 臼玉 ⑥a SX7036 3。 9 0。 04 滑石 1期前半
357 65 臼玉 ⑥a SX7036 2.9 0。 08 滑石 1期前半
357 65 臼 玉 ⑥a SX7036 0。 06 滑石 1期前半
357 65 36 臼 玉 ⑥a SX7036 2.6 0。 55 0。 07 滑石 1期前半
357 37 臼玉 ⑥ a SX7036 滑 石 1期前半
357 38 臼玉 ⑥a SX7036 4.8 0.12 滑石 1期前半
357 39 臼玉 ⊂)a SX7036 2.2 0。 11 滑石 1期前半
357 40 臼玉 ⑥ a SX7036 3.2 4.9 1.95 0。 14 滑石 1期前半
357 臼玉 ⑥a SX7036 3.9 0。 18 滑石 1期前半
357 65 42 臼 玉 C)a SX7036 2.5 0.15 滑石 1期前半
357 65 43 臼玉 ⑥a SX7036 2.5 0。 95 滑石 1期前半
358 65 臼玉 ⑥a SD7058 0。 06 滑石 1期後半

65 臼玉 C)a SD7058 4。 3
|

0。 09 滑石 1期後半
358 65 臼玉 ⑤ a SD7058 2.8 4.5

|
0。 12 滑石 1期後半

358 65 臼玉 ⑥a SD7058 5。 9
|

0.13 滑石 1期後半
358 65 49 臼玉 ⑥ a SD7058 3.3 6.2 2.2 1 0。 21 滑石 1期後半
358 50 臼玉 ⑥a SD7058 3.5 6.7 2.1 1 0.33 滑石 1期後半
358 1 53 臼玉

| ⑥a SD7062 0 SX7037 SD7062 1.3 1 0。 15 滑石 1期後半
358 1 54 臼玉

| ⑥ a SD7062 4.5 1.5 1 0。 07 滑石 1期後半
358 1 55 臼玉

| ⑥a SD7062 5。 9 1.3 1 Э。16 滑石 1期後半
358 1 65 56 臼玉

| C)a SD7062 3.3 1。 4 1 Э。12 滑石 1期後半
358 1 65 57 臼玉

| ⑥ a SD7062 1.5 1 Э。37 滑石 1期後半
358 1 65 601 臼玉

| α)a SX7037 2。 2 3.2 0.6 1 D.03 滑石 1期後半
3581 65 611 臼玉

| ⑥ a SX7037 4.2 1.3 1 D。 17 滑石 1期後半
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表30-(2)屋代遺跡群臼玉、管玉、九玉計測表

図版
番号

写真
図版

報告
番号

器種 地 区 ⑥区遺構群 遺構 層 敲
ｍ

径
(rln)

孔径
(m)

重量

(g)
材質 時期

358 63 臼玉 延ジa SX7037 0。 9 0.04 滑石 1期後半

358 64 臼玉 ⑥a SX7037 0.05 滑石 1期後半

358 65 臼玉 ⑥a SX7037 6.2 0.18 滑石 1期後半

358 66 臼玉 ⑥ a SX7037 0.19 滑石 1期後半

358 67 臼玉 ⑥ a SX7037 2.5 0。 18 滑石 1期後半

358 70 臼玉 ⑥ a SD7065=SD7067=

SD8044 4,5塀 藝=SD8049

SD7067 0。 7 0。 06 滑石 1期前半

358 臼玉 ⑥ a SD7067 2.6 0.6 0。 06 滑石 1期前半

358 72 臼玉 ⑥ a SD7067 2。 4 0.09 滑石 1期前半

358 73 臼玉 ⑥ a SD7067 3.5 滑石 1期前半

358 74 臼玉 ⑥ a SD7067 0。 08 滑石 1期前半

358 75 臼玉 ⑥ a SD7067 2.4 0。 25 滑石 1期前半

358 76 臼玉 ⑥ a SD7067 0.41 滑石 1期前半

358 77 臼玉 ⑥ a SD7067 7.5 1。 03 滑石 1期前半

65 84 臼玉 ⑥ a SX7035 2.5 4.4 1.25 0。 11 滑石 1期前半

85 臼玉 ⑥ a SX7035 2.8 4。 3 0.13 滑石 1期前半

86 臼玉 ⑥ a SX7035 0。 18 滑石 1期前半

87 臼玉 ⑥a SX7035 3.5 0。 18 滑石 1期前半

88 臼玉 ⑥a SX7035 2.2 0。 08 滑石 1期前半

65 89 臼玉 ⑥a SX7035 0.07 滑石 1期前半

358 65 管玉 ⑥a
SD7045=SD8032

0 SX7036 SX7036 4.8 0.58 滑石 1期前半

65 管玉 ⊂)a SD7062 0 SX7037 SD7062 15。 3 0。 28 ク
゛
リーンタフ 1期後半

65 52 管玉 ()a SD7062 10。 4 3.8 0。 25 滑石 1期後半

358 65 82 管玉 ⑥ a SX7035 24.5 8。 8 2.9 3.56 滑石 1期前半

358 65 管玉 ⑥ a SX7035 11.5 3.9 0。 29 ク
゛
リーンタフ 1期前半

357 65 27 丸玉 ⑥ a SD7045=SD8032 SX7036 5.8 6.9 0.33 土製 1期前半

357 65 丸玉 ⑥ a SX7036 0。 4 0。 94 土製 1期前半

358 65 58 丸玉 ⑥ a SD7062 0 SX7037 SD7062 2.7 5。 81 土製 1期後半

65 59 丸玉 ⑥ a SD7062 0.81 製 1期後半

358 65 丸玉 く)a SX7037 12.4 2。 2 1.31 土製 1期後半

357 65 未製品 ⑤b SB5030 5。 7 5。 7 0.25 水晶 2期

表31 屋代遺跡群ガラス玉計測表

図版
番号

真
版

写
図

生ロ
ロ可

報
番

器種 地 区 遺構 (層位 ) 離
ｍ

径
(rrrn)

孔径
(nln)

重量
(g)

材 質 色調 時期

357 ガラス玉 C)b SB5004 2.5 0.6 0.05 さえた青緑 1期後半

357 ガラス玉 ⑤ a SB6004 4.7 0。 6 0.13 ソーダ石灰ガラス さえた緑みの青 古墳 4～ 8期以降

357 ガラス玉 ⑤ a SB6054 0。 03 明るい緑みの青 1期前半

357 ガラス玉 ⑥ a SD7029 0.09 ソーダ石灰ガラス くすんだ青緑 2期

358 ガラス玉 ⑤ b SK5054 0。 8 0。 13 カリ石灰ガラス 色鮮やかな緑みの青

358 ガラス玉 ⑤ a ST3002盛 土 0.03 ソーダ石灰ガラス くすんだ青緑 8期前半

358 ガラス玉 ⑤b Ⅳ層 0。 04 ソーダ石灰ガラス 灰色がかつた青緑

358 ガラス玉 ⑤ b Ⅳ 層 鮮やかな青緑

358 92 ガラス玉 ⑤ b Ⅳ 層 0。 14 ソーダ石灰ガラス くすんだ青緑

358 ガラス玉 ⑤ b Ⅳ 層 0.53 黒つぱい青

358 94 ガラス玉 ∈Db Ⅳ 層 0。 41 カ り石灰ガラス 黒つぱい青

95 ガラス玉 ⑤ b 不明 0.02 カ り石灰ガラス 鮮やかな緑みの青

358 96 ガラス玉 ⑤b 不明 0。 05 カ り石灰ガラス 鮮やかな緑みの青

97 ガラス玉 ⑤b 不 明 0。 07 カ り石灰ガラス くすんだ青緑

358 98 ガラス玉 ()b 不 明 7.2 0.31 カリ石灰ガラス 鮮やかな青緑

表32 屋代遺跡群玉関係石材計測表

真
版

写
図

告
号

報
番 地 区 ⑥区遺構群 遺構

最大長
(mm)

最大幅
(mm)

最大厚
(mm)

重量

(g)
材 質 時期

真
版

写
図

報告
番号

地 区 遺構
最大長
(mm)

最大幅
(mm)

厚
＞隷

＜ｍｍ
重量

(g)
材 質 時期

⑤b 石英 8期前半 ⑤ b めのう 9世紀

⑤ b 石英 5期前後 ⑤ a 石 英 5～ 6期

⑤ b めのう 7期前半 ⑤ a 玉 随 5～ 6期

③ b めのう 6期 ⑥b 石 英
古墳の可能
性あり

④ c めのう 2～ 8期 ① f Ⅳ層 石 英

⑤ b 石英 9世紀 ⑥ b Ⅳ層 めのう

⑥ a めのう 1期末～
2期初頭

⑤ b Ⅳ層 石 英

⑥ a めのう 1期前半 ⑤ b Ⅳ層 めのう

⑥ a 石英 1期前半 Ⅳ層 石 英

⑥ a 石英 1期前半 ⑤ b Ⅳ層 石 英

⑥ a 石英 1期後半 ④ d 不 明 水 晶

⑥

⑥ SD8044 4,5層=SD8049

石英 1期前半

めのう 1期前半
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第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物

第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物 (図359～ 367 PL67～ 71)

1概  要

本報告書の時期に該当する調査面から出土した金 表33 金属製品地区別出土点数
属製品は銅・青銅製品18点、鉄製品417点 である。地

区別に、遺構内と包含層 (Ⅳ層、Ⅳ層上面)に おける

出土数の概要を表33に 示 し、遺構別出土′点数は項の

末尾の表38に 一括した。鉄生産関連遺物は鉄滓、羽

口溶解物の出土総重量27,338.6g、 羽口5,689.2g、

炉壁4,296.3gで あり、表34は その内訳である。

表34 鉄生産関連遺物出土量 (地区別、遺物男J)

遺物種類
地区名

鉄 滓 系 土 系

鉄塊系遺物 鍛冶滓 製錬滓 羽口溶解物 地区別総重量 コ牙 口 炉  壁

BKS―A～ J 529。 0 533.7 71.0

SKS―K 48.1 1,886.2 88.1 353.2 2,375.6 1,363.3 567.5

BYS―① 543.4 3,450.2 141.3 825.3 4,960.2 1,145。 0 737.2

BYS―(2 100.1 1,285.0 31.5 1,416。 6

BYS―③ a 170.2 663.8 101。 0 935。 0 151.1 511。 6

BYS―③b 30.5 571。 5 33.5 635。 5

BYS―④～⑥ 498.8 10,525.2 4,393.5 1,064.5 16,482。 0 3,029.8 2,409.0

遺物別総重量 1,391.1 18,910.9 4,622.9 2,413.7 27,338.6 5,689.2 4,296.3

2 銅・青鋼製品 (図 359)

全18′点の出土概要を表35と した。屋代遺跡群④～⑥区が15′点と多く、⑥ a ttSDよ り帯金具 2、 鈴、鞘

尻金具 1′点ずつが出土している。

表35 銅・青銅製品一覧表 (地区別、時期別)

時期 (層位)

地区名
1期後半 2期 6期 6～ 7期 8期前半 不 明 包含層 (Ⅳ層)

BKS―K地区 不明 (1) 不明 (16)

BYS―①区 板状品 (2)

BYS―④～⑥区
鞘尻 (12)

鈴 (13)

環 (4)鋲 (5)

刀吊手 (6)鏃 (7)

帯金具 (10)

不明 (3)(9)
帯金具 (11)

飾り金具(15)
飾 り板 (14)

目釘 (17)

不明 (18)

耳環 (19)

A.帯金具 (10011018)

10は 巡方。裏面四隅に、留め金状小突起を具備する。11は 丸輌。下端に長方形の飾 り穴があき、四隅に

小孔が穿たれている。18は 丸輌の下端部に形状が似ているが不明である。

B。 銅 鈴 (13)

鈴の内部に珠 も遺存するが、計測出来ないため図では省いた (第 7章第2節 2、 393頁 に成分 析)。

C。 輔尻金具 (12)

鉄地に銅を張った鞘尻の飾 り金具である。銅張 りの残存する部分はスクリーン・ トーンで示した。内部
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出土位置

遺跡記号・地区名
遺構内

包 含 層
地区出土総数

IV層 Ⅳ層上面

BKS― A～ J地区
BKS―K地区 34(2) 49(2)

BYS―①区 72(1 95(1)

BYS―②区
BYS―③ a区 22

BYS―③ b区
BYS―④～⑥区 154(12) 37(3) 194(15)

出土位 置別 総 数 315(15) 435(18)

は£同 ・ 晶内数

単位 :g



第5章 遺  物

に木質部が遺存 している。

D。 耳 環 (19)

銅の丸棒 を環状に加工 し、金 を被せている。

E.銅 鏃 (7)

有茎の三角形式で、身部側縁は下方に向かい直線的に開 き、腸扶 (わ たえぐり)を 備 え、茎 も1。 5cmで身

部 と同 じ長 さを持つ。

F.目 釘状品 (17)

断面四角、頭部は図示 しなかったが、方形に凸曲面状に叩いて延ばしている。下端部には両側 に小子L状

凹部がある。

G.銅 鈍 (8)

14期に比定されるSB4201よ り出土した。本来『古代 2、 中・近世編』に記載すべ き資料であ り、詳細

にわたる報告はそれに委ねるが、銅鈴 とともに成分分析を行った (第 7章 2節)関係上、図のみを本報告書

に掲載した。口縁部は外側にかなり月巴厚し、胴部は垂直に近 く立ち上が り、日径は推定値23.4cmを 測る大

型資料である。

3 鉄 製 品  (図 359～ 365)

総数は417点 で、器種別に出土数量を示 し、出土地区と時期に分けてを表36と した。以下、器種別にそ

の特徴を記す。

A.斧 (120)

1点出土した。長さ9。 7cm、 幅4.2cm、 厚さ0.4cm、 重量44.2gを 測る、先端刃部が一部景J離 し、袋部上

端1/5程度を欠損する比較的完形に近い有袋鉄斧である。

B.鋤鍬先

4点出土した。

〔分類〕

方形鋤鍬先 (118)『古墳編』 (註)に掲載 した方形鋤鍬先よリー回り大型である。県内におけるこの種の

鋤鍬先は弥生後期に出現して、 6世紀に消滅するという (臼居1990。 これからすると、約 1世紀近 く時期

が下がることになる。当時まだ使用されていたものか、混入と考えることが妥当なのか不明である。遺存

状態は良好である。

U宇型鋤鍬先 (9701120142)97は 左耳上端部の長さ7.Ocmを 残す。残存部下端の幅2.8cmに 対し、上端幅

は1.3cmと 先細 りしている耳部の形状に特徴があり小型の感 じ。県内では 7世紀中葉以降、集落跡で出土

するようになると言われる「UttI A類」に似る (野村1990)。 142も 左耳上端部7.9cmを 残す。耳部幅が

上下ほぼ一定である点から通常のU字型を思わせる資料であり、かなり腐食が進んでいるものの、数回に

わたり折 り返し鍛打しつつ強度を加えていった様子を窺わせ る。112は袋部の深さは刃先部1.7cm、 耳部

0。 7cmを 測 り、内縁形はU字 と「□」状の中間で「HC類」(野村1990)に類似する完形資料である。

C。 鎌

28′点で、出土地点は遺構内18点、包含層10点 である。遺存状態は完存 6点、基部ならびに下半身部が残

存するもの12′点、先端部ならびに上半身のもの 7′点、破片 3点である。表37と して観察表、また、図42に

時期別、地区別の出土状況をグラフで示した。K地区、④～⑥区を中心に、時期的に平均 し、包含層 (④

～⑥区に集中)での出土が多い。以下その形態上の特徴点を、刃先の湾曲形状に基づいて二大別した。

〔分類〕

一-210-一
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表36 鉄製品出土点数 (器種別、地区別、時期 (包含層)別 )

遺物名 地 区

古代 0期 以前 0～ 1期 1期 1～ 2期 2期 4環謝 4～ 5期 5其月5～6期 6興月 ～7期 7期 7～ 8:期 8期 前半 9世紀 包含 層 地区別総数 器種総数
IV層 IV層 卜面

鎌

K 1 1

① 1 1

② 1 1

③ b
～ (6)

計

鋤鍬先
①

③ a 1

(4)― (6)

計

苧引金具

①

③ a
(4)～

計

釘

H～

K
①

②

③ a
③ b 1 1

1

計

刀  子

K 1

①

②

G)a
③ b

1

計 29

不明品

K
①

② 1

③ a
③ b

～(6)

計

紡錘車

K

①

～ (6)

計 1

鏃

K

①

(3)a 1

③ b 1

～(6)

計

その他
(少数器種)

K
①

②

(3)a

③ b

計

表37 鎌観察表

整理番 仮地 地 区 出土遺 構 出土位 置 時 期 全 長 cm 身 幅 cm 厚さcm 重量 g 備 考

I SB5109 古代 1期後 半 上半部 右 上半身欠
I SB6099 埋 土 古代 4期 全体 左 基部存
I SB5033 古代 5期 (13.0) 先端部
I SB5040 南東部 トレンチ 古代 5～ 6期 身部破片

K SB9002 古代 6期 上半部 左 完存 基部に木質付着
I SB4203 古代 6期 2.2 上半部 右 完 存

I SB5171 床下埋土 古代 6期 上半部 左 基部存
SK3276 古代 6～ 7期 全体 右 先端部欠

I SK4823 古代 6～ 7期 上半部 左 下半1/3存
SB9086 取上 No。 7 古代 7～ 8期 下半身欠

SK4158 取上 No.1 古代 7～ 8前
半

122° 上半部 右 完存

K SB9003 古代7期後半 上半部 左 完 存
I カマ ト 古代 7期前半 (20。 7) 上半完存

7 K 掘 方 古代 8期前半 上半部 右 完 存

SB37 南西部 取上No.14 古代 8期前半 (6.4) (14.6 両端欠破片
I S-07 SB5021 古代 8期前半 (13.1 (14.5 基部欠
ⅥI P-17 SK380 工事道路 (11.2 上半部 右 先端部欠

SXl 上半部 右 上半身部欠
IXON-lo IV a 全体 左 基部

ⅥⅡ K-11 IV a (29。 6) 両端部欠
VT-13 IV aa' 下半部欠
I XE-04 IV a (14.7) 下半部欠

IV a 上部 右 基部
IS-08 全体 左 下半完存

(4。 3) 基部近傍破片

下半部欠
I SK-17 (6.9) 上半部 右 先端部欠
VI K-22 平安 水 田面 2 上半部 左 完 存
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I 刃先が基部から上端部近 くまで直線に近い弧状に伸び、先端に近 くなって湾曲するタイプ (9058)。

9は身部長20.5cmと 出土資料中最長であり、58は装着角度が直角に近 く98°、身部長は14。 2cmと 平均的で

ある。

Ⅱ 刃部が基部付近より先端部に向かって、弓形に大きく湾曲するタイプ (100131)。 10は 装着角度は107°

と低いものの、深く湾曲し、131は 身部長15.5cm、 装着角度は資料中最大の122°である。

Ⅲ 上記両者の中間的形態。

〔特徴〕

図40は上記資料の刃部の装着角度と、湾曲形状を図化し、重ね合わせたものである。 6期の20cmを 超えt

直線的で湾曲の少ない鎌 (9058)か ら、15cm前後で深く湾曲するもの (10・ 131)へ と変遷していく様子が

垣間見られる。図上に点線で示した資料185は装着角度も鋭 く、最も深 く湾曲している。②区包含層Ⅳ層

上面、平安水田面での出土であり、時期は特定できないが、本報告書で扱う最も新しい面から見いだされ

ているという点は象徴的である3大ぶりのものに加え15cm前後のものが増え、基部が鋭角化し、それに伴

い基部装着部の折り返しをその上半分に限定する点、また、身部湾曲が深化するという傾向は、 8～ 9世

紀に稲の根刈 りの必要からもたらされたものと指摘されている (原 1989、 鶴間1985)。 更埴条里遺跡、屋代

遺跡群周辺において、 9世紀半ばから後半を迎える時期に、農業生産形態の変容につれて鎌が多様化し、

機能的にも発展していく様子を示す資料ということに

なろうか。 もう一′点、基部 (柄の装着部分)に 見られる

特徴についてであるが、基部が遺存する17点の内、基

部全体を折り返すもの 4′点 (960130・ 152・ 17つ 、上半分

に限定して折り返すもの13点 である。前者 4点中の 2

点は包含層 ⊂V層 )であり、その時期は特定できない

が、他の 2点のうち96は 4期に比定されるSB6099出

土で、130は 6～ 7期 のSK3276と いう、28点 の中で

は比較的古い時期に属する。上記のように、刃部が直

線的に伸び、その先端部が湾曲し、同時に柄装着基部

全体を折り返す形態は古代の早い時期の特徴とされて

いる。さらに、その折 り返す方向であるが、 8点が左方向、 9点が右方向に折 り返している。管見の限り、

左方向への折 り返しが多いように思われるが、本遺跡の今回の資料では、左右の折 り返しがほぼ半々であ

り、むしろ右へのものが 1点多いという特徴が見られる。

D.紡錘車

当該期出土は 7点である (なお、石製 0土製を合わせ61点 が確認されている)。 以下、紡輪の特徴により大別 し

た。

〔分類〕

I 紡輪の断面型が凸レンズ状を呈し、重量感のあるもの (670125)。

67 紡輪 :断面凸レンズ状、最大径 5。 Ocm、 最大厚さ1.2cm。 紡軸径0.4cm。

125紡輪 :断面凸レンズ状、最大径6。 5cm、 最大厚さ1.lcm。 紡軸径0.5～ 0。 9cm。

Ⅱ 紡輪断面型が平板状で、比較的軽量のもの (7064・ 93)。

7 紡輪 三断面平板状、最大径 5。 5cm、 最大厚さ0.lcm。 紡軸径 0。 3～ 0.4cm。

64 紡輪 三断面平板状、最大径 5。 9cm、 最大厚さ0。 4cm。 紡軸径0.3～ 0。 7cm。

93 紡輪 三断面平板状でやや外湾、最大径4.6cm、 最大厚さ0.5cm。 紡軸径0.5cm。

1/2

(数字は図番号)

図40 鎌の装着角度と刃先湾曲曲線
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Ⅲ Ⅱ類に近い中間型 (7つ

77 紡輪 :断面は薄い凸レンズ状、最大径5.2cm、 最大厚さ0.4cm。 紡輪径0.3～ 0.5cm。

輪部を欠く1点 128は鉤状の先端部のみの資料。鉤 (フ ック)部は小首を傾けるように、約40° 反ってい

る。

〔特徴〕

石製、土製を含め時期が特定できる37点 を図41に した。 1～ 2期 と、 5期以降の二つのグループに分か

れ特徴が見られる。 8世紀前半 (2期 )か ら中頃までは土製が主流を占め、重量80gを超える例 も多い。

それに対 して、 8世紀末 (5期)か ら 9世紀 を迎 え (g)
300

ると土製が減少し、鉄製が出現する。重量もほぼ60

g以 内で、鉄製品はその内さらに軽量の部分を占め、

紡輪の厚さも l cmを 超える 2点 を除き、数mmである。

鉄製紡錘車間にも差違が見られ、石製、土製を含め

るとかなり大きなオロ違が認められる。多様な作業状

況を想像させる資料である。

E.苧引金具

当該期からは 6点出土している。

〔分類〕

I 薄手で、横幅が長 く、両端装着部の短いもの

(480186)。 48は 9。 5cmと 横長で、両端木質柄装着部の

高さは2。 lcmと 短い。 186は さらに横長
｀
で11。 9cm、  刃

部の高さ (幅)は 2.Ocm以 上 と長い割合に、両側装

着部は短く、ずんぐりしている。両者とも比較的薄手である。

Ⅱ 厚手で、横幅が短く、両端装着部の長いもの (63・ 155)。 63は幅8。 7cm、 高さ4。 2cm、 155は幅7.8cm、 高

さ3.8cm｀である。

169は、隧金具の可能性もある。端部は渦巻き状を呈し、左端部は欠損している。

F.刀  子

最も多く106点 出土した。しかし、完存するものは10点余 りで、断片が多い。しかも研ぎ減りが著しく、

その極端なものは117や 153の ごとく、錮 (は ばき)元近 くにまで及んでいる。したがって、細分する方法

は避けて、比較的原型を留めていると考えられる、錮元、関 (ま ち)部分の形態に基づき大別整理した。

図42に 時期別、地区別の出土概要をグラフで示した。

〔分類〕

I 棟側にのみ目立って関が認められるもの。その典型は 1で、この資料もそうであるが、刃部佃1に も関

らしきものの認められる資料が多い。このタイプは2503106909509801060113な ど最も数が多い。

Ⅱ 22026の ように両関になるタイプ。30032035053・ 810820175な ど数が多い。

Ⅲ 刃部側に目立って関が認められるもの。570720129な ど。

Ⅳ 関あっても僅かで、身部、茎部が連続しているもの。 2020057な ど。

V その他、全体が反り身のもの (13・ 90・ 98)、 剃刀状のもの (50188)な ど実に複雑である。以上、研ぎ

減りなどによって、かなり形が変わっているはずであり、整理上の便宜的分類にすぎないが、こうして見

ただけでも、その用途により使い分けがなされていたものか、その多様性が顕著である。

G.鏃

1   2   3   4   5   6   7   8(時 期)

図41 紡錘車の時期別、材質別重量比較
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0

物

0期以前

0～ 1期

1期

1～ 2期

2期

4期

5期

5～ 6期

6期

6～7期

7期

7～ 8期

8期前半

9世紀

包含層

Ⅳ層

Ⅳ層上面

ヨ

炒 鎌 一圏
鏃

ヨ
一ヨ 刀子

＼ミ ゛ N 国

ヨ

ヨ さいさ測

ヨ 幽 劇

卜やヽさヽさヽきヽさヽ)ヽ 卦 洲

lililN劇 ヨ

N 国 目 :|ば Nヽ
|ヽざ 岬

蟷 ヾ劇 バ ヽ

鋼 輔 Nヽ ゞ 劇

きヽヽ Nへヽヽ ＼ヽヽさぎ| 輔 Nヽ ヽヾ ヾ゙ ぎNヽヽヽヽヽ＼
(ゞ さヽもヽ 創

∃ 国

□ BKS一動 区

田田 BYS一①区

匡ヨ BYS一②区

‐ BYS一③a区

□ BYS一③b区

歴国 BYS一④～⑥区

図42 鎌・鏃 0刀子出土状況 帥区別、時期男J)

遺存するのは茎部のみで、他の器種 との識別が難 しいものを省 き26点 である。遺構別では SB13点、

SK4点、SD2点、SC、 SF、 ST、 SX各 1、 包含層 (IV層 )よ り2点。概要は図42に グラフ化 した。

〔分類〕

圭頭撃式箭 (156)古墳時代からの形式 といわれ、身部小さく、無箆被 (の かずき)、 長茎が特徴だが、こ

の資料は途中で折れている。

柳葉式 (1040143)104は箆被部が長 く、茎部下部を欠 く。143は 身部上半のみ残存。以上 2点であるが、

12も 逆末l(か えし)の残存形状からここに含まれるかもしれない。

三角形式 最 も多 く6点 出±。29は深い腸扶 (わ たえぐり)を 持ち、切先、逆刺が鋭 く、長茎の完形品。

114は切先は前者に似るが、腸扶は浅 く、茎部を欠 く。159は 29に 似るが、切先、逆刺 ともに丸みがあり、

長茎部先端を欠 く。55は 159に さらに丸みを持たせ、小型にした感 じ。134は この両者の腸挟がなくなった

形状で、箆被部以下を失う。92は 関部に段差があり、二重逆刺状を呈している。出土資料中、比較的古い

段階の、 2期に属す SB6040よ り出土している。

片刃箭式 (54・ 137)古墳時代から続 く形式 といわれ (津野1990、 箆被部が長い。古墳 6期の SB6048よ り

似通った資料は)が出土している。

H.釘

101点 出土した。遺構別に見ると、SB32点、SK23、 SD8、 ST3、 SCOSX各 2、 SF l点 。包含層ではⅣ

層18、 Ⅳ層上面より10点 である。他の器種が SBに 多いのに比し、SB以外の遺構や包含層からも多く出

土しているという傾向が見える。鍛造工程を示し、完形に近いものは20′点に満たない。その全てを図化 し

たが、すべて断面四角に鍛打成形し、上部に打ち込みによる切れ込みを入れ、その部分を折 り返 して頭部

としている。特徴的な 2′点を記す。

91は図のように、断面四角に鍛造した棒状の材の頭部を叩いて、四方に向かって円形に押し広げて、飾

り釘状にしている。軸部断面0。 5cm角、傘状頭部の直径1.5cmを 測る。もう1点 139は 0。 4cmの軸部先端を叩

いて、約 1。 Ocmの方形傘状に延ばしている。

I.不明品・その他

130′点を超えるが、特徴的な資料を以下に列挙する。

小 刀 6 目釘が一部遺存する。腐食、劣化がかなり進んではいるが、完形直刀である。

撃状金具 610102 両者 ともに破損、消耗度が高 く、刃部付近以外は欠損している。
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鑓飽状金具 400149 40は長さ5.8cm、 149は 3.4cmと 小型で、刃先部 を残 し他は消失 している。

錐状金具 140124

工具柄 184 -応、工具柄 としたものの、40cmを 超 える長い不明遺物である。軸断面形は円形、先端が

鉤状に丸 まり、下端部は何かを装着するようなソケット状 を呈する。

銅子 (毛抜き状金具)110 先端中央部が上方に丸 く突起 し、下がるにつれて両脚部が狭 まる形状。

餃具 (か こ、バックル状金具)151 両内側に深さ約 0。 2cmの 挿入穴が扶 られている。

釣針 71 上部に糸 を通す丸い穴が遺存す る。湾曲が始 まる部分で折れている。断面0.3cm。

註 1998「鉄製品・鉄生産関連遺物」『更埴条里遺跡・屋代遺跡群』一弥生・古墳時代編― (財)長野県埋蔵文化財センター

引用参考文献

臼居直之 1997「木製品の解説」『石川条里遺跡』第3分冊 (財)長野県埋蔵文化財センター

津野 仁 1990「古代中世の鉄鏃」『物質文化』54 物質文化研究△

鶴間正昭 1985「武蔵国における鉄鎌の形式分類とその編年的予察」『法政考古学』第10集記念論文集

野村一寿 1990「鉄製鍬・鋤先」『総論編』 (財 )長野県埋蔵文化財センター

原 明芳 1989「金属製品と鍛冶資料」『吉田川西遺跡』 (財 )長野県埋蔵文化財センター

表38-(1)金属製品遺構別出土点数

器
種遺構

鋼 . 育

銅製品
鎌 鋤鍬

先
析 鉦

車
宇ラ|

金具
ノJ
子

釘 飯 そ の他 4ヽ 明 器種
遺構名

調可。手子

鋼製品
鎌 鋤鍬

先
紡錘
車

苧り|

金具
刀
子

釘 鏃 そ の他 小 明

SB9001 小刀 1 SB69

SB9002 SB73

SB9003 SBl10

SB9004 SBlll

SB9005 SBl12

SB9023 SBl14

SB9043 SBl19

SB9050 SB120

SB9059 SB128

SB9067 SB129

SB9069 SB131

SB9071 SB3006

SB9072 SB3009 鑓飽 1

SB9073 錐  1 SB3013

SB9078 SB3015

SB9080 SB3018

SB9085 SB3019

SB9086 5B3029

SB3030

SB37 SB3032

SB39 SB3035

SB41 SB4008 錐状金具 1

SB47 SB4009

SB51 SB4012

SB52 鋳物 1 SB4021

SB53 SB4026

SB55 SB4029

SB63 SB4030

SB65 5B4031

SB66 SB4203
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表38-(2)金属製品遺構別出土点数
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4 鉄 生産 関連遺物

本報告書の時期に該当する製錬作業や鍛冶作業 (精練鍛冶、鍛醐 冶)に伴って排出される遺物の出土状

況を記載した。次いで、発掘時に採取した土より検出された鍛造争j片 と粒状滓を表39に 示 し、鍛冶関連遺

構の遺物出土状況を記した。また、鍛冶関連遺構 より出土した遺物の構成図 (図 4つ を作成 し、成分分析

を実施 した資料に関する金属学的調査用考古観察表 (表4幼 とともに掲載した。

A.地区別、時期別出土状況

表41に地区別、時期別の出土重量を示し、簡略に図43、 44と した。図44で円グラフの大小により地区間

の鉄滓出土重量の多少を比較 した。 2期に該当するSB5061埋土より集中的に出土した製錬関係の遺物以

外は、そのほとんどは鍛冶関係のものである。時期別に見られる特徴は図45と した。

更埴条里遺跡A～ J地区 屋代遺跡郡①区

(16.6%)

(2。8%)

K地区

(14。9%) (2.0%)
(69。6%)

② 区

(2.2%)(7.1%)

③a区

m 物

(71.0%)

④～⑥区

(90。7%)

③b区

‐ 鉄塊系遺物 華華聾難聯

田 製錬滓  ― 羽口溶解物

(99。1%)

(79.4%)

(5.3%)(4.8%)

(時期・包含層層位)

図43 鉄生産関連遺物出土状況

(地区別、時期別)

Ⅳ層
Ⅳ層上面

BSK A～ J地区

6

6～ 7

7

8前半
Ⅳ層

Ⅳ層上面

BYS ①区6

6～ 7

7

7～ 8

8前半

Ⅳ層

Ⅳ層上面

6

6～ 7

7～ 8

8前半
Ⅳ層上面

6

7

8前半
Ⅳ層

Ⅳ層上面

6

6～ 7

Ⅳ層

Ⅳ層上面

齢辮 鉄塊系遺物

%疵多%1鍛冶滓

|   1製錬滓

111群II羽 口溶解物

0以前

0～ 1

1

1～ 2

2

3

4

4～ 5

5

5～ 6

6

6～ 7

7

7～ 8

8前半

Ⅳ層

Ⅳ層上面

一-217-一

図44 出土鉄滓地区別重量比



第 5章 遺  物

また、屋代遺跡群④～⑥区は古墳時代に引

き続き全期間にわたって出土が見られるが、

鍛冶遺構の存在する 2、 6～ 7期にピークを

持つ。更埴条里遺跡K地区は 6期に出現しく

鍛冶遺構が検出された 8期前半がピークをな

し、屋代遺跡群①区も鍛冶遺構群が存する 7

～ 8期前半にピークを迎える。

B.鍛造剥片、粒状滓

発掘調査時に採取 したサンプル土より検出  0
された鍛冶関連微細遺物の状況 を表39と した。

検出方法は採取土を水洗、乾燥させた後、工

業用磁石 (ピ ックアップ式)に磁着 させ、節に

かけ、大 きさ月Jに 5段階に分類 (①類7.lmm以 上、

⑦O.4mm以下)し た。表はその合計である。

表39 鍛造剥片・粒状滓等検出結果

(単位:1,000g)

0以前  1    2   4    5   6   7   8前 半 (時期)

0～ 1    1～ 2     3     4～ 5    5～6    6～ 7   7～ 8

図45 3地区鉄生産関連遺物出土推移

②4.1～ 7.O ③2.1～ 4.O ④l.6～ 2.O ⑤l。 1～ 1.5 ⑥O.5～ 1.0

12

検 出遺物 採取土

重量 (g)

磁着物

重量 (g)
割合 (%)

砂鉄・鍛造争J片 (⑦類) 粒 状 滓 鍛 造 争J 片 鉄 滓 片

遺構名 採取地点 重量 (g) 割合(%) 重量 (g) 割合 (%) 個 数 重量(g) 割合(%) 個 数 重量 (g 割合(%) イ固数

ST918 SF901 28.64 1.11 0.05 0。 24 1,200

SK9931 184.05 0。 27 0。 11 0。 37 183.30

SK470 1層 32,900 8.80 0.03 7.52 0.02 0。 16 1.12

2層 13,000 5。 92 0.05 3.56 0.03 0.09 207 2.27 0.02

3層 9,800 0。 10 9.19 0.09 0。 16 0。 74 0.01 275

埋 土 31,600 0も 05 11.58 0.04 0。 14 5。 18 0.02

SK533 30,500 11.05 0.04 10。 41 0.03 0.07 0.57 225

SK534 16,800 0.73 0.64 0.06 0.03

SK535 24,500 166。 55 0.68 0。 18 0。 82 0.05 16,992 107.55 0。 44 3,956

SK536 32,600 0.05 0.04 0。 15 342 0.53

SK537 9,800 7.08 0.07 5.56 0.06 0。 14 221 1.38 0.01

SK538 20,200 31.47 0.16 19.93 0.10 352 3.56 0.02 14,068 7.98 0.04 2,226

SK539 15,600 19.93 0。 13 17.56 0。 11 104 0.85 0.01 2,285 1.52 0.01

SK540 2,400 4.01 0。 17 3.78 0。 16 0.08 0。 15 0.01

SK541 7,400 9。 61 0。 13 8.61 0.12 0.18 306 0.82 0.01

SK542 13,500 11.58 0.09 9.34 0.07 0.29 548 1.95 0.01

SK543 16,100 45.91 0。 29 18.56 0。 12 6。 72 0.04 15,027 0。 13 6,828

SK544 11,600 5。 88 0.05 5。 42 0.05 0。 22 448 0.24

SF8 トレンチ上 5,600 9。 17 0。 16 5。 57 0。 10 1.24 0.02 6,200 2.36 0.04 3,933

トレンチ中 5,200 6.49 0.12 2.46 0.05 0。 19 3.84 0.07

トレンチ下 6,200 2.14 0.03 1.23 0.02 0.10 0.81 0.01

炭化物層 6,200 41.64 0.67 0.27 0。 10 14.03 0。 23 16,729 10.50 0。 17 229

焼土層 3,200 17.46 0.55 5.48 0。 17 589 1。 13 0.04 10.85 0。 34

3層 25,600 99.86 0。 39 0.08 20.40 0.08 19,293 58。 70 0。 23 26,262

SF10 埋 土 8,900 9。 43 0。 11 5.00 0.06 223 0。 91 0.01 2,882 3.52 0.04 770

SFll 5,500 4.49 0.08 4.18 0.08 0。 31 0.01 550

SF12 35,200 367.11 1.04 62.52 0.18 8.22 0.02 1,786 82.04 0。 23 41,513 214.33 0.61 25,599

SB74 23,900 7.53 0.03 7.38 0.03 0.02 0。 13

SB75 炭化物層 2,000 3.02 0。 15 2.60 0。 13 0.01 0.01

SB3006 8,900 1.11 0.01 0.99 0.01 0.12

SB5013 炭化物 Pit 1,700 1.68 0.10 1.62 0.01 0.01 0.05

SB5021 床土坑1-1 9,600 4.93 0.05 3.45 0.04 1.39 0.01

床土坑1-2 3,200 2。 30 0。 07 1.58 0.05 0.68 0.02

炭化物集中2 7,600 2.01 0.03 1.05 0.01 0。 76 0。 01

炭化物集中 3 17,900 4.76 0.03 2.77 0.02 1.87 0.01

SB5061 埋 土 4.78 1.05 1。 25 3,755 2.48 1,844

鍛冶炉横 Pit 5,200 59。 06 1.14 17.36 0.33 0。 20 12。 34 0。 23 429 29。 16 0.56 12,958

SB6058 0.06 0.01 0.06 0.01

SK4622 埋 土 5,700 0.17 0。 10 0.07

SK4847 埋 土 15,200 0。 90 28.48 0.19 0。 65 2,316 40 0。 27 55,783 67.43 0。 44 16,277

羽 口下 4,100 7。 68 0。 19 1.74 0.04 1.04 0.03 1,349 4。 90 0。 12 4,605

割合 (%):採取土重量に占める割合

―-218-―



第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物

C。 鍛冶関連遺構の鉄生産関連遺物 (図版366・ 367 PL70071)

表40に 鍛冶関連遺構の遺物出土量を示した。末尾に掲載した構成図の作成、分析遺物の選択とその分析

部分の選定にあたっては穴澤義功氏の指導を受け、それらの肉眼観察・計測・実測は埋文センタニで実施

した。なお、構成図に使用した資料中、化学分析を実施していない資料を「鉄生産関連遺物観察表 (表

45)」 とした。

表40 鍛冶関連遺構造物出土量

出土遺物
遺構名

鉄塊系遺物 椀形鍛冶滓 鍛冶滓 鉄  滓 羽  口 羽口溶解物 炉  壁 製 錬 滓 鍛造景J片 粒状滓

ST918
(SF901)

30.6(3) 127.1(4) 735.0(一 ) 193.7(― ) 500.0(5) 416.7(― ) 51.2(1) 0。 16

ST7.9.15
(SK470.533-
544。 SF9-13)

187.7(12) 619。 7(一 ) 99.0(10) 11.3(3) 664.2(一 ) 145。 94

SB74
SB76 23.9(1) 523.6(1)

SX9 72.2(4) 45。 6(2) 447.8(― )

SB3006 49。 7(1) 21.4(2)

SB5037 163.8(1) 29.4(3)
SB4823
(ピ ット1)

70。 7(1) 63.5(8)

SB5056 7.3(5)
SB5061 69。 1(6) 352.0(5) 2,249.7(― ) 98。 9(4) 83.6(2) 20.4(3) 747.3(一 ) 4,577.9(一 ) 13.59

SK4847 16.2(2) 286.2(2) 305.2(― ) 89。 3(6) 58.3(― 33.2(1 41.73

単位:g( )内個数

更埴条里遺跡 K地区 S丁918(SF901)椀形鍛冶滓は一般的に、精練段階の前半期から鍛錬鍛冶の段階

に進むにつれて、滓は大型から小型になり、緻密さを増し、木炭痕や気孔が不明瞭になるとされるは)。 本

遺構の椀形鍛冶滓はこの様相を示すものがほとんどである。鍛造景J片 は小型で薄い6類が7～ 8割以上を

占める。分析資料中の椀形鍛冶滓に精練系とされるものが一′点含まれること等を勘案して、本遺構は精練

鍛冶工程から鍛錬鍛冶工程のうち、比較的に進んだ鍛打作業を実施していたものと思われる。

屋代遺跡群①区 S丁 7・ 9・ 15付属鍛冶施設  椀形鍛冶滓は進んだ鍛冶工程の様相を示す資料がほとんど

である。鍛造景J片 も薄手で、銀灰色に輝く資料が出土割合の少ない遺構でも7割 を超す。以下、特徴′点を

記す。炉壁は鍛冶炉のものである。SF8よ り石片、鍛冶滓片、粘土系溶解物、鍛造景J片、スサ等多くの遺

物を巻き込んだ、大型で重量感のある再結合滓が重量計 l kg近 く出土している (46・ 47048)。 鉄生産関連遺

物の種類や出土重量の比較的多いSK470で、なぜか鍛造余J片、粒状滓が微少である。炭化物 2点の同定

結果は、SK470の 1点 はヨナラ属ヨナラ亜属クヌギ節、SK535の 1点 はクリである。

屋代遺跡群①区 SB74・ 76(図版・表に未掲載)

椀形鍛冶滓 1点。SB76出±。4.2× (2.5)× 2.5cm、 23.9g、 磁着度 2。 内部はオリーブ黒色。周囲に

スサを含む黄～褐色の錆が付着。滓端部破片。

鍛冶滓 2点 (SB74)。 ① 3。 0× 2.7× 1。 2、 10.6g、 磁着度 2。 地は黒色、表面は黄褐色錆。鍛造景J片

付着。② 豆粒大、鉄鬼系遺物状。割れ目より黒錆吹き出す。1.5× 1.2× 1.0、 2.lg、 磁着度 4。

羽 口 SB76出土 (図 版中に出土地点、図46に 実測図を示す)。 長 さ

10.5、 外径7.7、 日径2.3cm。 雲母片、スサ混入。先端上半分害Jれ落

ち。割れた後 も使用されたためか、一部溶融。溶融部分、発泡部分、

青灰色還元部分 と順次観察できる。ほか羽口溶解物片、炉壁片出±。

鍛造景J片 採取サンプル土より僅かな数量が検出されている (表

39)。

屋代遺跡群①区 SX9(図版・表に未掲載)

羽口片 3′点。①、先端下部に近いガラス質化、発泡部分破片。

|

図46 SB76出 土羽口実測図
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1/5周遺存。推定回径2.3cmo ②、先端部に近い黒色発泡部分。推定回径2.4cmo ③、SB53出±。先端部片。

鍛冶滓 (粘土溶解物状) 5.6× 3.6～ 3.0× 2.6cm、 44.9～ 7.7g。 磁着度 3～ 2。 ほか、羽口溶解物片。

屋代遺跡群③ att sB3006 出土点数、種類ともに少ない。炉状遺構内採取土より鍛造争J片 が若干検出

されている (表39)。

屋代遺跡群④ ftt SB4823(ビ ット1) (図版、表に未掲載)

椀形鍛冶滓 2点。①、6。 3× 5.4× 3.8、 70.7g、 磁着度 4。 破面 l。 地は暗緑灰色。全面褐色、黒褐

色の錆、重量感。炭、鍛造景J片混入。②、17.3g。 小型だが①と同様。

鍛冶滓 2。 6～ 6.8gの小型 3″点。径 4 mm程の鍛造景J片が付着したものもある。

羽口片 先端溶解部破片。 羽口溶解物 5。 4× 3.lcm l′点。小破片 2′点。

屋代遺跡群④ ftt SK4847 椀形鍛冶滓は進んだ鍛冶工程を示すのである。羽回は装着角度が浅 く、先

端下部にメタル・チェッカーでH反応を示す鍛冶滓が付着。鍛造争J片・粒状滓は土坑内の埋土、また構成

図66の羽口下の採取土より多量に検出された。ほとんどは薄く、青灰色で光沢があり、一部赤褐色のもの

も混じる。

屋代遺跡群⑤ btt SB5061 竪穴建物跡床面で検出された遺物はなく、製錬滓を含めすべては埋土中の

出土である。製錬滓に加え、精練系、鍛錬系の遺物も含まれ多様である。流出孔 (溝)滓 は様態の異なる

滓を構成図に組み入れた。炉壁も多様な工程を示唆する資料を選んだ。鍛造景J片、粒状滓のほとんどは鍛

冶炉横の付属ピット中より検出されたものであるが、一部は建物埋土中の遺物を洗浄する際に得られたも

のである。埋土には相当量の鍛造景J片が混入していたものと思われる。

註 津野 仁 1996「鍛冶遺構」『金山遺跡Ⅳ』 (本文編)(財 )栃木県文化振興事業団
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単位

表41 鉄生産関連遺物地区 0時期別出土量

遺構内出土

遺物種好 鉄 滓 粘 土 系

地 区 時期 鉄塊系遺物 鍛冶滓 製錬滓 1 合 計 羽 口 炉 壁

K地区

6期 159.8

6～7期 15。  1 114.0

7期 57。 7 57.7 81.9

8期前半 30.5 1。 307.6 51.2 291。 2 _680.5 519.8 15。 1

計 30.5 1.307.6 51.2 348.9 544.6 470.8

① 区

6夕明 49.5 58.3

6～7期 98.6 98.6 49。 9

7期

～8期 283.6 2.396.3 289。 3 2.969。 2 210。 0 717.7

8期前半 225.0 296.1 128.7 488.7 1.138.5 784.9 13.3

22.9 27.0 49。 9

計 517.3 2.863.4 128.7 813.6 4.323.0 1.048.9 731.0

② 区

6期 19.4 28。 8

～7期 21.5 21.5

～8期 92.2 112.5 22.1 226.8

8期前半 280。 0 287.9

133.0 133.0

計 100.1 566.4 31.5 698.0

③a区

6期 18.6 18.6

7期 262.0 22.5 284.5 117.4

8期 前半 170.2 339。 2 509。 4 12.0 257.3

62.6 59。 9 122.5

計 170_2 663.8 101.0 935.0 12.0 374.7

③b区

6期 30.5 108。 9 139。 4

6～ 7期 75。 9 25。 3 101.2

計 30.5 184.8 25.3 240.6

④～

⑥区

D期 以前 197.6 37.4 235.0 23.9 51.2

～1期 16.7 17.0 8。 5 16.3

l期 201.5 33.1 234.6 131.1 38。 2

1～ 2期 7.7 65.6 73.3 23.8

2期 69。 1 3.336.6 4.274。 2 123.6 7,803.5 730.8 1.654。 3

3期 28.5 28.5

生期 24.6 59。 9

～5期 148.0 150。 2 27.0

5期 161.9 162.2 213。 2 106.8

5～ 6期 480。 9 58。 1 539.0 62.8 51.7

6期 97.6 19703.5 277。 7 2。 078.8 572.2 194.0

6～ 7期 16.2 886.0 119。 3 146.0 1.167.5 642.1 33.2

7期 37.8 717.4 160。 6 915.8 106.8

7～8期 56.0 10.5 66.5 314.5

8期前半 110。 9 682.0 14。 3 807.2 20.5 38.0

17.2 13.8

44.1 181.4 234.3 38.4 16。 6

不 明 81.1 286.2 367.3 91.2 35。 7

計 456.8 9。 101.7 4,393. 945.9 14,897. 3。 021.4 2.326.4

包含層出

層位 地 区 鉄塊系遺物 鍛冶滓 製錬滓 羽口溶解物 合  計 】][コ 炉壁

Ⅳ層

A～J地区 195.0 195.0

K地区 17.6 545.3 36。 9 4.3 604。 1 818。 7 96。 7

①区 15.5 510。 7 526.2 96.1 6。 2

③a区 139。 1 131.0

Эb区 367.5 8.2 375。 7

④～⑥区 42.0 1.355。 0 118。 6 1.515.6 8.4 82.6

Ⅳ層上面

A～ J地区 334.0 4.7 338。 7 71.0

K地 区 33.3 33.3

①区 10。 6 76。 1 12.6 11.7 111.0

②区 718.6 718.6

Эa区 5。 9

③b区 19.2 19。 2

a～④ ヌ 68。 5 68.5

計 85。 7 4,223.2 49.5 147.5 4,505。 1。 062.3 393.4

遺構出土総重量 22.832.7 4.626.9 3.902.9

包含層 出土重量 4.505。 9 .062.3 393.4

出土総重量 27.338.6 5.689.2 4.296.3
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図47 更埴条里遺跡・ 屋代遺跡群 鉄生産関連遺物構成図
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第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物

表42-(1)金 属学的調査用考古観察表

資料番号 1 総番号95-70(構成図番号 8) 資料番号 2 総番号95-71(構成図番号 1)
出土状 況 出土位置1更埴条里 S F9011時却1古代8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

出土状 況 出土位置1更埴条里 S F9011時期1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

○

○

遺物種類 鉄 塊 系 遺 物 力

析

項

目

遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓 (含鉄 )

析
　
項
　
目

遺物データ

法
　
　
量

長径 1.7cm

短径 1.Ocm

厚 さ 0。 9cm

重量 2.3g

遺存度 現 状 磁着度 ○

〇

一　

一

遺物データ

法
　
　
自亘

長径 4.5cm

短径 3.2cm

厚さ 2:5cm

重量 44.lg

遺存度 ほぼ完形 磁着度

破面数
メタル

度
M(◎ ) 破面数

メタル

度
M(◎ )

色 調 表

地
黄赤褐色
不明

色  調 表

地
黄赤褐色
不明断面樹脂処理 ○ 断面樹脂処理 ○

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

分析部分

備  考

小型で、いびつな大豆状。全体酸化土砂に覆われ、特殊

金属探知機にM反応、鉄塊が主体の個体 と推定。

酸化土砂付着のため、黄赤褐色。

僅かに凹凸があるが、上ヒ較的滑らか。僅かに炭痕 らしき

跡。

全量を使用して、そのメタル部分を分析に用いる。

要、アルコール洗浄。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(表面状況 )

分析部分

考備

重量感ある。酸化土砂に覆われ、放射割れ部分から黒錆

が吹き出す。特殊金属探知機でM反応。

l cm大 の木炭が残っている部分が 4カ 所。放射割れ 4カ

所程。

長軸端部1/2を 直線状に切断して、メタル部を中心に用い

る。

どの操業工程での産出か不明だが、金属鉄の小塊が内部

に存在する可能性が高い、要アルコール洗浄。

―
(1)― (t)

○

資料番号 3 総番号95-72(構成図番号 17) 資料番号 4 総番号95-73(構 成図番号 2)
出土状 況 出土位置1更埴条里 S F9011時斯 古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

出土状況 出土位置1更埴条里 S F9011時期 古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

〇

一

一

一

一

遺物 種 類 鉄 製 品 (釘 )
π

析

項

目

遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓 π

析

項

目
遺物データ

法
　
　
日亘

長径 4.2 cm

短径 (0.5)cm

厚さ (0.3)cm

重量 6.4g

遺存度
破片

(先端部)

磁着度 ○

○

〇

一

遺物データ

法

　

　

量

長径 4.8cln

短径 4。 4cm

厚さ 2.2cm

重量 51.2g

遺存度
破片
(1/2遺存)

磁着度

破面数
メタル

度
L(● ) 破面数

メタル

度
な し

色  調 暗赤褐色
不明

表

地
色  調 暗赤褐色

黒褐色

表

地断面樹脂処理 ○ 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

分析部分

備  考

鍛造釘の先端部破片。酸化土砂に厚 く覆われ、先端部分

のみ銹化 (劣化)部が露出。その部分は断面が 5× 3 mmの

長方形を成し、使用時の影響か、やや湾曲。

黒錆のため暗赤褐色から黒色。

錆による争J離のため使用時 (製作時)の面は全 く残存じ

ないが、断面は鍛造により長方形であることは確実。

長軸端部2/3を 直線状に切断して、中核部のメタル部分を

用いる。

鍛打状況が観察された場合は、厚み方向に縦断するよう

なミクロ組織写真の撮影も実施 して欲 しい。要アルコール

洗浄。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

(破面状況 )

分析部分

備  考

小型で軽量な滓の1/2を 遺存する破片。表面の暗褐色酸化

部分は操業当時のもの。その後の酸化状況はあまり見られ

ない。

長軸一端に17× 12mmの気孔。その付近に木炭痕も確認。

全体に顆粒状突起。長軸一端に小木炭痕。

ほぼ水平で、底面の状況が続 く。上面から下方への垂れ

はあまりない。

長軸の一端が短軸方向に欠損。内部は表面に似て、一部

に 3 mm程 の気孔。

長軸端部1/2を 直線状に切断して、滓部を用いる。

鍛練鍛冶工程で排出された滓と推測される。要アルコー

ル洗浄。
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第 5章 遺 物

表42-(2)金 属学的調査用考古観察表

資料番号 5 総番号95-74(構成図番号 3) 資料番号 6 総番号95-75(構成図番号 9)
出土状 況 出土位置1更埴条里 S F9011時却1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線 回折

E PA/1A

X線透過

硬  度

耐 火 度

師樹脂処理

○

○

〇

一

一

一

一

出土状況 出土位置1更埴条里 S F9011時期1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○
遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓 π

析

項

目

断

遺物種類 口 π

析

項

目
遺物データ

法
　
　
日亘

長径  7.6cm

短径  6.9cm

厚さ 3.6cm

重量 195。 6g

遺存度 ほぼ完形 磁着度

遺物データ

法
　
　
量

先端外径 ―cm

〃口径 (2,6)cm

基部外径 一cm

〃口径 ―cm

現存長 4.8 cm

重 量35。 Og

遺存度先端部破
片 (全 周
1/8)

径の

絞 り度

外径―%
口径一%

○

破面数

色 調

1(争 J落面)

メ

螢1レ | 
なし

使用
回数

不明
使用
角度 不 明

表

地

暗赤褐色
黒褐色 磁着度

メタル
度 な し 断面樹月旨処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

分析部分

備  考

ほぼ円形の完形品。厚みと重量感。表面酸化。

短軸一端の争J落部付近以外はほぼ平坦。 lcm大の突起 と

3～ 10mm程 の木炭痕散在。

3/4の部分には木炭痕密に付着。残 りは顆粒状突起。

やや垂直気味に立ち上がり、下面同様の木炭痕付着。

長軸端部1/4を 直線状に切断して、滓部を用いる。

鍛錬鍛冶工程で排出された滓と推定。要アルコール洗浄c

観察所見

(平面形 と

概観 )

(胎土状況 )

(表面状況 )

分析部分

鍛冶羽口先端部破片。日径の推定計測値以外計測不能。

スサと2 mm前 後の自色粒子を含み、焼成のため黄褐色を

呈し軟質。

先端から輔側へ、暗緑灰色ガラス化部分、 1～ 3 mm程の

気孔伴う暗紫色に酸化 した溶解部分、青灰色に被熱変化 し

た部分の順に観察できる。穿孔部の内面遺存は僅かである

が、被熱の影響順は外面と同じ。

先端部 と輔側部を選択使用 して、ガラス質部分、胎土部

分を分析する。

資料番号 7 総番号95-76(構成図番号 14) 資料番号 18 総番号96-06(構成図番号 78)

出土状 況 出土位置1更埴条里 S F901鍛 冶炉 1時却1古代 8期前半
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

一

〇

出土状況 出土位置1屋代遺跡群 S B5061 1時期 古代 2期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

〇

一

一

一

一

遺物種類 鍛 造 争J 片 遺物種 類 炉 内 滓 (炉底塊 )
π

析

項

目
遺物データ

法
　
　
日亘

鼻
]露

遺存度 磁着度

遺物データ

法
　
　
日亘

長径  6.3cm

短径  4.8cm

厚さ  4.6cm

重量 166。 lg

遺存度 破片 磁着度

破面数
メタル

度
破面数

メタル

度
な し

色  調 表

地
光沢のない黒色 色 調 表

地
灰褐色

灰オリーブ色断面樹脂処理 断面樹月旨処理

観察所見

(表面状況)

分析部分

登録番号 大きさ(mm) 厚さ(mm) 磁着度   色調

76-1  2.4× 1.3   0。 15    強 (○)  黒色

76-2  1.5× 1.1   0.09    強 (○)  黒色

76-3  1.0× 0。 7   0.06    強 (○)  黒色

76-4  1.8× 1.7   0。 30    弱 (△)  黒色

76-5  1.6× 1.3   0。 10    弱 (△)  黒色

76-6  1.2× 0。 9   0。 10    弱 (△)  黒色

表裏面ともにほぼ平坦で滑らか。

樹脂に縦に埋め込んでその断面を顕微鏡で検討するこ

観察所見

(平面形 と

概観 )

(下面状況 )

(破面状況 )

分析部分

備  考

丸い底面 1面 を残し他は破面。厚い個体。鍛冶滓 とは限

定できない。全体形は大型個体か。

全体に丸 く、細かに起伏。その間に木炭痕、 3 mm程の礫

付着。

l cm程 の気泡あるが、全体に級密。色調などから均質な

様オロが観察できる。

中央部分の安定した箇所を分析して欲しい。

このSB5061内 からは鍛冶滓とともに製錬滓の流出滓も認

められている点 (総番号96-07)も あり、この個体の排出段

階を知 りたい。
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表42-(3)金属学的調査用考古観察表

資料番号 19 総番号96-07(構成図番号 83) 資料番号 20 総番号96-08(構成図番号 102)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SB5061 1時期1 古代 2期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S B5061 1時期1 古代 2期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○遺物種類 製錬滓 (流出孔 (溝)滓 )
刀

析

項

目

遺物種類 鍛 造 余J 片 ⑤類(1.1～ 1.5mm) 刀

析

項

目遺物データ

法
　
　
自亘

長径  6.7cm

短径  4.8cm

厚 さ  2.6cm

重量 140.6g

遺存度 破 片 磁着度
∪
　
一　
　
一　
　
一　
　
一

遺物データ

法
　
　
量

長径 一 cm

短径 一 cm

厚さ ― cm

重量 0.42g

遺存度 磁着度

破面数
メタル

度
な し 破面数

メタル

度

色 調 表

地
黄灰色
赤黒色

色 調 一　

一

表
地断面樹脂処理 断面樹脂処理 ○

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

(破面状況 )

分析部分

製錬炉の滓排出溝で固まった滓。表面に流出した状態の

まま凝固。
断面は表面と同様の部分 と、赤黒色に酸化変色部分があるc

滑らかだが、溶解時に表面に浮いた気泡がはじけたまま

凝固。
流出溝面に 2～ 10cm程の角礫や炉壁片を無数にIIn‐ む。そ

の形状から、流出溝は底部は平坦、側面はやや丸みを持た

せていたと推定。
礫を噛んだ部分までを溝の側面とすると、側面高は2.Ocm

以上か。
基部 (炉 )方向に 1面、向かって左側面に 1面 に垂直に近

い破面。その様相から、溝内で凝固した滓を人為的に割 り

取った作業も想定できる。
長軸端部1/4を 直線状に切断して、混入物の少ない滓部分

を分析する。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

(下面状況 )

分析部分

鍛錬鍛冶工程で、鉄材を鍛打した時に飛び散 った鍛造余J

片。発掘調査時の採取土 を水洗・乾燥後、工業用磁石

(ピ ックアップ式)で磁着させた資料。飾にかけ 7段階に

分類したうちの 5段階 (1.1～ 1.5mm)の 大 きさの資料の集

合。

黒褐色でやや光沢を持つ資料 と、暗赤褐色に酸化 した資

料が混じり合う。

面の滑らかな資料が多い。

鉄材から剥がされた工程からか、ザラザラに波打った状

態の資料がある。

樹月旨に縦に埋め込んで、その断面を顕微鏡で検討するこ

と。

資料番号 21 総番号96-09(構成図番号 103) 資料番号 22 総番号96-10(構 成図番号 93)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S B5061 1時期1 古代 2期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

一

〇

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S B5061 1時 期1 古代 2期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

○

○

〇

一

一

遺物種類 粒 状 滓 ⑤段階(1.1～ 1.5mm) ガ

析

項

目

遺物 種 類 椀 形 鍛 冶 滓 (含鉄 )
刀

析

項

目遺物データ

法
　
　
量

長径 一 cm

短径 一 cm

厚さ ― cm

重量 一 g

遺存度 磁着度

遺物データ

法
　
　
日亘

長径 5。 lcm

短径 4.6cm

厚さ 1.4cm

重量 47.9g

遺存度 ほぼ完形 磁着度

破面数
メタル

度
破面数

メタル

度
H(○ )

色  調 一　

一

表
地

色  調 表

地
暗赤灰色
不明断面樹脂処理 断面樹脂処理 ○

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

分析部分

ほぼ球形を呈する粒状滓 5点。精練鍛冶段階で排出され

た資料と考える。発掘調査時の採取土を資料20(96-08)と

同様の方法で選別分類したうちの⑤段階 (1.1～ 1.5mm)資

料の集合。

やや光沢のある黒褐色。

滑らかな形状。亜球形。

樹月旨に埋め込んで、最大径の断面を顕微鏡で検討するこ

と。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

分析部分

考備

小型で重量感。中央部部分に黒錆が吹き出し、 4本の放

射割れ。メタル度H反応。中央部分に金属鉄 を含有する個

体。

黄褐色の酸化鉄が付着。

中央が窪む皿状。側縁部には厚 く土砂が付着。

緩やかな丸みを持つ椀状。 2～ 5 mmの 木炭痕が無数に付

着。鍛造景J片 も1点認められる。

酸化土砂の付着が多い。ほぼ水平。

X線透過写真で確認後、出来る限り金属鉄の遺存する部

分を分析する。

鍛錬鍛冶工程で排出された滓と考えられる。
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第 5章 遺 物

表42-(4)金 属学的調査用考古観察表

資料番号 23 総番号96-11(構成図番号 94) 資料番号 24 総番号96-12(構成図番号 89)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S B5061 1時身I tltzru 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

○

○

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S B5061 1時期ll 古代 2期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

〇

一

一

一

一

遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓 (含鉄 )
π

析

項

目

遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓 π

析

項

目
遺物データ

法
　
　
日亘

長径 10。 9cm

短径  8。 8cm

厚 さ 4.5cm

重量 466。 7g

遺存度 磁着度

遺物データ

法
　
　
自亘

長径 5.5cm

短径 4.lcm

厚さ 1.8cm

重量 39.4g

遺存度 完形 ? 磁着度

破面数
メタル

度
H(○ ) 破面数

メタル

度
な し

色  調 表

地

黒褐色
青黒色

色  調 表

地
極暗赤褐色
黒褐色断面樹脂処理 ○ 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

(破面状況 )

分析部分

備  考

平面ほぼ楕円形。長軸一端割れ落ち。大型で重量感。メ

タル度はH反応で金属鉄の存在が確認される。

平坦だが、 5～ 15mmの 木炭痕が多量に残 り、その部分は

大きく窪む。

やや強い丸みを持つ椀形。小型の10mm以 下の多量の木炭

痕付着のため、ザラザラした質感。

下面と同様。

鋭利な割れ面ではなく、破面側縁部は丸み。割れた後さ

らに被熱溶解 したか。

X線透過により金属鉄の遺存状態を確認後、できる限 り

金属鉄部分を分析する。

鍛冶工程のどの段階で排出された滓か検討したい。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

分析部分

備  考

小型で、楕円形に近い不整形。凹凸に富む。

表面は酸化傾向のため極暗赤褐色。地色は光沢のある黒

褐色。

中央部がやや膨らみ、端部が窪む。酸化土砂や 2～ 3 mm

の木炭痕が見られる。

浅い椀状。木炭痕などの影響か、緩やかに起伏。酸化土

砂は少ないが、滓自体酸化傾向。

最大径部分は水平。滓は上方から下方へやや垂下。

比較的安定した中央部分を分析して欲しい。

小型である点から、鍛錬鍛冶工程で排出された滓 と考え

る。

資料番号 25 総番号96-13(構成図番号 90) 資料番号 26 総番号96-14(構成図番号 95)

出土状況 出土位置1屋代遺跡群 S B5061 1時難 古代 2期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

〇

一

一

一

一

出土状況 出土位置1屋代遺跡群 S B5061 1時期 古代 2期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○
遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓 ガ

析

項

目

遺物種類 鉄 塊 系 遺 物 (銹化)
π

析

項

目
遺物データ

法
　
　
量

長径  7.6cm

短径  6.3cm

厚 さ 3.8cm

重量 237.3g

遺存度
破片 (中

央付近)

磁着度

遺物データ

法
　
　
自亘

長径 2.5cm

短径 2.3cm

厚さ 1.7cm

重量 9.5g

遺存度 完形 ? 磁着度 一
〇

一　

一

破面数
メタル

度
な し 破面数 不 明

メタル

度
な し

色 調 紫黒色
青黒色

表

地

色  調 表

地
黄褐色
不明断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

分析部分

考備

大型、厚みと重量感。側面はほとんど割 り取られ。破面

部分 も含め酸化土砂も付着。

表面は酸化気味で紫黒色。内面はやや光沢。

椀状で中央が窪み酸化土砂付着。 5～ 10mm程の木炭痕。

ザラザラした質感。

中央突出部以外、浅い椀状。 2 mm程の木炭痕、角礫付着

側面全体が 5面程に割れ。人為的なものか。内面は気泡

少なく緻密。酸化土砂 も付着。長軸端部1/2を 直線状に切断

して、滓部分を分析する。

この遺構内からは製錬滓も出土しているため、製錬滓 (炉

内滓)の可能性も残る。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(全体状況 )

分析部分

備  考

小型、重量感。酸化土砂に覆われ実体つかめない。磁着

度 4、 メタル度もなしと低反応だが、銹化 した含鉄資料 と

考えたい。

酸化土砂は黄褐色である。

酸化土砂が厚 く本体を覆って凝結。黒錆状の吹き出しや

細かな放射割れも観察できることから、金属鉄 を含有した

個体が銹化の進行に伴い、その金属鉄 も消滅 していったも

のと考える。破面は観察されない。

X線透過により、その内部を検討 し、酸化土砂の影響の

少ない鉄塊部や滓部分を分析する。

鍛冶工程で排出された鉄塊系遺物と考える。
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第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物

表42-(5)金 属学的調査用考古観察表

資料番号 27 総番号96-15(構成図番号 99) 資料番号 28 総番号96-16(構成図番号 71)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S B5061 1時却I E,ft2tr 成分分析

組織写真

X線回折

E PA/1A

X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK4847 1時卿1古代 6～ 7期
分

析

項

目

一

〇遺物種類 炉 壁 (二次被熱)
ガ

析

項

目

遺物種類 鍛 造 争J 片 ⑤段階(1.1～ 1.5mm)

遺物データ

法
　
　
量

長径 7.3cm

短径 4.Ocm

厚 さ 2.7cm

重量 59.Og

遺存度
炉壁体部

の破片
磁着度 一　

一　

一
〇

自物データ

法
　
　
自亘

長径 ― cm

短径 ― cm

厚さ ― cm

重量 一 g

遺存度 磁着度

破面数 4面程
メタル

度
な し 破面数

メタル

度

色  調 鈍い黄橙色
黒灰色

表

地
色 調 一　

一

表
地断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(胎土状況 )

(外面状況 )

(内面状況 )

(破面状況 )

分析部分

備  考

破片のため炉の全体形はつかめないが、横長に細長 く割
れ落ち、この高さずつ炉材を輪積みしたことが分かる。

内部はその焼成温度が低かったためかやや黒っぽい。
2～ 10cm程 の角礫、 5 cm程 に切ったスサ混入。
風化が著 しく、使用時の表面とはいえないが、横方向に

やや丸みを持つ点から、円形炉の体部の一片か。スサも露出c

外面同様やや丸みを持う。スサ、角礫ともに露出。
上下の破面ともに内面に向かい傾斜。この面が輪積みの

接続面とすれば、土器成形と同様に粘土紐を輪積みすると
き、外面は上方に撫で上げ、内面は下方に撫で下げたと考
えられる。
比較的安定した部分での組織分析と耐火度分析をする。
胎土や形状から、長野市清水製鉄遺跡や松原遺跡で検出

された、製錬段階の円形竪形炉の体部 と同様ではないか と

考える。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(上面状況 )

(下面状況 )

分析部分

鍛錬鍛冶工程で鉄材を鍛打した際、飛び散った鍛造争」片

調査時の採取土を資料20(96-08)と 同様の方法で選別 した

内の⑤段階 (1.1～ 1.5mm)の ものである。

やや光沢を持つ青灰色と、銹化 した暗赤褐色、光沢のな

い黒褐色など多様な色調を示すが、光沢のある青灰色が多

光沢のある個体は滑らかで、銹化 した個体はざらついて

いる。

細か く波打つもの、気泡が見られるものなど鉄材から急

激に争jが された状況を示す。

幾つかの個体を樹月旨に埋め込んで、その断面を顕微鏡で

観察する。

資料番号 29 総番号96-17(構成図番号 72) 資料番号 38 総番号96-18(構 成図番号 61)
出土 状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK4847 1時難 古代 6～ 7期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK4847 1時期 古代 6～ 7期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

遺物種類 粒 状 滓 ③段階 (2.1～ 4.Omm) π

析

項

目

遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓 グ

析

項

目

○

〇

一　

一　

一　

一

勘 ‐ タ

法
　
　
日亘

長径 一 cm

短径 ― cm

厚 さ 一 cm

重量 ― g

遺存度 磁着度

遺彰フうドータ

法
　
　
自亘

長径 5.3cm

短径 6.9cm

厚さ 2.4cm

重量 92.8g

遺存度 2/3破片 磁着度

破面数
メタル

度
破面数

メタル

度
な し

色 調 一　

一

表
地

色  調 表

地
青黒色
青黒色断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

(内面状況 )

分析部分

精練鍛冶段階で排出されたと考えられる粒状滓 (所謂湯

玉)。 調査時の採取土を資料番号20(96-08)と 同様の方法

で選別 したうち、比較的大型の③段階 (2.1～ 4.Omm)の資

料。

あまり光沢はない。ほとんどが暗青灰色。一部表面が銹

化して暗赤褐色に変色した個体 もある。

滑らかで、球形。一部涙滴状に小突起を伴 うものもあるc

気泡が観察できる個体もある。

割れた個体から内部を観察すると、スポンジ状に気泡が

集合。

幾つかの個体を樹脂に埋め込んで、その最大径の断面を

顕微鏡で検討すること。

観察所見
(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

(破面状況 )

分析部分

備  考

中型破片。端部欠損、中央部はほとんど残る。ゴツゴツ
した起伏を持ち、木炭痕や酸化土砂の付着顕著。
表面は光沢のない青黒色、内面はガラス質で、光沢のあ

る青黒色。底面部分は赤褐色。
平坦に近い。滓内の気泡により1～ 2 cmの 瘤状隆起。端

部には酸化土砂が付着、そこには 2～ 5 mm程 の木炭痕 も認
められる。
端菩Sに 2 cm程 の隆起した滓があるが、全体的には浅い皿

状。木炭が入り込み起伏に富む。赤褐色に酸化 した状態で
3～ 10mmの木炭痕が全体を覆う。
上面からの滓の垂れは見られない。
大きく2面が、ガヽさく1面が割れている。内面は l mm以

下～ l cm程 の気泡がスポンジ状に集まる。性質はガラス質。
中央付近で酸化土砂などの影響の少ない滓部分を分析す

る。
外見上の特徴から、鍛冶工程の椀形鍛冶滓と理解できる。
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第 5章 遺 物

表42-(6)金 属学的調査用考古観察表

資料番号 31 総番号96-10(構成図番号 64) 資料番号 32 総番号96-20(構成図番号 68)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S K4847 1時難 古代 6～ 7期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S K4847 1時期1古代 6～ 7期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

一

〇
遺物種類 鉄 塊 系 遺 物 π

析

項

目

遺物種類 鉄 製 品  (釘 ?) 万

析

項

目
遺物データ

法
　
　
量

長径 3.lcm

短径 2.Ocm

厚 さ 1.3cm

重量 8。 lg

遺存度 3/4 磁着度 ○

〇

一　

一

遺物データ

法
　
　
量

長径 5。 8cm

短径 1.8cm

厚さ 0。 9cm

重量 13.Og

遺存度 磁着度 ○

〇

一　

一

破面数 1～ 3
メタル

度
L(● ) 破面数 3～ 4

メタル

度
L(● )

色  調 表

地

明黄褐色
極暗赤褐色

色  調 表

地

鈍い赤褐色

黒褐色断面樹月旨処理 ○ 断面樹脂処理 ○

観察所見

(平面形 と

概観 )

(表面状況 )

分析部分

楕円球状の小型個体。酸化土砂に覆われ、放射割れが進

み表面まで黒錆が吹き出すものや、放射割れの結果割れ取

られている音Ь分 もある。かなり銹化、劣化が進行 している

が、メタル度はL反応と高反応。

酸化土砂付着により全体に表面がゴツゴツしている。内

面に対する肉眼観察では鍛打成形された状況は読みとれず

鍛冶炉内で溶解 した金属鉄を多く含む資料、所謂鉄塊系遺

物と判断する。

X線透過によって内部の金属鉄の残存状況を確認した後

金属鉄部分を分析する。

観察所見

(平面形と

概観)

(表面状況)

分析部分

考備

劣化が顕著。端部、側部が一部欠損 しているものの、釘

の可能性が高い。破面から見る内部の状況か ら、鍛造 した

釘であると推定。

錆に覆われ全体像は掴みにくいが、細長い棒状遺物。内

部を観察すると断面を方形に成形した痕跡も見られる。た

だし一端は錆に覆われ、一端は欠落しているため、明確に

鍛造釘とは判断しかねる個体。

金属鉄の残存する部分をLC方 向に切 り取 り、その断面

を観察 して鍛造状況を見る。また残材から化学成分分析を

試みる。

鍛造か鋳造か、その成形方法を判断して欲しい。

資料番号 33 総番号96-21(構成図番号 65) 資料番号 34 総番号96-22(構成図番号 18)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK4847 1時期1古代 6～ 7期 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK470 1時 対 古代 8期前半
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

〇

一

一

一

一

遺物種類 羽 口 π

析

項

目

遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓 (含鉄 )

遺物データ

法
　
　
量

先端外径 7.5cm

〃口径2.4cm

基部外径―cm

〃口径―cm

現存長6.5cm

重 量60。 5g

遺存度
先端部
(1/6周 )

径の

絞 り度 '卜

径一%
口径一%

○

遺物データ

法
　
　
量

長径  8.4cm

短径  6。 6cm

厚さ 5。 lcm

重量 305.Og

遺存度 磁着度

使用
回数

不 明
使用

角度
不 明 破面数

メタル

度
H(○ )

磁着度
メタル

度
な し

色 調 オ

オ

表
地

リーブ黒色
リーブ灰色断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(胎土状況 )

(表面状況 )

分析部分

備  考

全周の1/6程が残る輔羽回の先端部破片。先端部は溶解し

た状態で、実際炉で使用した状況を示す。

比較的均質で0.1～ lmm程 の長石が全体に含有、僅かに細

かなスサが見られる。焼成は良好。成形方法は外面が長軸

方向にヘラナデの痕が見られ、内面も方向は不明ながらナ

デ調整。

先端部が溶解 してガラス質に変質 し、基部に向かって一

部溶解の始まりつつある部分、青灰色に還元気味である部

分と変化している。全体に二次被熱により変色。

二次被熱の影響の少ない部分を用いて、成分分析 と耐火

度試験を行う。

屋代遺跡群では、羽口や炉壁をある程度分析資料に取 り

上げている。よってこの個体以外のデータとの比較 も行い

たい。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

(破面状況 )

分析部分

備  考

大型、厚みのある破片。長軸端部・短軸端部の 2面が割

れ落ち。遺存する個体から平面形はやや不整な楕円形 と推定c

中央部分は大 きく隆起 し厚みを持つ。端部に向かって

徐々に薄 くなる。 5～ 10mmの 細かな起伏は木炭の抜けた痕

と考えられる。

平滑で深みのある椀状。細かな気泡と、粗殻痕 も観察で

きる。

上方からの滓の垂れは見られない。

内部は級密で均質な状態。僅かに微細な気泡が観察でき

る。下面近 くと上面近 くではやや気泡が大きくなる。

長軸端部1/3を 直線状に切断して、滓部分を分析する。

この個体以外の椀形鍛冶滓とはやや形状を異にしる。鍛

冶段階の滓であると肉眼観察上で判断した。
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第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物

表42-(7)金 属学的調査用考古観察表

資料番号 35 総番号96-23(構成図番号 24) 資料番号 36 総番号96-24(構成図番号 26)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK470 1時 期1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○ 出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK470 1時 期1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○
遺物種類 口 ガ

析

項

目

遺物 種 類 炉 壁 又は 対 蝸 (二次被熱)

析

項

目
遺物データ

法

　

　

量

先端外径 一 cm

〃口径 一 cm

基部外径 一 cm

〃口径 一 cm

現 存長 4,lcm

重  量14.7g

遺存度 ごく小片
径の

絞 り度
外径一%
口径一%

○

遺物データ

法
　
　
量

長径 4.2cm

短径 4.2cm

厚さ 3.lcm

重量 37.6g

遺存度上端肩部磁着度

使用
回数

不 明
使用

角度
不 明 破面数

メタル

度
な し

色  調
メタル

度
な し

色  調 表

地
灰～黄褐色
鈍い黄褐色断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(胎土状況 )

(表面状況 )

分析部分

輔羽回の体部のごく小片。外面の一部が残るのみで、他

は欠損と消耗が著しい。

緻密で均質。1～ 3 mmの小礫をごく僅か含む。焼成も良好

やや摩耗しているが、ナデ調整。

少量の個体であるため、全量を使って、成分分析 と耐火

度試験を行う。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(胎土状況 )

(内面状況 )

分析部分

備  考

円形鍛冶炉の炉壁上端部片か。内面は青灰色に還元し、
一部溶解。遺存部分よりそれほど大径の炉ではないと推定c

増場の端部という可能性も残す。

炉内面は二次被熱により全体が青灰色に変色。内部 も一

部変色。

5～ 10mmの 角礫を含む。スサの混入は明白でない。焼成

は良好。

丁寧にナデ調整が施され、上端肩部は丸みを持つ。この

肩部まで青灰色に変色している点から、火は炉 (増場)の
上部にまで及んだと考えられる。

二次被熱の少ない部分を用いて成分分析 と耐火度試験を

行う。
この遺構内の出土遺物は鍛冶関連遺物であることから、

この資料も鍛冶炉の炉壁の可能性が高い。

資料番号 37 総番号96-25(構成図番号 28) 資料番号 38 総番号96-26(構 成図番号 31)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK535 1時 却I1 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

〇

一

一

一

一

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK535 1時 戴 古代 8期前半
分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

○

○

遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓 (含鉄 )
刀

析

項

目

遺物種類 鉄 塊 系 遺 物 (銹化)

遺物データ

法

　

　

量

長径 4.6cm

短径 3.9cm

鷹蓋さ 1.7cm

重量 45。 9g

遺存度 2/3 磁着度

遺物データ

法
　
　
量

長径 5.2cm

短径 3.4cm

厚さ 2.Ocm

重量 44.3g

遺存度全容不明磁着度

破面数
メタノし

度
な し 破面数 不 明

メタノし

度
な し

色 調 表

地

暗赤灰色
暗赤灰色

色 調 鈍い黄褐色
不明

表

地断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

(破面状況 )

分析部分

備  考

小型、平面不整な楕円形。端部を2箇所欠損。

全体的に暗赤灰色に酸化。

平坦で、一部窪む部分。そこには酸化鉄が多く付着。木

炭の抜け痕とも考えられる。

やや浅い椀状、中央付近を中心に円形の窪み。粉状木炭

が酸化して付着。

上面から下面に向かって面的に傾斜。全体に細かな起伏く

端部 と中央部に破面。内部は中央に空洞化 目立つが、比

較的緻密。

長軸端部1/2を 直線状に切断して、酸化部分の影響の少な
い滓部分を分析する。

鍛冶段階の滓である。さらに細かな段階 (精練鍛冶か鍛

錬鍛冶か)ま で分析して欲しい。

観察所見

(平面形と

概観)

(全体状況)

分析部分

考備

多量の酸化土砂に覆われ形状は不明。表面にまで亀裂が

走っている点から、内部に金属鉄を遺存している可能性を

示す。磁着度は 6と やや高いが、メタル度は無反応。

内部の状態は不明。重量感。酸化土砂、 l cm以 下の木炭

痕が付着。鍛造余J片 らしき金属片が 1片付着。

X線透過により内部状態を観察 した後、鉄部分を分析 し

て欲しい。

鉄が遺存していた場合、その化学組成や鍛造の有無を分

析して欲しい。
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第 5章 遺 物

表42-(8)金 属学的調査用考古観察表

資料番号 39 総番号96-27(構成図番号 32) 資料番号 40 総番号96-28(構成図番号 33)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S K5351時 刃1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 S K5& 1時期
|

古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線 回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

遺物種類 鉄 塊 遺 物 (銹化)系
π

析

項

目

遺物種類 口 π

析

項

目
遺物データ

法
　
　
日亘

長径 1.8cm

短径 1.8cm

厚 さ 1.2cm

重量 5。 5g

遺存度 破片 磁着度 ○

〇

一　

一

遺物データ

法
　
　
日亘

先端外径 ― cm

〃 口 径  一 cm

基培 Ь夕M蚤  一 cm

〃 口径 ― cm

現 存 長 一 cm

重  量 4.3g

遺存度
体音6

小片
の
度

径
絞

外径―%
日径―%

破面数
メタル

度
H(○ )

用
数

使

回

1回
以上

用
度

使
角

不 明

色  調 表

地

明褐色
暗赤色

磁着度 な し
メタル

度
な し

断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形と

概観)

(全体状況)

分析部分

備  考

小型だが重量感。放射割れから一部が欠損。内部は黒錆

が見られ、メタル度もH反応。

表面は酸化が進み、当時の形状を示していない。大きな亀

裂により争J落 した部分から内部を観察すると、黒錆 と赤錆が

進行 して、かなり劣化が進行。

少量の個体であるため、金属鉄部分を全量分析する。

どの段階で選別された鉄兄系遺物であるか分析 して欲 し

観察所見

(平面形 と

概観 )

(胎土状況 )

(表面状況 )

分析部分

備  考

輔羽回の体部破片。体部外面の剥離状小片。一部青灰色

に変色しつつあるところが見られる。少なくとも 1回 は使

用したと考えられる。

長石を僅かに含み、全体に均質。焼成も良好。

ナデ調整が施されている。小片のため詳細不明。

全量を用いて、成分分析と耐火度試験を行う。

当遺跡の他の羽口や炉壁片とのデータ比較を行 う。

一彎一り
0

資料番号 41 総番号96-29(構成図番号 39) 資料番号 42 鍵番号96-30(構成図番号 42)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SK5381時対1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○ 出土 状 況 出土位置1屋代遺跡群 S K543 時期1古代 7期 ? 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

遺物種類 炉  壁 (鍛冶炉 )
刀

析

項

目

遺物種類 炉  壁 (鍛冶炉 )
刀

析

項

目
遺物データ

法
　
　
量

長径 6.lcm

短径 4.7cm

厚さ 1.8cm

重量 36.6g

遺存度 体音Ь片 磁着度

○

遺物データ

法
　
　
量

長径 4。 3cm

短径 2.7cm

厚さ 1.8cm

重量 14.lg

遺存度 小片 1磁着度1 3

○

破面数 不 明
メタル

度
な し 破面数摩耗顕著

|メ i響

レ

|な
し

色  調 鈍い黄褐色
黒灰色

表

地

色 調 鈍い褐色
黒灰色

表

地断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(胎土状況 )

(全体状況 )

分析部分

備  考

調 )(色

摩耗が進み劣化 した破片。個体形状より円形炉 と推定。

比較的薄 く、二次被熱の影響 も強 くないことから、炉の上

音Б近 くのものと考える。

内部は黒っぽ く、二次被熱の結果とともに、炉を作成す

る際の焼成状態が悪 く、内部まで充分熱が回らなかった状

況を示すとも考えられる。

均質で級密だが、軟質で脆い。

横長の破片。炉の製作時に粘土紐を輪積み成形した境目

で割れたものと考える。外面はナデ調整、内面は景J離、摩

耗。

安定した部分を用い、成分分析と耐火度試験を行 う。

当遺構出土の鉄滓は何れも鍛冶滓であり、この炉壁も鍛

冶炉片と考える。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(胎土状況 )

(全体状況 )

分析部分

備  考

摩耗が進み、角が取れ、扁平な楕円形を呈す。被熱の影

響が強いからか非常に軟質。

均質で緻密だが、軟質で脆い。

表面はナデ調整、内面は摩耗して丸みを帯びる。

全量を用い、成分分析と耐火度試験を行う。

資料96-29同様、鍛冶炉の破片と考える。
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第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物

表42-(9)金 属学的調査用考古観察表

資料番号 43 総番号96-31(構成図番号 51) 資料番号 44 総番号96-32(構成図番号 52)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群SK8炭イ働層 1時期1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

一

〇

出土状況 出土位置1屋代遺跡群SF8炭イ働層 1時期1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

一

〇
遺物種類 鍛 造 争J 片 ③段階 (2.1～ 4.Omm) 刀

析

項

目

遺物種類 粒 状 滓 ④段階 (1.6～ 2.Omm) 力

析

項

目遺物データ

法

　

　

量

長径 ― cm

短径 ― cm

厚 さ ― cm

重量 1.09g

遺存度 磁着度

遺物データ

法
　
　
日亘

長径 ― cm

短径 ― cm

厚さ 一 cm

重量 0.04g

遺存度 ― 1磁着度| ―

破面数
メタル

度
破面数 _ |メ留

レ
| _

色 調 一　

一

表
地

色  調 一　

一

表
地断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(表面状況 )

(下面状況 )

分析部分

鍛錬鍛冶工程で鉄材を鍛打した時に飛び散った鍛造争J片

発掘調査時の採取土を資料番号20(96-08)と 同様の方法で

分類したうちの③段階 (2.1～ 4.Omm)資料の集合。

黒褐色から暗青灰色で光沢を持つものと、黒褐色で光沢

のないものとが混じり合う。

滑らかな面を持つ資料が多い。

ザラザラに波打った状態の資料がある。

樹脂に縦に埋め込んで、その断面を顕微鏡で検討するこ

と。

観察所見

(平面形と

概観)

(色  調)

(表面状況)

分析部分

ほぼ球形を呈する粒状滓。精練鍛冶段階で排出された資

料と考える。発掘調査時の採取土を資料20(96-06)と 同様

の方法を用い分類したうちの④段階 (1.6～ 2.Omm)資料の

集合。

やや光沢のある黒褐色。

滑らかな亜球形。一部涙滴状に小突起のあるものもある。

樹脂に埋め込んで、最大径の断面を顕微鏡で検討するこ

と。

資料番号 45 総番号96-33(構成図番号 43) 資料番号 46 鍵番号96-34(構 成図番号 50)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SF81時期1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

E PA/1A

X線透過

硬  度

耐 火 度

○

○

〇

一

一

一

一

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SF81時期1古代 8期前半 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

―C

○

遺物種類 椀 形 鍛 冶 滓

析

項

目

遺 物種 類 炉  壁 (鍛冶炉 )

析

項

目
遺物データ

法
　
　
量

長径 6.4cm

短径 4.2cm

厚 さ 1.7cm

重量 36.6g

遺存度 完形 磁着度

遺物データ

法
　
　
量

長径 8.5cm

短径 5.6cm

厚さ 2.7cm

重量 79。 6g

遺存度 体部片 1磁着度1 3

破面数
メタル

度
な し 面数 4 1メ留

レ
|な
し

色  調 暗赤褐色
不明

表

地

色 調 表 :灰 白色

地 :鈍い橙色断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(表面状況 )

(下面状況 )

分析部分

備  考

薄 く小型。上下両面 とも平ら。滓の垂れる方向で上下を

理解 した。

全面に 5～ 10mm程 の木炭痕が酸化状態で密に重複 し付着c

中央が木炭の抜けた痕かやや窪む。表面ほどではないが

木炭痕が目立つ。

中央部分を直線状に切断して、滓部分を分析する。

進んだ鍛冶段階で排出された資料と考える。

観察所見

(平面形と

概観)

(色  調)

(胎土状況)

(外面状況)

(内面状況)

(側面状況)

(破面状況)

分析部分

備  考

炉壁の外面の破片。摩耗が激しい。平面は横長の不整な

長方形で、炉製作時に粘土紐を積み上げていった状況を示

していると考える。

内面付近は二次被熱により、灰白色に還元。

粘土に細砂 とスサを混ぜている。焼成は悪く、脆い。
ハケ状の工具で横ナデ調整。
二次被熱により部分的に滓状に溶解、細かく発泡状態。

板状で、ほぼ垂直に近い状態に積み上げている。

上下の破面は内側に傾 くように割れている。これは粘土

紐の接合を土器同様、内面ナデ下げ外面ナデ上げ技法によ

ることを示すと考える。
二次被熱の影響の少ない部分を用いる。

他の出土遺物も勘案 し、この炉壁 も鍛冶炉のものと考え

る。
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第 5章 遺 物

表42-(10)金属学的調査用考古観察表

資料番号 47 総番号96-35(構成図番号 55) 資料番号 48 総番号96-36(構成図番号 56)

出土状 況 出土位置1屋代遺跡群 SF12 1時期 古代 7期 ? 成分分析

組織写真

X線回折

E PA/1A

X線透過

硬  度

耐 火 度

○

出土 状 況 出土位置1屋代遺跡群 SF12 1時期 古代 7期 ? 成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

○

遺物種類 鉄 塊 系 遺 物 ７

析

項

目

遺物種類 炉 壁 π

析

項

目
遺物データ

法
　
　
日亘

長径 1.4cm

短径 1.3cm

厚さ 1.2cm

重量 3.8g

遺存度 不 明 磁着度 ○

〇

一　

一

遺物データ

法
　
　
量

長径 4.6cm

短径 3.9cm

厚さ 1.8cm

重量 8.5g

遺存度 破片 磁着度1 3

破面数 不 明
メタノし

度
L(● ) 破面数 不 明

メ

`ダ

‖なし
色  調 表

地
黄褐色
不明

色 調 表

地

オリーブ褐色
灰褐色断面樹脂処理 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(全体状況 )

分析部分

備  考

付着酸化土砂のため内面は観察できないが、メタル度は

L反応と高 く、金属鉄をかなり多く含んでいると考える。

重量感。ややゴツゴツしている。酸化土砂 とともに 5 mm

程の木炭痕。

全量を用い、金属鉄部分を分析する。

どの段階で作られた遺物か、鍛造の有無を含め分析 して

欲しい。

観察所見

(平面形 と

概観 )

(色  調 )

(上面状況 )

(下面状況 )

(側面状況 )

分析部分

備  考

炉壁様の粘土が被熱して溶解しつつある滓。

一部酸化土砂付着部分は赤褐色。

溶解部分を上面とした。緩やかに起伏 し、無数に l mm前

後の細かな気子L。

炉壁様の粘土材がまだ溶解 しないで残る。部分的に青灰

色に還元。

下面の粘土材が上面のように溶解 し変容 していく様子が

中央部で面的に観察できる。

滓部分を選んで分析する。

鍛冶炉に伴う滓と推測される。

-00
0

資料番号 49 総番号96-37(構成図番号 57)

出土状況 出土位置1屋代遺跡群 SF12 1時期 古代 7期 ?

分

析

項

目

成分分析

組織写真

X線回折

EPMA
X線透過

硬  度

耐 火 度

〇

一　

一　

一　

一　

一　

一

遺物種類 炉 壁

遺物データ

法

　

量

長径 4.7cm

短径 4.3cm

厚 さ 2.Ocm

重量 38.Ocm

遺存度 体部破片磁着度

破面数
夕

度
な し

色  調 表

地

明黄褐色
黒灰色 断面樹脂処理

観察所見

(平面形 と

概観 )

(胎土状況 )

(外面状況 )

(内面状況 )

(側面状況 )

(破面状況 )

分析部分

備  考

粘土が被熱し板状に固まった個体。

比較的緻密。粘土と細粒砂 を混ぜ合わせたものか。焼成

悪 く脆い。

摩耗していて観察できない。

丁寧にナデ調整。緩やかな起伏を持つ。

板状であり、炉の形は円形より方形をイメージし易い。

上下の破面は滑らかであり、炉構築時の粘土紐の積み上

げ接着音5分を示しているかもしれない。

長軸端部1/2を 直線状に切断して、その炉材を分析する。

この遺構は鍛冶炉跡と考えるが、この炉壁がその構築材

かどうかは不明。
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表43 銅・青鋼製品観察表

表44-(1)鉄 製品観察表

第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物

(単位 :cm.g)

(単位 :cm.g)

図番号 写真番号 遺物名称 仮地区 地 区 層位 遺構 出土地
`点 時期 長 さ 幅 厚 さ 重 量 保存処理

359-1 67-6 青銅不明品 K X SB9071 6～ 7期 14.0 済

359-2 67-16 飾板状銅製品 (転用未成品) ① f SB8 8期前半 0.2 済

359-3 67-7 青銅不明品 ④ C SB4021 6期 17.7 済

359-4 67-2 青銅環 ④ G SB4802 2期 済

359-5 67-11 銅 鋲 ⑤ b SB5031 北東部床下焼土 取上No6 2期 済

359-6 67-14 刀 吊手具 ⑤ b I SB5133 埋 土 2期 済

359-7 67-12 金同釧決 ⑤ a SB6053 検 出面 2期 済

359-9 67-10 銅不明品 ④ d I W-23 SD4514 東矢板付近 6期 済

359-10 67-4 帯金具 (巡方 ) ⑥ a SD7030 最下層 2期 済

359-11 67-3 帯金具 (丸輌) ⑥ a I SD7034 トレンチ 6～ 7期 済

359-12 67-15 鞘尻金具 (鉄地銅張 ) ⑥ a I I-11.12 SD7046 1期後半 2.7 15.6 済

359-13 67-8 銅鈴 ⑥ a I I-12 SD7048 取上NQ2 1期後半 済

359-14 青銅飾 り板 ④ IV SK4041 済

359-15 67-9 青銅飾金具 ④ f SK4847 6～ 7期 済

359 青銅不明品 K X ST918 8期前半 (2.3)/(1 (1.4)/(0.9) 済

359-17 目釘 ④ g I SL-17 済

359-18 青銅不明品 ⑤ b I OA-01 IV 済

359-19 67-1 耳環 ⑤ b I S-05 2.5 19。 1 済

図番号
写 真
番 号 遺物名称 励区

出土地区 層位 出土遺構 出土地点 遺構時期 長軸 短軸 厚 さ 重 量 備  考

1 刀 子 VS-14 Pit.6 1層 14.8 完形

68-22 刀 子 K SB9003 7期後半 12.5 完形

359-3 刀 子 P K SB9003 7期後半 (1.6) 茎部 ?片

359-4 67-6 鎌 K SB9003 7期後半 11.0 19。 9 完 形

353-2 68-80 紡錘車 K SB9003 7期後半 (11.9) 56.1 図は石製品

359-5 69-103 刀 子 K SB9005 掘 方 7期前半 剃刀状、ほぼ完形

360-6 68-21 ガヽ刀 K SB9001 取上NQl 6期 29.4 24.7 完形

360-7 69-79 紡錘車 K SB9001 取上NQ2 6期 輪径5。 5 軸径0.4 先端部欠

360-8 刀 子 K SB9001 6期 身部片

360-9 67-5 鎌 K SB9002 6期 18.3 37.4 完形、本質付着

360-10 67-7 鎌 K SB9043 掘 方 8期前半 12.7 36.0 完 形

360-11 不 明品 K SB9050 ユカウエ2枚 目 8期前半 (3.3) 太釘 ?基部 ～軸部

360-12 68-56 鏃 K SB9050 南東埋土 8期前半 (5。 4) 身部欠

360-13 68-23 刀 子 K SB9069 6期 16.4 完形

360-14 69-104 錐 K SB9073 埋 土 6期 11.0 3.2 完形

360-15 68-24 刀 子 K3 P-02 SB9073 埋土下 6期 (3.9) 茎部一部欠

360-16 不 明 品 K SB9080 埋 土 7期

360-17 不 明品 K SB9085 埋 土 6期 (3.9)

360-18 鎌 K SB9086 取上NQ7 7～ 8期 (2.8) 先端～身部上半

360-19 69-87 釘 SB8 取上NQl 8期前半 11.7 ほぼ完形

360-20 68-25 刀 子 ⅥI SB8 南側 8期前半 10.5 ほぼ完形

360-21 69-105 不 明 品 Ⅵ10-22 SB41 1層 ベルト内 8期前半 ほぼ完形 ?

360-22 68-26 刀 子 SB41 取上NQ20 8期前半 13.6 完形

360-23 69-106 不 明品 ⅥI T-02 SB41 南東部 2層 8期前半 (2.7)

360-24 鏃 ⅥI T-02 SB41 南北ベルト2層 8期前半 (3.6) (0。 2) 茎部下半

360-25 68-28 刀 子 ⅥI S-04 SB53 8期前半 完形

360-26 68-27 刀 子 ⅥI S-04 SB53 東カマ ド内 8期前半 18.2 12.1 完 形

360-27 68-29 刀 子 SB63 取上NQ33 6期 ほぼ完形

360-28 刀 子 SB63 取上NQ34-2 6期 (6.8) 茎部

360-29 68-73 鏃 SB69 6期含 メ古 16.9 23.1 三角形式、完形

361-30 68-30 刀 子 V SBl10 取上NQl 6期 (3.0) 身部先端欠

刀 子 VS-25 IV a SBlll 取上NQ39 7期前半 (9。 7) 身部欠

361-32 刀 子 V SBl12 カマ ド取上NQ9 6期 13.4 6。 7 ほぼ完形

361-33 69-88 釘 VS-20 SBl14 取上NQ10 6期 (0.5) 頭部欠

361-34 不 明 品 V SBl14 取上NQ8 6期 (1.7)

361-35 68-33 刀 子 V SBl19 埋 土 7期 (3.6) 茎部半欠

361-36 69-107 不明品 V IV aa' SB120 取上NQll 7期後半 7.0 14。 4

361-37 刀 子 V SB128 埋土上層 8期前半 (1.2) 茎部片

361-38 不明品 V IV aa SB129 取上NQ19 6期 (4.6)

361-39 釘 ⅥI KG-07 Ⅳ a上面 SB131 8期前半 ほぼ完形

361-40 69-108 鑓 鉤 SB3009 北西部 2層 8期前半 完形

361-41 刀 子 SB3013 7期 (2.2) 茎部、身部片

361-42 刀 子 SB3015 8期前半 (1.3) 茎部片

361-43 鏃 SB3019 南西部埋土 7期後半 (2.3) 茎部

361-44 刀 子 ? IV a SB3029 7期前半 (0.6)

361-45 刀 子 IV IV a SB3030 南西部 6後半～7前半 (1.9) 身部上半

361-46 69-109 不 明 品 Iv L-19 SB3032 6後半 ～7前半

361-47 刀 子 SB3035 南西部 6期 (0.6) 身部先端

361-48 69-75 苧引金具 SB4008 取上NQl 7期後半 完 形

361-49 不 明 品 SB4008 7期後半 (2.1)
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第 5章 遺  物

表44-(2)鉄 製品観察表 (単位 :cm.g)

図番号
写 真
番 号 遺物名称 卿区

出土地区 層位 出土遺構 出土地点 遺構時期 長 軸 短 軸 厚 さ 重 量 備  考

361-50 68-34 刀 子 SB4008 取上NQ2 7期後半 (7.9) 両先端部欠

361-51 不明品 SB4008 取上NQ3 7期後半 (4.6)

361-52 69-90 釘 SB4008 1層ベルト 7期後半 ほぼ完形

361-53 68-35 刀 子 IV SB4012 取上 No.2 8期 前半 完 形

361-54 68-58 鏃 IV SB4012 取上NQl 8期前半 (6.5) 茎先端欠、刀子 P

361-55 68-59 鏃 IV C-05 SB4026 5期含 メ古 ほぼ完形

361-56 68-60 鏃 SB4030 1層 8期前半 (1.2) 茎部

361-57 68-36 刀 子 IV SB4031 埋 土 6期 (2.2) 身部先端欠

361-58 67-9 鎌 I SB4203 6期 28.3 完形

361-59 68-61 鏃 I SB4210 トレンチ 8C.～ 9C. (7.2) 身部欠

361-60 不明品 I SB4221 取上NQ5 6期

361-61 69-111 盤状金具 I SB4223 6期 (5.7) 軸部欠

361-62 不明品 I SB4805 6期

361-63 69-76 苧引金具 I X-03 SB4806 埋 土 9C. 完 形

361-64 69-82 紡錘車 I SB4809 7期後半 輪径5。 9 軸径0。 5 17.4 軸部両先端欠

361-65 不明品 I SB4819 トレンチ 6期

362-66 刀 子 I SB5005 7期前半 (4。 1) 身、茎部とも半欠

362-67 69-83 紡錘車 I SB5005 取上NQl 7期前半 輪径5.0 軸径0。 4 (39。 1) 軸一部残 し欠

362-68 不明品 I SB5005 南西部床面 7期前半 (1。 2)

362-69 68-37 刀 子 I SB5013 6期 17。 7 完 形

362-70 67-10 鎌 I S-07 SB5021 8期前半 14.5 基部一部欠

362-71 69-112 釣 針 I SB5022 南東部 2期 針部欠

362-72 刀 子 I SB5022 北東部 2期 (4.6) (2.1) 身、茎部とも半欠

362-73 68-62 鏃 I SB5031 南東部床下 2期 (4.6) 茎部

362-74 68-63 鏃 I SB5033 南西部床下 5期 (5。 6) 身部欠

362-75 鎌 I SB5033 南東部 5期 (5.4) 身部先端

362-76 不明品 I SB5037 1層下部 取上NQ2 5期 構成図74

362-77 紡錘車 I SB5037 床 面 5期 (24.4) 輪径5。 2 軸径0。 5 (16.0) 両先端欠、構成図75

362-78 鎌 I SB5040 南東部 トレンチ 5～ 6期 (4.8) (2.0) 身部片

362-79 不明品 I SB5064 7期前半

362-80 67-11 鎌 I SB5064 カマ ド 7期前半 身部上半

362-81 刀 子 Ⅳ上面 SB5067 1層 12.3 完形

362-82 刀 子 Ⅳ上面 SB5067 埋±1層 茎部下半欠

362-83 不明品 SB5090 1期 /Jヽ 本L状

362-84 錫tP SB5090 1期 (2.7) 鎌基部 P

362-85 刀 子 SB5090 1期 (4.3) (1.2) 身部先端

362-86 鎌 SB5109 1期後半 (4.7) (6.5) 身部下半

362-87 68-38 刀 子 SB5134 1期後半 (8.5) (2.3) 身部

362-88 鎌 SB5171 床下埋土 6期 基部

362-89 刀 子 SB5173 北東部 6期 身部、茎部先端欠

362-90 68-39 刀 子 SB5173 6期 茎部先端欠

362-91 69-91 釘 SB6002 埋 土 7期後半 飾 り釘、下半欠

362-92 68-64 鏃 SB6040 2期 三角形式、茎部欠

362-93 69-84 紡錘車 SB6062 8期前半 (2.1) 輪径4.6 軸径0。 5 軸部欠

362-94 68-40 刀 子 SB6085 炭層 8期前半 (7.2) (4.0) 身、茎部ともに半欠

362-95 68-41 刀 子 I SB6097 床 面 7～ 8期前半 (3.4) 身、茎部ともに半欠

362-96 67-14 鎌 SB6099 埋 土 4期 基部

362-97 67-2 鋤鍬先 I SB6133 掘 方 5期 (7.0) 耳音口L音6

68-42 刀 子 lde SCll 8期前半 (8.2) (1.7) 身部先端欠

362-99 刀 子 lde SCll 北東部セクション2の上 8期前半 (1.4) 身部 P片

362-100 不明品 IV L-23 SC3123 6期 (1.7) 鏃茎部 P

362 釘 IV L-23 SC3123 6期 頭部欠

362-102 69-117 撃状金具 IV L-23 SC3123 6期 (3.8)

362-103 刀 子 IV L-19 SC3123 6期 (2.0) ハ部片

362-104 68-65 鏃 IV L-23 SC3123 6期 (3.6) 柳葉式、茎部下半欠

363-105 錐状金具 Ⅳ a上面 SD22 2層 8期前半 (7.0) (4.8) 先端部欠

363-106 68-44 刀 子 lbc SD28 7後半～8前半 (12.6) (3.6) 茎先端部欠

363-107 68-66 鏃 lbc SD32 上層 5～ 6期 三角形式、茎下半欠

363-108 69-92 釘 SD58 工事道路 取上NQl 8期前半 下端部 欠

363-109 68-45 刀 子 Ⅳ a上面 SD62 工事道路 8期前半 (1.0) 茎部下半欠

363-110 69-115 鍋子 (毛抜き状) ⅥI T-02 SD77 8期前半 完形

363-111 69-116 不明品 ⅥI T-06 SD90 2層 8期 前半 完形

363-112 鋤鍬先 SD247 取上NQl 17.8 16.3
刃部5.5

耳部2.5
189.5 U字型、完形

363-113 68-46 刀 子 ⅥI OI-08 SD2433 上 8期前半 (10。 9) 身部先端欠

363-114 68-67 鏃 IV PQ-05 SD3243 8期前半 (7.0) 茎部下半欠、矢柄付着

363-115 68-47 刀 子 SD4515 7後半 ～8前半 0.31 1.41 完形

363-116 刀 子 SD7030 最下層 2期 (5.6) 0.21 茎部

363-117 刀 子 SD7035 1期末～2初頭 (6.1)| 茎部

363-118 67-4 鋤鍬先 6a II-11 SD7058 トレンチ 1期後半 11.0 30.4 | 方形鋤鍬先、完形

363-119 68-49 刀 子 6a I I-13 SD7065 下層砂層 1期前半 (3.9)| 身部上半欠

363-120 67-1 斧 6b SD8021 セクションベルト 4～ 5期 中心 44.2)| 有袋鉄斧、刃先一部欠

363-121 68-57 鏃 K SF9ol (1.8)| 身部欠、構成図16
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第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物

(単位 :cm.g)表44-(3)鉄 製品観察表

註 :187～ 190は 古墳面出土資料であるが、包含層出土ということで『古代編』に含めた。

図番号
写 真
番 号 遺物名称 卿区

出土地区 層位 出土遺構 出土地点 遺構時期 長 軸 短軸 厚 さ 重 量 備  考

363-122 不明品 K IX TL― o3 IV a SF901 構成図15

363-123 釘 SF901 構成図 17、 分析 95-72

363-124 69-118 錐状金具 K SK9129 埋 土 7～ 8期

363-125 69-81 紡錘車 K SK9435 埋 土 5期 輪径6.5 軸径0。 8 (36.0) SB9083下

363-126 68-68 鏃 (錐 ) SK66 10.0 完形 P

363-127 釘 SK66 完 形

363-128 69-86 紡錘車 (軸先端) ⅥI T-12 IV a SK417 (0。 9) 先端鉤部

363-129 68-51 刀 子 3b IV a SK3265 6～ 7期 (1。 2) 身部上半欠

363-130 67-15 鎌 IV a SK3276 6～ 7期 先端部欠

364-131 67-16 鎌 Ⅳ C-09.10 IV a SK4158 取上NQl 7‐ 8期前半 13.1 26.9 完形

364-132 苧 引金具 SK4187 7期 前後 (6.0) 半分欠

364-133 69-119 不 明 品 SK4214 7～ 8期以降

364-134 鏃 I W-25 Ⅳ a上面 SK4237 (6.2) 茎部欠

364-135 69-93 釘 SK4241 5～ 6期 完 形

364-136 67-17 鎌 IW-07.08 SK4823 6～ 7期 (5.4) (16.1) 身部上半欠

364-137 68-69 鏃 SK5053 (8.9) 茎部欠

364-138 鏃 SK6024 埋 土 本村2～ 3 身部欠

364-139 釘 SK6182 6期 飾 り釘、完形

364-140 釘 I SK6182 6期 軸下部欠

364-141 69-96 釘 VI A-14 Ⅳ a上面 ST3001 取上NQ24 8期前半 完 形

364-142 67-3 鋤鍬先 Ⅵ SN-01 ST3001 トレンチ 8期前半 18.3 U字型、耳上部

364-143 68-71 鏃 ST3002 8期前半 (4。 9) 柳葉式、身部

364-144 68-53 刀 子 ST3002 盛 土 8期 前半 ほぼ完形

364-145 69-120 不 明 品 IV a' ST3004 8期前半

364-146 鏃 SXl 8期前半 (5.6) 柳葉式、身部

364-147 鎌 SXl 8期前半 上半欠

364-148 69-97 釘 Ⅵ10-24 SX4 取上NQ125 6～ 7期 完 形

364-149 69-121 鑓鉤状金具 SX5 6期 先端部

364-150 鋳物 IV a (3.5) (30.4)

364-151 69-122 餃具 (バ ノヽクル状) K IX TN-4 IV a

364-152 鎌 K IX ON-10 IV a (6.4) 基音6

364-153 68-55 刀 子 Ⅵ10-19 IV a 身部先端欠

364-154 124 不 明 品 VH SR-10 IV a

364-155 苧引金具 Ⅵ10-19 IV a 完 形

364-156 鏃 VII S-05 IV a 圭頭撃式、茎端部欠

364-157 69-123 不明品 ⅥI T-15 IV a

364-158 刀 子 VII S-10 IV a (2.3) ハ部付近

364-159 鏃 VII SN-07 IV a 炭層 (15。 2) 三角形式、茎端部欠

364-160 鎌 ⅥⅡ K-11 IV a (13.3) 2.7 (29.6) 基部、先端部欠

364-161 未成品 ⅥⅡ U-16 IV a 取上NQl 32.1 66.4 刀状完形

365-162 68-54 刀 子 VS-13.14 IV a 11.6 完 形

365-163 68-52 刀 子 VT-07 IV a 畦畔 取上NQ13 (9。 7) 身、茎部一部欠

365-164 69-102 釘 VS-10 IV a 上 半

365-165 69-100 釘 V YS-16 IV a 完 形

365-166 67-20 鎌 VT-13 IV aa' 上半

365-167 69-101 釘 V ES-08 IV a まぼ完形

365-168 69-125 不明品 VI AL-20 Ⅳ a'

365-169 69-126 苧引 (隧)金具 Ⅳ G-18 IV a (7.6) 端部欠

365-170 刀 子 IV H-03 IV a (7.3) (1.8)| 身部 ?上半

365-171 鎌 I XE-04 IV a 14.n 
I 上半欠

365-172 鎌 I IV a (6.9)| 基音6

365-173 刀 子 I R-22 IV a (8.5)| 身部先端欠

365-174 67-18 鎌 I SK-17 1.81 (6.e) 
| 先端欠

365-175 刀 子 I S-08 1.31 両端部欠

365-176 69-127 不明品 I SK-16 IV 6.51 16.1

365-177 67-8 鎌 I S-08 (7.4) 上半欠

365-178 不明品 I SH-01 3.61

365-179 鎌 I SK-17 IV 0。 31 (5.0)| 下半欠

365-180 刀 子 ⅥI P-06 Ⅳ a上面 取上NQl 0.51 (5.4)| 両端欠

365-181 釘 ⅥI KF-14 Ⅳ a上面 (1.4)| 頂部欠

365-182 69-98 釘 VⅢ PA-06 Ⅳ a上面 2.81 t形
365-183 69-99 釘 Ⅳ a上面 2.21 竜形

365-184 69-128 工具柄 P ⅥI F-17 Ⅳ a上面 平安水田面 取上NQl 41.0 0.81 52.3 
|
工具柄状

365-185 鎌 Ⅵ K-22 Ⅳ a上面 平安水田面 取上NQ3 1 16.3 
|

30。 7 竜形

365-186 苧引金具 VI AO-17 Ⅳ a上面 1.91 6。 71 t形
365-187 不明品 IV b 3.81 1.01

365-188 68-50 刀子 IV CO-04 IV b 第4検出面 11.7 5。 11 IJ刀 状、完形

365-189 刀 子 IV CQ-05 第4検出面 (11。 3) 1.51 晴付き、身部、先端欠

365-190 不明品 I」-08 IV b 1.31
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第 5章 遺  物

表45-(1)鉄 生産関連遺物観察表 (構成図使用遺物) (単位 :cm.g)

構成図番号

総 (分析 )番号
図番号 写真番号 遺物名称 仮地区

出土遺

構 出土

長軸・短車由・厚さ
重量

メタル度
磁着度

色調 (表面 )

色調 (地 )

観察所見・備考

1  95-71 70-1 椀形鍛冶滓 (含鉄 )

K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

4.5× 3.2× 2.5

44。 1
M(◎)4 金属学的調査用考古観察表参照

70-2 椀形鍛冶滓
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

4.8× 4.4× 2.2

51。 2
金属学的調査用考古観察表参照

3  95-74 70-3 椀形鍛冶滓
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

7.6× 6.9× 3.6

195。 6
金属学的調査用考古観察表参照

366-1 70-4 椀形鍛冶滓
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

5.3× 4.1× 2.2

36.0

暗褐色

灰褐色

全面金属質。細かな肢状に凝 固。 3
箇所破面。滓側縁部。

366-2 70-5 椀形鍛冶滓
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

5.0× 3.6× 2.2

34.6

赤褐色

灰黒色

小型で重量感。下部割 り取 られ直線

的破面。底面はオ リーブ黒色でガラ

ス質化 した滓が付着。滓側縁部。

366-3 70-6 椀形鍛冶滓
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

3.8× 3.4× 1.5

19.7
黄褐色

不明

鉄滓や砂礫 を包み込 み表面は顆粒状

に突起、鍛造争J片状 の鉄片 を巻 き込

む。破面 なし。

366-4 70-7 鉄塊系遺物
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

1.5× 1.3× 1。 1

3.1
H(○)4 褐色

不明

豆粒状 で質量感。鍛 造争J片 をか な り

包む。特殊金属探知器に H反 応。

8  95-70 70-8 鉄塊系遺物
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

1.7× 1.0× 0。 9

2.3
M(◎)4 金属学的調査用考古観察表参照

70-9 羽 口
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

4.8× 一×一

35.0
金属学的調査用考古観察表参照

366-5 70-10 羽 口
K  X
T-3

SF901
南側土

坑

4.9× 4.5× 2.5

41.4

外面は青灰色に還元、端部は顕著に

溶解しガラス質化。内部は軸方向に

多くのスサ。長石、礫も混入。先端
部側面破片。

366-6 70-11 羽 口
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

外径 (88)口径 (32)

380.3

3片 に割れている。外面は青灰色に
還元、ガラス質化した先端下部。残

存度3/4。 スサ、礫、 l cm程 の長石

も混入。

366-7 70-12 羽 口溶解物
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

4.5× 4.3× 1.6

18.3

灰 オ リーブ

不明

高熱 を受け滴状に落下 し、急速 に冷

却 された感 じ。所々透明、明黄褐色

にガラス化。混入物不明。

366-8 70-13 金床石 (破片 )

K  X
T-3

SF901

南側土

坑
88.3

灰黄色

黄灰色

鍛打余J離による石片。争J離面は光沢。
鍛打方向を窺わせるリング状痕跡が

見える。材は斑晶より安山岩 (閃緑
岩)か。鍛冶滓付着。

鍛造余J片
K  X
T-3

SF901
鍛冶炉

金属学的調査用考古観察表参照

18  96-22 椀形鍛冶滓 (含鉄 )

lg  VII
KH-19。 20

SK470
8.6× 6.6× 5。 1

305.0
H(○)8 金属学的調査用考古観察表参照

366-9 椀形鍛冶滓
lg  ⅥI

KH-19。 20
SK470

5。 6× 4.7× 3.5

112.4

明黄褐色

不明

全体黄褐色の錆、スサ (繊維痕)に覆

われ破面不明。表面 に粘土溶解物付

着。級密で重量感。

366-10 70-20 椀形鍛冶滓
lg  VII
KH-19.20

SK470
5。 0× 3.6× 1.5

31。 1

明黄褐色

黒褐色

下部直線的破面。級密で重量感。滓
の扁平な側端部。混入物不明。

366-11 70-21 椀形鍛冶滓
lg   VII
KH-19.20

SK470
5。 1× 3.5× 1.2

23.9

明黄褐色

不明

重量感。小型独立した扁平な滓。全
面に酸化土砂、繊維痕が付着。

22 366-12 70-22 鉄塊系遺物
lg  VII
KH-19.20

SK470
5。 1× 2.0× 1.6

6.6
H(○)6 暗赤褐色

不明

小型で丸み。特殊金属探知器に部分
H反応。所々繊維状の光沢ある結
晶様の付着物。

366-13 70-23 羽 口
lg  VII
KH-19.20

SK470
3.7× 2.0× 一

12.2

オ リーブ灰色に気泡 を伴 いガラス質

化 した先端部小破片。内径部の壁面

一部残存。 スサ、砂礫 を混入。

24  96-23 70-24 羽 口
lg   VII
KH-19。 20

SK470
3.1× 3.0× 一

14.7
金属学的調査用考古観察表参照

366-14 羽 口
lg  VII
KH-19。 20

SK470
5.0× 4.6× 18.6

24.5

外面に青灰色に二次還元 した部分が

ある。先端付近身部か。内部 に礫、

土器状片、鉄滓状片混入。

炉壁 (鍛冶炉 )

lg  VII
KH-19。 20

SK470
4。 2× 4.2× 3。 1

37.6
金属学的考古観察表参照

366-15 炉壁 (鍛冶炉 )

lg  VII
KH-19。 20

SK470
2.8× 2.5× 2.6

14.8

灰褐色

橙色

横長に細長く輪積みした炉材が割れ
落ちた、最上面小片。何かを受たか
のように湾曲。スサ、礫混入。

椀形鍛冶滓 (含鉄 )

lg   ⅥI

KH-15
SK535

4.6× 3.9× 1.7

45。 9
H(○)8 金属学的調査用考古観察表参照

366-16 70-29 椀形鍛冶滓 (含鉄 )

lg  VII
KH-15

SK535
3.7× 1.8× 1.5

8。 6
H(○)6 黄橙色

黒褐色

全体黄褐色の錆に覆 われ、一部黒褐

色の内部が覗 く。特殊金属探知器 に

部分 H反応。独立 した小型の滓。

366-17 70-30 椀形鍛冶滓 (含鉄 )

lg   VII
KH-15

SK535
3.7× 2.5× 1.7

9.0
H(○)6 黄褐色

暗褐色

特殊金属探知器に部分 H反応。小
型。小空洞を持ち、角状に突起。鍛
造争J片 を付着。

31  96-26 70-31 鉄塊系遺物 (銹化 )

lg  VII
KH-15

SK535
5。 2× 3.4× 2.0

44。 3
H(○)7 金属学的調査用考古観察表参照

32  96-27 70-32 鉄塊系遺物 (銹化 )

lg   ⅥI

KH-15
SK535

1.8× 1.8× 1.2

5.5
H(○)8 金属学的調査用考古観察表参照

33  96-28 70-33 羽 口
lg   VII
KH-15

SK535
2.7× 1.7× 4.3

4.3
金属学的調査用考古観察表参照

366-18 70-34 羽 口
lg   VII
KH-15

SK535
3.5× 2.8× 1.3

9.5

外面は青灰色に還元。端部発泡、
張。先端下方側面部破片。細礫、
石混入。

膨

長
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表45-(2)鉄 生産関連遺物観察表 (構成図使用遺物)

第 6節 金属製品および鉄生産関連遺物

(単位 :cm.g)

構成図番号

総 (分析 )番号
図番号 写真番号 遺物名称 仮地区

出土遺

構 出土

長軸・短軸・厚さ
重量

メタル度
磁着度

色調 (表面 )

色調 (地 )

観察所見・備考

366-19 70-35 炉壁 (鍛冶炉 )

lg   VII
KH-15 SK535

3.2× 1.6× 1.5

7.5
1

鈍い黄橙色

灰 白色

粘土 を輪積 み状に張 り付 けた状況 を

推定 させ る上縁部破片。縁部 は内湾

し、小型円形炉 を思わせ る。壁面は

強熱 を受け発泡、ガラス質化 し垂下

スサ、細礫混入。

366 70-36 金床石 (破片 )

lg  VII
KH-15 SK535

2.5× 1.9× 2.0

8.4

採取サ ンプル土中より検 出 した鍛打

の際争J離 した破片の一つ。表面に銹

化物付着。火成岩 (閃緑岩 P)か。

39  96-29 70-39 炉壁 (鍛冶炉 )

lg   VII
KH-22 SK538

6。 1× 4.7× 1.8

36.6
1 金属学的調査用考古観察表参照

366-21 炉壁 (鍛冶炉 )

lg   VII
KH-22 SK538

4.1× 2.4× 3.2

23.9
灰 オ リーブ

鈍 い橙色

上面に上 るにつれ黒色。強 く被熱。

灰 を被 っていることよ り上縁部か。

細礫、スサ混入。

366-22 70-41 炉壁 (鍛冶炉 )

lg   VII
KH-22 SK543

4。 1× 2.3× 4.6

25.6
灰色

暗褐色

被熱の影響が強いからか全体に軟質
で摩耗。丸み。上面にガラス化した
溶解物が飴状に薄く付着。

42  96-30 炉壁 (鍛冶炉 )

lg  ⅥI

KH-22 SK543
×2.7× 1.8

14。 1
金属学的調査用考古観察表参照

43  96-33 70-43 椀形鍛冶津
lg   VII
KH-17 SF8

6.4× 4。 2× 1.7

36.6
金属学的調査用考古観察表参照

366-23 椀形鍛冶滓
lg  ⅥI

KH-17
SF8

7.4× 6.4× 3.4

121.6

鈍い黄褐色

不明

底面に多量の炭、スサ、顆粒状突起

物付着。表面はテーブル状 でスサ も

僅かに付着。重量感。破面な し。

366-24 椀形鍛冶滓
lg   VII
KH-17

SF8
×4。 2× 2.3

33.3
黄褐色

黒褐色

錆に覆 われ、片側破面。 スサ を付着

し、重量感。

366-25 70-46 再結合滓
lg  VII
KH-17 SF8

10.0× 8.5× 4.8

267.3
黄褐色

黄褐色

多量の金床石片 と、鍛 冶滓片、羽 口

溶解物、鍛造争」片、スサ等 を結合 し

た、炉底大型滓。

366-26 再結合滓
lg   VII
KH-17

SF8
9。 1× 5。 3× 5.2

329。 9

黄褐色
黄褐色

NQ46に比 し、スサの付着少 な く、鍛

冶細片、鍛造争J片 の量が多 く緊密で、

重量感。

366-27 70-48 再結合滓
lg  VII
KH-17 SF8

7.9× 6.9× 2.2

121.2
暗黄褐色

暗黄褐色

NQ46・ 47と 同様であるが、大きな石
片と粘土系溶解物を結合した炉底縁
辺部の滓。

366-28 70-49 炉壁 (鍛冶炉 )

lg   VII
KH-17

SF8
4.6× 2.8× 2.4

19。 7

灰 白色

鈍い褐色

輪積み された壁面の一部が争Jげ落 ち

た感 じ。被熱で塊状に焼け しまる。

壁面は飴色に焼け、垂下。

50  96-34 70-50 炉壁 (鍛冶炉 )

lg  VII
KH-17

SF8
8.5× 5.6× 2.7

79。 6
金属学的調査用考古観察表参照

51  96-31 70-51 鍛造争J片
lg   VII
KH-17

SF8 金属学的調査用考古観察表参照

52  96-32 70-52 粒状滓
lg   VII
KH-17 SF8 金属学的調査用考古観察表参照

366-29 70-53 椀形鍛冶滓 (含鉄 )

lg   ⅥI

KH-18。 19
SF12

3.3× 2.8× 1.7

23.2
H(○)6 黄赤褐色

黒褐色

黄赤褐色の錆が付着。特殊金属探知
器に部分 H反応。数箇所の突起部
と窪みがあり、底面に鍛造争J片 が付
着。

366-30 70-54 椀形鍛冶滓 (含鉄 )

lg   VII
KH-18。 19

SF12
×1.8× 2.0

14.3
H(○)3 鈍い黄褐色

黒褐色

地は黒褐色。全面に薄 く酸化土砂付

着。底面一部赤錆化、鍛造余J片 認め

られ る。

55  96-35 366-31 70-55 鉄塊系遺物
lg   VII
KH-18.19

SF12
1.4× 1.3× 1.2

3.8
L(●)6 金属学的調査用考古観察表参照

56  96-36 70-56 炉壁 (溶融 )

lg   VII
KH-18。 19

SF12
4.6× 3。 9× 1.8

8.5
金属学的調査用考古観察表参照

70-57 炉 壁
lg   VII
KH-18.19

SF12
4.7× 4.3× 2.0

38.0
金属学的調査用考古観察表参照

366 70-58 炉 壁
lg   VII
KH-18。 19

SF12
6.2× 4.0× 2.1

55。 2 新⑩３

付
滓

鈍い黄橙色

明褐色

輪積み された壁面の一部が小 レンガ

状 に剥落。壁面は緩 く内湾 し一部に

特殊金属探知器 に H反 応 を示す金

属溶解物付着。砂礫混入。

366-33 70-59 椀形鍛冶滓 SB3006
5.0× 4.4× 2.2

49。 7

鈍い黄褐色

黒褐色

扁平な滓で酸化土砂付着。両側破面。
緻密で重量感。鍛造争J片が認められ
る。

61  96-18 椀形鍛冶滓
4f   I_

R-22
SK4847

5。 3× 6。 9× 2.4

92.8
金属学的調査用考古観察表参照

62 367-34 71-62 椀形鍛冶滓
4f  I
R-22

SK4847
6。 9× 5。 7× 2.0

71.2
H(○)7 極暗褐色

極暗褐色

2辺が害Jり 取られる。スサとともに
鍛造余J片 が層状に凝固、結晶体化。
特殊金属探知器がH反応。

367-35 71-63 椀形鍛冶滓
4f  I
R-22

SK4847
4.7× 3.3× 2.0

32.2

鈍い赤褐色

灰色

扁平で緩い凹凸。中央で割り取られ
ている。地は灰色金属色。緻密で重
量感。鍛造余J片が認められる。

64  96-19 367-36 71-64 鉄塊系遺物
4f I
R-22

SK4847
3.1× 2.0× 1.3

8。 1
L(●)6 金属学的調査用考古観察表参照

65  96-21 羽 口
4f  I
R-22

SK4847
外径17.5日 径12.4

60.5
金属学的調査用考古観察表参照

367-37 71-66 羽 口
4f  I
R-22

幽脇』岨

外径!6.9 口径12.0

使用角度10.5。 450。 9g
II(○)5

先端部、身部を完全に遺存。先端部
は全体溶解、特殊金属探知器がH
反応を示す鍛冶滓溶着。
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第 5章 遺  物

表45-(3)鉄 生産関連遺物観察表 (構成図使用遺物) (単位 :cm.g)

構成図杏サ

総 (分析)番号
図番号 写真番号 遺物名称 仮地区

出土遺

構 出土
長 軸 短軸・厚 さ

重量

メタル度
磁着度

色調 (表面 )

色調 (地 )

観察所見・備考

367-38 羽 口
4f  I
R-22

SK4847
外径 (5。 7)

口径 :2.1

30.3

先端部の約1/4周 を遺存。強被熱で
発泡、ガラス質化、最先端部は飴色、
又は黒色。芯材を先端に向かって引
き抜いた状況が見える。

71  96-16 鍛造争J片
4f  I
R-22

SK4847 金属学的調査用考古観察表参照

72  96-17 粒状滓
4f  I
R-22

SK4847 金属学的調査用考古観察表参照

367-39 71-73 羽 口 4f  I SB5037
床面下

夕確舌:5。 8

口径 :(3.0)
163.8

先端部から身部にかけて1/2周 近 く
を遺存。床下出± 4片の接合体。黒
色ガラス化部分、発泡部分、青灰色
還元部分と観察出来る羽口下面部。
大型礫も混入。

367-40 71-76
炉 内滓

(炉底塊 ノ縁 )

5b   I
S-18

SB5061
10.8× 9.0× 6.3

804.0
H(○)7 暗褐色

黒褐色

粘土片、溶解物、植物様異物、土砂
等を多量に溶着。大型で重量感。 2
辺が縦に直角に欠落。

367-41 71-77 炉内滓 (炉底塊 )

5b   I
S-18

SB5061
7.1× 6.5× 3.5

216.8
H(○)8 鈍い赤褐色

赤褐色

粘土、粘土溶解物、土砂等 を巻 き込
み、小空洞散在。表面赤錆化、緻密
で重量感。縦に 2辺が欠落。

78  96-06 71-78 炉内滓 (炉底塊 )

5b   I
S-18

SB5061
6。 3× 4.8× 4.6

166.3
金属学的調査用考古観察表参照

367-42 71-79 炉内滓 (精練 P)
5b   I
S-18

SB5061
6.8× 6.5× 3.8

133.6
灰黄褐色

鈍 い褐色

無数 に気孔。重量感。底部 に土砂や

流動滓 を付着。

367-43 71-80 炉 内滓 (精練 P)
5b   I
S-18

SB5∞ 1
5。 2× 5。 2× 3.0

102.9
オ リーブ黒

色灰色

地は金属的光沢。気孔状の小穴に富
み、凹凸あり、重い。底面は土砂、
粘土片、スサが付着。暗赤褐色に錆
化。

367-44 炉 内滓 (精練 ?)
5b   I
S-18

SB5061
6.9× 5。 2× 3.8

110。 5

黒褐色
黒褐色

表面は争J片状 スサ を巻 き込み、 ゴツ
ゴツ流動状。底は土砂、粘土片、 ス

サ付着。全体黒褐色に銹化。縁辺部

薄手滓。

367-45 71-82 炉 内滓 (特殊 )

5b   I
S-18

SB5061
5。 3× 3.3× 1.4

21.9
暗灰色

暗灰色

極めて薄い、滓の縁辺部。中央部で
切断したような直線的破面。黒色金
属が全面細かく結晶状に突起、鉱石
の結晶体状。

83  96-07 71-83
製錬滓(流 出孔
(溝 )滓 )

5b   I
S-18

SB5061
6.7× 4.8× 2.6

140.6
金属学的調査用考古観察表参照

367-46 71-84
製錬滓 (流 出孔

(溝 )滓 )

5b   I
S-18

SB5061
4.4× 3.3× 1.6

42.6
赤黒色
オリープ黒色

製錬炉外 に流出 しなが ら酸化 し、表

面は赤黒色。地は光沢。流動先端部

破片。

367-47 71-85
製錬滓 (流出孔

(溝 )滓 )

5b   I
S-18

SB5∞ 1
8.1× 4。 4× 3。 7

126。 7

暗赤灰色
オリーブ黒色

二段階の流動状態が観察 で きる破片。

異物の混 じって細気泡のある部分 と、

平滑で艶のある部分 が対照的。

367-48 71-86
製錬滓 (流 出孔

(溝 )滓 )

5b   I
S-18

SB5(Dl
7.9× 6.2× 2.6

100。 3

黒褐色

黄灰色

粘性が強く階段状に折 り重なり、流
出する状況が認められる。気泡も大
きく、表面にも礫が付着。地も灰色
一色ではなく、銹化部分を伴う。

367-49 71-87
製錬滓

(流 出孔 (溝 )滓 )

5b   I
S-18

SB5061
5。 2× 4.6× 4.1

102.6
黒褐色
オリーブ黒色

流出に伴い、溝の側縁部から中央部
にかけて階段状に数条に流動状況が
認められる。

367-50 71-88
製錬滓(流出孔
(溝 )滓 )

5b   I
S-18

SB5061
6.1× 5。 6× 2.4

103.8
黒褐色
オリーブ黒色

先端部分 に向って縦長に層状 に 6筋
流出 している。階段状 になる程 では

ないが、粘性が認め られ る。

89  96-12 71-89 椀形鍛冶滓
5b   I
S-18

SB5061
5.5× 4.1× 1.8

39.4
金属学的調査用考古観察表参照

90  96-13 71-90 椀形鍛冶滓
5b   I
S-18

SB5061
7.6× 6.3× 3.8

237.3
金属学的調査用考古観察表参照

椀形鍛冶滓
5b   I
S-18

SB5061
6。 2× 5。 3× 2.5

94.9
暗赤灰色

灰色

表面は激 しく突起す る部分、 クレー

ター状 凹所 等複雑。 2辺 で L字状
に破面。 スサ、鍛造争J片 等か な り混
入。底辺には土砂、礫、粘土片かな り

付着。

367-52 71-92 椀形鍛冶滓
5b   I
S-18

SB5061
5。 1× 3.9× 2.0

49。 4

暗赤褐色

灰色

表面は平坦。全面顆粒状 に突起、気
孔 も。一部黄褐色の錆付着。底面は

固 く黒錆化 し、スサが混入。

93  96-10 71-93 椀形鍛冶滓 (含鉄 )

5b   I
S-18

SB5061
5。 1× 4。 6× 1.4

47.9
H(○)8 金属学調査用的考古観察表参照

94  96-11 71-94/ 椀形鍛冶滓 (含鉄 )

5b   I
S-18

SB5061
10.9× 8.8× 4.5

466。 7
H(○)8 金属学調査用的考古観察表参照

95  96-14 71-95 鉄塊系遺物 (銹化)

5b   I
S-18

SB5061
2.5× 2.3× 1.7

9.5
金属学調査用的考古観察表参照

367-53 71-96 鉄塊系遺物 (銹化 )

5b   I
S-18

SB5061
4。 2× 2.8× 2.0

37.4
H(○)9 黒褐色

暗赤褐色

金属鉄の遺存を示す亀裂。一部争J落
特殊金属探知器でH反応。全面に
スサ。表面に鍛造争J片。

367-54 71-97 鉄塊系遺物 (銹化 )

5b   I
S-18

SB5061
3.0× 2.5× 2.2

19。 9
H(○)5 赤褐色

不明

小型で放射割れ。特殊金属探知器で
H反 応。全 面 に礫や 土砂 を巻 き込
み黄褐色に酸化。一部黒錆化。

367-55 71-98 炉壁 (製錬炉 )

5b   I
S-18

SB5061
8.8× 5.0× 4.0

165。 1

青灰色
鈍い橙色

炉の上縁部。 5～ 10mmの礫 を混入。

壁面は一部、赤灰色に変色。円形炉

を示唆す るか内湾。長 い植物痕跡。

71-99 炉壁 (P二次被熱 )

5b   I
S-18

SB5061
7.3× 4.0× 2.7

59.0
金属学調査用的考古観察表参照

100 367-56 71-100 炉壁 (鍛冶炉 )

5b   I
S-18

SB5061
8.1× 3.2× 2.5

84.4
明褐灰色

鈍い橙色

強い被熱で脆弱。壁面は発泡、全面明
黄褐色から灰色にガラス質化。縦横
に内湾する点から炉底に続く部分か

102  96-08 71-102 鍛造余」片
5b   I
S-18

SB5061 金属学的調査用考古観察表参照

103  96-09 71-103 粒状滓
5b   I
S-18

SB5061 金属学的調査用考古観察表参照
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第 7節 古代の本質遺物

第 7節 古代の本質遺物

更埴条里遺跡・屋代遺跡群では、特に屋代⑥区を中心に多量の本質遺物が出土した。ここでいう「木質

遺物」とは大きく以下のように分けられる。

l.木製遺物………木材を加工し、その目的の形状に到達したと思われるもの。以後「木製品」と呼ぶ。

なお、木材を力日工した製品とは異なるが、ヒョウタンの果実を力日工した容器、植物繊維を縄状にしたもの

もここに含めて報告する。

2。 木製品製作過程の遺物…… …木材を製品に加工していく過程で発生するもの。材、材の残り、削暦な

どで以後木製品とは区別し、暦と総称する。

3。 自然木………立木、流木など、特に加工がみられない芯持ちの木

本節では 1と 2について別項にしてとりあげる。図版の掲載は SD、 SK、 SXの番号順および包含層の

順に行い、遺物集中廃棄 (SQ)は それが属する遺構の中に含める。複数のSDが同一の遺構となる場合は

その遺構群名を記し、その中でイ固々 の遺構順に掲載する。 3は第 6章第 4節において資料として扱うこと

とするが、表50に 抽出した100点 中、同定できた96点の樹種を示した。

木製品 (図版368～ 427、 PL72～ 86)

(1)木製品の分類

分類項目は基本的に奈良国立文化財研究所編『木器集成図録一近畿古代編』(1980お よび『木器集成図

録―近畿原始編』 (1993)に 準ずる器種名を使用したは1)。 ただし、「祭祀具」 という分類項目は使用せず、

それに該当する馬形をはじめとした、ある種の動物や道具などを形作ったと考えられるものについては

「木形」という分類項目を設けた。それは「祭祀具」という範疇が非常に広 く、また曖味な部分が多いか

らである。祭祀において使用された木製品と捉えると、農工具や容器にもその可能性があり得る。逆に祭

祀具以外に用途を持たない木製品と捉えるとその判断基準が難しく、さらに「祭祀具」の範囲を狭める結

果にもなる。よって分類の段階では、その製品の形状から「木形」 という大きな範疇に入れ、それが祭所巳

具であるのか、あるいは別な用途を持つかについてはその出土状況や類例から改めて判断することとする。

また、木製品の内の多くを占める、用途が不明なものについては「その他」に含め、雑具、部材のほかに

○○状木製品のように形状の特徴を名称に付 したものがある。以下分類項目を記す。

1。 木形  斎串、動物形 (人形、馬形、鳥形、蛇形)、 農工具形 (鎌形、黎形、墨壺形、釘形、鍬柄形)、 武器形

(刀形、鏃形)、 その他 (舟形、琴形、琴柱形、陽物形)

2。 農工具 鎌柄、斧柄、刀子柄、鍬身、田下駄、木錘、杵、横槌、網針、舞錐

3。 容器  曲物 (底板)、 今J物 (槽、皿、杯)、 挽物 (盤、皿)、 栓、瓢筆容器

4。 紡織具 糸巻 鮮、紹かけ)、 布巻具、経糸巻具

5。 服飾具 横櫛、竪櫛、下駄

6。 武器・馬具 弓、鐙

7。 建築部材 垂木、井戸枠、橋脚、その他

8.その他 独楽、火鑽板、水門、木樋、木札状木製品、棒状木製品、串状木製品、穿孔板、雑具、部材
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(2)木製品の解説

1。 木形

木形の分類に含めたものの観点は以下の通 りである。

・人や動物を形作ったもの、あるいはそのように見えるもの。

・本来は木とは異なる素材で作られる製品を形作ったもの、あるいはそのように見えるもの。

・本来の大きさより小型に作ったもの、あるいはそのように見えるもの。

屋代遺跡群の木形は形状と出土状況からみて、その多くは祭祀具として使用されたものと思われる。

以下屋代遺跡群の木形について解説をしていきたい。

①斎串

祭祀具である斎串の報告例は、短冊状の板の上端を圭頭状、下端を剣先状に加工したものを主とする。

中には若干異なるものもみられるが、ほぼ全国的に同一形状の木製品が存在する点は注目される。現段階

では不明だが、この形のベースとなったものが存在した可能性が高い。よって分類は木形に含めた。ただ、

荷札木簡等にも同じ形をもつものがみられ、単純にこの形状を斎串 (=祭祀具)特有のものと捉えるのに

は問題がある。しかし、出土状況からみても祭所巳具として使用される場合が圧倒的だったことは事実であ

る。よって本稿では、祭祀具の集中廃棄 (SQ)に 伴うものを斎串と捉え、その形状や加工の特徴′点を基準

としてSQ以外で出土したものについての判断を行った。

以下、各部位の加工の状況についての解説を行う。

A 上端の形状

圭頭状に加工されるものの多くは、正三角形に近い角度となる。しかし以下のように角度が極端になる

ものが認められる。

1 圭頭部切 り落 としの角度が特に鈍角のもの (175～ 177、 237、 238、 262、 263、 265、 440、 441、 765～ 767、

771～ 773、 777な ど)

2 圭頭部切 り落 としの角 度 が特 に鋭角 の もの (106、 107、 123、 ,124、 472、 473、

643～ 647な ど)

また以下のように、上端が圭頭状 とならないものも見受けられる。

斜めに切 り落としたもの (786～ 790)

台形状 となるもの (129～ 131、 525、 526、 902～ 904な ど)

下端の形状

下端を剣先状に加工する場合、多くは左右を滑らかな曲線状に削るが、以下のよ

うな特徴的な削りを施すものもある。

l 側部中程から特に角度をつけて左右を削るもの (52、 53、 472、 478、 479、 495～

497、  527、  529)

C 上端木 口の加工

木口に対しては、成形に関わる加工以外に、下記のような加工を施すものがある。

l ほぼ並行に刃物を入れ害Jれ 目をつけたもの (54～ 56、 126、 127、 262～ 264、 275、

640、 696、 828な ど)

当初斎串を縦に割裂いて作る技法を示すものとも考えた。しかし、必ず中途で刃

物を止めている点、木口に対 して斜めに切 り込むものもある点、以下で示すDの加

工が併用される場合がある (66、 617、 713)こ とから、やはり特殊な加工のひとつ と

思われる。おそらく何かを差し込むといった機能的な面で付加された要素 と考えら

３

　

４

　

Ｂ

(1:4)

図48 斗西遺跡出上の

幣串形木器
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第7節 古代の本質遺物

れる。滋賀県斗西遺跡では同様のものを幣串形木器 (図40と し、割れ 目に御幣紙などを差 し込んだ可能

性 をオ旨摘 している (能登川町教育委員会1993)。

D 側面の加工

成形以外で側面に加工が加えられる例 としては、以下のものがあげられる。

1 上部左右に 1対か 2対の切 り込みをいれるもの (432、 461、 539～ 542、 544、 732～ 741、 748、 749、 87→

2 上部左右に下方から数回切 り込みをいれ、挟 りのようになるもの (889～ 890

3 上方から下方にかけ、左右に多数の切 り込みを入れたもの (237～ 239)

4 上方から下方にかけ、複数対の浅い扶 りを入れたもの (693～ 699

5 上方から下方にかけ、多数の複雑な切 り込みを入れたもの (742～ 747)

E 表面の状況

斎串の表面は割 りっばなしの状態で、特に未調整のものが主である。これは木簡 と大きく異なる点とい

えるが、以下のように表面に加工が加えられるものも認められる。

l 刀子等により削りがみられるもの (123、 126、 129～ 131、 530、 531、 572、 828、 829、 872、 874、 91つ

2 蛇行線が刻印されているもの (492・ 493=PL78、 826)

SQ以外では813(PL82)がある。また屋代木簡124号 0125号には類似 した墨書があり、同様の例は長野

県石川条里遺跡の斎串にもみられる (長野県埋蔵文化財センター1997)。 刻書、墨書の違いはあるが、共通す

るものとみてよいだろう。

3 中央部に穿孔があるもの (534、 539

以上のように、斎串は上端が圭頭状、下端が剣先状 という基本的な形を保ちながら、そこに特別な加工

が付け加えらる場合がある。力日工の種類が様々である点と、全てに対tて行われるわけではない点からみ

て、ある種の必要に応じて付加される要素 と考えられる。また、SQの 中で同一の加工がみられる点が注

目される。その意味の解明が斎串という祭祀具の性格や役割を知る上で重要

な課題となるだろう。

② 動物形

a 人形

短冊状の板の木口と木端を整形することによって、人を正面からみた形を

作り出したものを主とする。目0鼻・回は刃物の切り込みによるものがほと

んどで、 1点だけ墨書のものがみられる (15、 PL72)。 目・鼻・回の表現のな

いものについては、頭、肩、手、足の作り出しの状況から判断した。頭部の

形 (丸、圭頭、台形など)、 肩の形状 (撫で肩、怒り肩)な どにバリエーションは

あるが、切り落としあるいは切り折りによって足を作り出す点、側面を下方

から切り込むことによって手を表現する′点など共通部分がみられる。なお、

同一 SQ内の人形 (3100311=SQ8043、 459・ 460=SQ8021、 724～ 727=SQ8018、 7570

758=SQ8016)に は類似した形状が認められる。この点は前述の斎串と同様で

ある。ただ以下のように全体的な傾向とやや異なる特徴を持つものがある。

A 足の作りがなく、剣先状になるもの

941(PL84)の 1点のみであるが、屋代遺跡群においては最古の年代観が

与えられるものである。顔の表現はないが、頭、肩および下方からの切り込

みによる手の表現に近いものがみられたことから人形に入れた。下端から刃

物を入れた痕跡がみられるが、他の人形のような足の作りは確認できない。

図49 神明原 0元宮川遺跡

出土の人形
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第 5章 遺 物

手の切 り込みを入れたあたりから両側を剣先状に削っている。中央にわずかに差込の痕跡がみられ、正面

やや右よりの部分で縦に切 り裂かれている。下端からの刃物の入 りはあるいはこの際のものかもしれない。

全体的な印象が他の人形 と違って異形といえる。同様の例は静岡県神明原・元宮川遺跡にもみられ (静岡県

埋蔵文化財調査研究所1989)、 古い段階での人形を知る上での資料 となりそうだ (図 49)。

B 正面や背面に故意と思われる切 り込みや差込痕 (傷)があるもの (242、 379、 459、 460、 941)

242は 背面の頭部から腰にかけ、下方から浅 く削ったような傷がほぼ等間隔で一列に並ぶ。379(PL76)

は特に背面の腰の部分に交差した切 り込みがみられる。459・ 460(PL78)は同じSQ8021の 人形で正面の胸

のほぼ同じ音Ь分に浅い差込のあとがある。941も 同様である。4590460の例からもわかるように偶然につい

た傷 というより、何 らかの目的をもって施されたものと思われ、人形を使用する際の一種の儀ネL的な行為

と受け取れる。

C 頭部木口に割目をつけたもの (249、 973=PL85)

これは前述の斎串の特徴 C-1と 同様の加工であり、何かを差し込むために施されたものと思われる。

D 明確な腰の表現があるもの (190、 724～ 726、 883)

腰を作 り出す例が少ない中で190は 手の切 り込みがなく、腰の部分で左右に三角の切 り欠きが施されて

いる。724～ 726(PL81)は 同じSQ8018に 属する。明確に腰が作 り出され、手の切 り込み もみ られる。

883(PL83)は 最古の部類に入る人形である。手の切 り込みはなく、両側部を扶 り、腰が作 り出されてい

る。特に883と 724～ 726は 頭部の表現が類似 している′点で興味深い。

E 肩の表現をもたないもの (15～ 17、 973)

15～ 17は 3点 とも頭部をほぼ台形状にし、足を作 り出すが、肩の音Ь分には何の加工 もみられない。出土

状況では SQと してのまとまりはないが、15だけに顔の墨書がみられるほかは同様の形状をもつ。あるい

は製作者が同一なのかもしれない。

F 手の表現をもたないもの (1、 2、 190、 380、 397、 444、 466、 467、 552、 570、 757、 758)

下方から切 り込みを入れて手を表現する場合、欠損しやすいので詳細な観察が必要だが、以上のもには

確実に切 り込みを入れた痕跡がない。190の場合は腰の表現 と思われる切 り欠きが手の表現を兼ねるかど

うかは不明である。

G 丸木の人形 (443、 PL77)

樹皮付 きの丸木の股木の部分を足に利用し、目、鼻、口を削 りにより表現している。頭部木回は山形に

面取 りされている。他の人形とは全 く様子の異なるものといえる。このように丸木を人形にした古代の例

としては平城宮6AAC tt SE2600出土のものが 1点 あるが (『近畿古代編』)、 股木を足として製作 しておら

ず、形状に違いがある。股木を利用する点では、民俗例 として松崎憲三氏が紹介 している (松崎1985)近

畿地方に限定して分布する「股木人形」に類似している

(図 50)。

形状以外の特徴としては、人形は破損した状況で出土す

る場合が多いことがあげられる。木質遺物なので自然に破

損する場合もあるだろうが、特に破断面の状況から、縦に

割り裂かれたと思われるもの (121、 185、 380、 444、 554、 570、

941)、 故意に割られたり、刃物で切られたと思われるもの

(87、 242、 270、 358、 379、 459、 460、 464、 818)が み られ る。

これも人形の用法をうかがわせる一端 となる。なお330

(PL76)は 平城宮で出土した組み合わせ人形の足 (『近畿古
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第7節 古代の木質遺物

代編』)と 同 じ形状 をしている。

b 馬形

短冊状の板 を加工 し、側面か らみた形状 をもつ。馬形 として報告 される例は多いが客観的にみて馬を形

作っていると即断できるものはほとんどない。 よって屋代遺跡群においては鞍状の作 り出しのあるものを

優先的に馬形 と捉え「A類」 とし、鞍の作 り出しはないが全体的な形状が A類に似ているものを「B類」

とする。なお実測図は必要に応 じて表裏 を載せ、それ以外は表面の状況が荒れていない面を載せた。以下、

分類 ごとにその形状の特徴 を示す。

A類 ① 細かな相違点はあるが、下顎部から胸部、腹部から尾部 2カ所に削りや切り欠きを施す。後頭

部に突き出しがある点が多くに共通する。ただし、突き出しは破損している場合が多い。表裏に日と思わ

れる小孔を施したものや、日と思われる切り欠きのあるものも多い。おおよそこの形状を持つものが多数

をしめる。しかし、8230824(SQ8005)の ように他と比較して雰囲気が異なり、鞍の作 り出しがなければ

馬を形作っているとは思えないものもある。

② 下顎部から尾部にかけて削りが入らず平らなもの (143、 201、 211、 353、 400、 702、 935)。 頭部が残存じ

ているものには後頭部の突き出しがみられない。なお、143はやや異なる雰囲気をもつ。

③ 尾を下方から上方へ削り上げるもの (128、 763、 934)。

形状は大きくこの 3種に分けることができる。

A類に該当する出土例は比較的少なく、長野県では箕輪大清水遺跡、石川条里遺跡に 1点ずつみられ

る。県外では富山県じょうべのま遺跡、愛知県上品野遺跡、新潟県的場遺跡などにみられ、山形県俵田遺

跡では屋代遺跡群のSQに相当する出土状況で同形態の馬形が多数出土している (山形県教育委員会1984)。

また、兵庫県では姫谷遺跡、小大丸遺跡、砂入遺跡を始めとして鞍つきの類例が多い。さらに兵庫県出土

の馬形には後頭部に突き出しをもつものも日立ち、屋代遺跡群と類似している点が注目される。

B類 形状の分類についてはA類に則すと以下のようになる。

①…… …74、 377、 471、 501、 502、 653、 705、 761、 762、 844、 942、 943、 1009

中でも74は鞍がない以外は全 くA類の馬形と同様の形状をもつ。他のものも基本的に加工方法はA類

と類似している。しかし後頭部の突き出しのないものが多い。

②………470、 830 特に830は A類に類似した形状をもつ。

③・・……・652、 793 ただし652は破損部が多く全貌はわからない。

このように加工方法で分類すると一応のおさまりはつくが、客観的にみて本当に馬を形作ったものか疑

間を感じるものが多い。特に761、 793、 942、 943な どは後述の蛇形に近い形状をもつ。第 8章第 3節で触

れるように屋代遺跡群では確認できる最古の段階から、A類、B類 ともに存在する。しかしA類の数が

増加する第 3水田対応層の段階ではB類はほぼ姿を消す点から、両者はその系統を異にする可能性も考

えられる。

B類 と同様に鞍の作り出しはないがその形状から馬形と報告されている例は多く、特に奈良県の平城宮

をはじめとする近畿地方および静岡県で多数出土している。その中で静岡県伊場遺跡、梶子遺跡などで屋

代の B類に酷似したものが出土している。

串の装着法 屋代遺跡群の馬形はA類、B類 ともほとんどに串状のものを装着した痕跡があり、おそら

く祭祀行為においてその場に立てるための役害Jを 果たしたものと思われる。この串の装着方法は大きく以

下のように分けられる。

l類………腹部に一本串を差し込むもので、多くはこれに該当する。特に20は 串が装着された状況で出土

している (PL7幼 。それ以外は腹部に残る差込の痕跡から判断でき、串の先端が残存しているものもある。
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また馬形が、装着されていたと見 られる串状品 とともに出土 している例 (256～ 258=SQ8041、 2670268=

SQ8042、 4280429=SQ8025、  4700471=SQ8022、  728=SQ8018、  761～ 763=SQ8016、 905～ 907=SQ8003)が ある。「司じ

1類の中でも201、 501、 761に は 2カ所に差込痕がみられる。また905～ 907は 先端を 3つ に分割 した 1本

の串状品908に 同時に装着されていた。

2類………表裏に 2カ所ずつ差込痕があり、合計 4本の串が装着されていたもの (111、 145、 173、 203、 208、

502、 705、 806、 823、 824、 830、 1009)。 破損 は しているが160、 285、 543、 652も 同様 と考 えられ る。特 に

705(SQ8011)は 1本は不明だが串状品706～ 708が装着された状態で出土してお り (PL81)、 現在お盆の時

に作られるナスの馬のような状態で立てられていたことがわかる。長野県石川条里遺跡、兵庫県砂入遺跡

に同様の例が存在する。

特殊な加工 全体的な形状に関わるもの以外に特別な加工を施 したものが認められる。

I 頭部表裏に一対の切 り込みのあるもの (203、 576、 653、 705、 728、 830

H 頸部に多数の切 り込みを施すもの (145、 202、 350、 377、 436、 437、 702)。 なお、211は 尾部であるが同様

の切 り込みが認められる。

Ⅲ 頭部表裏に角状の差込が一対あるもの (201=PL74、 202)。 後述の鳥形の中にも同様のものがある。

以上の加工の示す意味は不明だが、造形上何 らかの意味が付加されたものと思われる。

破損の状況 馬形は多くが破損して出土している。しかし破損の状況をみると、特にA類は鞍 を中心に

してその前後の頸部や尾部が割れているという共通点がある。中には8300943の ように刃物で切断された

と思われるものもあり、故意に破損されたものと考えられる。ここにも馬形の用法の一端が窺える。

c 鳥形

短冊状の板を加工 し、側面からみた様子を形作る。馬形同様の串の装着痕を持つものが多く、やはり祭

祀の場に立てられていたことがわかる。外見上鳥を形作っていると判断しやすいものは以下の通 りである。

23 表裏面中程に刃物で切 り込みが入れられており、羽を閉じた様子を表しているようにみえる。串の

装着は 1類。なお、頭部木口に斎串同様の縦害Jり がみられ、薄板状のものがはさまっている (PL72)。

76 23同様に刃物の切 り込みによる羽の表現がみられ、尾部にも認められる。裏面はかなり荒れている

が、同様な痕跡がみられる。また、頭部に一対の切 り込みは認められ、馬形と共通する要素がある。腹部

が破損しているためはっきりしないが串の装着痕があり、 1類に含められる。

355 同様の羽状の切 り込みがみられる。小孔により目の表現が施されている。串の装着は 1類である。

500 羽を表現する切 り込みはないが、頭部先端の形状や尾の形状が鳥に酷似する。串の装着痕はない。

以上の 4点は羽を休めて留まる鳥の様子を形作ったものとみられる。

7550756(PL81)は 前述の 4点 とは異なり水鳥風の印象を受ける。背の部分の逆台形状の切 り欠きが特

徴的で、時代はかなり遡るが弥生期の大阪府池上遺跡の′島形に同様な今Jり 込みをもつものがあり、金関恕

氏は羽を装着するものとしている (金関198の 。あるいはこのような古い要素を残す ものなのだろうか。

755に 串の装着痕はなく、756は 2類である。

他のものについては積極的に鳥を形作ったと断定できる要素がなく、前述の馬形 A類、B類 とは様子

の異なるものを′島形 として分類した。なお、串の装着痕があるものについては一覧表に馬形と同様の分類

を付 した。また、馬形と共通する特殊な加工があるものは以下の通 りである。

I 頭部表裏に一対の切 り込みのあるもの (76)

Ⅱ 頸部に多数の切 り込みを施すもの (248)

Ⅲ 頭部表裏に角状の差込が一対あるもの (2480840

d 蛇形
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短冊状の板の先端木 口を圭頭状にし、下端 を剣先状に加工す る点では斎串と同様の造形 をベースとして

いる。これに加 えて両側部交互に三角の切 り欠きあるいは曲線的な削 りを施 してお り、特に両傾I面交互 を

扶るように削るものは造形的に蛇を思わせる。板の木端を交互に削る加工方法は前述の馬形 B類 と共通

する。同様の加工をもち斎串として報告されている例は7世紀後半の藤原宮や滋賀県湖西線関係遺跡 (奈

良国立文化財研究所1984)に あるが、いずれも切 り欠きが2カ所と1カ所の交互となるものである。屋代遺

跡群のように、両側面に3カ所以上の切り欠きが交互に連続的に施される例は今のところ把握できていな

い。この木製品が出土しているSQの 内、8004、 8013、 8044は 斎串が伴う。また、馬形 A類や人形のあ

るSQに はこの木製品が伴わない傾向がある。以上のことから特殊な祭祀具として意識されていたと思わ

れ、この 1群 を蛇形と分類した。なお平城京跡出土のものにも蛇形とされる例がある (久世康博1997)。

蛇形の形状は先にも触れたが、大別すると以下の通りになる。

A類 側部交互に三角の切 り欠きが施されるもの

70、  77、  314、  391-393、  8690870、  871、  895-899、  962

B類 側部を交互に緩やかな曲線状に削るもの

3、  135、  137、  138、  183、  198-200、 346-348、  374、  375、  522-524、  831、  932

双方とも地面に置くと、その蛇行した様子から蛇を思わせ、馬形、鳥形のような串の装着痕はない。な

お表裏面に数条の平行した斜線が確認できるものがある。これらの内522～ 524、 897の下半部にみられる

斜線は刃物などによる切 り込みではなく、木目状の圧痕である (PL7ω o SQ8004の 出土状況からもわかる

ように蛇形は斎串と放射状に重ねられており、その際ついたものと考えられる。同様の圧痕は斎串の

8930894に も確認できる。よって522～ 524は蛇形どうしが重ねられた結果ついたものと思われる。これに

対し、391～ 393お よび897表面中程にある斜線は明らかに刃物で切 り込まれたものである (PL83)。 これに

ついては蛇形に対する特殊な加工と受け取れる。871に は表裏に数対の切り込みが施されている。

以上の斎串、動物形は、集中廃棄の状況で出土したSQに含まれる遺物であり、祭祀に関わらて使用さ

れた祭祀具と判断できる。

③ 農工具形

農工具形に分類したものは出土数がそれぞれ 1点のみで、斎串や動物形と異なり数多く製作されたもの

ではないようだ。また、形状に不確かな点もある。

a 鎌形
'(403、

 PL76)

サワラ材を曲線的に削り、柄状に加工 したもので、上端木日から刃物を入れて中程ま

で割 り裂いている。これは刃を装着する部分を表すものと思われる。表裏面に整形した

跡はみられない。平城京左京一条三坊 SD650出土の木製品に鎌形 (図 51)と されている

ものがある (『近畿古代編』)。

b 墨壺形 (794、 PL82)

サワラ材を今Jり 抜き、箱形にしたもの。表面両側部に削りがあり、糸巻きの滑車をの

せる部分を表す。木口片側に貫通した小孔があり、糸道を表すと思われる。各面を丁寧

に整形している。小品であり、実用のものとは考えられない。古代の墨壺 としては正倉

院伝来のものと、平城宮6ABG tt SD3715、 兵庫県栄根遺跡出土のものがある (『近畿古

代編』)。 いずれも糸巻きの滑車は墨壺の外につけられており、794と は形が異なる。

c 釘形 (254、 PL75)

図51 平城京跡  サワラ材を削り出し、円頭丸釘の形にしている。実用の木釘と捉えることもできるが

出土の鎌形 1点 のみ出土であり、使用の痕跡もみられないことから釘形とした。金属製品をつ くる

Ⅷ

Ｉ

Ｉ Ｉ

Ⅷ

Ⅷ

赳

口

＝

伊
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際の雛形 としての報告例が奈良県飛鳥池遺跡、平城宮6ADF tt SK1979、 二条大路木簡溝などにある。こ

れらはいずれ も鉄鍛造用の雛形 とみ られ、断面は四角である。254は丸釘であることか ら、あるいは銅鋳

造用の雛形か もしれないが即断はできない。

d 鍬柄形 (147、 PL73)

カヤの枝 を利用 して加工 したもの。形状が鍬膝柄に酷似する。鍬装着部に特別な加工はみられないが、

下端部木 回は錘状に削 り加工 されている。

e 摯形
'(865、

 PL83)

イヌガヤの枝と幹の一部を利用して加工したもの。繁に似た形状をし、黎先状の表現もみられる。しか

し、黎柱に関わるような加工は認められない。あるいは正倉院子日手辛鋤のようなものを模したものか。

④ 武器形

a 刀形 (2790594、 PL75 0 80)

把が付いた状態を抽象的に模 したもので、鍔の表現はないが、把頭が作 り出されている。刃 と峰の区別

もつけられている。594は上半部が欠損しているが、279は割れた状態で出土した。あるいは故意に割られ

たものか。

b 鏃形 (912、 PL84)

割 りっばなしに近い状況で丁寧な作 りではないが、有茎鏃に似た形状をもつ6下方からの対の切 り込み

は逆刺を表すものと思われる。

⑤ その他

a 舟形 (40、 197、 402、 562、 612、 692、 884)

板の片面を今Jり 込み、丸木舟に似た形を作 り出すもの。特に402、 562、 884は船首 と船尾の区別がみら

れ、562の船首部分には水切 り状の加工が施されている。また、197と 612に は船首 と思われる音6分に穿孔

があり、引き綱を緊縛する穴を模 したものと考えられる。40な どは特に単純な加工であり、槽の ミニチュ

アのようにも見受けられる。

b 琴形 (289、 PL75)

尾部に弦をかける突起が作 り出され、頭部に集弦孔がみられる。両側部が欠損しているため本来の突起

の数は不明である。また、頭部中央の集弦孔の両脇に穿孔痕が認められる。左側は木端の状態が滑らかで、

あるいは扶 りかもしれなが、右側は欠損しておりあさらかに穿孔の痕跡と認められる。このことから、集

弦孔は複数あったものと判断できる。なお、26号木簡は琴形に転用されたものと思われる。頭部、尾部双

方に同数の突起が作 り出されており、他に類例をみない。両端の並列する穿孔と中央やや上よりの縦に並

ぶ穿孔は、琴形に転用した際のものと思われる (長野県埋蔵文化財センター1996)。

c 琴柱形

琴柱を実際に使用したと思われる琴本体が確認できていないため、琴柱形として分類した。形は金子裕

之氏の分類 (金子1980)の ように、等脚台形の両斜辺を切 り落 とした 6角 形状 もの (A類 141、 142、 196、

288、 376、 405、 505)と 等脚台形のもの (B類 91、 445、 446、 506)に ほぼ分けられる。ただA類には、斜辺

の切 り落としが垂直のものと、内側に向かい斜めになるものがある。また、406は他 とは半円形で特異な

形状であるが、弦受けの溝と思われる加工があることから琴柱形とした (PL77)。

d 陽物形 (1006、 PL86)

芯持ちの枝部を利用し、幹側の部分を亀頭状に丸 く削っている。出土地′点は第 4水田の畦畔水口付近で

あり、農耕儀礼 との関連を示唆する。樹種は トウヒ属バラモミ節で、これ 1点 のみに認められる。あるい

は特別に樹種を選定したのかもしれない。
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2。 農工具

物の生産や加工に関わる道具類 を農工具 として一括分類 した。

a 鎌柄 (47、 363、 408)

3点 とも柄のみで刃は残存 しない。47(PL72)は屈曲した柄で、柄尻にすべ り止め と思われる突起が施

されている。刃の装着孔をはさんで上下に切 り欠 きがあ り、これは刃 を固定するための緊縛用の加工 と思

われる。上部は背面側にも切 り欠きがある。363(PL76)は ほぼ直の柄 である。363と 同様に柄尻に突起が

あるが、刃を固定する緊縛用の切 り欠きは装着孔の上のみに施されている。408は柄部が欠損している。

装着孔の上下には特に切 り欠きは認められない。

b 斧柄 (171、 837)

柄のみで刃は残存しない。両者とも枝を柄に利用 し、幹側を斧台に加工 している。刃の装着部の状況か

ら、袋状鉄斧をつけたものと考えられる。171(PL74)は 縦斧、837(PL82)は 横斧 と捉えられる。

c 刀子柄 (407、 507、 508)

鉄の茎が残る柄が 2点ある。刀身部が残らないため刀子と断定することはできないが、現段階ではここ

に入れてお く。

407(PL77)は 柄頭木口から割 り裂 き、茎を挿入する。上部に緊縛用の切 り欠き及び扶 りが施 されてい

る。柄の形態としては鎌に似ている。茎が残存するが、出土時′点では斜めになっている。黒色の付着物が

みられ、刃の固定に利用したものと考えられる。

507(PL78)は 柄頭に茎孔をあけ、茎を挿入する。茎及び関からわずかに刀身部が残存する。柄尻に樺

皮が巻きつけてある。

508(PL78)は 柄頭が欠損しているが、形状から刀子柄 と思われる。全面に黒漆が塗 られてお り、精製

品の観がある。407に 比べ後者 2点はわずかに屈折している。

なお、これら以外に刀子などの工具の柄に類似 した形状をもつものがある。

409(PL77)は 先端が 2次的に切断されているが、下端をやや膨らませて削 り柄尻状 となる。中央部に

穿孔があり、表面全体を丁寧に削り調整 している。先端部木口には特に茎孔の痕跡は認められない。

584は 断面楕円状に削り出した材の上端を水平にきり、下端を丸 く削る。上下貫通する割目が施されて

おり、何 らかの刃物を挿着し柄 として使用したものか。

662はやや屈曲させた刀子の柄に酷似 し、表面全体 も丁寧に削り調整された精製品だが、茎孔は確認で

きない。あるいは柄のみの未製品か。

d 鍬身 (219、 220、 511、 993)

7世紀以降の鍬の分類が明瞭でないため、『近畿原始編』の分類に従 うと、全′点曲柄 を緊縛して装着す

る鍬身と考えられる。2190511は 曲柄平鍬 C式に属 し、軸部 と刃部 との境が明瞭である。

219(PL75)は着柄軸と刃部がほぼ同じ長さである。軸頭 と肩部の間に長さ10cmの 突起があり、柄装着

面には軸の中央に段が設けられている。よって柄側の装着面にも段があったことがわかる。刃部をU字状

に削 り込んであり、U字形の鉄製刃先が装着されていた、いわゆる「風呂鍬」である。

511(PL78)は着柄軸の突起より上が欠損 してお り、軸頭の形状は不明である。肩は219に 比ベハの字

状 となる。刃部にU字状の削 り込みはなく、先端部が表裏 とも削られている。

993は かなり破損が激しいが、着柄軸の下に笠の痕跡が認められ、曲柄平鍬D式 (ナ スビ形)に 属するも

のと思われる。軸頭は欠損しているが、裏面にわずかに段がついている。刃縁も破損のため形状がつかみ

にくい。出土した SX7035は湧水を起点とする導水型祭祀遺構であり、その中心部の水門脇から出土して

いる点からみて、儀ネL用 の特殊なものである可能性もある。
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220は着柄軸のみで刃部の状況は不明である。軸頭に隆起があり、ハの字状に開 く突起が施されている。

他 3′点の着柄軸 と比較するとかなり大きい。

出土遺構および層位から時期別に力贋序づけると、993(第 5水田対応層古段階)→511(第 4水田対応層)→

2190220(第 3水田対応層)と なる。

e 田下駄 (822、 998、 999、 1002、 1003)

822(PL82)は 半分が欠損しているが、中央部に柄穴があり、木口に柄が作 り出されている。形状から

みて、枠型田下駄の部材 と考えられる。他は足板である。

998(PL80は 緒孔が 3つ あり、上下両端部に穿孔が施されている。孔の大 きさから紐等で枠の部材に

とりつけたものと考えられる。両側部中央を削 り、 くびれさせているのが特徴的である。

999(PL86)は 下部の緒孔から下が欠損しているが、緒孔は 3つである。上端両脇に 2つの穿孔があり、

同様に下端にもあったことが予想される。このように上下端に穿孔が 2つ施されているものとしては、静

岡県瀬名遺跡の輪カンジキ型田下駄として報告されているものの内、古墳時代後期以降から平安時代に属

するものに類例がある (静岡県埋蔵文化財調査研究所1994)。 ただし、瀬名遺跡の例は側部中央に最大幅があ

るのに対t、 999は その音5分が最小幅になる点が対称的である。

1002(PL86)も 緒孔は 3つあるが、側部に加工は施されず長方形を呈する。上下端が欠損しているが、

上端ほぼ中央に穿孔がひとつ認められることから、下端にもあったことが予想される。やはり紐等で枠の

部材にとりつけたものと思われる。

1003(PL86)は 切 り欠きを施 し有頭状にしている。欠損のため緒孔が存在 したかどうかは判断できない。

瀬名遺跡には同様に有頭状で緒孔のない輪カンジキ田下駄が存在することから、それに類する可能性 もあ

る。表面に無数の刃物痕があり、転用して田下駄としたものと思われる。

822の み屋代遺跡群⑥区 SD7046の出土で 1期後半 (7世紀末)に属するが、他の足板 4点 は更埴条里遺

跡の平安水田の出土で 9世紀に属する。

f 木錘 (222、 447～ 449、 580、 582、 673、 703、 975、 976)

材のほぼ中央上部に穿孔し、紐を通したと思われるものが主である。この形態 9点の内 5点がコナラ属

(コ ナラ節)で、クリが 3点、アサダが 1点であり、ある程度樹種を選定 していたようである。582は 芯持

ち材の一端を削り込み有頭状にしている。その部分を結びに使った錘の一種 と考えられる。

g 杵 (415、 669)

2点 とも欠損しているが竪杵 と思われる。415は掲き部先端の状況が不明だが、669(PL80)は 滑らかに

丸 くなる。両方ともかなり小振 りで、同じく⑥区で出土した臼状の石製品と対応するのかもしれない。

h 横槌 (8、 961、 1000、 1001)

8は モミ属の追柾 目材から作 り出してある。打痕が認められることから横槌 とした。敲打部は板材から

作 り出したため扁平で、打面は縦、横方向とも曲線的に仕上げられている。

961は柄の 1部で縦方向にも割られている。柄の先端がグリップ状に削 り出されているが、敲部がない

ため横槌 と断定することはできない。

1000は ヨナラ属クヌギ節の芯持ち材を利用して作 り出したもので、柄 と敲打部の境が水平に削られ、明

瞭に区別されている。敲打部には打痕が認められる。他 と比べ大振 りで、柄を両手で持って使用 したもの

と思われる。

1001は カヤの芯持ち材で有頭棒状であるが、窪みを打痕 と判断し、横槌 として分類した。

i 半円劃卜(795、  PL82)

漁業用の網を編む道具 として民俗例にもあるようだ。古代の木製品としては、新潟県的場遺跡で 1′貞報
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告 されてい るが (図 52-1)、 下

半部のみで全体の形状は不明で

ある (新潟市教育委員会1991)。 ま

た、宮城県里浜貝塚出土の縄文

晩期の骨製完形品 (図 52-2)は 、

よ く似 た形 状 を もつ (潮 見浩

1988)。

795は針葉樹 を使用 した精製

品である。これによって編まれ

た網が漁獲用のものかどうかは ~
不明である。しかし、屋代遺跡

群⑥区が千曲川に近接した地点

であることは重要な要素である。

また多量に出土している土錘や、

後述のように浮子と思われる木

製品の存在から漁業に関わる道

1

図52 網針類例
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図53 舞錐概念図

具の可能性も考えられる。

j 舞錐 (807、 PL82)

神社などに現在でも残る発火具 としての舞錐に形が似る。有頭状の棒が軸で、もう一方が弓にあたる。

軸の頭部に緊縛 して巻・き付けた弦を弓の両頭部に結び使用 したものか。軸が途中で 2次的に切断されて

いるため、その先の形状は不明である。舞錐の弓としては奈良県平城宮下層 (4世紀後半～5世紀前半)、 奈

良県曽我遺跡 (6世紀後半)、 京者Б府石本遺跡 (6世紀後半～7世紀初頭)に 類例があり、また静岡県登呂遺跡

にも同様のものがある (『近畿原始編』)。 807は これらと比較するとかなリガヽ型であり、発火用のものとは考

えにくい。あるいは片手で使用する穿孔用の道具かもしれない (図 53)。 ただし、明瞭な使用痕は確認でき

ない。出土遺構である SD8032は ほかに前述の墨壺形、網針がいずれも単品で出土していることから、こ

れらも含めてある種の儀ネL用 としての木形と考えることもできる。

3.容器

① 曲物

側板がついているものおよび側板のみのものを曲物、側板がつ

けられていた痕跡をもつ板を曲物底板 とする。なお、分類の段階

では側板がつけられた痕跡のないものも底板 としてお く。

底板は円形、楕円形、長方形 (隅丸を含む)に大別する。分類は

側板 との接合方法で行い、『近畿原始編』の A～ Fの分類 (図 54)

を使用する。なおそこに接合方法の分類として、木釘を用いるも

の-1類、樺皮のみを用いるもの-2類、樺皮を差し込んだ孔に

木栓を打ち込み隙間をふさぐもの-3類を付加する。更埴条里遺

跡・屋代遺跡群では曲物底板 とみられるものを含め約170点が出土

しているが、A、 B類に属するものはない。

a 円形底板
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D、 E、 Fの 3種類がある。D類の側板接合方法は 1、 2、 3の 3種類がみられる。

D-1類の226は わずかに段差がつけられてお り、領I板に打ち込んだ木釘が残存している (PL74)。 側板

外側上方から斜めに打ち込んだものと思われる。同様の接合方法としては、静岡県川合遺跡の古墳時代後

期の例があげられる (静岡県埋蔵文化財研究所1990)。 226は 8世紀前半に属する。

D-2、 3類は基本的に樺皮で側板 と接合するものであるが、D-3類 は、樺皮で側板を結んだ隙間に

木栓を打ち込む点でD-2類 と異なる。D-2類 の 4点 (30、 31、 609、 988)は 底板に施す穿孔が極めて小

さい。特に30、 31、 998は樺皮 1枚が挿入できるぎりぎりの範囲で切 り込みによる穿孔がされているだけ

である。これに対 しD二 3類は底板下方から大きいものでは径 5 mmほ どの穿孔が施される。木栓は側板の

内側にあたる部分に打ち込まれるのが通例のようだが253、 514、 558の ように、樺皮のみによって孔がふ

さがれた部分 と木栓が打ち込まれた部分双方が存在する場合 もある。

このように木栓が確認できるものとして奈良県和田廃寺の例 (奈良国立文化財研究所1984)の ほかは今のと

ころ確認できない。しかし、中山正典氏が静岡県瀬名遺跡の曲物について指摘 しているように (中 山1994)

樺皮や木栓が残存しない場合でも直径 3～ 5 mm程度の小孔が穿たれている場合は、この技法が使用されて

いた場合が多いのではないだろうか。これについては今後の報告を待ちたい。

底板に段差のないものとしてはE-1類 とF-1類がある。なお、木釘による接合痕のない225、 290、

559も 同様の形状をもつ。

E-1類の166は底板下方から木釘を打ち込んだ痕跡が 1カ 所認められる (PL74)。 表面には木釘が貫通

した音Ь分にケビキ線が施されており、そこを目安に側板が設置されたものと思われる。

F-1類の特徴 としては、特に中央部に穿孔のものが多い点があげられる (153、 361、 381、 456、 682、 683、

1008)。 これらは穿孔のないものとは用途上異なる役害Jを もっていたと考えられる。

683は半分欠損しているが中央やや左寄 りに穿孔があり、底板 と同じサワラ材を削 り出した部品が残存

している (PL80)。 あるいは欠損した側にも同様の位置に穿孔があり、部品は把手の役害Jを もっていたか

もしれない。用途 としては蓋が想定できる。

1008(PL86)は 中央に径 5 cmほ どの穿子Lがあり、その音Ь分を中心に表裏が焦げている。この点から蒸 し

器 (蒸制 としての用途が想定できる。他の 5点 はいずれも中央部に径 l cmほ どの穿孔があるが、焦げた

痕跡はみあたらない。蒸 し器等に使用されなかったとすれば、穿孔がある以上底板には適さない。あるい

は683の ように蓋として使用されたものか。同様に D類の253、 513に も中央部穿孔が認められる。なお、

521も 長方形であるが中央に穿孔があり、蓋などの用途が考えられる。

木釘による接合痕のないものの内、290、 559は 中央に穿孔がある。側板をもたない曲物の蓋あるいは曲

物以外の容器の蓋としての可能性が指摘できる。なお、521は長方形で中央に穿孔がある。

以上の円形底板 を分類別に直径で比較すると、D-2、 2, 3併用、E、 F類は径12cm～ 20cmの 中に入

り、特に14cm～ 18cmに 集中する傾向がある。D-3類 もこの中に含 まれるが、24cm～ 30cmの 4点 (291、

359、 413、 66つ が突出している。『木器集成図録一近畿古代編―』では主として円形底板の D、 E類を蓋 と

捉えている。対応する直径 をもつ F類が存在する範囲内なら理解できるが、直径が突出して大 きい 4点

に対応する直径の F類が出土していない。このことからD、 E類全てを蓋と考えることには疑間がある。

b 楕円形底板

670以外は段差を持つ底板で、側板方向に緩やかな傾斜がつけられている。29、 886は C-2類 だが、

886は かなりの大型品とみられ、大きめの樺皮を3重に巻き、強力に緊縛している。

223、 596、 852は C-3類に属する。29、 223、 596に は長軸に把手状の張 り出しがみられ、大型品の223、

596は 中央に小子Lがある。あるいは補修などをした際の結合子Lだ ろうか (PL74、 80)。 627は 長車由左右側面

物
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にわずかに段差がみられることか ら、把手状の張 り出しが施されていた可能性がある。樺皮、木栓 ともに

残存 しないことか ら接合法は不明である。

670(PL80)は 唯一段差をもたず、側面に木釘痕が残るF-1類である。ほぼ中央部に小穿孔があるが、

2次的削り等が行われているため、当初からのものかは判断できない。ガヽ型品であり、側板が接合された

状態は現在の「めんぱ」に似たものと思われる。

c 長方形底板 (32、 71、 561、 685、 851)

全て段差をもつ底板で32、 71が D-2類、561、 685が D-3類 で851は わずかに側板方向に傾斜がかか

るので C-3類 とした。

561(PL79)は 破損はしているがほぼ完形に近 く、「折敷」 とよばれる形態に属するものと思われる。

71は 側板接合部に樺皮を挿入する切 り込みによる穿子Lと 、丸い小孔がセットになって施されている。中

央部には直径 2 cmほ どの穿孔の痕跡が認められる。

685(PL81)は 底板外周の形状から長方形 としたが、段差部分は楕円形に近 く、他に比べ小型である。

時期別の傾向 更埴条里遺跡・屋代遺跡群の古代の曲物を底板を中心に外観 したが、時期的に細分 してみ

ると以下のような傾向がみられる。

・円形底板は D類、F類 ともに 1期前半 (7世紀中頃～後半)に は出現している。その割合については不明

だが両者は 8期前半 (9世紀後半)ま で共存している。これ以後基本的に D類は姿を消 し、F類が主体 と

なっていく。

・楕円形、長方形底板は 1期前半から6～ 7期 (9世紀前半)ま で存在 し、大小のサイズがある。

・円形底板の直径には、15～ 16cmを境とした変化がみられる。 7世紀後半から8世紀前半は15～ 16cm以 上

のものがほとんどで、20cmを 超えるものは D類に限られる。逆に 9世紀代では、それ以後減少 し姿を消

していくD類の直径は縮小化 し、 8期以降は F類に径20cmを 超えるものが登場する。

O円形底板の側板接合方法をみると、D-203併 用およびD-3類 は 8世紀前半以前に限られ、 9世紀代

はD-2類 のみとなる。長方形、楕円形底板 も886を 除いて 2類の接合方法は 9世紀代に限られる。

8世紀後半に属する資料がないことと、側板が残るものが少ないため明確なことは言えないが、曲物の

法量と側板接合方法は、 9世紀に画期があるようだ。これについては自居直之氏が長野県内出土の曲物に

ついての指摘に一致する (臼居1997)。 屋代遺跡群の資料は 7世紀後半代に円形曲物が存在する′点でこれを

補完することになる。

② 割物 容器 と」考えられるものとしては、槽、皿、杯がある。

a 槽 (457、 551、 614、 671、 840、 881)

サイズに大小のバ リエーションがある。また、水口がつけられ、水門に転用されているもの (516、 601)、

杭に転用されているもの(981)がある。用途が特定しにくい容器であるが、551(PL79)は SD7037の祭祀

具集中廃棄 SQ8042(539～ 548)の近 くで出土しており、他に遺物がないことから、これらの祭祀具を入れ

たものである可能性がある。また、840(PL8"は 棒状の把手がつ く。おそらく両辺に 2本ついていたも

のと考えられ、田舟と捉えることもできる。

第 4水田対応層 (1期末～2期初頭)の 457、 551を下限とし、それ以降は認められない。

b 皿

ほとんどが 9世紀代に属する第 2水田対応層出土のもの (10、 62、 387、 388、 916)で、これらは非常に薄

くつくられている。

388(PL76)は 底部に「赤」の字が刻書されているが、同じ字を書いた墨書土器が集落域から出土して

いる点が注目される。第 3水田対応層 (2期 )に属する154(PL73)も 薄手だが破片であるため全容はわか
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らない。第 4水田対応層には厚手の皿 (560)がみられる。

d 材こ(864、  PL83)

形状、法量ともに土器の杯に類似する。白木のままで、漆などを塗布した痕跡はない。

③ 挽物

高台のつく盤 (9、 PL72)は底部に爪痕が認められる。なお412は全容は不明だが皿と思われ、表裏に黒

漆を塗った精製品である (PL7つ 。

④ 栓 (2990300、 PL75)

口径の小さい何らかの容器の栓として使用されたと思われるもの。両方とも紐を通し、容器に結びつけ

たと考えられる小子Lがあるが、299は長車由片側に2カ所あるのに対t、 300は長車由両側に 1カ 所ずつである

点が異なる。類似したものが平城宮で出土しているが (『近畿古代編』)、 これには小子Lがみられない。

⑤ 瓢箪容器

ぎぼし型のヒョウタンの中身を今Jり 抜いた後、軸部と専部に孔をあけ柾iを 装着したものがある (5150

563)。 柄杓として機能していたものと考えられる (PL78 0 79)。 他にも柄は残存しないが、同様に柄杓に加

工されたと思われるヒョウタンが 5点確認できる。

このようにヒョウタンを加工して作った柄杓は『延喜式』の神祗関係の式に祭料や解除料として記載さ

れている「鈍 (ヒ サコ・ナリヒサコ)」 に該当するもので、祭祀行為の中で特に酒との関わりが深い可能性を

以前指摘した (宮島1996)。 この 2点 は 1期末～2期初頭 (第 4水田対応層)に属するもので、現在のところ

『延喜式』の時代よりかなり遡り、全国的にも古い例である。

910(PL80は ヒョウタンの軸部から下を水平に切 り容器状にして、胴部に一カ所穿孔を施す。柄杓の

場合は強度の問題から、穿孔は軸部と専部に施すのが通例で、910の孔は柄を挿入するものではない。形

状から考え「魅」のような役害Jを もっていた可能性がある。時期は 1期前半 (第 5水田面古段階)に属する。

4。 紡織具

大きく分けて、糸巻きと織機に該当するものがある。しかし、織機の部品は断定が難しく、ここに載せ

たものは、類例と比較してその可能性が高いものとしておきたい。なお紡錘関係のものとしては、多量の

紡錘車 (鉄製、石製、土製、骨製)が出土している。

① 糸巻き

紡いだ糸を巻き取り紹にする道具としての林 (かせい)は、確実なものとして674(PL80)がある。支え

木に相当する部分で、中央部の一回り厚く削り出した部分の内側が握りとなる。上下に枠木を装着し、工

字状となるものである。なお、林には大小 2種あった可能性が指摘されていることから (上原1993)、 類似

する形状をもつ624も 支え木としてあげておきたい。228(PL74)は やや 2次的削りが認められるが、上部

は支え木を装着する柄孔と思われ、目釘が残存する。654と ともに林の腕木と考えたい。

紹を巻き取る際に使用する紹かけとしては、2930583061506160625が あげられる。いずれも1部が残

るだけだが、腕木を挿入する孔が斜めにあけられている。

11(PL72)は 十字状に組み合わされ、中央部の孔に軸が残る。形状は紹かけに似ているが小型であり、

支え木を合わせる音Ь分に段差がなくしっかりと接合ができない。よって実:用 品とは思われず、あるいは木

形と捉えたほうがよいかもしれない。8100811も 類似したものだが、穿孔は垂直に施されている。

紹かけから糸を巻き取る道具の糸巻としては、163・ 503がその横木に該当する。十字に組み合わせ中心

の子Lに軸棒を通すものと思われるが、163は全体が残ったとしても10cm前後とかなり小さい。また、503は

厚さが0。 45cmと かなり薄い (PL78)。 両方とも実用品かどうか疑間が残る。1560227045806770880は いず
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れも欠損したり、677の ように2次的な加工を受けていて全容は不明だが、軸孔を中心に十字に組み合わ

せたものと考えられる。ここでは紹かけの支え木もしくは糸巻の横木と捉えておきたい。

② 織機

屋代遺跡群出土木簡の中には布に関わる記載のあるものがみられる (長野県埋蔵文化財センター1996)。 習

書なども含むが、中に「布手」と記載された10号木簡がある。これを織布作業者を示す言葉とし、織布作

業場あるいは作業の管理主体が付近に存在した可能性が指摘されている。また、人名、布、数量を記載す

るもの (59号木簡)の存在からみても、屋代遺跡群⑥区出土の木製品の中に織機が存在する可能性は高い。

しかし、その断定は困難であることから、織機の部品と考えることが可能な形状をもつものをあげるにと

どめたい。

371(PL76)は 緯打具 (刀桐 に似た形状 をもつ。片側が欠損 しているため全長は不明である。 2期 (8

世紀前半)に 属す る。ほぼ同時期の例 である大阪府上 田部遺跡 と静岡県伊場遺跡の ものは管大行で、緯越

具を兼ねる。また、山形県鳴遺跡にも出土例があり、これも緯越具 を兼ねるようである (竹 内晶子1989)。

以上の例は、持ち手部に371の ような柄状の加工はみられない。なお、371に は本来糸を打つ面と思われる

図の上側が鋭利に加工されていない点と、糸が擦れた明瞭な痕跡は認められない点に問題が残る。

414、 848は両端が有頭状 となるもので、布巻具あるいは経糸巻具の可能性がある。有頭部を除いた最大

幅音6分の長さが414(PL77)は 29cmで、848(PL83)は 65cmを 測る。令小尺に1換算すると29cmは およそ 1尺

(29。 7cm)と なる。65cmは およそ 2尺 2寸 となり、「養老賦役令」の調絹絶の「広 2尺 2寸」と同じであるは2)。

両者を布巻具 と捉えると、布幅に規格性が窺われ興味深い。ただ848は 414に比べ、表面が円滑でなく、布

巻具にふさわしいものかは判断できない。あるいは経糸巻具かもしれない。

時期は414が 1期末～ 2期初頭 (第 4水田対応層)に属する。848は 1期後半 (第 5水田対応層)であ り、 7

世紀末葉に属すことから養老令より時代は遡る。

5。 服飾具

① 櫛

横櫛は 5の肩部がやや丸みを帯びているほかは、ほぼ直角になる長方形のものが主体 となる。その中で

歯元が親歯までほぼ直線的なもの (691=PL81、 982=PL85)と 親歯に向かって曲線を描 くもの (40504190

983=PL85)の相違がある。時期は5980691が 1期 (第 5水田対応層)、 4190915が 1期末～ 2期 (第 4水田対応

層)に属 し、 405038609820983が第 2水田対応層以降の 9世紀代に属する。 9世紀代のものはそれ以

前のものに比べ歯が非常に薄 く削られている。

89(PL73)は竪櫛である。 2期 (第 3水田対応層)に属するが、 8世紀代の竪櫛は馬の毛を杭 く櫛 (馬櫛

である可能性が指摘されている (金子裕之1996)。

② 下駄

全て台と歯を一木で削 り出す連歯下駄である。台がほぼ長方形のもの (117、 149、 510、 808、 809)と 楕円

形のもの (509、 578、 600)に 大別できる。809(PL82)は つま先の緒孔が 2カ所あり、左側を木で埋めて補

修 してある。以上のものは長さが23.8cm～ 28.5cmで指や踵の圧痕がついたり、歯がす り減るなど明瞭に使

用の痕跡が認められる。これに対 し 6、 7(PL72)は 15.65cm、 14cmと 非常に小さい。特に 7に は使用の

痕跡が認められず、緒孔も他に比べ非常に小さい。実用品かどうか疑間である。この小品 2点は 9世紀代

だが、他は全て 2期以前 (8世紀前半以前)に属する。

6。 武器・馬具
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① 弓 (155、 564、 971)

いずれも大部分が欠損 しているが、弓弼が確認できる。臼居直之氏の分類では B形態に属す る弓弼で

ある (臼居1997)。 155(PL73)、 564(PL79)は 細 目の弓で表面を丹念に削 り調整 している。971(PL85)は

ひと周 り太 く、弓弼も大きいことから、他の 2点 より大型の弓であった可能性が高い。破損部には刃物を

入れた跡が認められ、故意に切断されたものと思われる。

なお、661(PL80)は 全体の形状が弓に似ている:一端が柄状に加工されているのみで前述の弓弼の分

類に該当する加工は認められない。しかし、 2カ所の折れは両端をかなりの力で均等にしならせていたこ

とを示す。あるいはソケット式の弓弼が装着されていたのかもしれない。ここでは弓状木製品としてお く。

樹種はサワラだが、石川条里遺跡にも弥生後期の弓にサワラのものがある。

② 鐙 (512、 PL78)

壺鐙の形状をもつ。やや欠損しているが、壺部に向かって左側が平坦にされていることから、右足用 と

考えられる。木製鐙については永井宏幸氏の論考があり (永井1996)、 6～ 8世紀を中心にみられる無花果

型とされるものに形態が類似する。 1期末～ 2期初頭 (第 4水田対応層)に属 し、ほぼ時期的に一致する:

榎田遺跡では古墳中期～後期の壺鐙が出土しており、これは三角錐型に属する形態をもつ。

7。 建築部材

組み合わせ部分に関わる加工が施された大型の部材をここに入れているが、用途は特定は難 しい。

33(PL72)は 山形に加工された板材で、表面は木目が強調され、丁寧に調整されている。底部には仕 口

状の加工が施される。両側部はわずかに水平になり、別な材と組み合わせるオ内の役害Jを もっていたかもし

れない。

50(PL72)は部分であるが、仕口状の段差がみられ、中に柄子Lが施される角材ある。本来はかなり大型

なものと思われるが、 2次的に切断されている。

100(PL70は 木ロー端に柄が作 り出され、もう一端の側部は柄孔状に丸 く扶 られている。方形あるい

は長方形に組み合わされた部材と思われる。

168(PL70は 有頭状に加工され、169はややアールになった材の先端に柄孔が施されている。170は 表

裏に四角いオ内孔がある。これらは SD7031に 渡されていた橋 と思われる杭列 (SA7001)を 構成す るもので

ある。しかし橋の部材として機能していたかどうかは断定できず、あるいは橋脚として転用されたものか

もしれない。

172(PL7の は柄が作 り出された板材で、柄部以外は裏面には段差が施され、薄手に作 られている。柄

は台形状で底部の最大幅は7cmあ る。破損が激しく全容は不明である。

372(PL70は仕口状に溝が施される。この溝に直行する形でスリット状の浅い溝が入るが、木の芯部

にあたることから、割材を作った際の自然の溝と思われる。

841(PL8"は垂木 と考えられる。時期は 1期前半 (第 5水田面対応層古段階)に属する。先端を扶って仕

口が作られている。同じ⑥区の古墳時代中期の遺構 SX7038か ら垂木が出土しているが (長野県埋蔵文化財

センター1998)、 先端の加工が異なる。望月由佳子氏の分類による、瀬名遺跡の古墳後期～奈良時代の垂木

に類似する (望月1990。

980は仕口状の加工がみられる角材だが、杭に転用されており全容はわからない。

984～ 987は 井戸枠の部材である。984～ 986(PL85)は 四隅の柱の内の 3点 で、987を はじめとする柄を

もつ角材が横に接合され、その上下に側板がはめ込まれる仕組みとなる。
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8。 その他

① 独楽 (24、 61、 90、 148)

芯持材を円錐状に加工したもので、表面を削り調整し、先端部に乳頭状の突起を作り出す。ただ、24は

芯部をはずして加工している。また、148に は先端に突起が認められず、樹種も広葉樹 (カ エデ属)である

点で他のものと異なる。

② 火鑽板 (157、 418、 623)

157、 623は長方形状の板で、418は角材状のものを使用している。418は長さからみて、両木口が 2次的

に切断されている可能性もある (PL77)。  3点 ともに 1期末～ 2期初頭 (第 4水田対応層)に属する。

③ 水門

導水型祭祀遺構に設置された状態で出土したものが 2′点ある。569は SD7038の 水門で水口が 1カ 所施

される。992は SX7035の水門で水口が2カ 所ある (PL86)。 いずれも湧水′点から流出する水を一旦塞き止

め、水日から下方へ流す役害Jを 果たしたものである。

このほかに前述の槽の中に含めた5160601も 水門に転用されたもので、廃棄されてはいるが同様の役割

を呆たしていたものと考えられる (PL79、 80)。

④ 木樋

SD7042に 設置された木樋のほかに、小型の木樋が 2点出土している。

599は箱形で丁寧な削り調整がみられる (PL80)。 水門に転用された槽601と ともに廃棄されており、セ

ットで使用されたものと考えられる。

979は木目を利用して今Uら れたもので、一端の両側面を削り、わずか幅を狭 くしている。特殊な遺構で

あるSD8045の 出土で、この施設が機能していた際に使用されたものと思われる。

⑤ 木札状木製品

屋代遺跡群⑥区では短冊状の板が大量に出土した。ほとんどが 1端または両端を欠損しているめ、長さ

の傾向はつかみかねる。厚さは確認点数1,977点 の内の約95%が l cm以内で、その内の約65%が0.5cm以内

となる。幅は確認′点数1,876点の内約52%が1.5～ 2。 5cmに入る。

表裏面が無調整のものの割合が高いが、片面を削り調整してあるものも見受けられる。また、割合は少

ないが両面に削り調整が認められるものもある。調整法としては①長軸方向に刃物を引いて削る。②長軸

方向に短く刃物を引く。③双方を行う。のおおよそ3種が見受けられる。①の場合は断面が台形状または

曲面状を呈するが、②および③の場合はほぼ長方形となる。木口が原形をとどめていると思われるものの

多くが切断の状態で、中に切り折りのもの、端部に側面削りや平面削りを行うものも見られる。

形状は木簡学会の分類011型 式 (屋代木簡分類1001)に 相当する。時期は 2期 (第 3水田面)以前のものの

割合が非常に高い。

ここで注目されるのが、屋代遺跡群の木製品の内の多くを、このような短冊状の板を素材とした木形や

木簡が占めるいう′点である。そこで木簡126′点および木形の内斎串に分類した1,991′点と、この短冊状の板

について、幅と厚さの分布を調べ、その割合を比較したものが図55である。

幅、厚さともにほぼ同じ分布を示すことがわかる。厳密にみると、木簡は斎串より幅の広いものの割合

が高い傾向があり、 5 cmを 超えるものも目立つ (特に文書木簡)。 短冊状の板もその範囲まで分布している。

両端が欠損するものには斎串等の破片が含まれる可能性はあるが、端部が残り、短冊状を呈する板の中に

は、木簡や木形のように大量に作られる木製品の素材が含まれる可能性が指摘できる。

これらの中で、表面に丁寧な削り調整を行うもの、上下端が切り落としや切り折りの状もの、木口に側

面削りや平面削りを施すもの、側面に切り欠きのみられるものを選抜し、木札状木製品として取り上げた。
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図55 木簡、短冊状の板、斎串の法量比較

114、 151は一端が直頭に近く、もう一端は剣先状となる。114は直頭部に側面削りを、151は 側面および

平面削りを行い、やや丸みを帯びる。また151の表面は丁寧に削り調整されている。木簡学会の051型式に

該当し、屋代木簡では51号、69号、86号 (屋代分類2000、 64号、73号、75号、79号、91号 (1005)が 類似し

た形状をもつ。また、62号は2次的に転用されているが、木簡が別な木札状木製品として加工されたもの

と捉えることができる。全て114、 151同様 2期 (第 3水田対応層)に属する。

73、 96、 298、 579、 595、 675は一端両側面に対になる切り欠きを施したものであり、木簡学会の分類で

は032ま たは039型式に該当する。この内73は 極めて小型である。また、595に はほぼ中央部に穿孔があり、

中に軸が残存し、後述の穿孔板に似た特徴をもつ。屋代木簡の67号 (160⊃ 、72号 (1009、 82号 (160"、 83

1992)

95、 297、 384も 側面に―対の切り欠きがある。95は聾暗Ьが
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圭頭状 となる。297は 下端が剣先状 とな り、表面が削 り調整 されている。 これらは木簡学会の033型式に該

当する。384は上下端が圭頭状となる。

以上のような、側面に切り欠きのある木製品は「付札状木製品」として報告されることが多い。これは

左右の切り欠きの存在が付札木簡に類似することからつけられたものである。最近では岐阜県砂行遺跡の

5世紀代の祭祀遺構からの出土が報告されておりは3)、 古くからその存在が確認できる。これをささらと

する説もある (高島1992)。

⑥ 棒状木製品

短冊状の板と同じように大量に存在するのが、割材を削って棒状にした木製品である。断面が角状のも

のと丸状のものがあるが、丸状のものの占める割合が高い。最大径を測ると7割以上が 1～ 2 cmの範囲に

入る。多くの場合端部が欠損しているため、全体の形状や長さがつかめるものは少ない。しかし、短冊状

の板のように木簡や木形等の素材となりうるものとは異なり、ある種の用途をもつ製品または部品として

作られたものと考えられる。これらの内で端部が残存しているものの多くは、一方が太く、もう一方に向

かって細く削っている。ここでは太い側を上端、細い側を下端と捉え、双方の形状を組み合わせて分類を

試みた。

上端の分類

1類 有頭状にされているもの。

2類 木口が削られ、丸みを帯びている。

3類 木口を台形状に面取 りしているもの。

4類 木口を圭頭状に尖らすもの。

5類 木口が切断された状態のもの (あ るいは2次的な切断もあるか)。

下端の分類

A類 剣先状に尖らすもの。

B類 木口が削られ丸みを帯びるもの。

C類 木口が切断された状態のもの (あ るいは2次的な切断もあるか)。

D類 途中で段差がつけられ、柄状になるもの。

角棒状の斎串 この中で特に 4-A類 は断面が角状 となるものが主で、平面的な形状は斎串と同じであ

る。特に22、 230、 373、 832に は切 り込み等の特殊な加工が施され、SQで出土 している斎串に通 じる点

がある。SQ8040に 属する181も 両端は欠損しているが、これらと同様のものと考えられる。

湾曲する棒状木製品 緩やかに湾曲するもの (99・ 424)は 上端が 3類である′点で共通している。424は 下端

が D類 となる完形品である (PL77)。 おそらく重量がかかった結果湾曲したもので、99は それによって折

れたことが予想される。このような状態で使用されるものとしては、地機などにみられる綜続 (経糸を引

き上げる)を 吊るす棒が考えられる。あるいは弓状木製品とした661も このように使用されたものかもしれ

ない。上端 2類、 3類や下端 D類の内、折れによって一端が欠損しているもの (850567な ど)は 同様な製

品の一部である可能性をもつ。

下端 D類 427056606070801は 下端 D類であるが、断面が不整形である。232は上端が切断されており、

5類に含められる。これらの中には紡錘車状のはずみ車を装着し、軸として使用したもの (火鑽杵、舞錐な

ど)も 存在するかもしれないが、明確にそれを示す資料はない。

糸擦れの痕跡 糸擦れ状の痕跡をもつものは、糸巻きや織機などとの関連が想定される。しかし形状から

その用途が半J断できるものはない。23303670678は 2-Aお よびC類で、よく似た形状をもつ。366も 上

端は欠損しているが同様のものと思われる。ただ、678な どは糸擦れの痕跡の位置からみて、転用された
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ものと考えられる。同様の形状で糸擦れの痕跡がないもの (115、 150、 365)を 含めある種の用途 をもつ製

品の 1形態 と考えられる。

有頭状のもの 上端 1類 となるものは有頭状木製品と呼ばれる。断面が円形になるものはなく、大 きさや

頭部の加工に相違がある。45006890799は 断面が扁平で、頭部の削 り方も類似 し、用途が共通 している可

能性が高い。他のものも含め紡織具 との関連 も考えられる。

棒状木製品の組み合わせ 棒状木製品の用途を考える上で SQ8033の 一括出土遺物が一つの資料 となりそ

うだ (797～ 804)。 これは祭祀関係遺物の一括出土とは異なり、棒状木製品のみが集中して廃棄されていた

ものである。上端 1類 (799、 下端 D類 (801)、 上端部表裏を削って扁平にしてあるもの (797)な ど各種

の要素をもつものが含まれ、棒状木製品を使用する組み合わせ と捉えることも可能である。頭部を扁平に

するものは、914(PL84)も 含めその部分を柄孔をもつ部材に装着して使用した可能性がある。

① 串状木製品

一端を鋭利に削 り串状に加工 したもので、断面が正方形や三角形のものは幅lcm未満、扁平な板状のも

のは幅lcm前後のものを主 とする。用途特定の資料 となったのは21で、馬形20の腹部に差 し込まれた状態

で出土した。また、SQ8011の 706～ 708も 705の 馬形に差 し込まれた状態で出土している。同様の例は静岡

県神明原・元宮川遺跡 (静岡県埋蔵文化財調査研究所1984)に ある。前述のように馬形、鳥形はほとんどに串

状のものを差し込んだ痕跡があり、それに対応するのがこの串状木製品であると考えられる。それは馬形

や鳥形が出土した SQの 多く (8003、 8005、 8016、 8018、 8022、 8025、 8032、 8041、 8049)に 串状木製品が共伴す

ることからもわかる。

しかし、馬形や′鳥形を伴わない SQに 串状木製品が共伴する場合は別の用途をもつことになる。これを

考える資料 となるのが SQ8029である。串状木製品の536が後述する穿孔板537、 538と 重なって出土 して

いる。おそらく穿子L板 2点 と串状木製品 1点がセットとなり機能していたと思われ、穿子L部 に串状木製品

を差し込んでいたことが想定される。このことから穿孔板を伴 うSQ80220803208044の 串状木製品の中に

も、同様の役割をもったものがあると考えられる。

ただ、馬形、鳥形、穿孔板が共伴しない SQに も串状木製品が含まれる場合があり、単体で出土した場

合 も含め、上記以外の用途も考えていく必要がある。

① 穿孔板

短冊状の板で中央に 1カ 所穿孔が施されているものをここに含め、前述の木札状木製品とは区別する。

1期前半 (第 5水田対応層古段階)か ら存在するが (901)、  1期末～ 2期 (第 4～ 3水田対応層)での出土量が

最 も多い。破片を含めると91点 を数える。前述のように祭祀具集中廃棄 SQの 中にみられることから、祭

祀具の組み合わせ中で役割を果たす ものと考えられる。SQ8022での出土状況 (図版182)を みると、 2枚

1組で十字状に重なっている。おそらくその状況で串状木製品が差し込まれていたのだろう。

SQ以外で出土 した もので も、101、 218は 2枚が重な り、孔に軸が残存 した状況で出土 している

(PL739)。 164も 1枚だが車由が残る。このことから穿孔板は 2枚 1組で、軸となる串状木製品を差 し込むと

いう形で使用されたことがわかる。ただ、657だ け穿孔が 2カ 所あり、一方のみに軸が残る。

出土量からみても、屋代遺跡群においてはかなり使用頻度の高いものであったことが窺えるが、他の遺

跡ではほとんど例をみない。

① 雑具

何 らかの道具 として利用されたと考えられるが、その用途が不明なものをこの中に含めた。この中で同

形状のものが複数存在する場合がある。

1180119は 楕円形状の板の長軸両端に並列して、主に 2つ の穿孔を施す。形状から82038203830850も
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同じものと思われる。また、216は 穿孔が 1カ 所ずつであるが

同系統のものと考えたい。破片を含めると17点ほどが確認でき

る。 1部第 5水田対応層にも存在するが、ほとんどが第 3水田

対応層での出土である。大 きさは、119の ように長さが20cm弱

で幅が3cm前後のものが多いようだ。類似するものとしては、

福島県大森 A遺跡の古墳時代後期の水田で出土 した、浮子 と

して報告されている木製品 (福島県文化センター1991)が ある (図

57)。 前述の浮子の可能性 をもつ木札状木製品も含め今後検討

していく必要があるだろう。

い
一

qttD  ~

第 7節 古代の本質遺物

0           20cm
L==匡 ==藁 」 (1′

/8)

図57 大森A遺跡出土の浮子

1200602は 内側に削 り込んだ側が持ち手の部分で、反対のア

ールとなる側が使用面 となる道具 と思われる (PL73、 80)。 特に602は この部分を鋭利に削る。しか し特に

使用の痕跡は認められない。あるいは金属の部品をとりつけたのかもしれない。

23505190819は杓子状の木製品である。235は最大幅部分の断面がかまぼこ状 となり、柄状の部分の先

端が鋭利に削られている。あるいはこの音Б分を使用 したものかもしれない。519は柄状になる部分が欠損

している。表裏が丹念に削 り調整され、下半部両側に穿孔が施される。819は完形品であるが、他に比べ

厚手で当て具あるいは叩き具のようにも受け取れる。

9401520672は 削り出した丸木の1側面にほぼ等間隔で切 り欠きを施す。特に940152は切り欠きが階段

状となる点が共通する。何かに差し込んで固定する部材のようにもみえるが、94は柄尻状の突起がみられ、

手にもつ道具とも考えられる。672は薦などの編み台が 2次的に加工されたものかもしれない。

図58 自在形木製品

88093は 形状は異なるが並列して2カ所穿

孔が施されている′点が共通する。紐などを通

して使用された可能性が考えられる。同様の

ものは各地にみられるが、図58-1は 神明

原・元宮川遺跡の例で、「自在形木製品」と

し、綱を張る際に用いる「自在」を想定して

い る (静 岡県埋蔵文化財調査研究所1989)。  2は

長野県更埴市北稲付遺跡で出土 した類似 品で

ある (更埴市教育委員会1984)。

その他に特殊な形状をもつものに触れる。

404は側面一方をアールに削り、刀の刃のよ

うに薄 くしており、鋸歯状の刻みを施す。

『近畿古代編』にも数点類似したものが紹介されている。この用途については膨子とする説 (水野正好1980、

鋸の型とする説 (伊藤実1993)、 祭祀具とする説 (中村友博199つ などがある。

416はサワラ材から削り出したものである。矢羽状に開く部分の片面には交差した溝状の彫り込みがあ

る。棒状の部分は側面に、ほぼ等間隔で 9カ 所の小子Lが施されている。これらはいずれも貫通していない。

細い軸状のもの等が差し込まれていたのかもしれない (PL416)。

4200421は木針状の形をもつ。422は全容は不明だが小型の糸巻きのようなものか。165は ドアの把手状

を呈し、平坦な面は薄く滑らかに仕上げられている。

577は釣り鐘形で、縦方向に 3本の溝が刻まれる。またそれに直交する形で上下に3カ所ずつ刻みが施

される:紐などを緊縛して使用したものと考えられる (PL74)。 838は箆状の木製品である。
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第 5章 遺 物

⑩ 部材

オ内やオ内孔をもつもの、仕口状の加工があるもの、釘等を打ち込んだ小子Lの あるものなどで、建築部材 と

しては小型で、用途が不明なものをここに含めた。大きく板材、角材、削 り出しの丸木材に分けることが

できる。

柚、柄孔のある角材 (221、 229、 251、 252、 385、 568、 581、 626、 663、 664、 687、 888)

221は鋤などの柄尻部分に装着する把手が想定される。385は柄孔に棒状のものを装着 して立てる台 (た

たりなど)が考えられる。229はオ内部から先端にかけて斜めに削り、鳥の羽の様な形にした小型品である。

部品というより飾 りの一部のように見受けられる。251は 馬鍬の刃 と思われるが先端部が欠損 しているた

め全容は不明である。888も これと似た形状をもつ。252は角材状の部材の中で最 も精製されたものである。

柄孔以外に丸い小孔が欠損部を含め 2カ所確認できる。626は 片面が円形に調整され、裏面に柄孔が施さ

れる。あるいは糸巻きの枠木か。

柄、柄孔のある板材 (303、 423、 491、 997、 1004)

423は小型の精製品で、右端の木口に柄が作 り出されている。欠損しているが、 もう一端の同じ部位に

も柄があったようだ。扉のような形状をしており、建築模型部材などが想起される (PL77)。 997は 木目を

強調して調整された精製品である。机、椅子など調度品の部材かと思われる (PL85)。

仕口状の加工がある角材 452は 両端がわずかに斜めに削られ、そこが仕回の部分 となる。両端は側面か

ら柄孔があけられている。911は小型品で、同一面両端に仕口がある。959は先端がわずかに有頭状 となっ

ている。

釘孔状の小孔がある板材 (27、 255、 295、 362、 451、 453、 520、 565、 638、 1005)

27、 255、 451は片面をやや曲面的に調整 し、断面形がかまぼこ状 となる。小孔は側部一方のみに認めら

れる点で共通 している。27は斜めに穿孔され、 1部木

釘状のものが残存する。

295、 520は 両側部に小子Lが列状に施される点で極め

て類似 している。同様の例は滋賀県下寺観音堂遺跡

(『近畿古代編』)の ガヽ判形の板 (7世紀後半～8世紀前葉)

などがある (図 59)。 長さ、幅もほぼ同じであり、端部

を曲線状に削るなど共通する′点が多い。

362、 453に も小孔が多数施される。453に は木釘状

のものが残る。

丸木状の部材 556は 芯持ちの枝を湾曲させ把手状に

したもので、端部を削リオ内孔が施されている。削 りだ

し材の605は小孔が斜めに貫通する。また620は柄孔の

痕跡が認められる。604は割材を加工 し鏡状にしてい

る。横槌のような道具にもみえるが、同じものを複数

組み合わせて容器などの台として使用されたものかも

しれない。

上にあげたものの中で、祭祀具集中廃棄であるSQ

に伴 うものがある。SQ8022で出土した491は 表面を削

り調整 した板材にほぼ正方形の孔を5カ 所あけている。

孔の酉己列が田下駄に似ているが1002と 比べると孔の位

0                                  10cm

図59 下寺観音堂遺跡出土木製品
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第 7節 古代の木質遺物

置が遠 く、緒子Lと しては不適 当である。孔の数 は少 ないが303と 形状が似 ている。

638は箱状となる製品の上板もしくは底板 と思われる。片面がわずかに曲面状に調整されていることか

ら、上板である可能性が高い。一端をU字状に削るのが特徴的である。 3片 に割られその内 2点 は

SQ8007、 8008に 伴って出土している。祭所巳終了後故意に分害Jし 、廃棄したものと思われる。

SQ8016に 伴う780は半裁状の削り出し材で両端部を斜めに削る。両領I部に不均等ではあるが浅い切 り欠

きが[並lぶ。

これらは祭祀において、斎串、馬形、人形などの木形とともに何らかの役割を果たす道具立てのひとつ

であったことがわかる。

⑪ 縄

PL86に は1010と して SD7042で出土した縄と思われるものを示した。

暦  (PL87～ 98)

1で取り上げた木製品は、全て人の手によってその形に加工されたものである。視点を変えると、 1本

の木の中で最終的に必要とされた部分が、有用な形となって残ったものといえる。このことはそこに到達

するあらゆる段階で、不必要な部分が除去されたことを示す。この除去されたものを暦と総称する。

暦は自然流路からも多量に出土したが、特に目立ったのは湧水溝である (SD7045=SD8032、 SD7035、

SD7030)。 第 2章第 5節で示したように、湧水溝は埋没過程で集落側から多量の廃棄が行われ、部分的に

それらが堆積した廃棄物層が形成されている。ここには土器、木製品、木簡などが含まれているが、層の

大部分を構成しているのが木質の暦である。自然木の破片などもみられるが、板目、柾目状の断面をもつ

材から削り出された暦が多い。出土した暦全点を持ち帰ることはできなかったが、このように大量に暦が

含まれる層については土ごとあげ、後に水洗によって選別を行った。

選別後、残存度の高い3,506点について計測、分類を試みた。この内長さと幅が捉えられるものを残し、

現段階で加工作業の傾向が把握できそうなもの1,819点について一応の分類を行った。なお、木材選択に

関わる資料となる樹種は各水田対応層別に最低200′点を目途として行い、898′点について結果を得た。

暦の報告は写真図版のみとし、遺構ごとになるべ く樹種を網羅する形で33種分を掲載した。計測表につ

いても掲載分のみ付した。これらを含め、全体から得られた資料については第 8章 4節で触れる。

(1)層の分類

加工作業は全て金属製の刃物によるものと考えられ、観察はこの道具の痕跡を残す部分を中心に行った。

この結果大きく、割る・裂 く・削る。切るという作業が捉えられた。ただ、この中で割る・裂 くという作

業によって生じる暦は道具使用の痕跡が残りにくく、残存度もつかみづらい。よってここでは削る・切る

という作業によって生じた暦を中心に取り上げ、この 2種の暦を「削暦」、「切暦」と総称し、それぞれを

細分することとする。

① 削層

材の表面 (背面)に刃物をあて、不必要な部分を削り取る作業によって生じる暦である。この場合当然

削り取る際に刃物をあてた痕跡は裏側 (腹面)に みられる。この内、背面にも同様な刃物痕がみられ、側

断面が平行四辺形状になるものがある。この場合背面の刃物痕は、その部位から下が削り取られた際のも

のである。おそらく刃物の 1撃で削り取られたもので、このような削暦を1類 とする。木製品516な どに

みられる加工痕の多くはこのような作業の結果と考えられる。

これに対し複数回 (主に2回)の加撃によって生じたものを2類 とする。腹面に 1類 同様の刃物痕を残
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第 5章 遺 物

すが、もう一方がほぼ垂直に切断された状態のものと、斜めに刃物が打ち込まれ、側断面が逆台形状とな

るものが特に目立つ。前者を2-A類、後者を2-B類とする。

また、0.lcm以下をおよその基準とし、極端に薄いものを3類 とした。脆弱であるため完形のものが少

なく、全容はつかみにくい。ただ、木簡の削暦のような不整形なものとは異なり、幅が均一のものが目立

つ。

図60は 1類 と2類の概念図である。写真図版では、 1類は主 として背面 と側面、 2類は刃物痕の残る腹

面 と側面を示した。 3類は参考資料的に 1面 を選択し、側面を添えた。

2-A類

2-B類

刃物が打ち込 まれた方向

図60 削層概念図

② 切層

切断という作業によって生じた材の不用部分を切暦とする。この場合観察の対象となるのは切断面であ

る木口である。切断面の状況は大きく3つに分けられる。平坦で滑らかなもの一A、 刃物痕が残 り複数回

の加撃によって切断されたもの―B、 刃物痕も明確でなく、非常に粗い面を呈するもの一Cと し、その組

み合わせによって表す。

写真図版では 1面 を選択し、その上下に切断面である木日の状況を示した。

③ 材の精度の分類

削る、切るといった作業は、木が目的とする製品に到達するまでの様々な過程で行われ、削暦、切暦が

発生する。よって暦だけではどのような過程の作業で生じたものかを判断するのは難しい。しかし、削暦

の背面、切暦の表面はその作業段階での材の状況を反映している。その観察によって、より原木に近い段

階か、かなり製材された段階なのかを判断することができる。これを材の精度として、 5つに分類した。

A―刃物によって丹念に削り調整された痕跡を残すもの。B―調整痕は確認できないが、平滑にしあげ

‐
面
　
　
‐

北目

ヽ
日
く

‐
厠
　
‐
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第7節 古代の木質遺物

られているもの。C一 平坦ではあるが表面が粗 く、割 りっばなしの状態の もの。D一 表面が粗 く、曲面 を

呈す るもの。E一樹皮 を残す もの―Eo E→ D→ Cの順 に材の精度が上がってい くが、Bと Aに 関 して

は調整面をさらに磨 く場合 も考えられるので順位 をつけることは難 しい。

(2)樹種からみた層 と製品の関係について

本報告における暦の樹種同定は、

存在する樹種をできるだけ把握し、

木製品の用材 との比較をすることを

主眼とした。そのため、各分類ごと

の樹種の割合を把握することはでき

なかった。

各水田対応層出土の暦について、

その同定資料数200点 に対する樹種

数をグラフにしたものが図61である。

第 5水田対応層はあと若千樹種数が

増加 しそうではあるが、他について

は頭打ちとなり、ほぼ樹種数が網羅

できたようである。この結果暦につ

いては39の樹種の存在を確認できた。

表46では同定の結果得 られた樹種

について、①暦・製品ともに認めら

れるもの。②暦のみ認められるもの。

③製品のみに認められるもの。④自然木のみに認められるものを各水田対応層別に示した。

①は材が搬入され、屋代遺跡群周辺で加工されたものである可能性を示す。カエデ属、ケヤキ、サワラ、

モミ属の 4種は全時期に存在し、製品供給のための主要な木材であったことがわかる。特にサワラは暦の

中でも圧倒的に量が多く、製品の種類も多い。また、アサダ、カヤ、コナラ属ヨナラ亜属クヌギ節、コナ

ラ節はこれに準じる、暦の量、製品の種類や数は少ないが、用途に応じて選択されたものと考えられる。

各材がどのような段階で搬入されたかについては、削暦、切暦にみられる材の精度が資料となる。前述

のように全点に対する同定を行っていないため明確な資料化はできていない。ただ、樹皮が残るEに該

当するものがクリに 1点認められるほかは全「てD以上である。よって原木に近い状態からの加工はほと

んどなく、ある程度素材となった状態で搬入されているものと思われる。

②はアワブキ属、エノキ属、キリ、クスノキ科、ク,マ ノミズキ、グミ属、コナラ属アカガシ亜属、サイ

カチ、サクラ属、チドリノキ、ツガ属、ニガキ、ニレ属、ニワトコ、バラ科ナシ亜科、マメ科、ムクノキ、

ヤナギ属と多種にわたる。何らかの加工によって生じたものであるが、ほとんどが 1点 ないし数点の検出

であるため、どのように利用されたものかは判断できない。ただ、エノキ属、サクラ属、チドリノキ、ヤ

ナギ属の 5種は複数の層位にみられ、比較的数も多い。材の精度もA～ Dがみられることから、確認さ

れてはいないが何らかの製品となっていた可能性があり、この場合は製品の搬出を視野に入れる必要もあ

る。なお、ニガキは古墳中期の祭祀遺構 SD7068に 設置された木樋で使用されている (長野県埋蔵文化財セ

ンター1998)。 このほかのものについては周辺のオ直生も含めて検討していく必要がある。

③はイヌガヤ (弓、鎌柄、黎を模造したと思われる木形)、 エゴノキ属 (横櫛 、スギ (槽 )、 トウヒ属バラモミ

第 4水田対応層

第 2水田対応層

第 3水 田対応層

第 5水田対応層

同定資料数200

図61 同定資料数に対する樹種数の推移
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表46 屋代遺跡群 木質遺物の樹種一覧

第 5水田対応層 第4水田対応層 第3水田対応層 第 2水田対応層

アオキ
一△

◎木錘 ○ ◎鍬身、有頭状木製品 ○

アワフ
゜
キ鷹毘 ○ ○

●横櫛 ●横櫛 ◎横櫛

イヌカ
・
ヤ ●弓、木形 ● 弓 ●鎌柄、弓

ィホ
・
タノキ炉葛 △

ウコギ属 △

ウツギ属 △

エゴノキ属 ●横櫛

エノキ属 ○ ○ ○ ○

オニク
。
ル ◎木樋 ○ ●杭 ○

拒テ
。
属 ◎棒状木製品 ◎杭、紡織具、棒状木製品 ◎紡織具、独楽 ◎ 杭

○ ◎ 杭

加、
゛
ノキ属 ●竪杵 ●竪杵、鍬身

がマス
タ
ミ属 △

◎斧柄 ヽ棒状木製 品 ○ ◎木形 、斧柄 ◎独楽

ヤヽタ △ ●鎌柄

○

クスノキ科 ○ ○

クマシデ属イヌシテ
σ
節 △ ○ ●棒状木製品

クマノミス
。
キ ○

グミ属 ○

◎部材 、木錘 ◎木錘 ◎部材

ケヤキ ◎部材、棒状木製品 ◎杭、槽、木樋、壺鐙 ◎李1物皿 ◎皿、盤

ケンホ
゜
ナシ澤葛 ○ ◎水門、槽

コナラ属アカがシ亜属 ○

コナラ属コナラ亜属クヌギ節 ○ ◎木錘 ○ ◎横槌

コナラ属コナラ亜属コナラ節 ◎木錘 ◎木錘 ⑥木錘 ○

○

サクラ属 ○ ○ ○

サワラ ◎木形他多数 ◎木形他多数 ◎木形他多数 ◎木形他多数

スキ
゛

●槽

チト
・

リノキ ○ ○ ○

ツが属 ○ ○

つ る植物 △

トウヒ属ハ
゜
ラモミ節 ●陽物

●木樋 ○ ○

トネリコ属 ◎柄 ?
ニカ

。
キ ○

ニレ属 ○

○

ヌルテ
゛

○

ハ・ラ科ナシ亜科 ○ ○

ハンノキ属ハンノキ亜属 ○ ●

ヒノキ ○ ●斎串

マツ属複維 管亜属 ○ ◎棒状木製 品 ○

マメ科 ○

ムクノキ ○

ムラサキシキフ
″
拝ヨ ●削 出 し材 △

モミ属 ◎紡織具、木形、部材、水 門 ◎下駄、紡織具、木形、部材、棒状木製品◎紡織具、杭、木札、部材、棒状木製品 ◎横槌

モモ △ △

ヤナキ
゛
澤魂 ○ ○ ○ ○

ヤマウルシ △

ヤマク
″
ワ ○ ◎杭、棒状木製品 ○ ○

第 5章 遺  物

○屑のみ確認     ●製品のみ確認       ◎屑、製品ともに確認 △自然木のみ確認

節 (陽物)がある。全点の樹種同定が行えていないので断定はできないが、周辺で加工されず製品が搬入

された可能性がある。特に弓、黎形、陽物といった特殊なものがある点が興味深い。また、スギは古墳前

期の石川条里遺跡でも少ない傾向を示しており、当時の長野盆地付近の植生を反映している可能性がある

(能代修一・鈴木三男1990。 逆にイスノキの横櫛は当初搬入品と考えていたが、肖り暦 (1011)の 存在から材が

持ち込まれていた可能性がでてきた。

④については当時の屋代遺跡群周辺の自然環境にも関わって、詳細は『総論編』で触れることとする。

(3)層の解説

削暦全体の法量から得られる傾向については第 8章 4節で考察することとし、ここでは写真図版を掲載

したものを中心に記述を行う。

① 削層 1類
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第7節 古代の本質遺物

1類は背面 と腹面の特定が難 しい。判断の材料 となるのがその削暦の発生に直接関わらない刃物痕 (刃

先痕、刃端痕など)の存在 である。これ らの刃物痕が認め られ る場合、その面が背面 となる。刃先痕 は、

1019、 1035、 1039、 1092、 1125。 刃端痕は1050、 1070、 1071、 1082、 1089、 1093、 1109、 1120、 1130に 確

認できる。これらの内ほとんどの材精度はC以下であり、このような刃物痕が残るのは比較的精度の低

い材に対する粗めの削り作業と考えることができそうだ。

削層の集中廃棄 1類の中で注目されるのは1114～ 1126である。これらはSD8032の 44層 で出土した一

括廃棄の削暦である (SQ8000。 図版には完形で分類可能なものを掲載したが、これを含め64点 の暦が認

められた。内1115、 1116の 2点のみヒノキで、他は全点サワラである。ヒノキの 2点 の材精度が Bであ

るのに対し、サワラは全てCである。このサワラの削暦62点 について厚さの分布、長さと幅の相関関係

をそれぞれグラフに示した (図 62)。

SQ8006
削屑長幅相関

26

24

22

20

18

16

514

キ012
暉 10

8

6

4

2

0

0

◇

◇

４
幅

6  8  10 12

(cm)

― ―― ― ― ― ― ― ― ― ― |

図62 SQ8006出 土削層の傾向

厚さは0.5cmあ た りをピー クとす るが、その前後0.3cmほ どのばらつ きがある。幅はおよそ 2～ 4 cmに 集

中する。長 さは15cmを上限 とするが、最低 4 cm以上の削 りを行 っている。出土状況を合わせて考 えても、

同じ材に対して行う一連の作業によって発生した削暦と考えられる。もし同一の道具による削りとすると、

幅から考えて 4 cmを やや超えるくらいの刃幅の手斧などが想定される。

背面が木裏となる削層 1073(ト ネリコ属)、 1093(ト チノキ)、 1130(サワラ)は 木目から判断して、背面

が木裏となる。このことは木裏が表面となっている材 (半害J材など)に対tて加工が行われたことを示す。

同様の削暦は若千 2類 も含めほかに、オニグルミ、カヤ、コナラ属コナラ亜属コナラ節、モミ属、チドリ

ノキ、エノキ属、ケヤキ、サクラ属、クリ、ヤナギ属にみられる。加工においてこのような削暦が生じる

製品としては、今J物 (槽 )、 木樋があり、オニグルミ、ケヤキ、サワラ、 トチノキ、モミ属など共通する

樹種の製品が確認されている。製品が確認されていないサクラ属、ヤナギ属などについても同様の加工が

行われた可能性を示す。

SQ8006削屑厚 さの分布

黒

軍

～ 0。 1  ～ 0.3  ～ 0.5  ～ 0。 7  ～ 0。 9  ～ 1。 1

～ 0.2  -0.4  ～ 0.6  ～ 0。 8  ～ 1。 0  ～ 1.2

厚さ (cm)
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第 5章 遺 物

② 削層 2類

2類の場合は刃物痕のある面が腹面となる。2-A類は、①一方から角度をつけて刃物を打ち込み、さ

らにその進行方向に対し垂直に打ち込みを行い景J離 させる。②任意の場所に垂直に刃物を打ち込み、距離

をおいてその場所に向かって角度をつけて打ち込み、剥離させる。といった作業が想定できる。

1014、  1023、  1036、  1045、  1056、 1057、  1063、  1064、  1065、  1084、  1091、  1110、  1111、  1112、  1132の よ

うに、垂直の打ち込みが、もう一端の角度をもつ打ち込みに対してほぼ平行に行われるものが多い。これ

に対し1041、 1046、 1075、 1090、 1148な どのように垂直の打ち込みが斜めに入るものも認められる。両者

の作業上の相違′点については今後検討していく必要がある。

2-B類の典型としては1113がある。多くの場合 1方向から複数回の打ち込みが行われている。

1012、 1013、 1042、 1083に は刃物痕が複数認められる。また2方向から打ち込む刃物の角度によって、

非常に深く削り込むことが可能になる。1012は 厚さ 3 cmを 測る。

A類 とB類について、検出した削暦の厚さの割合と長さ・幅の相関関係を比較したのが図63である。厚

さは両者ともほぼ0.5cm～ l cmを ピークとするが、その前後で違う傾向を示す。A類は0.5cm以下のしめ

る割合が高 く、逆にB類は1.5cm以上のしめる割合が高い。長さと幅の相関をみるとA類は長さ 4 cm以

下、幅 2 cm以下の部分に非常に集中する傾向がみられる。これは第 8章 4節で触れるように 1類 とともに

みられる第 4水田対応層の削暦の特徴を示している。この点を除くとA類 とB類の相関には際だった傾

向の違いは認められない。このことから両者の違いとしては、特にA類は比較的薄 く、B類は比較的厚

く削り取る作業によるものであると捉えることができそうだ。

③ 削層 3類

1029と 1030は 厚さ0.25cm、 0。 3cmと やや厚手であるが、1066、 1108は 0.lcm以下であり、非常に薄い。欠

損しやすいため、長さと幅が原形をとどめているかは不明である。 3類に分類したものの多くは0。 lcm以

（Ｓ
）
く□
雨

2類厚 さ割合の比較

～ 0。 3 -1  ～2  ～ 3

～0.5～ 1.5～ 2.5 3cm超

厚さ (cm)

2-A類
長幅相関

26
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図63 削層 2-A類、 2-B類 の比較

2-B交頁
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第7節 古代の本質遺物

下で計測ができないほど薄い。 しか し上ヒ較的長 く、中には15cmを 超えるものもある。さらに幅は l cmを 超

えるものが 目立ち、一定の幅 を保 って削られている。この点か ら、材の表面を薄 く、長 く削る作業による

ものと考えられる。これについては、 102類のように刃物を打ち込む削りとは異なり、刃物をあてて長

く引くような方法が想定される。

④ 切層

切断は、材の長さの調節、必要部分の切り出しといった目的に際し行われる作業と考えられる。切暦は

①比較的精度の高い (A～ C)角材、板材を切断したもの。②精度の低い (D)丸木材や割材を切断したも

のに分けることがで`きる。

①の切暦は、切断面一方あるいは両方の状況がAと なる場合が多いのが特徴である (1017、 1020、 1021、

1027、 1037、 1043、 1048、 1080、 1088、 1095、 1101、 1106、 1127)。 これらは切断の際に鋸を使用したことが予想

される。樹種はサワラが目立ち、角材、板材といった状態で搬入されていた可能性を示唆する。なお1058

はサワラの削り出し材であるが、曲線状に滑らかに切られており、糸鋸のような道具の使用を想起させる。

1043、 1085、 1102、 1107、 1144、 1150は暦とするには大型であり、必要部分を切り出した、加工前のも

のである可能性がある。1043、 1102、 1150に は削りによる窪みがみられる。あるいは材を運搬する際の必

要上施されたものかもしれない。

②の切暦は切断面が B類およびC類 となるものが主である。斧等で粗めに切断されたことが予想され

る。この内、1032(ヤナギ属)、 1038、 1140、 1141(カ エデ属)、 1049(ヤナギ属)、 1152(コ ナラ属ヨナラ亜属コ

ナラ節)、 1153(ヤマグワ)は大型で、やはり加工前のものである可能性もある。これらは、より原木に近

い状態で材が入手されていることを示している。なお、1153は すり鉢状の窪みがあり、あるいは礎板とし

て利用されていたのかもしれない。

切断面が B、 C類の場合、使用された道具としては斧が想定される。この′点について、1106に 残る刃端

痕は重要な資料となる。希な例であるが左右を別な削りで切られることなく残っているため、刃の形状を

ある程度推察することができる。刃幅は約4.lcm、 刃先の形状はわずかに曲線状となるようだ。1095に 残

る刃端痕はやや切られている可能性があるが、1106と ほぼ似た状況である。

⑤ 特殊な層

112801129は 祭祀遺物集中廃棄であるSQ8017で確認された。斎串の集中廃棄であるが、これらと折り

重なる状態で出土した。双方とも短冊状の板材だが、V字状に切 り抜かれた跡がみてとれる。形状とし

ては斎串の下端部に類似しており、祭祀具が作り出された際の暦である可能性が高い。他にも板材の木端

を削ったと思われる細長い暦も出土している。同様の例としては、山形県俵田遺跡のSM60祭祀遺構があ

る (山形県教育委員会1984)。 人形、馬形、斎串の集中廃棄であるが人形の足を加工した際に切り出した股の

部分が出土している。このように祭祀具とその加工に伴って生じた暦が同時に廃棄される場合があること

は明らかであり、SQ8017で出土した暦もこれにあてはまるものと考えられる。

このことは、祭祀具製作とそれを使用する祭祀が時間的に近接することを示す。また、製作の場と祭祀

の場が近接することを示す可能性もある。この点については今後さらに類例を確認し、暦が祭祀具ととも

に廃棄される意義を検討していく必要がある。

註

1。 以後文中でこの 2書から引用する場合は 書名を省略し『近畿古代編』、『近畿原始編』と記す。

2。 令小尺は『律令』日本思想体系 3 岩波書店の補注に従った。

3。 『砂行遺跡 現地説明会資料』岐阜県文化財保護センター1998に 2′点紹介されている。
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表47 更埴条里遺跡木製品一覧表

工具 A,B区
図版
PL

生
ロ
ロ万）

報
番 名称 出土地点 層位 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

426 86 998 田下駄 再5層水 圧 V層 柾 目 42.3 18.6 サワラ ワカンジキ型
427 86 999 田下駄 SC-01 V層 柾 目 (31。 6) 10.3 1.9 サフラ ワカンジキ型
427 86 1002 田下駄 V層 柾 目 (41.8) 10。 2 1◆ 8 サワラ ワカンジキ型
427 86 1003 田下駄 V層 板目 I (25.0) サワラ ワカンジキ型
427 1000 横槌 V層 芯持ち 62.5 11.8 ヌキ

゛
会輛

427 1001 横槌 Va層 芯持ち 40.6 4。 05 カヤ

容器 K区
図版
PL

報告
番号

名称 出土地点 層位 木 目 計測 (cm) 樹種 形状の特徴

426 988 曲物 SK9930 柾 目 タト征登16.2 7可饗登 14.2 暑普F覇  7.0 円形D-2類
426 85 989 曲物 SK9930 柾 目 径 15。 2器高 7.8 円形F-1類

飾具  K区
図版
PL

生
ロ
ロ万）

報
番 名称 出土地点 層位 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

425 85 982 横 櫛 SK9265 (8.9) 0。 7 イスノキ

425 85 983 横櫛 SK9300 (5。 5) 0。 7 イスノキ

建築部材  K区
図版
PL

生
ロ
ロ万

報
番 名称 出土地点 層位 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

425 85 984 井戸枠材 SK9930 板 目 I 84.8 13.3 12. 1 サワラ
425 85 985 井戸枠材 SK9930 板目 I 95.4 14。 2 9.7 サワラ

425 85 986 井戸枠材 SK9930 芯持ち 14。 1 11.2 モミ属
425 987 井戸枠材 SK9930 追柾目 63.7 5。 95 針葉樹

その他 B,K区
図版
PL

生
口
旦万

報
番 名称 出土地点 層位 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

426 85 990 部材 SK9930 板 目 I 21◆ 4 2.45 サワラ 仕 口状の加工がある角材
427 86 1004 部材 V層 斜 め (27.5) (6.6) 2。 7 サワラ 柄孔のある板材

427 86 1005 部材 V層 板 目Ⅱ (34.8) (7.2) サフラ 釘孔状の小孔がある板材

表48-(1)屋 代遺跡群木製品一覧表

凶版
PL

生ロ
ロ万

報
番

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最 大 長

(cm)

最 大 幅

(cm)

最 大 厚

(cm)
樹種 形状の特徴

斎 串 SD7025=SD8027 SD8027 4層 板 目 I 9。 45

斎串 SD8027 4層 追柾 目 20◆ 7

370 斎串 SD7026=SD8029 SD7026 S08052 柾 目 21。 1 2.2

斎 串 SD7026 S08052 追柾 目 3.05 0.48 B-1
370 斎 串 SD7026 S08052 柾 目 (15.5) B-1
370 斎串 SD7026 S08052 追柾 目 (14。 9) 2.33 C-1
370 55 斎 串 SD7026 SQ8052 追柾 目 (16。 7) C-1
370 56 斎 串 SD7026 SQ8052 追柾 目 (14.5) 2.3 C-1

64 斎串 SD7028

=SD8028 2層

SD7028 板目 I 33.2 2.5

65 斎串 SD7028 柾 目 (13.3) 0.25

66 斎 串 SD7028 板 目Ⅱ 12.4 0.25

67 斎 串 SD7028 板 目 I 10。 45)

372 79 斎 串 SD8028 2層 柾 目

372 千串 SD8028 2層 柾 目 18。 1

373 102 予串 SD7030 中層 SQ8037 追柾目 (15。 9) (1.9)

373 103 斎串 SD7030 中層 SQ8037 追柾 目 (14.5)

373` 104 斎串 SD7030 中層 SQ8037 追柾目 (2.6) 0.2

373 105 斎 串 SD7030 中層 SQ8037 追柾 目 (10.5)

373 106 斎 串 SD7030 中層 SQ8037 追柾 目 (10.4) (1.8) A-2
373 107 斎串 SD7030 中層 S08037 追柾 目 27.3 (2.5) 0.4 A-2
374 122 斎串 SD7030 上層 S08036 追柾 目 17.6 3.6 0.4

374 123 斎串 SD7030 上層 S08036 柾 目 33.2 2.2 0.5 A-2.E-1
374 124 斎 串 SD7030 上層 S08036 柾 目 (21.1) 2.3 A-2
374 125 斎 串 SD7030 上層 S08036 柾 目 19。 7

374 126 斎串 SD7030 上層 S08036 柾 目 28.1 C-1.E-1
127 斎串 SD7030 上層 S08036 柾 目 (16。 0) C一 I

374 129 斎 串 SD7030 上層 SQ8038 柾 目 17.4 A-4、 E-1
374 130 斎串 SD7030 上 層 S08038 柾 目 16.4 A-4、 E-1
374 斎串 SD7030 上層 S08038 板 目 I 18.5 A-4、 E-1
374 132 斎 串 SD7030 上層 SQ8038 板目 I 16。 4 0。 75

374 146 斎串 SD7030 柾 目 22.3
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第 7節 古代の本質遺物

表48-(3)屋 代遺跡群木製品一覧表

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

398 斎 串 SD7036==SD8038 SD8038 1層 S08029 板 目Ⅱ 25。 7 E-1
398 532 斎 串 SD8038 1層 S08029 板 目 I (15。 9)

398 533 斎串 SD8038 1層 SQ8029 板 目 I (15.5)

398 79 534 斎 串 SD8038 1層 SQ8029 板 目 I (16.8 E-3
398 79 535 斎串 SD8038 1層 SQ8029 板目 I (16.8) E-3

539 斎串 SD7037 SQ8032 柾 目 32.1 2.8 D-1
398 斎 串 SD7037 SQ8032 柾 目 32.4 2.7 D-1
398 541 斎 串 SD7037 SQ8032 柾 目 32.7 2.6 D-1
398 斎 串 SD7037 SQ8032 柾 目 32.1 0。 15 D-1
398 斎串 SD7037 SQ8032 追柾目 D-1
398 斎 串 SD7037 SQ8032 柾 目 0。 2

400 572 斎串 SD7039=SD8040 SD8040 SQ8031 板 目 I 15。 8 2.05 0.6 E-1
400 573 斎 串 SD8040 SQ8031 板 目 I (17.0) 0.28

400 斎串 SD8040 SQ8031 板 目 I (29.6) 0.3

400 575 斎串 SD8040 SQ8031 追柾目 0。 3

401 斎 串 SD7042 斜 め 40。 7 0。 4

401 斎 串 SD7042 柾 目 29.3 0.6

401 592 斎 串 SD7042 柾 目 33.1 2.7 0.55

401 593 斎串 SD7042 板 目 I 12.7 0.35

402 斎 串 SD7043 柾 目

402 斎串 SD7043 斜 め 18.5

402 斎串 SD7044
=SD7047
0 SX7034

SD7047 柾 目 (27.7)

斎 串 SD7047 柾 目 (29。 0)

402 斎串 SD7047 板 目 I 38.5 0。 63 モミ属

403 628 斎 串 SD7045=SD8032 SD7045 S08008 柾 目 30。 3 2.5

403 629 斎 串 SD7045 SQ8008 柾 目 30。 4 2.5

403 630 斎 串 SD7045 SQ8008 追柾目 (30。 9) 0。 4

403 斎串 SD7045 S08008 板 目Ⅱ 0.2

403 632 斎串 SD7045 S08008 追柾目 29。 7

403 633 斎 串 SD7045 SQ8008 柾 目 23.3 0。 2

403 634 斎 串 SD7045 SQ8008 追柾目 29。 1 1。 05 0。 4

403 635 斎 串 SD7045 SQ8008 柾 目 22.8 0。 2

403 636 斎 串 SD7045 SQ8008 柾 目 25。 2 0。 3

404 639 斎 串 SD7045 SQ8009 柾 目 49。 8 2.6 0。 9

640 斎 串 SD7045 S08009 板 目 I 34.5 3.5 0。 7 C-1
斎串 SD7045 SQ8009 板 目 I 23.8 0。 3

642 斎串 SD7045 SQ8009 柾 目 (22.3) 0.2

643 斎 串 SD7045 SQ8010 柾 目 38.8 0.5 A-2
644 斎 串 SD7045 S08010 柾 目 38。 9 0。 3 A-2
645 斎串 SD7045 SQ8010 追柾目 32.9 0。 3 A-2
646 斎 串 SD7045 SQ8010 追柾 目 (26.4) 2.7 0。 3 A-2
647 斎串 SD7045 SQ8010 追柾 目 (25。 0) A-2

404 80 655 斎 串 SD7045 柾 目 (21。 0) 3分割の斎串

666 斎串 SD8032 45層 板 目 I 24.5 0.5

406 斎串 SD8032 44層 柾 目 23.3

406 680 斎 串 SD8032 44層 柾 目 (20.5) 0.35

406 681 斎串 SD8032 44層 柾 目 (16.3) 2.8 0.5

407 693 斎串 SD8032 35層 SQ8007 柾 目 D-4
407 694 斎串 SD8032 35層 SQ8007 柾 目 60.5 D-4
407 695 斎 串 SD8032 35層 SQ8007 柾 目 53.8 0。 9 D-4

斎 串 SD8032 35層 SQ8007 板 目 I 62.5 0。 6 C-1
407 697 斎 串 SD8032 35層 SQ8007 板 目 I 61.9 0。 4

407 698 斎串 SD8032 35層 SQ8007 柾 目 (53.3) 0。 55

407 699 斎串 SD8032 35層 SQ8007 板 目 I 0.3

407 斎串 SD8032 35層 SQ8007 板目 I 54.5 0。 25

407 701 斎 串 SD8032 35層 SQ8007 板目 I (52. 2.3 1
408 709 斎串 SD8032 26層 SQ8011 柾 目 46.1 1。 9 1
408 710 斎串 SD8032 26層 SQ8011 柾 目 44.4

|

408 斎串 SD8032 26層 sQ8o11 | 板目 I 43.5 2.5 1 0.55

408 712 斎串 SD8032 26層 SQ8011 柾 目 44.3
|

408 斎串 SD8032 7～ 20層
|
追柾 目 58。 7 2.2

408 斎串 SD8032 15,16層 SQBO19 I 追柾 目 (35.0)
|

408 斎串 SD8032 15,16層 SQ8019 1 柾 目 26.3

408 斎串 SD8032 15,16層 sQ80le I 柾 目 (18.6) 1.8 1 0.4

斎串 SD8032 15,16層 sQ80 le I 追柾目 | (17.8) 2。 4 1 0.6

斎串 SD8032 15,16層 SQ80201 追柾 目 |

15.3 2.2 1 0。 5

720 斎串 SD8032 15,16層 SQ8020 1 柾 目 14.7 (1.9)| 0。 3

408 斎串 SD8032 15,16層 SQ80201 追柾 目 | (10.5) |

408 722 斎串 SD8032 15,16層 sQ8o2o I 追柾 目 | (15.0) 1.92)|

408 723 斎 串 SD8032 15,16層 SQ80201 追柾目 |

1.8 1 0。 5

409 732 斎串 SD8032 15,16層 SQ8018 1 阪目Ⅱ
I

45。 3 (2.2)| |

⊃-1
409 733 斎串 SD8032 15。 16層 SQ8018 1 阪目Ⅱ

I

46.5 2。 5 1 0。 25
|

⊃-1
409 734 斎串 SD8032 15,16層 SQ8018 1 阪目 II 42.2 2。 3 1 0.25

|

⊃-1
735 斎 串 SD8032 15,16層 SQ8018 1 斜 め 2。 3 1

|

⊃-1
斎串 SD8032 15,16層 sQBol8 | 阪目 I 48。 4 2.1 1

|

⊃-1
737 斎串 SD8032 15,16層 sQ8o18 | 阪目Ⅱ

I

45.4 |
2.3

|

D-1
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第 7節 古代の木質遺物

表48-(5)屋 代遺跡群木製品一覧表

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

419 892 斎 吊 SD7065

=SD7067

=SD8044 4,5浜 雪

=SD8049

SD8044 下 層 SQ8004 柾 目 32.5 2.3 D-2
419 893 斎 串 SD8044 下層 SQ8004 柾 目 D-2、 木目状圧痕有 り

419 894 斎 串 SD8044 下層 SQ8004 追柾目 34.6 D-2、 木目状圧痕有り

420 902 斎 串 SD8049 SQ8002 板 目 I (36。 9) A-4
420 903 斎串 SD8049 SQ8002 板目 I (49.6) 0。 45 A-4
420 斎串 SD8049 SQ8002 板 目 I 51.9 0。 7 A-4

917 斎 串 SD8035 1層 SQ8049 板目 I (36. 3) 5.05 E-1
918 斎 串 SD8035 1層 SQ8049 板目 I (tg. o 0。 43

919 斎 串 SD8035 1層 SQ8049 追柾目 (H.9) (2。 34)

422 斎 串 SD8035 柾 目

422 斎串 SD8037 板 目Ⅱ 43.8 2.05 0.6

422 斎 串 SD8039 斜 め (28。 0) 0。 7

422 斎 串 SD8039 斜 め (30。 0) モミ属

422 斎 串 SD8041 5層 板目 I 29。 7

422 斎 串 SD8041 5層 斜 め 19。 3 2.2

斎 串 SD8041 3～ 4層 柾 目 16.3 0.64

423 945 斎 串 SD8041 3～4層 追柾目 2.8

423 斎 串 SD8041 3層 柾 目 (18.6) 2.3

斎 串 SD8041 2層 板 目Ⅱ 12.3 0.2

斎 串 SD8041 1層 SQ8001 柾 目 23.4

斎 串 SD8041 1層 SQ8001 柾 目 2.2

斎 串 SD8041 1層 SQ8001 板目 I (22.

斎 串 SD8041 1層 SQ8001 板 目 I 22.5 0。 35

955 斎串 SD8041 1層 SQ8001 板目 I 23.1 1.55 0.25

956 斎 串 SD8041 1層 SQ8001 柾 目 23.4

斎 串 SD8041 1層 SQ8001 柾 目 22.1 0。 3

958 斎 串 SD8041 板 目 I (17。 9)

963 斎 串 SD8043 3層 下 斜 め (17.4) 0。 85

424 964 斎 串 SD8043 3層 以下 SQ8015 追柾目 (25。 9

965 斎 串 SD8043 3層 以下 SQ8015 斜 め (25.7) 0。 4

966 斎 串 SD8043 3層 以下 SQ8015 追柾目 モミ属

967 斎 串 SD8043 3層 以下 SQ8015 斜 め (33.2)

968 斎 串 SD8043 3層 以下 S08015 追柾目 2◆ 5

424 969 斎 串 SD8043 3層 以下 SQ8015 追柾目 (13.0) 0.25

970 斎 串 SD8043 2,3層 柾 目 26.3 3.2

978 斎 串 SD8043 1層 柾 目 15。 6 0.35

426 斎 串 SK7017 柾 目 (8。 8)

427 1007 斎 串

水
応

５
対

第
田
層

板目 I 32.2

図版
PL

告
号

報
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

368 人 形 SD7025=SD8027 SD7025 板 目 I 15。 8) (3.2) サワラ 手 の表 現 な し

368 人 形 SD7025 柾 目 手の表現なし

368 72 人形 SD8027 4層 柾 目 15。 3 0.32 目・鼻・ 口が墨書で表現
される、肩の表現なし

368 人 形 SD8027 4層 柾 目 15。 9 0。 12 肩の表現なし

368 人形 SD8027 4層 柾 目 12.8 肩の表現なし

370 人 形 SD7026=SD8029 SD7026 柾 目 2.65

370 42 人形 SD7026 斜 め 8.35

370 43 人形 SD7026 柾 目 1.35

57 人 形 SD8029 柾 目 11.5 0◆ 25

372 87 人 形 SD7028=SD8028 2層 SD8028 追柾目 (6.35)

108 人 形 SD7030 中層 柾 目 (14.5)

374 人形 SD7030 上層 SQ8036 柾 目 (12.2)

139 人形 SD7030 上層 柾 目 (10.5)

140 人形 SD7030 上層 追柾目 (12.5) 0。 6

375 158 人形 SD7031 板目 I (19。 0)

377 184 人形 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 柾 目 (6.3) 0.4

377 185 人形 SD7032 柾 目 (9。 9)

377 188 人 形 SD7032 板目 I 25。 8

377 1的 人形 SD7032 追柾目 18.5 2.87 0。 55

377 190 人形 SD7032 柾 目 (19。 9)

手の切 り込みがなく、左
右三角の切 り欠きで腰を
表現

377 人形 SD7032 柾 目 (15。 5)

377 192 人形 SD7032 板目 I 15。 4 0。 45

377 193 人形 SD7032 柾 目 (11.6)

377 194 人 形 SD7032 追柾目

377 195 人形 SD7032 柾 目 (8.6)

380 75 人形 SD8028 5層 SQ8034 柾 目 25.5 0.4

380 75 人 形 SD8028 5層 SQ8035 追柾目 (19。 2) 0.8 裏面に等間隔で一列に並
ぶ浅く削つた傷あり

人形 SD8028 5層 柾 目 (15。 4) 頭部木口を縦割 りにする
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表48-(6)屋 代遺跡群木製品一覧表

図版
PL

告
号

報
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(om)

樹種 形状の特徴

382 75 269 人形 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD8028 4層 SQ8042 板目 I (15。 7) 0。 75

382 75 人形 SD8028 4層 SQ8042 板目 I (13.9) 0.55

382 276 人形 SD8028 4層 追柾目 (9。 7) (2。 0) 0◆ 15

382 277 人形 SD8028 4層 板目 I (6.7) 0。 45

384 人形 SD8028 3層 SQ8043 板 目Ⅱ (28。 2) 0.35

384 人形 SD8028 3層 SQ8043 板 目Ⅱ 28.6 0。 4

385 人 形 SD8028 3層 SQ8048 追柾目 (12.8) 0。 4

386 356 人形 SD8028 3層 板目 I 1.25 0.25

386 357 人形 SD8028 3層 柾 目 (8。 3) (1.6) 0。 4

386 358 人形 SD8028 3層 追柾目 29。 8

388 76 379 人形 SD8028 3層 柾 目 (10。 4) 裏面に交差した切 り込み

388 380 人形 SD8028 板目 I (14。 2) 手の表現なし

389 397 人形 SD7035 柾 目 20。 75 3。 35 手の表現なし

391 77 人形 SD7036=SD8038 SD7036 SQ8025 追柾目 30.4

439 人形 SD7036 SQ8028 板目 I (8。 0)

392 443 人形 SD7036 芯持ち 27.15 クヌキ
゛
節 丸木材の股木の人形

392 444 人形 SD7036 板目 I 34.45 手の表現なし

393 78 人形 SD8038 SQ8021 追柾目 (24。 7) 胸部に浅い差込痕あり

393 78 人形 SD8038 SQ8021 追柾 目 (25.4) 3.15 胸部に浅い差込痕あり

393 78 人 形 SD8038 S08022 柾 目 (25。 9) 0.51

393 465 人形 SD8038 SQ8022 追柾目 (23。 0) (3.6) 0.38

393 466 人 形 SD8038 SQ8022 柾 目 (14。 0) 0.38 手の表現なし

393 467 人形 SD8038 SQ8022 追柾目 (14.2) (2.7) 手の表現なし

395 504 人形 SD8038 柾 目 (20.5)

398 79 546 人形 SD7037 SQ8032 追柾目 (16.8) 0.5

399 552 人形 SD7038 柾 目 13.55 0◆ 35 手の表現なし

399 553 人形 SD7038 追柾目 13.3 0.4

399 554 人形 SD7038 柾 目 13.5 1.35 0。 2

399 79 555 人形 SD7038 追柾目 (13.3) 4。 2 0。 9

400 570 人形 SD7039=SD8040 SD7039 柾 目 13.75 1.85 手の表現なし

400 人形 SD8040 SQ8031 板目 I (14.8) (3。 0) 0.8

409 81 724 人形 SD7045=SD8032 SD8032 SQ8018 板目 I 18.95 2.85 0.3 明確な腰の表現あり

409 81 725 人形 SD8032 SQ8018 板目 I (18。 3) 2.85 明確な腰の表現あり

409 81 726 人形 SD8032 SQ8018 板目 I 2.8 明確な腰の表現あり

409 81 727 人形 SD8032 SQ8018 板目 I 14.1 0。 15

757 人形 SD8032 15,16層 SQ8016 板目 I (26。 6) 0.6 手の表現なし

758 人形 SD8032 15,16層 SQ8016 板目 I (18。 8) 3.05 0.5 手の表現なし

759 人形 SD8032 15,16層 SQ8016 柾 目 (H。 4) (2.6)

760 人形 SD8032 15,16層 SQ8016 柾 目 (9.7)

818 人形 SD7046=SD8044 3梶雪 SD7046 柾 目 (10。 6) (3.3)

419 83 人 形

SD7065=SD7067=
SD8044

4,5爆雪=SD8049
SD7065 柾 目 (21.8) 2.7 0。 75 モミ属 両側部を快り、腰を表現

422 941 人形 SD8041 4層 柾 目 23.8 モミ属
足の表現がなく、 卜端が
倹1先状 となる

424 人形 SD8043 2,3層 追柾目 (14.3) 頭部木口を縦割りにする

424 977 人形 SD8043 1層 追柾目 (20.8)

368 馬形 SD7025=SD8027 SD8027 4層 SQ8051 柾 目 14.25 A① -1類

368 馬形 SD8027 4層 SQ8051 柾 目 13。 3 A① -1類

368 馬形 SD8027 4層 SQ8051 追柾目 14.4 A① -1類
馬 形 SD8027 4層 柾 目 (22。 7) 0。 4 A①類

馬 形 SD8027 4層 柾 目 9。 9 A① -1類
369 馬形 SD8027 4層 柾 目 18。 6 0。 4 A① -1類

馬 形 SD8027 3～4層 追柾 目 0。 4 A①-1類
馬形 SD8027 3～4層 斜 め (17.9) 0.25 A①類

馬形 SD8027 1,2層 追柾目 0.3 Э-1類 、鞍欠損か

馬形 SD8027 1,2層 柾 目 15.6 A①類

370 馬形 SD8027 追柾目 (19。 9) A① -1類
370 馬形 SD7026=SD8029 SD7026 柾 目 11.6 Э-1類、鞍欠損か

370 45 馬形 SD7026 柾 目 10。 4 0.35
|

A① -1類

370 馬形 SD7026 柾 目 5。 85 0。 25
|

A①類

馬形 SD8029 板 目Ⅱ (6。 7) 1.75 0。 55
|

D類

馬 形 SD8029 柾 目 (10.3)
|

A① -1類
馬形 SD8029 柾 目 (12.65)

馬形 SD7028

=SD8028 2層

SD7028 板目 I 12.1 1。 85
|

A① -1類
馬 形 SD7028 板目 I 9。 25 3.05

馬形 SD8028 2層 柾 目 19.6
|

B①-1類
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第 7節 古代の本質遺物

表48-(7)屋 代遺跡群木製品一覧表

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

371 75 馬 形 SD7028

=SD8028 2層

SD8028 2層 柾 目 23.3 3.8 0.6 A① -1類
372 86 馬 形 SD8028 2層 柾 目 13.9 A① -1類
373 109 馬形 SD7030 板 目Ⅱ 26.7 0。 8 A① -1類

馬 形 SD7030 中層 追柾目 (23。 0) ②類、鞍欠損か

馬形 SD7030 中層 柾 目 (15。 2) A① -2類
374 128 馬形 SD7030 SQ8038 板目 I (8.5) A③ -1類
374 136 馬形 SD7030 SQ8039 柾 目 (12.2) 不 明

374 143 馬形 SD7030 板目 I (13.7) A② -1類、形状不明

374 144 馬 形 SD7030 柾 目 17.4 A① -1類

374 145 馬形 SD7030 柾 目 21.8 0.55
部顎

り
下
有

ヽ
１１）

類
出

Ⅱ
き

一
突

２
な

一
殊

①
特

Ａ
に

159 馬形 SD7031 板目 I 15.8 2.6 0。 7 A① -1類
160 馬 形 SD7031 板目 I 7.7 0.5 ①-2類

375 馬 形 SD7031 柾 目 0.6 A① -1類
375 162 馬形 SD7031 柾 目 2。 2 0.4

377 173 馬形 SD7032=

SD8028 3,4,5梶雪

SD7032 SQ8040 柾 目 2.05 0。 6 A① -2類
377 174 馬形 SD7032 SQ8040 追柾目 17.5 2.85 0.65 A① -1類
377 182 馬形 SD7032 板 目Ⅱ (18.4) 1 A① -1類

378 74 馬形 SD7032 柾 目
A② -1-Ⅲ類、差込痕
2カ所

378 202 馬 形 SD7032 柾 目 (12.0) A① -1-Ⅱ 、Ⅲ類

378 203 馬 形 SD7032 柾 目 (9。 1 A① -2-I類
378 204 馬形 SD7032 板目 I (13,0) A① -1類

205 馬形 SD7032 板目 I (17.8) A① -1類

378 206 馬形 SD7032 追柾目 (25。 3) 0.65 類
り

１
有

一
き

①
欠

Ａ
り

後頭部に切

378 207 馬 形 SD7032 柾 目 (18.25) 0。 8 A① -1類

378 208 馬形 SD7032 柾 目 20。 2 0.8
A① -2類、下部削り1

カ所のみ
378 209 馬 形 SD7032 板 目 I 18.3 0。 4 A① -1類

210 馬形 SD7032 柾 目 (15,0) 0◆ 6 A① -1類
馬形 SD7032 板目 I (H.4) 0。 45 A②一Ⅱ類、尾部切り込み

212 馬 形 SD7032 板目 I 14.5 2.4 0.5 A①-1類
馬 形 SD7032 追柾目 (9。 0) A① -1類
馬形 SD8028 5層 SQ8035 柾 目 (13.8) (4。 4) ①類

380 馬 形 SD8028 5層 柾 目 1。 45 A①類

380 馬 形 SD8028 5層 柾 目 22.9 A① -1類
380 246 馬 形 SD8028 5層 柾 目 29。 3 A① -1類
380 247 馬 形 SD8028 5層 柾 目 (H。 5) A① -1類

381 75 256 馬 形 SD8028 4層 SQ8041 柾 目 20。 2 A①一i類

381 75 257 馬 形 SD8028 4層 SQ8041 追柾目 A① -1類
381 75 258 馬形 SD8028 4層 SQ8041 追柾目 18.6 A① -1類
382 267 馬 形 SD8028 4層 SQ8042 板目 I 25.3 0.6 A① -1類
382 268 馬形 SD8028 4層 SQ8042 板目 I 10.6 0.68 A① -1類
382 280 馬 形 SD8028 4層 柾 目 21.6 0.65 A① -1類
382 馬 形 SD8028 4層 板目 I 0.6 A① -1類
382 282 馬 形 SD8028 4層 板目 I 0.85 A① -1類
382 283 馬 形 SD8028 4層 柾 目 26.5 A① -1類
383 284 馬形 SD8028 4層 柾 目 (18。 3) A① -1類
383 285 馬形 SD8028 4層 斜 め (12.0) A① -2類
384 馬形 SD8028 3層

|

SQ8043 柾 目 (17.3) (2.7) A① -1類、尾部欠損

384 馬形 SD8028 3層  | SQ8043 追柾目 (13.9) (3.4) A① -1類
386 馬 形 SD8028 3層 柾 目 28.4 A① -1類

馬形 SD8028 3層 柾 目 30.6 4.6 A① -1-Ⅱ 類

386 76 馬 形 SDBO2B I 3層 柾 目 33 6.6 A① -1類
386 352 馬形 sD8o28 

|
3層 追柾目 19.8 0。 6 A① -1類

386 馬形 sD8028 |
3層 柾 目 20。 4 0。 4 A② -1類

386 76 354 馬 形 sD8o28 
|

3層 柾 目 27.4 0。 7 A① -1類
388 馬 形 sDB028 | |

追柾目 21.9 2◆ 6 B① -1-Ⅱ 類

389 398 馬形 sD7o35 
| 柾 目 3.5 1 0.65 A① -1類

389 400 馬 形 sD7035',1 柾 目 (10。 0) A② -2類
428 馬 形 SD7036=SD8038 SD7036 1

|

SQ80251 追柾 目
|

26.5 4.4 A① -1類
429 馬 形 sD7036 

|
SQ8025 柾 目 A①-1類

436 馬形 sD7o36 I |

sQB028 | 追柾目
|

A①-1-Ⅱ 類

437 馬形 sD7036 | |

sQ8o28 | 追柾目
|
(17.2) A① -1-Ⅱ 類

393 470 馬形 sD8038 
| |

sQ8o22 
| 追柾目

|

(2r. 4) 
|
2.55 B② -1類

393 471 馬形 sDBo38 
|

Q8022 
|
追柾目

|

(23.3) B① -1類
395 馬形 sD8038 

| |

追柾目
|

30.6 0.6
|

B① -1類、差込痕2カ所

502 馬 形 sDBo3B 
I |

追柾目
|

(25。 7) 0.6
|

B① -2類
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第 5章 遺 物

表48-(8)屋 代遺跡群木製品一覧表

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

398 543 馬 形 SD7037 SQ8032 板目 I 25。 3 0.6 A① -2類

576 馬 形 SD7039=SD8040 SD8040 板目 I (26.8) A①― I類、胴部欠損

608 馬形 SD7043 追柾目 (15.05) 3。 25 A①類

馬形 SD7050 柾 目 (10。 4) A①類

652 馬形 SD7045=SD8032 SD7045 板目 I (20.0) B③ -2類
653 馬 形 SD7045 板目 I B① -1-I類

702 馬形 SD8032 26層 柾 目 18.6
A②一Ⅱ類、吊状本製品7

Э6～708が装着

408 81 馬形 SD8032 26層 SQ8011 柾 目 36.2 サワラ B① -2-I類
714 馬形 SD8032 17～ 20層 追柾目 23.6 A① -1類

409 81 728 馬形 SD8032 SQ8018 板目 I 20.3 0。 75 A①-1-I類
761 馬形 SD8032 15,16層 SQ8016 板目 I (29。 8) 0.84 B① -1類、差込痕 2カ 所

762 馬 形 SD8032 15,16層 SQ8016 板 目 Ⅱ 2.79 B① -1類

馬 形 SD8032 15,16層 SQ8016 柾 目 18.73 2.48 A③ -1類

412 793 馬 形 SD8032 15,16層 追柾 目 27.8 B(Э -1類

413 馬形 SD8032 15,16層 柾 目 23.8 A① -2類

414 82 馬形 SD7046

=SD8044 3梶 雪

SD8044 SQ8005 斜 め 30。 9 5。 7 A① -2類

414 馬 形 SD8044 SQ8005 追柾目 (23 A① -2類

415 馬形 SD8044 追柾目 12.6 B② -2-I類

416 馬 形
SD7048=SD7057=
SD8044 1,2漏 雪

SD7048 柾 目 18.5 B① -1類

418 馬形 SD7056 追柾目 23.6 ①類

420 83 905 馬形 SD7065

=SD7067

=SD8044 4,5漏雪

=SD8049

SD8049 SQ8003 板目 I 19。 1 0.85 A① -1類

420 83 馬 形 SD8049 SQ8003 板目 I 19。 1

A① -1類、串状本製品9

08が装着

420 83 馬形 SD8049 SQ8003 板目 I (H.2)
A① -1類、鞍欠損か
串状木製品908が 装着

421 馬 形 SD8049 柾 目 (14。 4) 2.7
A① -1類、尾部欠損、
串状木製品908が 装着

421 馬 形 SD8035 1層 SQ8049 追柾目 (18.4) (4.1) ①類

421 921 馬形 SD8035 1層 SQ8049 追柾目 (15。 0) (4.4) 0.95 A①-1類

421 84 926 馬形 SD8035 1層 SQ8050 追柾 目 32.9 4。 3 A① -1類

422 馬 形 SD8035 板目 I (13.5) A① -1類

422 馬 形 SD8035 1層 追柾 目 (14.7) (3.6) A①類

422 馬 形 SD8037 柾 目 4.8 A③ -1類

422 馬 形 SD8037 板 目Ⅱ (25.8) 4。 8 モミ属 A②類、頭部不明

423 942 馬 形 SD8041 3～4層 板目 I (38.5) 4.3 1.25 B① -1類

423 馬 形 SD8041 3層 追柾 目 30。 7 2.6 B① -1類

424 972 馬 形 SD8043 2層 板目 I 28。 9 4.2 ①類、鞍欠損か

427 1009 馬 形 『脚
追柾 目 29。 5 3.7 0。 6 B① -2類

369 鳥形 SD7025=SD8027 SD8027 4層 板目 I (13。 35) 0。 8

り
み

割
込

縦
り

を
切

回
の

本
状

部
羽

頭

ヽ
るヽ

類
す
り

１

に

あ

鳥形 SD7028=SD8028 2層 SD8028 2層 板目 I 25。 6

I類、頭部表裏に一対の
切り込み、羽状の切 り込
みあり

378 鳥形 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 斜 め 1類

248 鳥形 SD8028 5層 板 目Ⅱ 16。 1 1 1類―Ⅱ、Ⅲ

383 286 鳥形 SD8028 4層 柾 目 0.8 1類

287 鳥形 SD8028 4層 柾 目 (6.55) 2.3 0.4

386 355 鳥形 SD8028 3層 板目 I 16。 4 0。 7

表
み

の
込

る
切

よ
の

に
状

孔
羽

小

ヽ

類
あ
り

１
現
あ

388 378 鳥形 SD8028 柾 目 0.55 1類

389 399 鳥形 SD7035 追柾目 (24.5) 2類

389 401 鳥形 SD7035 柾 目 11.1

395 500 鳥形 SD7036=SD8038 SD8038 追柾目 (16.35) サワラ

755 鳥形 SD7045=SD8032 SD8032 15,16層 SQ8016 斜 め (19。 2) 0.61 背に逆台形状の切 り次き

756 鳥形 SD8032 15,16層 SQ8016 追柾目 20。 7
2類、背にi_m台形状の切
り欠きあり

414 鳥形 SD7046 =SD8044 3層 SD7046 斜 め (14。 3)

鳥形
SD7048=SD7057
=SD8044 1,2浜 雪

SD7048 板 目Ⅱ 1-Ⅲ類

368 蛇形 SD7025=SD8027 SD7025 追柾目 (13.2) B類

蛇 形 SD7028

=SD8028 2層

SD7028 板 目 I (19。 1 A類

蛇形 SD8028 2層 斜 め 0。 65 A類

374 蛇形 SD7030 SQ8039 板目 I 47.8 0。 55 B類

374 蛇形 SD7030 SQ8039 板目 I (16.0) B類

138 蛇形 SD7030 SQ8039 板目 I (9。 5) B類

蛇形 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 柾 目 (16.4) 1.95 0。 7 B類

198 蛇 形 SD7032 柾 目 (18。 1 B類

377 199 蛇形 SD7032 柾 目 (28.3) B類
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第 7節 古代の木質遺物

表48-(9)屋 代遺跡群木製品一覧表

木形 (動物形)

木形 (農工具形)

木形 (その他 )

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(om)

最大幅
(om)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

377 蛇 形 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 斜 め (32.2) 0。 5 B類

385 蛇形 SD8028 3層 SQ8044 柾 目 47。 7 2.7 0.5 A類

346 蛇形 SD8028 3層 SQ8045 追柾目 (58.5) 0。 3 B類

347 蛇形 SD8028 3層 SQ8045 柾 目 (42.4) 1。 95 0.4 B類

386 348 蛇形 SD8028 3層 SQ8045 追柾目 (25。 7) 0。 4 B類

374 蛇形 SD8028 板目 I (36.8) 3.4 B類

388 蛇形 SD8028 柾 目 1.97 0.4 B類

389 76 蛇形 SD7035 SQ8026 柾 目 (44.5) 3.9 0.35 A類、斜線切 り込み有 り

389 76 392 蛇形 SD7035 SQ8026 柾 目 (47.0) A類、斜線切 り込み有 り

389 393 蛇形 SD7035 SQ8026 柾 目 45。 7 A類、斜線切 り込み有 り

397 522 蛇形 SD7036=SD8038 SD8038 1層 SQ8030 柾 目 (20.5) B類、本目状圧痕有 り

397 523 蛇形 SD8038 1層 SQ8030 柾 目 (20.2) 0.55 B類、木目状圧痕有 り

397 524 蛇 形 SD8038 1層 S08030 柾 目 (10。 8) B類、本 目状圧痕有 り

414 蛇 形 SD7046

=SD8044 3層

SD7046 柾 目 (15。 9) 2.2 0。 45 B類

蛇 形 SD8044 3層 柾 目 (25。 2) 0。 88 B類

869 蛇形 SD7051 SQ8014 板 目Ⅱ (51.1) 2.3 A類

417 870 蛇形 SD7051 SQ8014 板目 I (37.5) A類

418 蛇形 SD7056 SQ8013 追柾目 (37.2)
A類、表裏複数対の切 り
込み

420 895 蛇 形 SD7065

=SD7067

=SD8044 4,5層

=SD8049

SD8044 下層 SQ8004 追柾目 52.5 0.5 A類
420 896 蛇 形 SD8044 下 層 SQ8004 追柾 目 (48.5 0。 3 A類

897 蛇形 SD8044 下層 SQ8004 柾 目 49 0。 65
A類、切 り込み斜縁あり
、本目状圧痕有 り

898 蛇形 SD8044 下層 SQ8004 追柾目 (43.4) 2.25 0。 6 A類
899 蛇形 SD8044 下層 SQ8004 柾 目 (42。 7) 0。 4 A類

422 932 蛇 形 SD8035 1層 追柾目 (30.5) 0.25 B類

962 蛇形 SD8043 追柾 目 (49.8) 0.6 A類

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

389 76 403 鎌 形 SD7035 板 目 I 13.6 3.8

794 墨壺形 SD7045=SD8032 SD8032 14層 板目 I 2。 8 2.2

381 75 254 釘 形
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD8028 5層 削出し 10.5 1 1 針葉樹 円頭丸釘状を呈する

147 鍬柄形 SD7030 芯持ち 14.7 1.65 1.85 カヤ

865 黎形 SD7051 芯もち 14.65 柄 0。 9 イヌカ
゛
ヤ

木形 (武器形 )

版
Ｌ

図
Ｐ

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長

(cm)

最大幅
(om)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

382 75 279 刀 形
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD8028 4層 柾 目 40。 4 2.85 0。 7

594 刀形 SD7042 板目 I (16。 5 0。 5

鏃形 SD7070 板目 I 14.6 0.5

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長

(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

370 40 丹 形 SD7025=SD8027 SD8027 板 目Ⅱ 11.7 0.8

377 197 舟形 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 柾 目 (8。 8) 5。 2 穿孔有り

舟形 SD8028 5層 柾 目 26.3 3.2

舟形 SD7035 追柾目 10.5 1。 98 船首と船尾の区別あり

399 79 562 舟形 SD7038 板目 I 25。 2 船首と船尾の区別あり

舟形 SD7050 柾 目 (12.4) 穿孔あり

692 舟 形 SD7045=SD8032 SD8032 39層 下 板 目Ⅱ (24.0) 2.7 モミ属

419 884 舟形

SD7065=SD7067=
SD8044

4,5層 =SD8049
SD7065 板目 I 13。 55 船首と船尾の区別あり

383 289 琴 形
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD8028 4層 板目 I (41.5) 2.7

372 琴柱形 SD7030 下層 板目 I 4.5 0.6 B類

374 琴柱形 SD7030 下層 柾 目 3.8 A類

374 73 142 琴柱形 SD7030 板目 I A類

377 196 琴柱形 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 板目 I 3.35 A類
383 75 288 琴柱形 SD8028 4層 斜 め 4.4 0.85 A類
388 376 琴柱形 SD8028 柾 目 (4.3) 1.8) A類

389 405 琴柱形 SD7035 板 目 I 2.2 針葉樹 A類

389 406 琴柱形 SD7035 板目 I 0。 54 半円形の特殊な形状

392 琴柱形 SD7036=SD8038 SD7036 板目 I B類

琴柱形 SD7036 斜 め (3.9) B類

395 505 琴柱形 SD8038 板 目 Ⅱ 3。 7 2.2 A類

琴柱形 SD8038 板目 I B類
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第 5章 遺  物

表48-(10)屋 代遺跡群木製品一覧表

木形 (その他 )

農工具

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長

(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

1006 陽物形 『癬
芯もち 21。 5

トウヒ属バ
ラモミ節

図版
PL

告
号

報
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

370 47 鎌 柄 SD7026=SD8029 SD7026 削 出 し 32.7 針葉樹

387 363 鎌柄
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD8028 3層 削出し 38.2 イヌカ

゛
ヤ

390 鎌柄 SD7035 板 目Ⅱ H。 9 2.25 キハタ
゛

376 斧柄 SD7031 芯 持 ち 41.7 12。 9 柄3.0

837 斧柄 SD7046=SD8044 3層 SD8044 3層 芯もち

鉄斧装着
部
12.8,

3.5,1.7

柄部
22。 5,

1.6,1◆ 3

389 77 刀子柄 SD7035 斜 め 18.3

395 507 刀子柄 SD7036=SD8038 SD8038 14.5 散孔材
刀身部が残存する、柄尻
に樺皮が巻かれる

395 508 刀子柄 SD8038 削出し 散孔材 前面に黒漆を塗る

400 584 柄 SD7039=SD8040 SD8040 板目 I 19。 7 2.35

383 292 柄状木製品
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD8028 4層 板目 I (32.8) モミ属 糸巻きからの転用か ?

390 柄状木製品 SD7035 削出し (19。 0) トネリコ属 柄状、穿孔有り

405 柄状木製品 SD7045=SD8032 SD7045 削出 し 0。 25 ヒノキ属

379 鍬身 SD7032=

SD8028 3,4,5浜雪

SD7032 柾 目 38.8 10.9 アサタ
゛

379 220 鍬身 SD7032 板 目Ⅱ (18.8) アサタ
゛

柄装着軸部

396 鍬 身 SD7036=SD8038 SD8038 2層 板 目Ⅱ (26。 5) 11.6 3.2 カハ
゛
ノキ属

426 鍬身 SX7035 柾 目 (44.3) 13.5 アサタ
゛

414 822 田下駄
(部材)

SD7046=SD8044 3層 SD7046 柾 目 (20.5) 組み合わせ田下駄の横木

379 222 木錘
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD7032 追柾目 18.2 7.8 コナラ節

392 447 木錘 SD7036=SD8038 SD7036 柾 目 19。 3 4.7 コナラ節

392 木 錘 SD7036 芯持ち 16.8

392 木 錘 SD7036 板 目 I 17.9 4。 9 コナラ亜属

400 580 木 錘 SD7039=SD8040 SD8040 板 目Ⅱ 19。 74 3.45 コナラ節

582 木錘 SD8040 芯持ち 20.5 4.4 クヌキ
゛
節

673 木錘 SD7045=SD8032 SD8032 45層 柾 目 17.55 4。 35 アサタ
゛

703 木錘 SD8032 26層 板目 I 16。 9 4.2 コナラ節

424 975 木錘 SD8043 2層 削出 し 5。 2

424 木 錘 SD8043 板 目 I 20.3 5。 3

390 415 竪杵 SD7035 芯持ち 22.2 4.5 カハ
゛
ノキ属

405 669 竪杵 SD7045=SD8032 SD8032 45層 削出 し (29。 4) 4.5 カハ
゛
ノキ属

368 横槌 SD7025=SD8027 SD7025 追柾目 35.4 柄3.6
4.1

モミ属

961 横槌 SD8041 芯持ち (9。 0)

82 795 網 針 SD7045=SD8032 SD8032 14層 板 目 Ⅱ 11.9

82 舞錐 SD7045=SD8032 SD8032 削出し 16.2

図版
PL

生
回
口万

報
番

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目 計測 (cm) 樹種 形状の特徴

曲物
SD7028=SD8028
2層

2層 柾 目 径15.6厚 0.8側板幅5.0 円形F-1類

390 曲物 SD7035 阪目 I 外径 31.8内 径 30厚 1側板幅5.5 円形D-3類、裏面刃物痕

396 514 曲物 SD7036=SD8038 SD8038 直柾目 外径 18.5内 径 16.5厚 0.5器高3.3 円形D-2, 3類 、 1カ 所
釘打ち有 り

399 79 曲物 SD7038 阪目 I

２８

２４
．叫叫

内径 25.6
内径21.8器高5.2 長方形D-3類、釘残存

704 曲物側板 SD7045=SD8032 SD8032 26層 SQ8011 阪目 I 径 17.0厚0.3器高6.5

369 72 29 曲物底板 SD7025=SD8027 SD8027 4層 阪目Ⅱ 内径 31.2 外径 35.8厚 1.2 楕 円形 C-2類

369 曲物底板 SD8027 4層 柾 目 外径 16.7内 径14.5厚 0.7 円形D-2類
369 曲物底板 SD8027 4層 柾 目 外径 17.0内 径15.0厚 0.7 円形 D-2類

369 72 曲物底板 SD8027 追柾目 外径58.1内 径 54.6 厚 1.0 長方形D-2類
370 曲物底板 SD7026=SD8029 SD7026 追柾 目 外径 15.4内 径13.9厚 0.8 円形D類

370 曲物底板 SD7026 柾 目 径 11.3厚 0.8 円形 F-1類

曲物底板 SD7028 追柾目 外径 29。 8 内径 26.4厚 0。 7
長方形D-2類 、中央部に
穿孔の痕跡あり

375 153 曲物底板 SD7030 柾 目 径 15.6厚 1.0 円形F-1類 、中央部穿孔

376 74 曲物底板 SD7031 柾 目 径 17.0厚 0。 5
類
有

１
線

一
キ

Ｅ
ビ

形

ケ
円
に

木釘差込部

376 167 曲物底板 SD7031 柾 目 外径 20.6内径18.6厚 1.0 円形 D-3類

379 74 223 曲物底板 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 阪目Ⅱ 外径 69。 3 内径 61.7厚 1.0
楕円形C-3類 、中央部に
小孔あり

379 224 曲物底板 SD7032 柾 目 径 17.5厚 0.6 円形F-1類
379 225 曲物底板 SD7032 柾 目 径 19.1厚 1.0 円形F類、木釘孔なし

379 74 226 曲物底板 SD7032 柾 目 外径 (12.3)内 径 (9.8)厚0.6 円形D-1類 、本釘残存

253 曲物底板 SD8028 5層 柾 目 外径 16.5内 径15.0厚 0.8
円形D-2、  3類併用、中
央部穿孔痕有 り
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第 7節 古代の木質遺物

表48-(11)屋 代遺跡群木製品一覧表

容器 (曲 物 )

図版
PL

音
号

取
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目 計測 (cm) 樹種 形状の特徴

383 290 曲物底板 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD8028 4層 直柾目 径 19.0厚0.7 円形F類、本釘孔なし、中
央部穿孔有り

曲物底板 SD8028 4月] 阪目 I 外径 (27.8)内 径 (24.6)厚 1.0 円形D-3類

387 359 曲物底板 SD8028 3層 友目Ⅱ 外径 31.0内 径28.8厚 1.4
円形D類―
樺残らず、
ら3類か

釘
さきヽ

類
大

＞
の

３
孔

＜
穿

387 360 曲物底板 3層 柾 目 径 18.6厚0.7 汁葉積 円形F-1類
387 曲物底板 3層 こ柾目 径 17.0厚0.6 円形F-1類 、中央部穿孔

388 曲物底板 SD8028 5月雪 柾 目 径 17.8厚 1.0 円形 F-1類 、中央部 穿孔痕

390 曲物底板 SD7035 柾 目 外径 17.5内 径15.5厚0.7 円形 D-3類
390 曲物底板 SD7035 阪目 I 径 15.0厚 1.1 円形F-1類 、刃物痕有 り

393 454 曲物底板 SD7036=SD8038 SD7036 邑柾 目 外径 19.5内 径18.0厚 1.1 円形D-3類 、裏面刃物痕

393 455 曲物底板 SD7036 邑柾 目 径 17.4厚0.8 円形 F-1類

393 456 曲物底板 SD7036 柾 目 径 1)厚0,6 円形F-1類 、中央部穿孔
、刃物痕有り

396 曲物底板 SD8038 1層 追柾目 外径 18.0内 径15.8厚0.9 円形D-3類、中央部穿孔
、裏面刃物痕有り

399 557 曲物底板 SD7038 柾 目 径 17.5厚0.5 円形 F-1類 、刃物痕 有 り

399 558 曲物底板 SD7038 斜 め 外径 19.3内 径17.4厚 1.6 一
り

Ｄ
有

形
痕

円
物

3類、表裏刃

399 559 曲物底板 SD7038 柾 目 径13.2厚 0。 7
円形F類、釘孔なし、中央
部穿孔痕有り

401 80 596 曲物底板 SD7042 阪目Ⅱ 外径 22.1内径20.3径 1.3 楕円形C-3類 、中央部小
孔

597 曲物底板 SD7042 阪目Ⅱ 径 18.2厚 1.7 サワラ 円形 F-1類
402 曲物底板 SD7043 0 SD7050 SD7043 柾 目 外径 14.2内 径12.3厚 0。 7 円形 D-2類

403 627 曲物底板
SD7044=SD7047

・ SX7034
SD7047 斜 め 外径 65。 1内径60.55厚 1.5 楕円形C類

405 曲物底板 SD7045=SD8032 SD8032 45層 こ柾目 外径 28.9内径26.2厚 1.2 サフラ 円形 D-3類 、表裏刃物痕

405 曲物底板 SD8032 45月雪 阪目Ⅱ 径 19。 4厚 1.1 サワラ 円形F-1類 、裏面刃物痕

曲物底板 SD8032 45層 柾 目 長軸径 (21.5)短軸径 (3.9)厚 0.55 楕円形F-1類

406 80 682 曲物底板 SD8032 44層 柾 目 径16.5厚 1.2 円形F-1類 、中央部穿孔
、刃物痕有り

406 80 683 曲物底板 SD8032 44層 柾 目 径16.7厚 1.0 サフラ 円形F-1類、穿孔部に木
装着、表裏刃物痕有り

406 684 曲物底板 SD8032 44層 斜 め 外径 20.0内径17.5厚 1。 1
円形D-3類 、表面焦げ、
裏面刃物痕有り

406 81 685 曲物底板 SD8032 44層 阪目Ⅱ 長軸径 (19.5)短軸径 (3.5)厚0.9 長方形D-3類
406 686 曲物底板 SD8032 44月雪 阪目Ⅱ 外径 19。 2内径 18.0厚 1.0 円形D-3類 、表裏刃物痕

曲物底板 SD7048=SD7057

=SD8044 1,2層

SD7057 追柾 目 外径 37.3 内径 33.9厚0.7 長方形 C-3類

852 曲物底板 SD7057 阪目Ⅱ
長軸外径 (34.0)内径 (32.0)

短軸外径 (14。 2)内 径 (12.2)厚0.8 楕円形C-3類

885 曲物底板 SD7065=SD7067

=SD8044 4,5層
=SD8049

SD7065 阪目 I 外径 19.5内 径17.7厚 0.7 円形 D類、裏面刃物痕有 り

886 曲物底板 SD7065 阪目Ⅱ 縦 (28.5)横 (6.3)厚 1.2 楕 円形 C-2類
420 900 曲物底板 SD8044 下層 邑柾 目 径 16.3厚0.6 サワラ 円形 F-1類 、裏 面刃物痕

423 947 曲物底板 SD8041 3層 直柾目 径 16.3厚 0.9 円形F-1類
423 950 曲物底板 SD8041 1層 柾 目 径 15.3厚0.8 円形F-1類 、片面刃物痕

427 86 曲物底板
水
応

５
対

第
田
層

追柾目 径 17.25 厚 0.8 円形F-1類、中央部穿孔
有り、表裏焦げ

形状の特徴

SD7036=SD8038

SD7036SD7036=SD8038

SD7037398 79

SD7047槽 (剖物)

SD7044=SD7047
0 SX7034

SD7045=SD8032

SD7046=SD8044 3 SD8044415 82
SD7058418 83

SD7025=SD8027 SD7025皿 (剖物)

SD7026=SD8029371 73

SD7030375 73

SD7033SD7033=SD7034

421 84

SD7049417 83

底部に軸櫨爪痕ありSD7025=SD8027 SD7025

表裏に黒漆が塗られるSD7035

SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7036=SD8038

SD7065=SD7067
=SD8044

4,5漏雪=SD8049
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第 5章 遺  物

表48-(12)屋 代遺跡群木製品一覧表

紡織具

建 築 部 材

服飾具

版
Ｌ

図
Ｐ

告
号

報
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

368
糸 巷 さ

(木形?)
SD7025=SD8027 SD7025 板目 I 31.25 2.95

624 糸春さ・

林支え木
SD7044=SD7047 0 SX
7034

SD7047 削出し 26。 6 0。 95 モミ属

406 80 674 木えヽ巻き．枝
糸

SD7045=SD8032 SD8032 45層 削出し 83.1

379 228
糸巻き・

林腕木
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD7032 削出し (23。 2)

糸巻さ・
梓腕木

SD7045=SD8032 SD7045 削出し (24.55) モミ属

163 糸巻き・横本 SD7031 柾 目 (8。 0) 0.5

395 503 糸巻き・横木 SD7036=SD8038 SD8038 板 目Ⅱ 15。 1 2.9 0。 45

糸巻き・
認かけ支え木

SD7030 柾 目 (14.8)

227
糸巻き・

認かけ支え木
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD7032 柾 目 (15。 7)

383 293
糸巻き 0

mかけ支え木
SD8028 4層 柾 目 (38.4)

糸巻き・
認かけ支え木

SD7036=SD8038 SD7036 柾 目 (15.5)

583
糸巻き・

認かけ支え木
SD7039=SD8040 SD8040 柾 目 35。 9 0。 95

糸巻き・

惚かけ支え木
SD7044=SD7047

・ SX7034
SD7047 追柾目 (13.9)

616 糸 春 さ ・

惚かけ支え木
SD7047 柾 目 (14.8)

糸巻き・

紹かけ支え木
SD7044 追柾目 20.1

一端倹1先状、穿孔有り、
転用

糸巻き・
惚かけ支え木

SD7045=SD8032 SD8032 45層 板目 I (24.5) (2.7) モミ属 2次的加工受ける

418
糸巻き・

惚かけ支え木
SD7051 柾 目 (20。 7) 1。 16

390 414 布巻き具 SD7035 板 目Ⅱ 40。 9 力■テ
゛
炉弓

83
布巻具・

経糸巻具
SD7048=SD7057

=SD8044 1,2爆 雪
SD7048 柾 目 92 モミ属

387 371 緯打具 ?
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD8028 3層 柾 目 (47.4) カエテ

゛
拝尋

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

横櫛 SD7025=SD8027 SD7025 柾 目 4.8 3.8 0。 7 イスノキ 破 片

368 横櫛 SD7025 柾 目 3.4 0.4 エゴノキ 破片

386 横櫛 SD7033=SD7034 SD7033 柾 目 3.2 0.9 イスノキ

419 横櫛 SD7035 板 目 I 5.8 散孔材

401 598 横櫛 SD7042 柾 目 5。 7 イスノキ

406 81 横櫛 SD7045=SD8032 SD8032 42層 柾 目 4.6 散孔材

421 84 915 横櫛 SD7070 板 目 9。 2 広葉樹

372 73 竪櫛 SD7030 下層 板目 I 13.2 広葉樹

368 72 下駄 SD7025=SD8027 SD7025 柾 目 15.65 6.5

368 72 下駄 SD7025 追柾目 4.8

373 下駄 SD7030 柾 目 23.8 (8。 1)

375 149 下駄 SD7030 追柾目 26.9

78 509 下駄 SD7036=SD8038 SD8038 追柾目 25.3 10。 7 3.74

396 下駄 SD8038 追柾 目 28◆ 5 11.8 モミ属

578 下駄 SD7039=SD8040 SD8040 追柾目 24.3

401 600 下駄 SD7042 柾 目 26.9 (7.5)

808 下駄 SD7045=SD8032 SD8032 柾 目 24 10。 4

413 82 809 下駄 SD7045 柾 目 25.6 10。 7

図版
PL

告
号

報
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(om)

最大厚
(om)

樹種 形状の特徴

375 155 弓 SD7030 芯 持 ち (10。 7 イヌカ
ヾ
ヤ

399 79 564 弓 SD7038 芯持ち (28 イヌカ
゛
ヤ

424 85 弓 SD8043 2層 芯もち (32.1) 2.5 2.4 イヌカ
゛
ヤ

405 弓状木製品 SD7045=SD8032 SD7045 削出し 126 2.2

396 78 壼鐙 SD7036=SD8038 SD8038 板 目Ⅱ 21。 8 14.8

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長

(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

82 841 瑳果測Sア

(垂木 )

SD7046=SD8044
3層

SD8044 芯持ち 118。 2

370 建築部材 SD7026=SD8029 SD7026 板目 I 28◆ 05 13.3 7.5

376 168 建築部材 SA7001 追柾目 123.9 13。 4

建築部材 SD7031 板目 I (120。 0) 柄孔あり

387 76 建築部材
SD7032=SD8028

3,4,5層
SD8028 3層 板目 I (128。 0) 14。 2 10。 3

72 建築部材 SD7025=SD8027 SD8027 4層 板 目Ⅱ 58。 3 19。 8

372 73 100 建築部材 SD7030 下層 板目 I (83.8) 13。 9 モミ属
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図版
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報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長

(om)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

170 建築部材 SA7001 芯 持 ち (87.2 15.5 11.8

376 建築部材 SD7031 板 目Ⅱ (31.0) (13.9) モミ属

建築部材 SD8045 板 目 I 49 9.45 6.45 モミ属 杭に転用

第 7節 古代の本質遺物

表48-(13)屋 代遺跡群木製品一覧表

建築部材

その他 (火鑽板 )

その他 (棒状状木製品)

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

369 24 独 楽 SD7025=SD8027 SD8027 4梶雪 芯もち (4.8) 針葉樹

独楽 SD7026=SD8029 SD8029 芯もち 5.2

372 90 独楽 SD7030 下層 芯持ち 5。 8 イヌカ
゛
ヤ

375 148 独 楽 SD7030 芯もち 5.65 2.75 カエテ
゛
拝毛

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

375 157 火 鑽 板 SD7030 板 目 I (34.8)

390 77 火鑽板 SD7035 斜 め 10。 9 2.85

623 火鑽板
SD7044=SD7047

・SX7034
SD7047 上層 柾 目

図版
PL

告
号

報
番

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(om)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

水 門 SD7036=SD8038 SD8038 板 目 Ⅱ (76.8) 26.3 6.8 モミ属 槽転用

399 569 水 門 SD7038 追柾目 125.4 30。 1 ケンホ
゜
ナシ属

401 80 水 門 SD7042 板 目 I 129.8 30。 8 10。 5 モミ属 槽転用

992 水 門 SX7035 追柾 31.3 モミ属

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

401 80 599 木樋 SD7042 斜 め (30。 0) (10.8) 5.5

415 842 木樋 SD7046=SD8044 3浜雪 SD8044 板目 I (46.0) 14.5 オニク
゛
ル

425 979 木樋 SD8045 板目 I 36.2

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長

(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

本札状木製品 SD7028=SD8028 2着雪 SD7028 追柾 目 (5。 7) 一端両側面に対の切 り欠き

372 木札状木製品 SD7030 下層 板目 I (20.4) 0.25
上端圭頭状、側面に一対
の切 り欠き

372 木札状木製品 SD7030 下層 柾 目 (20.5) 0.8 モミ属 一端両側面に対の切 り欠き

本札状木製品 SD7030 中層 板 目 30。 2 0.6 上端直頭、下端資1先状

木札状木製品 SD7030 柾 目 0。 75 上端直頭、下端資1先状

297 木札状木製品 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD8028 4層 板目 I 18。 9 0.5
側面に一対の切 り欠き、
下端が資1先状となる

383 298 木札状木製品 SD8028 4層 追柾目 18。 2 2.9 一端両側面に対の切 り欠き

385 木札状木製品 SD8028 3層 SQ8046 追柾 目 (18.5) (2。 4) 0。 55

385 332 木札状木製品 SD8028 3層 SQ8046 追柾目 12.5

387 364 木札状木製品 SD8028 3層 追柾目 3.4 モミ属 両端側面に対の切 り欠き

388 384 木札状木製品 SD8028 板 目Ⅱ 24.2
上下端圭頭状、一端側面
に対の切り欠きを施す

393 木札状木製品 SD7036=SD8038 SD8038 SQ8022 追柾目 (12.4) (2.7)

393 木札状木製品 SD8038 SQ8022 追柾目 (H.6) (2.9)

木札状木製品 SD7039=SD8040 SD8040 板 目Ⅱ 12.2) 2.7 一端両側面に対の切 り欠き

401 595 木札状木製品 SD7042 追柾目 (14.6) 2.95 中央部に小孔、軸が残存

656 木札状木製品 SD7045=SD8032 SD7045 柾 目 22.6
両端側面に対の切 り欠き
、浮子か

木札状木製品 SD7045 柾 目 14.6

675 木札状木製品 SD8032 45層 板 目Ⅱ 19。 7 一端両側面に対の切 り欠き

413 木札状木製品 SD8032 15,16層 板目 I (16.9)

426 85 木札状木製品 SX7035 柾 目 21.8 (2.0)
両端側面に対の切 り欠き
、浮子か

426 85 995 木札状木製品 SX7035 板目 I 22.65 2.2
両端側面に対の切 り欠き
、浮子か

426 85 996 木札状木製品 SX7035 斜 め 23.2
両端側面に対の切 り欠き
、浮子か

図版
PL

告
号

報
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

22
品
＞

裂
串

不
斎

状
＜

澪 SD7025=SD8027 SD8027 4層 追柾目 30。 5 1.35
4-A類 、側部交互に切
り込みが入る。

澪状
(

こ製品
千串)

SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 斜 め 90.4 2.23 1.85
3-A類 、上端苛∫表異対
の切 り込みあ り

俸状木製品
(斎串)

SD8028 追柾目 72.1
4-A類、上部表裏連続
の切 り込みあり

832
品
＞

製
串

本
・斎

状
＜

Ｆ SD7046=SD8044 3浜雪 SD8044 柾 目 46.2
4-A類 、表異角司堰副慌
の削 りあり
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第 5章 遺  物

表48-(14)屋 代遺跡群木製品一覧表

その他 (棒状状木製品)

その他 (串 状木製品)

図版
PL

告
号

報
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

370 棒状木製品 SD7025=SD8027 SD8027 2泥彗 柾 目 54.7 針葉樹 1-A類

棒状木製品 SD7026=SD8029 SD8029 板 目Ⅱ 43.3 1。 75 1.55 1-A類
棒状木製品 SD7028

=SD8028 2層
SD7028 板 目Ⅱ (33.3) 2。 05 下端 1類

372 棒状木製品 SD8028 2層 板 目 I 40.4 2-B類
372 棒状木製品 SD8028 2層 削出し 35。 7 1.37 2-B類
372 棒状木製品 SD8028 2層 削出し (22.8) 1.55 下端D類
372 棒状木製品 SD7030 下層 柾 目 36。 6 1.15 4-A類

372 棒状木製品 SD7030 下層 削出し (23.8)
属
節 先端 3類

372 棒状木製品 SD7030 下層 削出し 42.6 3-C類
372 棒状木製品 SD7030 下層 削出し (93.0) 2.08 1.86 モミ属 先端 3類

棒状木製品 SD7030 中層 削出し 19。 4 2-A類
373 棒状木製品 SD7030 中層 削出し 16.3 1.35 3-B類

150 棒状木製品 SD7030 板目 I 16.5 2-A類
377 棒状木製品 SD7032=

SD8028 3,4,5爆雪

SD7032 SQ8040 柾 目 (24.0) 表裏角部連続切 り込み

380 棒状木製品 SD7032 柾 目 (67.9) 1.45 下端部C類

380 232 棒状木製品 SD7032 削出し 24.9 モミ属 5-D類
380 75 棒状木製品 SD7032 削出し 24。 7 2。 57 2.5 2-A類、糸擦れ状の痕跡

383 294 棒状木製品 SD8028 4層 柾 目 29。 3 2-A類
387 365 棒状木製品 SD8028 3層 削出し 2-A類
387 366 棒状木製品 SD8028 3層 削出し (21.8) 下端A類、糸擦れ状の痕跡

387 367 棒状木製品 SD8028 3層 削出し 25。 1 モミ属 2-C類
387 369 棒状木製品 SD8028 3層 柾 目 43.1 3.3 アサタ

゛ 1-A類 、上部側面快 り

387 370 棒状木製品 SD8028 3層 追柾 目 (43.5) 5.5 4.5 モミ属 1-C類
388 389 棒状木製品 SD7033=SD7034 SD7034 板 目Ⅱ (20。 2) 0.5 下端C類
388 390 棒状木製品 SD7034 柾 目 19。 35) 上端 1類

390 77 棒状木製品 SD7035 最下層 板目 I (27.9)
上端 2類、糸擦れ状の痕跡
あり、上部穿孔あり

391 77 424 棒状木製品 SD7035 削出し 58.1 3-D類
425 棒状木製品 SD7035 削出し 28◆ 2 2.15 3-A類
426 棒状木製品 SD7035 削出し (20.55) 下端D類

391 77 427 棒状木製品 SD7035 削出し (30。 2) 1。 45 1 下端D類

392 450 棒状木製品 SD7036=SD8038 SD7036 追柾目 (32.8) 上端 1類

393 463 棒状木製品 SD8038 SQ8021 板目 I (20。 7)

397 棒状木製品 SD8038 斜 め 66.9 1-B類
399 566 棒状木製品 SD7038 板目 I 5-D類
399 567 棒状木製品 SD7038 削出し (40。 0) 先端 2類

588 棒状木製品 SD7039=SD8040 SD8040 柾 目 (23.0) 下端A類
589 棒状木製品 SD8040 斜 め 23.1 2-B類

402 606 棒状木製品 SD7042 削出し 14.1 2-A類
402 607 棒状木製品 SD7042 板目 I (25。 1.25 0.65 下端D類

棒状木製品
SD7044=SD7047

・SX7034
SD7047 上層 追柾目 15.3 1。 05 0.65 4-A類

棒状木製品 SD7045=SD8032 SD7045 SQ8008 追柾目 26.3 3.2 2-B類
406 80 678 棒状木製品 SD8032 45層 削出し 34.6 2.2 2-A類、糸擦れ状の痕跡

688 棒状木製品 SD8032 44層 追柾目 (20。 2) 上端 1類

406 689 棒状木製品 SD8032 44層 板 目 (sg. s) 上端 1類

690 棒状木製品 SD8032 44層 削出し 32.9 1.65 2-A類
779 棒状木製品 SD8032 15,16層 SQ8016 柾 目 39。 4 2-B類

797 棒状木製品 SD8032 15,16層 SQ8033 板目 I 21.6 2.02
下端A類、上半部表裏扁
平に削る

798 棒状木製品 SD8032 15,16層 SQ8033 板目 I 27.3 1.35 4-A類
799 棒状木製品 SD8032 15,16層 SQ8033 追柾目 (29。 4) 上端 1類

800 棒状木製品 SD8032 15,16層 SQ8033 柾 目 (73.8) 2.65 上端 2類

棒状木製品 SD8032 15,16層 SQ8033 柾 目 (38.1) 0。 9 下端D類

棒状木製品 SD8032 15,16層 SQ8033 追柾 目 (H4) 3.36 1.58 下端A類

棒状木製品 SD8032 15,16層 SQ8033 板目 I 106 2.8 2.4 5-A類
棒状木製品 SD8032 15,16層 SQ8033 板目 I 89。 4 2。 7 1 5-A類

821 棒状木製品 SD7046

=SD8044 3渥 雪

SD7046 板目 I (48.2) 上端 4類

棒状木製品 SD8044 3層 削出し 15.4 1-A類
417 棒状木製品 SD7049 削出し 29。 1 1.34 1。 15 2-A類

866 棒状木製品 SD7051 削出し (31.5) 2.25 上端 2類

棒状木製品
SD7065=SD7067
=SD8044 4,5浜雪

=SD8049
SD7067 削出し (23.2) 上端 1類

421 913 棒状木製品 SD7070 板目 I (22.5) 上端 2類

914 棒状木製品 SD7070 板 目Ⅱ 28 1.95
2-A類、上半部表裏平
坦に削る

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

369 串状木製品 SD7025=SD8027 SD8027 4層 斜 め 28。 3 0.5 馬形20に装着する

串状木製品 SD7030 SQ8038 板目 I (4.5) 1

134 串状木製品 SD7030 SQ8038 板 目 I (5。 2) 0。 95

381 串状木製品 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD8028 4層 SQ8041 柾 目 (12.8)

260 串状木製品 SD8028 4層 SQ8041 板目 I

261 串状木製品 SD8028 4層 SQ8041 柾 目 30.5 0.6

382 串状木製品 SD8028 4層 SQ8042 板目 I (15.0) 0.6 有頭状
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第 7節 古代の木質遺物

表48-(15)屋代遺跡群木製品一覧表

その他 (串状木製品)

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(om)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

272 串状木製品 SD7032=

SD8028 3,4,5層
SD8028 4層 SQ8042 板 目 I 17.65) 0.22

382 273 串状木製品 SD8028 4層 SQ8042 斜 め 19。 7

274 串状木製品 SD8028 4層 SQ8042 板目 I (23.25) 1.25

串状木製品 SD8028 3層 SQ8044 柾 目 (7.2

串状木製品 SD8028 3層 SQ8044 柾 目 7.8

385 327 串状木製品 SD8028 3層 SQ8044 板目 I (10。 7 0。 75

385 串状木製品 SD8028 3層 SQ8044 柾 目 (10。 7) 0.4

385 串状木製品 SD8028 3層 S08044 板目 I (14。 0) 0。 9 0。 75

385 339 串状木製品 SD8028 3層 SQ8047 板目 I ( 0。 4

385 340 串状木製品 SD8028 3層 SQ8047 板 目Ⅱ (12.3) 0。 4

串状木製品 SD7036=SD8038 SD7036 SQ8025 追柾目 (22.3)

394 串状木製品 SD8038 S08022 柾 目 82.4 1

394 串状木製品 SD8038 SQ8022 追柾目 23.5 0.65

394 串状木製品 SD8038 SQ8022 板目 I 18.7

398 536 串状木製品 SD8038 1層 SQ8029 斜 め

398 547 串状木製品 SD7037 SQ8032 板 目Ⅱ 11.2

398 548 串状木製品 SD7037 SQ8032 柾 目 21.8 0。 95

403 622 串状木製品
SD7044=SD7047

・SX7034
SD7047 追柾目 20.5

404 648 串状木製品 SD7045=SD8032 SD7045 SQ8010 柾 目 (16.9) 0。 45

404 649 串状木製品 SD7045 SQ8010 斜 め (14.8)

404 650 串状木製品 SD7045 SQ8010 板 目Ⅱ (14.9) 0。 35

404 串状木製品 SD7045 SQ8010 斜 め (17。 75) 0。 5

408 81 706 串状木製品 SD8032 26層 SQ8011 柾 目 馬形705に装着する

408 81 707 串状木製品 SD8032 26層 SQ8011 柾 目 13.3 0。 9 0.6 馬形705に装着する
708 串状木製品 SD8032 26層 SQ8011 柾 目 13.3 0.3 馬形705に 装着す る

409 729 串状木製品 SD8032 SQ8018 板目 I (10。 0)

409 730 串状木製品 SD8032 SQ8018 斜 め 11。 3 0。 95

409 串状木製品 SD8032 SQ8018 板目 I

410 串状木製品 SD8032 SQ8017 板目 I (22.5)

410 752 串状木製品 SD8032 SQ8017 板目 I 28.5 0.18

410 串状木製品 SD8032 SQ8017 板 目 13.3

410 754 串状木製品 SD8032 SQ8017 板目 I 40.7 0.55

778 串状木製品 SD8032 15,16層 SQ8016 板目 I (28.4) 0。 75

414 串状木製品 SD7046

=SD8044 3爆 雪

SD7046 柾 目 (30。 8)

414 串状木製品 SD8044 SQ8005 板 目Ⅱ (16.0)

415 串状木製品 SD8044 板目 I (56。 3)

串状木製品
SD7065=SD7067
=SD8044 4,5浜 雪

=SD8049
SD8049 SQ8003 板目 I (14.05) 0。 6 馬形905～ 907に 装着する

421 922 串状木製品 SD8035 1層 SQ8049 板 目 I (14。 8)

923 串状木製品 SD8035 1層 SQ8049 斜 め (13.9)

924 串状木製品 SD8035 1層 SQ8049 板目 I (8.6)

925 串状木製品 SD8035 1層 SQ8049 板 目Ⅱ 10。 4 1

その他 (穿孔板 )

版
Ｌ
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告
号

報
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

369 穿孔板 SD7025=SD8027 SD8027 4層 柾 目

372 穿孔板 SD7028=SD8028 2層 SD8028 板目 I 22.4

373 穿孔板 SD7030 下層 追柾目 17.5 17.5

373 穿孔板 SD7030 中層 板目 I 0.4

373 穿孔板 SD7030 中層 板 目 I 0.6

375 164 穿孔板 SD7031 板目 I 穿孔部に軸が残存する
378 穿孔板 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 柾 目 12.3

378 穿孔板 SD7032 柾 目 2.4

218 穿孔板 SD7032 柾 目
2枚が還巨乃ミリ、 穿孔部に
軸が残存する

301 穿孔板 SD8028 4層 柾 目 20.2

穿孔板 SD8028 4層 柾 目 26.5

385 穿孔板 SD8028 3層 SQ8044 柾 目 13.9

385 322 穿孔板 SD8028 3層 SQ8044 柾 目 14。 1 2.5 0。 55

385 323 穿孔板 SD8028 3層 SQ8044 柾 目 13.9

385 324 穿孔板 SD8028 3層 SQ8044 柾 目 14.2

394 穿孔板 SD7036=SD8038 SD8038 SQ8022 追柾目 0。 6

394 482 穿孔板 SD8038 SQ8022 追柾 目 (2.2) 0.5 穿孔部に軸が残存する

394 483 穿孔板 SD8038 SQ8022 板目 I (2.4) 穿孔部に軸が残存する
394 484 穿孔板 SD8038 SQ8022 追柾目 7.7 2.7

394 485 穿孔板 SD8038 SQ8022 追柾目 (2.75) 0.55

394 486 穿孔板 SD8038 S08022 追柾目 穿孔部に軸が残存する
394 487 穿孔板 SD8038 SQ8022 追柾目 (6.0)

394 488 穿孔板 SD8038 SQ8022 追柾目 (5.65) (2。 7) 0.35

398 537 穿孔板 SD8038 1層 SQ8029 柾 目 17.5

538 穿孔板 SD8038 1層 SQ8029 柾 目

549 穿孔板 SD7037 SQ8032 柾 目 (1.7)

550 穿孔板 SD7037 S08032 柾 目 15。 2 0.3

585 穿孔板 SD7039=SD8040 SD8040 板目 I (14.8) 0.5 モミ属

586 穿孔板 SD8040 柾 目 14.2 2.2 0。 5

587 穿孔板 SD8040 板材 I
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表48-(16)屋代遺跡群木製品一覧表

その他 (穿孔板)

その他 (雑具 )

その他 (部材)

版
Ｌ

図
Ｐ

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長

(cm)

最大幅
(om)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

穿孔板 SD7045=SD8032 SD7045 板目 I 20.5
穿孔2カ所、一方に軸が
残存する

404 穿孔板 SD7045 板目 I 0。 9

穿孔板 SD7045 板 目 I 0。 9 0。 7

穿孔板 SD7046=SD8044 3浜雪 SD8044 3層 板 目Ⅱ 0。 5 モミ属

901 穿孔板
SD7065=SD7067
=SD8044 4,5振雪

=SD8049
SD8049 SQ8004 板目 I (28.2) モミ属

421 穿孔板 SD8035 1層 SQ8050 追柾目 12.7

421 穿孔板 SD8035 1層 S08050 追柾目 (10。 9) 0。 23

穿孔板 SD8039 板目 I 29

穿孔板 SD8041 3層 柾 目 (12.9)

960 穿孔板 SD8041 板 目Ⅱ (16.4) 0。 5

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(om)

最大厚
(om)

樹種 形状の特徴

372 雑 具 SD7028=SD8028 2層 SD8028 2層 板 目Ⅱ (e. rs)
一端に並夕J穿孔、他端欠
損、浮子か

372 雑 具 SD8028 1層 柾 目 4。 5
る
り

す
あ

呈
孔

を
穿

状
列

字
並

Ｖ
に

中央 部

372 雑 具 SD7030 下層 板 目Ⅱ

372 73 雑 具 SD7030 下層 板 目Ⅱ 21.6 モミ属 1側面を階段状に切 り欠く

雑 具 SD7030 中層 板目 I 24。 7
長軸両端に並列して穿孔
ケ怖すヽ浮子か

73 雑 具 SD7030 中層 柾 目 18.8 3.2
長軸両端に並列して穿孔
を施す、浮子か

73 120 雑 具 SD7030 板目 I 13.4

375 152 雑 具 SD7030 板目 I 16。 9 2.2 1側面に階段状の切 り欠き

375 165 雑 具 SD7031 板目 I 14。 9 3.15 把手のような形状をもつ

378 216 雑 具 SD7032=

SD8"8 3.4.5層
SD7032 柾 目 29。 4 9。 2 0.5 長軸両端に穿孔を施す

雑 具 SD7032 板 目 Ⅱ

380 235 雑 具 SD7032 追柾目 12.6 2.7 杓子のような形状をもつ

雑 具 SD8028 4層 柾 目 20

382 雑 具 SD8028 柾 目 (10.3) 0.44 一端に並列穿孔、浮子か

383 雑 具 SD8028 追柾目 (9。 3) 一端に並列穿孔、浮子か

389 404 雑 具 SD7035 板 目Ⅱ (16.7) (1.9) 1側面に鋸歯状の刻み

390 77 雑 具 SD7035 板 目Ⅱ 30.5
矢羽状状を呈する、棒状
部 1側面に小孔が配列

390 77 420 雑 具 SD7035 柾 目 (13。 2) 木針のような形状をもつ

390 雑 具 SD7035 追柾目 1.15 0。 85 木針のような形状をも2
390 422 雑 具 SD7035 斜 め (9。 75) 1。 03

397 79 雑 具 SD7036=SD8038 SD8038 削出し 39。 9 2.5 クヌキ
゛
節

397 雑 具 SD8038 柾 目 (15。 5) 杓子のような形状をもつ

400 79 577 雑 具 SD7039=SD8040 SD8040 斜 め 18。 2

402 602 雑 具 SD7042 板 目Ⅱ 10。 4 4.75 0。 84

405 672 雑 具 SD7045=SD8032 SD8032 45層 柾 目 (28。 0) 1側面に等間隔の切 り欠き

406 676 雑 具 SD8032 45層 柾 目 (18.5)

414 雑 具 SD7046

=SD8044 3層

SD7046 柾 目 15。 7 2.25 杓子のような形状をもつ

838 雑 具 SD8044 3層 柾 目 (14。 0) (4.0) 箆のような形状をもつ

850 雑 具
SD7048=SD7057
=SD8044 1,2層

SD7057 柾 目 (13.8) 一端に並列穿孔、浮子か

974 雑 具 SD8043 2,3層 追柾目 18.8 2.3 楔のような形状をもつ

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長

(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

369 部材 SD7025=SD8027 SD8027 4層 柾 目 16.8 (6.8)
釘孔状の小孔のある板材
、本釘状のものが残存

379 221 部材 SD7032=

SD8028 3,4,5層

SD7032 柾 目 (17.9) 柄孔のある角材

74 部材 SD7032 柾 目 1.75 1.45 柄子Lの ある角材

381 251 部材 SD8028 5層 削出し (38.2) ナラ節
な円ィ亦[クリ日uリ クノめる月個
、馬鍬

252 部材 SD8028 5層 柾 目 (56.2) 柄孔のある角材

部材 SD8028 5層 追柾目 (36。 0) 釘孔状の小孔のある板材

383 75 部材 SD8028 4層 板 目 I (19。 6 (5。 9) 釘孔状の小孔が縦に配列

384 部材 SD8028 4層 斜 め 32.2 サワラ 柄子Lの ある板材

385 76 部材 SD8028 3層 SQ8044 柾 目 13.3 組み合わせ状人形足か

387 362 部材 SD8028 3層 板目 I 10。 8 釘孔状の小孔がある板材

368 部材 SD8028 3層 削出し 丸木状の部材

388 385 部材 SD8028 芯持ち 18。 5 6.2 モミ属 柄孔のある角材

390 77 部材 SD7035 柾 目 (H。 8) 4.15
柄のある板材、
ニチュア)の よ

ミ
状

＜
形

板
な

一扉

フヽ

部材 SD7036=SD8038 SD7036 SQ8028 板目 I (9.8) 人形足か、全容不明

392 77 451 部材 SD7036 板目 I (75.0) (8。 3) (0。 8) 釘孔状の小孔がある板材
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表48-(17)屋代遺跡群木製品一覧表

図版
PL

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

392 452 部 材 SD7036=SD8038 SD7036 斜 め H2.4) モミ属 仕 口状の加工がある角材

392 453 部材 SD7036 柾 目 5。 9 0。 45
材板

存
る
残

あ
が

が
の

孔
も

小
の

の
状

状
釘

孔
木

釘

ヽ
394 491 部材 SD8038 SQ8022 板 目 Ⅱ 49 10。 8 モミ属 柄孔のある板材

397 79 520 部材 SD8038 板 目Ⅱ (17.5) 0.8 釘孔状の小孔が配列する

399 556 部材 SD7038 芯持ち 37.8 1.43 サワラ? 丸木を湾曲させた部材

399 565 部材 SD7038 板 目Ⅱ (28。 9) 3.2 釘孔状の小孔がある板材

399 568 部材 SD7038 18.8) 3.4 カエテ
゛
拝裏 柄子Lの ある角材

部材 SD7039=SD8040 SD8040 (18.2) 3.2 2.15 柄孔のある角材

402 80 部材 SD7042 板目 I 10.5 9.5 厚手の円形板材の中央部
に穿孔を施す

部材 SD7042 割1/2 (23.5) 5。 7 横槌のような形状をもつ

部材 SD7042 削出し 32.8 4.3 3.2 丸木状の部材

部材
SD7044=SD7047

・SX7034
SD7047 削出し (32.5) 3.35 丸木状の部材

部材 SD7047 削出し (18.3) 3.05 2.2 柄子Lの ある角材

403 80 部材 SD7045=SD8032 SD7045 SQ8008 追柾目 106。 3 18◆ 7 釘孔状の小孔がある板材

658 部材 SD7045 板目 I (12◆ 5) 0。 45 /Jヽ子Lが西己タトケる
663 部材 SD7045 柾 目 (H.4) 柄孔のある角材

部材 SD7045 (15。 5) 柄、柄孔のある角材

部材 SD8032 44層 斜 め (21.6) 2.5 柄子LPの ある角材

780 部材 SD8032 15,16層 SQ8016 板目 I (95。 7) 5.48 モミ属 木製祭祀具集中廃棄に伴う
部材 SD8032 11層 板 目 I (36.7) 4.5 机の脚のような形状をも

413 部材 SD8032 追柾目 27.7 0.45 小孔が配列する
413 部材 SD8032 追柾 目 27.63 2.6 0.6 /Jヽ子L力理兒夕1‐ケる

419 888 部材

SD7065=SD7067
=SD8044 4,5浜雪

=SD8049
SD7067 板 目Ⅱ (27。 8) 4.3 ヨナラ節 柄状の削りのある角材

421 84 部材 SD8049 板 目Ⅱ (16.3) 仕回状の加工がある角材

423 84 959 部材 SD8041 柾 目 (17.7) 3。 08 仕口状の加工がある角材

997 部材 SX7035 板目 I 29.8 4.8
材
る

板
す

る
調

あ
強

の
を

孔
目

柄
木

表 面

その他 (縄 )

図版
PL

告
号

報
番 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 SQ 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

樹種 形状の特徴

1010 縄 SD7042 14.5

表49-(1)屋 代遺跡群削層、切層一覧表

写真
図版

報告
番号

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

材精度 分類 観察 樹種

87 1011 削屑 SD7025=SD8027 SD7025 反目Ⅱ 10。 2 殿 入 材 のカロエ か イスノキ
87 1012 削屑 SD7025 板 目Ⅱ 10。 3 2B サクラ属
87 1013 削屑 SD7025 板 目Ⅱ 0。 85 C カヤ

1014 削屑 SD7025 板 目Ⅱ 6.5 カヤ

1015 削屑 SD7025 追柾目 C 1 カヤ

1016 切 屑 SD7025 板目 I 3。 7 B―B 角材の切断 アサタ
゛

1017 切屑 SD7025 柾 目 4.6 2.3 サワラ
1018 削屑 SD8027 4層 柾 目

1019 削屑 SD8027 4漏ヨ 柾 目 4.3 芯持ち材、刃先痕を残す ツカ
゛
属

1020 切屑 SD8027 4漏ヨ 柾 目 2.3 角材の切断、鋸か。
1021 切屑 SD8027 4層 柾 目 2.4 鋸による切断と考えられる。
1022 削屑 SD8027 3層 柾 目 5。 7 2A ヤナキ

゛
属

1023 削屑 SD8027 1層 板目 I 2.7 0。 6 2A アサタ
゛

1024 削屑 SD7026=SD8029 SD7026 板 目Ⅱ 14.6 1 オニク
゛
ル

1025 削屑 SD7026 板 目 I 4.8 0.25 ヤナキ
゛
炉毛

87 1026 削屑 SD7026 斜 め 5。 9 コナラ節
88 1027 切屑 SD8029 柾 目 5.5 3.7 モミ属
88 1028 削屑 SD7030 下 層 板 目 I 4。 9 2.5 0.85 モミ属
88 1029 削屑 SD7030 中層 柾 目 (13.3) 0。 25

1030 削屑 SD7030 中層 板目 I (14.2)

1031 割屑 SD7030 下層 板目 I 20。 2 割材片か アワフ
゛
キ属

1032 切屑 SD7030 中層 芯持ち 32.5 10.6 ヤナキ
゛
炉調

1033 削屑 SD7030 柾 目 5。 2 C

1034 削屑 SD7030 斜 め 4。 2 1 ヤナキ
゛
廉義

1035 削屑 SD7030 板目 I 3.5 1 刃先痕夕を残す ニカ
゛
キ

1036 削屑 SD7030 板 目Ⅱ 0◆ 9 D  I ヤナキ
゛
炉毛

1037 切屑 SD7030 柾 目 A  I 刃端痕を残す
1038 切屑 SA7001 板 目 I 37 E  I カエテ

゛
属

1039 削屑 SD7031 板 目Ⅱ 7.2 刃先痕を残す カヤ

1040 削屑 SD7031 柾 目 5。 8 ヤマク
゛
ワ

89 1041 削屑 SD7031 追柾 目 5.3 C  I 2A カヤ

89 1042 削屑 SD7031 追柾 目 10.8 C  I 2B カヤ

1043 切屑 SD7031 板 目 I 24。 9 6.2 A  I A―A コナラ節
89 1044 切屑 SD7031 追柾目 22.8 12.4 4.6 B  I ヤマク

゛
ワ
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表49-(2)屋 代遺跡群削層、切層一覧表

真
版

写
図

と
ロ
ロ可

報
番

名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 木 目
最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

け精度 分類 観察 樹 種

1045 削屑 SD7032=

m8028 3.4.5層

SD7032 板 目 I
木裏からの削り、半裁材の
カロ:工 か。

チト
゛
リノキ

1046 削屑 SD7032 板目Ⅱ 3.6 1。 05 2A トチノキ

1047 切屑 SD7032 板 目 I 7.5 2.7 板材両木口切断。1048と 接
合する。       __

コナラ節

1048 切屑 SD7032 板目 I
板材の切断、片側木回は材
端部か。 1047と 接合   _

コナラ節

1049 切屑 SD7032 芯持ち 30。 7 22.6 16.3 ヤナキ
゛
塀乳

1050 削屑 SD7032 追柾 目 刃端痕

1051 屑 SD8028 5層 板 目Ⅱ カエテ
゛
属

1052 屑 SD8028 5層 板目Ⅱ 2.7 ヌ斤
゛

1053 切屑 SD8028 5層 板目 I 割材の切断

1054 切屑 SD8028 5層 板 目 I 5。 7 C― C アサタ
゛

1055 削屑 SD8028 4層下 追柾 目 0。 85 エノキ属

1056 削屑 SD8028 4層 板 目 I 2A マメ科

1057 削屑 SD8028 3層 板 目 I 2A ヤナキ
゛
庁乳

1058 切屑 SD8028 3層 板目 I 18.8 2。 4
削出し材を曲線的に切断、
糸鋸状の工具か。

1059 削屑 SD8028 柾 目 6.5

1060 削屑
qn7033=Sn7034 SD7033 追柾 目 2.15 エノキ属

1061 削屑 SD7033 追柾 目 (11.3 グミ属

1062 屑 SD7034 板 目Ⅱ 4.8 4.2 オニク
゛
ル

1063 削屑 SD7034 板 目Ⅱ 2.2 2A アワフ
゛
キ属

1064 屑 SD7034 板 目 I 0.85 2A サクラ属

1065 屑 SD7035 柾 目 2A

1066 屑 SD7035 板 目 I (11.7) 2.8

1067 不明 SD7035 板 目Ⅱ 搬入材の加工か
コナラ漏乳アカ
カ
゛
シ亜属

1068 切屑 SD7035 板 目Ⅱ 3。 5 木の芯部を角材に加工 トチノキ

1069 屑 SD7035 板 目Ⅱ モミ属

1070 屑 SD7035 板目Ⅱ 0。 7 刃端痕を残す モミ属

1071 屑 SD7035 斜 め 刃端痕を残す モミ属

1072 屑 SD7035 板 目Ⅱ 7.3 2A ツカ
゛
属

1073 屑 SD7035 斜 め 芯持ち材、木裏からの削 り トネリコ属

1074 屑 SD7035 板目 I

1075 削屑 SD7035 板 目 I 10。 4 0。 9 2A 芯持ち材、刃先痕を残す

1076 削屑 SD7035 斜 め 1

複
亜

属
管

マッ
維
属

1077 屑 SD7035 板 目Ⅱ 4.4 2A

1078 削屑 SD7035 追柾 目 6.5 1

1079 削屑 SD7035 板 目Ⅱ 1 カエテ
゛
属

1080 切屑 SD7035 柾 目 角材鋸切断

1081 切屑 SD7035 削出し 8.9
外周を面取 り、片側木日は
山形に面取 り加工

クヌキ
゛
節

1082 削屑 SD7036=SD8038 SD7036 板 目 I 刃端痕を残す カエテ
゛
属

1083 削屑 SD7036 板 目 I
エノキ属

1084 削屑 SD7036 柾 目 C

1085 切屑 SD7036 板 目Ⅱ 55 16.5 10.4 C C― C

1086 切屑 SD7036 芯持ち 17.7 11。 45 9.5 B―B 丸木切断 オニク
゛
ル

1087 切屑 SD7036 割2/3 13◆ 5 B―B 割材切断 サクラ属

1088 切屑 SD7036 板目 I 18。 6 5.5

1089 削屑 SD8038 板 目Ⅱ 12.6 0。 9 刃端痕を残す モミ属

1090 削屑 SD8038 柾 目 10.3

1091 削屑 SD8038 柾 目 6.2 刃先痕を残す コナラ節

1092 屑 SD8038 追柾 目 6.3 3。 95 刃先痕を残す コナラ節

1093 削屑 SD8038 板 目Ⅱ
刃端痕を残す、木裏からの
削り

トチノキ

1094 削屑 SD8038 板目 I (8。 7) 0。 2 調整面 (背 面)を削る

1095 切屑 SD8038 板 目Ⅱ 11.2 2.8
刃端痕4。 2cmを残す、おお
よそこの幅の手斧を使用

1096 切屑 SD8038 2層 柾 目 5.5 6。 9 刃端痕を残す カエテ
゛
属

1097 切屑 SD8038 2層 板目 I 6.2 サイカチ

1098 切屑 SD8038 追柾 目 18.5 5.6 刃物痕あり ケヤキ

1099 屑 SD7038 柾 目 17.8 ヤマク
゛
ワ

1100 屑 SD7038 板目 I
モミ属

1101 切屑 SD7038 板目 I 7.5 |サワラ

1102 切屑 SD7042 斜 め 23.7 20.2

1103 削屑 SD7043 0 SD7050 SD7043 板目 I 0.6 ヤマク
゛
ワ

1104 屑 SD7050 板目 I 10。 7

1105 削屑 SD7044=SD7047

0 SX7034

SD7047 上層 板 目Ⅱ 5。 3 2B
属
節

1106 切屑 SX7034 追柾 目 17.1
4.lcmの 刃端痕を残す、ほ
ぼ同幅の手斧の使用な_

1107 切屑 SX7034 柾 目 ケンホ
゜
ナシ属

1108 削屑 SD7045=SD8032 SD7045 板 目Ⅱ 10.5

1109 削屑 SD7045 追柾目 3.5 0。 95 1 刃端痕を残す サワラ

1110 削屑 SD7045 柾 目

1111 削屑 SD7045 柾 目
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表49-(3)屋 代遺跡群削居、切層一覧表

真
版

写
図

報告
番号 名称 ⑥区遺構群 出土地点 層位 木 目

最大長
(cm)

最大幅
(cm)

最大厚
(cm)

材精度 分類 観察 樹種

1112 削屑 SD7045=SD8032 SD7045 板 目 I アサタ
゛

1113 削屑 SD7045 追柾目 10.6 4.6 C モミ属
1114 切屑 SD7045 反目Ⅱ 10。 2 18.8 C B―B

1115 削屑
SD8032
(SQ8006)

44層 板目 I

1116 削屑
SD8032
(SQ8006)

44層 斜 め 2.2 0.5 ヒノキ

1117 削屑
SD8032
(S08006)

44層 板 目Ⅱ 0.5

1118 削屑
SD8032
(SQ8006)

44層 斜 め 0.55

1119 削屑
SD8032
(S08006)

44層 板 目Ⅱ 1

1120 削屑
SD8032
(S08006)

44層 板 目Ⅱ 刃端痕を残す

1121 削屑
SD8032
(SQ8006)

44層 板目 I 0。 45 1

1122 削屑
SD8032
(SQ8006)

44層 斜 め C 1

1123 削屑
SD8032
(SQ8006)

44層 斜 め 4.5 2.6 C 1

1124 削屑
SD8032
(SQ8006)

44梶雪 板 目Ⅱ 2.9

1125 削屑
SD8032
(S08006)

44梶雪 板 目Ⅱ 2.7 0。 4 刃先痕

95 1126 削屑
SD8032
(SQ8006)

44層 板目 I 0。 9 C

95 1127 切屑 SD8032 44層 追柾目 12.2 2.6 A―A 板材の切断 ケヤキ

95 1128 切屑
SD8032
(SQ8017)

15,16層 板 目Ⅱ 36.1 祭祀具残材か ?

1129 切屑
SD8032
(SQ8017)

15,16層 柾 目 25。 4 祭祀具加工材片 ?

95 1130 削屑 SD8032 15,16層 板 目Ⅱ 12.4 1
刃端痕を残す、木裏からの
削り

1131 削屑 SD7046=

SD8044 3層

SD8044 追柾目 15.5 6.3 0。 75 1 刃先痕を多数残す
1132 削屑 SD8044 柾 目 3.3 クヌキ

゛
節

1133 削屑 SD8044 斜 め 7.9

1134 削屑 SD7051 板 目 Ⅱ 2.8 C モミ属
1135 切屑 SD7062 0 SX7037 SX7037 板目 I トネリコ属
1136 削屑 SD7065=SD7067=

SD8044 4,5層

=SD8049

SD7065 板目 I 4.3 C 林持ち材 ケヤキ
1137 削屑 SD7065 追柾 目 2.7 0.35 モミ属
1138 削屑 SD7065 板 目 Ⅱ 0。 7 モミ属
1139 削屑 SD8049 追柾目 0.5 コナラ節
1140 切 屑 SD8049 芯持ち 32.2 14.2 B―B カエテ

゛
拝勇

1141 切屑 SD8049 芯持ち 14.8 B― C カエテ
゛
属

1142 削屑 SD7070 柾 目 サクラ属
1143 切屑 SD7070 板 目Ⅱ B― B アサタ

゛

1144 切屑 SD8039 柾 目 40.5 15。 5 B― CI
1145 削屑 SD8041 5層 板目 I 7.7 1

1146 切屑 SD8041 5層 柾 目 6.2 3.15 B  I C―CI 阪材の切断 ケヤキ
97 1147 切 屑 SD8041 割 1/2 19。 3 12。 4 D  I C― C I ケヤキ
98 1148 削屑 SD8043 柾 目 12.3 カヤ

98 1149 削 屑 SD8043 板 目Ⅱ 4.3 C  I 2A カエテ
゛
拝乳

97 1150 切屑 SX7035 板材 49.5 14.5 C  I

98 1151 切屑 『朧
柾 目 26.2 12. 1 C B―C モミ属

1152 切屑

朧̈
割1/3 50.5 13.5 C― C コナラ節

1153 切屑

赫̈
芯持ち 17.3 C― C 炭化部あり、加工による窪

み、あるいは礎板か ヤマク
゛
ワ
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表50 屋代遺跡群⑥区自然木樹種一覧

層位 ⑥区遺構群 出土地点 層 樹種 備考

第 5水田対応層

古段階

SD7065=SD7067

=SD8044 4,5梶 藝=SD8049

SD8044 下層 ニフトコ(2)

SD8049 クリ(2)、  カエテ
゛
漏勇、 ケンホ

゜
ナシ漏尋

SD7045=SD8032 SD8032 44層 コナラ属コナラ亜属コナラ節 古段階～新段階

SX7035 モモ

第 5水 田対応層

新段階

SD7042 カヤ

SD7045=SD8032 SD7045 コナラ属コナラ亜属コナラ節

SD8032 39斉藝 広葉樹

SD7046=SD8044 3層 SD7046 コナラ属コナラ亜属コナラ節、カヤ

SD8044 3層 サワラ

SD7048=SD7057
=SD8044 1、 2層

SD7057 コナラ属コナラ亜属クヌキ
゛
節

SD7049 コナラ属コナラ亜属コナラ節、クヌキ
゛
節

SD7051 コナラ属コナラ亜属クヌキ
゛
節、つる植物

SD7058 コナラ属コナラ亜属クヌキ
゛
節

SD7062 0 SX7037 SD7062 力
゛
マス

゛
ミ漏鷲

SX7037
・列
属

ケヤキ、コナラ属コナラ亜属コナラ節、カエテ
゛

SD8039 キハタ
゛

第 4水田対応層 SA7002 ヤナキ
゛
拝乳(2)

SD7035 コナラ属コナラ亜属コナラ節 (2)

SD7036=SD8038 SD7036 サクラ属、コナラ属コナラ亜属コナラ節、サワラ、
散孔材、樹皮

SD7037 コナラ属コナラ亜属クヌキ
゛
節

SD7038 ヤナキ
゛
源発、 オニク

゛
ル

SD7039=SD8040 SD8040
ハンノキ属ハンノキ亜属、 コナラ属コナラI属、 コナ
ラ節、カヤ

SD7044=SD7047 0 SX7034 SX7034 コナラ属コナラ亜属クヌキ
゛
節

遺構外
ヤナキ

゛
F発 、 ケヤキ、 コナラf桑

コナラIE漏乳コナラ負価、
クヌキ

゛
節、モミ属、散孔材

第 3水田対応層 SA8002 カヤ、 ヤナキ
゛
ガ勇 (2) ヤナキ

゛
属は立木

SD7030 中層 アオキ、クリ、コナラ属コナラ亜属クヌキ
゛
節

SD7031 ウツキ
゛
属、コナラ属コナラ亜属コナラ節、ムラサキシ

キフ
゛
f乳 、 ヤナキ

゛
拝発、 ヤマウルシ

SD7032=SD8028 3,4, 5層 SD7032 ウツキ
゛
炉発、 カエテ

゛
f発、 カヤ、 ケヤキ、 モミf勇 、

広葉樹

SD8028

SD8028

SD8028

3～ 5層 ウコキ
゛
属、ケヤキ、ヤナキ

゛
属、針葉樹

3層 クリ、ヤナキ
゛
属、広葉樹、樹皮

5層 乃キ
゛
属、コナラ属コナラ亜属コナラ節、クヌキ

゛

節            __
第 3水田対応層

上層

SD7028=SD8028 2月 警 SD7028 ヤナキ
゛
属、散孔材

SD8028 2層 カヤ

第 2水 田対応層 SA8001 広葉樹 立木

SD7025=SD8027 SD7025 カエテ
゛

f発 、 ヤナキ
゛
F乳

SD8027

SD7026=SD8029 SD7026
(さ者l(キξ])負|「

テ
l』]｀金十1g滑]:ナ智予

乳クヌ

SD8029 ヤナキ
゛

f乳

SD7043 0 SD7050 SD7050 ヤナキ
゛

f乳

SK8019 ヤナキ
゛

f弓 立木

SK8021 ヤナキ
゛
ガ乳 立木
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第 8節 骨角器・加工痕のある骨

屋代遺跡群では特に⑥区において獣骨が多量に出土している。出土状況については第 2章第 5節で示し

たように、ウマ、ウシを主として各部位が一括で廃棄された状態を示す場合もある。これに加え、獣骨を

何らかの製品状に力日工したもの、製品としての形状はもたないが、明らかに道具による力日工痕があるもの

が多くみられる。本節ではこのような骨角器および加工痕がみられる骨に関しての解説を行う。なお、骨

角器は実測図版と写真を掲載したが、加工痕のある骨については写真図版のみ掲載した。

骨角器  (図版4280429、 PL99)

(1)卜 骨 (1、 5、 7～ 11、 14～ 16、 20、 21、 23)13点 が確認された。

形状 素材の獣骨の表面を争J離させ、内側に長方形状の鑽を削る。全て神沢勇一氏による 卜骨の分類の内、

第V型式に該当する 0申沢1970。 形状をみると、①景J離後に傾I面 を削 り、縦に細長い形にしたもの (1・

5・ 708010011・ 2002102の と②やや不整形のもの (9014010の 違いがある。②の内 9と 14は 鑽を削る

前にその面を横方向に刃物で削った痕跡が明瞭にみられる。15は側面が欠損しているが①に属するものと

思われる。

鑽の配列 両者には鑽の削 り方にも相違点がある。①は 8011021に 顕著にみられるように、鑽が長軸方

向に 1列 に並ぶ。欠損しているが、 5010015020・ 23も 同様であったものと思われる。ただ、 1は鑽の

ある面右側の欠損の状況から、配列については不明で、 7は左側に偏る点で他 とは若干異なる。

②は 9014が段違いで 2列状に削られていたことがわかる。また、配列の方向も長軸に対 して斜めになる

点が特徴的である。 9と 14は 同じSD8032の 出土で両者は接合する (PL99)。 よって鑽が削られたのが、分

割される以前か以後かについて明確には判断できない。ただ、接合させた場合、鑽の配列の角度がほぼ一

致する点から、鑽を削った跡に分害Jさ れた可能性がある。16は 欠損部が多く、 2列であったかどうかはわ

からないが、右側ぎりぎりに側面のカーブに合レわせて鎖:を 削っているのが特徴的である。

焼灼痕 鑽の内面にみられる小孔は焼灼によるものといわれる。 卜占は主として鑽の裏側の面の状況によ

って行 うと考えられる。鑽の内面は小孔が貫通している場合 と、亀裂のみの場合、さらに小孔も亀裂 も存

在しない場合がある。亀裂 もない音6分には、わずかに特に傷がついているものもあるが、全 く手が力日えら

れた痕跡のみられない部分 もある。

時期と出土状況 1のみ竪穴住居 SB5090の 出土で、 1期に属する。他は⑥区の出土で第 5水田対応層古

段階および新段階下層の出土で、 1期前半～ 1期後半に属する。以上のように屋代遺跡群の 卜骨は 1期

(7世紀代)に ほぼ限られる。出土状況で特に注目されるのは、 9010014で、それぞれ祭祀に関わると考え

られるSD8032の 湧水点から出土した (図版169)。 11も Pl周辺から出土している。さらに、前述のように

9と 14は 接合することから、分害J後それぞれ P2と SX7036に入れられたことが分かる。他に 708も 出土

地点は不明だが同じ湧水溝からの出土であり、 5が出土した SD7042も 木樋による導水型祭祀施設である。

このことから屋代遺跡群での 卜骨による卜占は、 7世紀代の湧水に関わる祭祀行為 と密接なつなが りがあ

ることがわかる。

V類に属する 卜骨は屋代遺跡群 と同じ更埴市雨宮にある生仁遺跡でも 4′点出土している (更埴市教育委員

会1969)。 内 2点は古墳時代 と奈良～平安時代の住居跡から出土し、 2点は古墳時代の祭祀遺構から出土し

ている。

獣骨の種類  卜骨に使用されている種は不明のものが多いが、 1し 10011は ウシである。また不明分を含
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め①に含まれる卜骨は肋骨が使用されている6こ れに対し②は他の部位で、おそらく肩肝骨と思われる。

形状や鑽の配列の相違はこのように使用する部位によって制約されたのか、あるいはあえて違う部位を選

択して使い分けたのか注目される点である。

(2)紡錘車 (2)5期 前後に属する住居 SB6081か ら出土 した。部分ではあるが、わずかに穿孔の痕

跡があり、鹿角を利用 した紡錘車状のものと考えられる。鹿角製紡錘車は 5世紀代の例が丸子町鳥羽洞窟

跡に 3点みられる (永峯光-1982)。

(3)箆 (4)湧 水溝 SD7030中 層の出土で 2期 に属する。先端にやや丸みをもたせ、鋭利に加工 して

ある。もう一端には 2カ所穿孔が施されている。表面全体が滑らかに仕上げられてお り、かなりの精製品

といえる。箆状を呈するが、穿孔は垂飾のためのものかもしれない。種は不明だが、肋骨を使用 している。

(4)鏃 (24、 25)両者とも有茎鏃である。24は鏃身が円錐形を呈する。表面を滑らかに仕上げ、先端

が特に丹念に削られている。茎先端に黒い付着物が認められ、矢柄に装着する際に塗布されたものと考え

られる。SD8049の出土で、 1期前半に属する。25は鏃身が長 く扁平である。先端を鋭利に尖らせるとと

もに、両側面を削り、両刃の状態に加工してある。表裏ともに長軸方向に丁寧に削っている。茎に至る部

分で両側面を対称的に扶っているため、関が明瞭ではない。鏃身と茎の境界部に黒い付着物が残存じ、24

と同じように矢柄に装着する際塗布されたものと考えられる。種はシカで、中手骨あるいは中足骨を利用

しているようだ。⑥区自然堤防傾斜面の地山を立ち上がりとするSD8048を 埋没させた砂層中からの出土

である。SD8048最下層は古墳ⅥⅡ期新相に属するが (長野県埋蔵文化財センター1998)、 それが埋没し、

SD8041が形成される間の遺物であり、古墳ⅥⅡ期新相以降、古代 1期前半以前 (主 として古代0期)に属する

ものと思われる。

(5)その他 3は薄く景J離させた短冊状のもので、 1端 を台形状に切り、もう1端 もやや山形にカット

されている。これに近い形状は木製品にもみられ、あるいは斎串のような祭祀的な道具の一種かもしれな

い。SD7030中 層の出土で 2期に属する。

6は 断面が半円形を呈する。 1端を剣先状に尖らせているがもう1端は欠損する。中程に小孔があるが、

剣先部に向かって斜めに穿孔されている。あるいは柄などに装着するための孔か。SD7044の 出土で第 4

水田対応層 (1期末～2期初頭)に属する。

12は 小型品で、 1端が圭頭、もう1端が剣先状に加工され、斎串のような形状をもつ。 1面のみ丁寧に

調整され、断面形がややカマボコ状になる。中央に穿孔があり、その内面と特に未調整面に黒い付着物が

残る。穿孔部に細い棒状のもの差し込んだようだが、未調整面にも付着物が残るため、別なものをそこに

組み合わせて装着したのかもしれない。13は景J片 の 1端を剣先状に尖らすが、欠損部も側面の削りの角度

からみて同様の形状をしていたと考えられる。この 2点 はSD8032の 最下層 (45層 )の湧水坑付近からの

出土で、 卜骨同様祭祀に関わるものである可能性が高い。

17は 薄い景J片 であるが、表面が平滑に仕上げられ、 1端 を曲線状に扶っている。18は種は不明だが、四

肢骨をカットし、中程から斜めに切り落としている。19は特に欠損部はみあたらず、 1端 を串先状に尖ら

す。これらは湧水溝であるSD7062 0 SX7037の 出土で、やはり湧水に関わる祭祀とつながりがありそう

だ。時期は1期後半に属する。

22は小型品だが、 1面 を丁寧に削り調整し、 1端 を串先状に尖らす。 卜骨20、 21と 同じSD7067の 出土
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で、 1期前半に属する。

加工痕のある骨 (PL100)

ここに含むのは、獣骨を切断したり景j離 させ、両端をカットするなど明瞭な加工の痕跡が残るものであ

る。種のほとんどは不明であるが、27031046049・ 51は 鹿角をカットしたものである。また38062も シ

カの骨である。34037044059069は ウシであることが半J明 しているgゃゃ特殊なものとしては、小穿孔

のある30と 、表面を縦方向に削り調整した56があげられる。これらを含め形状に統一性はなく、製品と考

えられるものは含まれない。

骨角器と比較すると住居跡出土のもの (26～ 33)が目立つが、自然堤防南端の⑤区に限られるは)。 これ

ら以外は⑥区での出土である。特にSD8032最下層の湧水坑付近で出土したものが多い (43～ 55)。 この内

45046は SX7036、 47048は P5で確認され、 卜骨同様湧水坑内に入れられていたことがわかる。62～ 65は

SX7037、 69は SX7035の 出土でやはり湧水関連の遺構である。

なお、図92の 3(標本番号05090)は ウシの下顎骨であるが、貫通する小孔が認められる。ある種の儀礼

にかかわるものである可能性が高い。

このように多量の加工痕のある骨の存在は、獣骨を素材にした製品の加工が盛んに行われていたことを

示す。それは、骨角製品が多数出土していること、また⑥区を中心に大量の獣骨が出土していることから

も窺える。ただ、26～ 69の骨が加工途中の最J片 であるのか、未製品を含むのか、あるいはそれ自体に何ら

かの用途があるのかなど、多くの疑間が残される。さらに不明部分は多いが、加工の加わった骨の中に現

在の段階ではシカとウシはあるがウマが検出されていない。これは獣骨として出土するウマの割合が非常

に高いことと相反する。生仁遺跡でも古墳時代の住居跡や祭祀遺構から卜骨以外に多くの骨角製品 (V類

卜骨を含む)や景J片が出土している。その全てはシカであり、獣骨として出土しているウマは 1点 もみら

れない点で共通性がある。これについて中村由克氏は「ウマやイヌは食料とはされず、埋葬されたもの、

あるいは儀礼に関係したもの」と推定している (中村1969)。 ウマの骨は屋代遺跡群において 7世紀代を中

心に湧水坑に埋納されたり、祭祀遺物集中廃棄 (SQ)に 伴う場合が認められ、古代において儀礼上特別な

対象であったことが窺える。これが骨の加工に際しての素材の選定にも影響しているのではないだろうか。

註 28が出土したSB5054は古墳 7期の住居跡だが、『弥生 0古墳時代編』に掲載できなかったため、本編に載せた。

引用・参考文献

神沢勇- 1976年 「弥生時代、古墳時代および奈良時代の卜骨、 卜甲について」『駿台史学』第38号

更埴市教育委員会 1969年 『生仁一更埴市生仁遺跡第一次 (昭和43年度)緊急発掘調査報告書―』

永峯光- 1982年 「′鳥羽山洞穴遺跡」『長野県史考古資料編 全一巻 (二 )主要遺跡 (北東信)』 長野県史干J行会

長野県埋蔵文化財センター 1998年  『更埴条里遺跡・屋代遺跡群 (含む大境遺跡・窪河原遺跡)一弥生・古墳時代編』

中村由克 1969年 「Ⅳ 生仁遺跡出土の骨角器と動物遺体」『生仁一更埴市生仁遺跡第一次 (昭和43年度)緊急発掘調査報告書―』
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第 5章 遺 物

屋代遺跡群加工痕のある骨一覧表

表51 屋代遺跡群骨角器一覧表

版
号

図
番

真
版

写
図

報告
番号

標本番号 地 区 ⑥区遺構群 出土地点 層 器 種
最 大 長
(cm)

最 大 幅
(cm)

fttE
(om) 種・部位 所 見 時期

1 461004 SB5090 卜骨 0.35 ウシ・肋骨 1期

⊂)a SB6081 紡錘車 鹿 角 5期前後

37728,01002 ⑥ a SD7030 中層 斎串? 不 明

薄板状剥片の一

端を台形状にカ
ツ ト

2期

37727.01001 ()a SD7030 中層 箆 13.85 不 明 穿孔 2ヶ 所 2期

21419,01017 ⑥ a SD7042 卜骨 0.15 不 明・ 肋骨 1期後半

25496,02023 ⑥ a D7044=SD7047・ SX7034 SD7044 不 明 5.15 不 明

一端を会1先状カ
ット、貪1先方向
に斜め穿孔

1期末～
2期初頭

38748a ()a SD7045=SD8032
・ SX7036

SD7045 卜骨 2.2 0.25 不明・肋骨 ? 1期 前半～後 半

38748b α)a SD7045 卜骨 0.15 不 明・ 肋骨 1期 前半～後 半

31620,01005 ()b SD8032  P2 卜骨 不 明 14と 接合す る 1期 前 半

32621,01006 延)b SD8032  P5 卜骨 ウシ 。肋骨 1期 前半

31619,01007 ⑥ b SD8032 45層 卜骨 ウシ・ 肋骨 1期 前半

38744 ⑥ b SD8032 45層 不 明 不 明

一端を圭頭状、
他端剣先状にカ
ッ ト、中央穿孔
、付着物あり

1期 前半

38745 ⑥ b SD8032 45層 不 明 0.25 不 明
一端を圭頭状に
カット

1期 前半

35700,01004 ()a SX7036 卜骨 5.65 不 明 と接合する 1期 前半

36715,01004 ()b SD7046=SD8044 3層 SD8044 3層 卜骨 0.15 不明・ 肋骨 1期 後半

()b SD8044 3層 卜骨 不 明 1期後半

37729,01003 ⑥ a SD7062・ SX7037 SD7062 不 明 6.5 不 明
剥片一端を凹状
に肖」る

1期後半

35682.03041 ⑥ a SX7037 不 明 6.15 不明・四肢骨 円筒状一端切断 1期 後半

18354-38754
、 02039

⑥ a SX7037 不 明 2.98 不 明 串状に削 りカロエ 1期後半

35697,01005a ⑥ a SD7065=SD7067=
SD8044 4,5層 =SD8049

SD7067 卜骨 5.75 不 明・肋骨 1期前半

35697,01005b く)a SD7067 卜骨 不 明・肋骨 1期前半

32752 C)a SD7067 不 明 0.45 0.15 不 明 串状にカロエ 1期前半

36714.01003 ⑥ b SD8044 4、 5層 卜骨 不明・ 肋骨 1期前 半

36713,01002 ()b SD8049 鏃 2.55 0.73 不 明 茎部 に付着物 1期前半

429 36712,01001 ⑥ b SD8048 鏃 シカ 。中手骨か中足骨 関部に付着物 0期

表52

写真
図版

報告
番号

SB503233760

32723

33747

25595

44970

22521
SB511916411

ウシ・左FemSD703008151.29579
SD7030

SD703038747
SD7034

シカ・え「MeSD7035

SD703536714

37724

21414。 01006

SD7045=SD8032
・ SX7036

22437

24470
SX703625491
SX703615299,02037

SD8032 P532621,32622
SD8032 P531614っ 31616

25498.01015

25498.37737

30583,33652

25498

30583.33653

30583.33651

21418,30595
SD7046SD7046=SD8044 3層

23446.01020

27540,35696
SX7037SD7062・  SX7037

SX703718354
SX703718354
SX703718354
SD8044SD7065=SD7067

=SD8044 4,5浜 雪

=SD8049

28555。 35700
シカ・中手骨SD804922432,34668

SX7035
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第 1節 Ⅳ・V層 を対象 とした動・植物相の復元

第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

第 1節 Ⅳ・ V層 を対象 とした動・植物相の復元

Ⅳ・V層 を対象とし、 7世紀前半～ 9世紀後半の自然環境復元、水田開発などの状況、および人々の生

活に利用された動植物の大型遺体や微化石に関する分析を本章にまとめた。また、縄文時代～近世に至る

全時期の概略については第 1章 3節、『古代 1』 を中心 とした総合的な見解は第 8章 9節に掲載 した。

分析のねらい 第 1′点は、自然環境復元のためのデータを得ることにある。古代では、更埴条里遺跡A地

区の泥炭層、あるいは屋代遺跡群⑥区溝・旧河道内から豊富な資料が得 られた。これらによって局地的な

環境 とともに、この地域一帯の自然環境復元を目指 した。

第 2点は、耕地の開発に関する′点である。 7世紀には旧河道内や一部の低地主体であった耕地開発が、

9世紀後半には広域にわたる条里水田・畠の整備に至っている。耕地開発の実態と第 1点にあげた自然環

境 との対応関係解明を第 2の 目的とした。また、馬鍬によると思われる耕作痕が水田面に多数見 られてお

り、牛馬の質 と量も注目される。

第 3点は、食材 リス ト作成である。微化石の分析をはじめ、種実、獣 (魚 )骨などの同定によって、あ

る程度の復元が可能であろう。特に、郡家、あるいは初期国府に関連する可能性が指摘されている屋代遺

跡群で、一般的集落と異なる食材があるかどうかも焦点のひとつである。

第 4点は、各種の物品製作のための原材料の復元である。屋代遺跡群出土木簡には、布生産が近隣で行

われていた可能性を示す木簡 (10号 059号木簡)が出土している。布の原料や布生産用具の材料の解明。ま

た、多量に出土した祭祀具を中心とした木製品、建築材の材料、さらにはこれらの材料 と周辺オ直生 との異

同なども分析の目的である。

分析の方法 限られた資料を活かすため、下記の分析を行った。依頼先 と文責は各項に記した。実施した

分析の材料は、植物珪酸体 (プラント・オパーノ→、花粉、珪藻、種実、樹木、昆虫、人骨・獣骨である。紙

数 との関係上、各分析 ともデータのすべてを掲載 し切れていない。個別のデータについては、長野県埋蔵

文化財センターで保管している。

また、各集落の竪穴住居跡のカマ ド内などから採取した土壌サンプルの水洗選別、あるいは、屋代遺跡

群⑥区祭祀関連遺構の微化石分析などは現在 も継続中である。特に前者では、溝とは異なった組成を示 し

ているほか、魚骨なども採取されている。これらの成果は、『総論編』に盛 り込む予定である。
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

第 2節 植物珪酸体 (プラン ト・オパール)・ 花粉・珪藻分析

1 古代 の環境 と土地利用

パ リノ・サーヴェイ株式会社

田中義文・ 辻本崇夫

はじらわに

当社では、古代の環境復元を目的として、これまで屋代遺跡群・更埴条里遺跡全地区の基本土層Ⅳ層を

はじめ、屋代遺跡群⑥区の旧河道、屋代遺跡群②・③区の水田と畠について、微化石分析 (珪藻分析、花粉

分析、植物珪酸体分析)を実施 してきた。ここでは、主に古代の地形 と土地利用状況 (水田と畠)の関係や、

古植生について検討したい。なお、これまで蓄積された分析結果は膨大であるため、全てを提示すること

は紙数の関係上難しい。そのため、分析成果の提示は必要最小限度にとどめ、代表的なものを図64～ 69に

示した。層位的変遷などの詳細については、『総論編』でまとめたいと考えている。

(1)更埴条里遺跡の条里水田

更埴条里遺跡は後背湿地にあたり、K地区に向かって標高が高 くなり、微高地化 している。IV層 の標

高で比較すると、A・ B地区で最 も低 く (上面で標高354m程度)、 C地区から徐々に標高が高 くなり、K地区

で最 も高い (標高355m)。 Ⅳ層の珪藻化石群集をみると、好汚濁性種や好止水性種の増加、再堆積 と思わ

れる種群の減少がある。また、Ⅵ層より下位で、微高地において検出されていた陸生珪藻 A群 (陸生珪藻

の中でも特に耐乾性の強いもの ;伊藤・堀内 1991)が減少する傾向にある。このことから、Ⅳ層が堆積 した時代

には、遺跡全体が富栄養な沼沢地ん湿地のような状態であったと考えられる。微高地部における陸生珪藻

の低下は、湿地の拡大を示唆する。

Ⅳ層の堆積時期には、窪河原遺跡で河道が形成されており、河川作用が活発になったと考えられる。ま

た、この時期は、古代まで続 くとされる冷涼・多雨な時期 (「弥生の小海退」)に あたり、周辺にはモミ属や

ツガ属などの温帯針葉樹林が発達 したと考えられる。このような状況から、このような微高地の湿潤化は、

気候変化にともなう河川作用の活発化や降水量の増加が原因とみられる。この時期には、水田がK地区を

除 く微高地上まで展開しているが、水路の整備などのほかに、気候の湿潤化 もその原因の一つになってい

る可能性がある。また、このような観点に立てば、標高が低いA地区では水位が上昇 して泥炭地化 し、

V層水:田 が放棄されることになったと考えられる。

Ⅳ層の花粉分析結果をみると、A～ F地区では花粉化石が検出されるが、G～ K地区は花粉化石がほと

んど検出されない。花粉化石は、好気的環境下で分解・消失することから、G地区より微高地側では好気

的環境下にさらされていた時期があったと考えられる。一方、水生植物の分布に注目すると、H地区とI

地区を境 として、ヨシ属のオ直物珪酸体組成に差があり、低地側でヨシ属が多産する傾向にある。各化石の

堆積過程 (い わゆるタフォノミー)の違いなどによる差もあろうが、同じⅣ層の水田層でも微高地側 と低地

側では、環境 (特に水域の分布)が異なっていたと考えられる。また、イネ属の植物珪酸体の検出状況を見

る限り、最 も標高が低いA地区とB地区は、他の調査区よリイネ属の割合が低 くなっている。これは、

環境条件による生産量の違いや、耕作期間や頻度などに起因している可能性がある。これについては、考

古学的所見や時代変遷等も考慮しながら、今後さらに検討したい。

一方、水田層は過去の洪水堆積物を母材 として形成されているため、比較的広範囲な環境条件を反映し
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第 2節 植物珪酸体 (プ ラン ト・オパール)・ 花粉・珪藻分析
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図64 屋代遺跡群⑥a区北壁の主要珪藻化石群集
海水一汽水―淡水生種産出率・各種産出率・完形穀産出率は全体基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数 と

して百分率で算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示す。なお、●は 1%未満の試料について検出した

種類を示す。
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出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で算出

した。なお、〇●は1%未満、十は木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。

ていることも考慮 しなければならない。珪藻分析結果などで、種類数が多く、特徴的に多い種類 もみられ

なかったのは、このような原因によると思われる。そのため、局地的な土地条件を反映しにくく、特に珪

藻化石群集では調査地点間の変異が把握しにくかったのかもしれない。

(2)更埴条里遺跡 K地区を境とした土地利用状況の変化
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更埴条里遺跡 K地区は、五十里川を挟んで屋代遺跡群 と接する。

は、現地表面で比較するとK地区とlm近 くの標高差がある。また
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図66 屋代遺跡群⑥区旧河道内の主要花粉化石群集

出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草木花粉・シダ類胞子は総数より不明花粉を除く数を基数として百分率で

算出した。なお、〇●は 1%未満、十と木本花粉100個体未満の試料について検出した種類を示す。

後背湿地になる。屋代遺跡群・更埴条里遺跡の土地利用状況を考える上で、K地区は境界部分にあたるた

め、特にその古環境について注目される。K地区の土地利用状況の変遷 をみると、平安時代以前に水田

として利用された形跡はなく、平安時代に集落が形成されている。また、隣接するJ地区とは平安時代の

道路を隔てて区切られてお り、J地区側では水田域が分布 している。一方、微化石分析結果をみると、花

粉化石では F地区とG地区、オ直物珪酸体では H地区とI地区の間に差がみられ、それぞれ微高地側の方

が乾燥していたことが示唆される。このように、古植生と水田域の分布 とは必ずしも一致しないが、水路

の開削などによって水が得 られにくい自然堤防側にも、水田域を広げることが可能となったのであろう。

なお、K地区の集落では、井戸内の微化石分析を実施 したが、集落の局地的な植生を反映しておらず、

壁面などから崩落した土壌中に含まれる微化石の組成を反映するものと判断された。

(3)屋代遺跡群の条里水田

古代の屋代遺跡群の地形は、自然堤防 I群上 (①～⑤区)と 千曲川の旧河道 (⑥区)に分かれる。自然堤

防 I群では畠、水田などが確認されてお り さらに高い場所には集落が分布する。また、千曲川の旧河道

にあたる⑥区では、 5枚の水田層が確認されているほか (第 1水田～第5水田)、 それぞれに対応した河道が

検出されている。この河道内では、木製品をはじめとする多くの遺物が出土した。自然堤防上の水田に関

しては、① a区、① b・ c区、② i区、③ a区で微化石分析を実施している。花粉化石は好気的環境下で

分解されやすいため保存が悪かったが、植物珪酸体や珪藻化石は比較的多く検出された。オ直物珪酸体では

イネ属が高率に検出されるのが特徴で、多い試料では機動細胞珪酸体が80%を 超えていた。この傾向は水

田域ばかりでなく、畠や集落内の遺構でも同様であった。稲藁は、生活資材や保温材など用途が広く、畠

や集落でも多用されていたらしい。珪藻分析は①区で行っているが、様々な生態性を持った珪藻化石が混

在している。これは、自然堤防を構成している氾濫堆積物の影響とみられ、当時の堆積環境を反映してい
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短細胞珪酸体 機動細胞珪酸体

タ
キケ
ビ亜
族科

②i区

図68 屋代遺跡群② i区、③a区 Ⅳ-1層上面サンプル採取地点

V層

K地区 Ⅲ層

Ⅳ層

Ⅵ層

0     50     100%

図 67 更埴条里遺 跡 A地区西壁 F地点 OK地 区 トレンチ西壁 中央の植物珪酸体 組成

出現率は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。なお、〇●

は1%未満の種類、十はイネ科葉部短細胞珪酸体で200個未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出さ

れた種類を示す。

ないと考えられる。しかし、水路脇の凹地で陸生珪藻が多産することや、各地点で陸生珪藻が混在してい

ることを考慮すれば、当時の地表面は乾燥していた可能性が高い。なお、保存は悪いが、② i区井戸内

(SK1204)か ら花粉化石が検出され、イネ科を中心とした草本主体の古植生が想定されている。このこと

から弥生時代には、カツラやケヤキなどの樹木が生育していたが、その後自然堤防上の林分が水田や集落

などの開発によって失われ、イネ科草本を主体とする草地へと変化したことが示唆される。一方、⑥区の

水田に関しては、旧河道とあわせて後述する。

(4)屋代遺跡群②・③区の畠の状況

屋代遺跡群の畠跡では、平面的な試料採取を行い、主に植物珪酸体分析を行っている。その結果をみる

と、先述したよ

うに畠や集落内

でもイネ属の植

物珪酸体が多産

した。風塵など

表土の移動 も考

えられるが、稲

藁は様々な用途

で生活に利用さ

れることから、

保温用の敷藁な

どの用途で使わ

れていた可能性
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がある。 しかし、陸稲栽培や水田を畠に転用 したなどの可能性 もあり、今後の検討を要する。なお、畠は

耕作による土壌の攪乱が大きく、好気的環境下にさらされるので、概 して植物化石は残 りにくい。このた

め栽培されていた作物に関する直接的な情報に乏しいが、炭化種実の種類や花粉化石群集からみると、ソ

バ、オオムギ、マメ類などが考えられる。また、アワやヒエなどの雑穀類に由来する可能性のある植物珪

酸体が、畠から検出されている。アワはエノコログサ属に、ヒエはヒエ属に含まれるが、オ直物珪酸体の形
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図69 屋代遺跡群② i区、③a区 呼安水田0畝状遺構面)の植物珪酸体組成                とが示唆さ
出現率は、イネ科業部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体の総数を基数として百分率で算出した。なお、●○は1%未   れ るが、 断

満の種類、+は イネ科葉部短細胞珪酸体で200個未満、イネ科葉身機動細胞珪酸体で100個未満の試料で検出された種類を示す。
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定はできない。

(5)屋代遺跡群⑥区水田 (第 1～ 5水田)

⑥区は千曲川旧河道にあたる。北壁では 5面の水田が確認され、それぞれに対応する河道も西壁で検出

されている。珪藻化石群集 (図60か ら、全体的に流水の影響が想定され、不安定な状況であったらしい。

そのうち、第 10405水 田は塩類を多く含む富栄養な水域が推定されたのに対し、第203水田では、

氾濫の影響を強くうけ、砕暦物の流入が多かったことが推定されている。また、花粉化石群集では、第

405水田でイネ科などの草本類が多く、水生植物も検出されるが、第10203水 田では花粉化石の検

出数が少ない。さらに、植物珪酸体群集も、各水田層での検出個数が少ないが、第 5水田ではやや多く、

イネ属、ウシクサ族、ヨシ属などが検出されている。微化石の種類によって検出量に差があるが、これは

堆積速度など堆積過程 (タ フォノミー)の違いによると思われる。これらのことから、旧千曲川の影響を直

接受けている⑥区では、自然堤防I群上とは異なり堆積速度が速く、概して水田が廃絶するまでの耕作期

間が短かったと思われる。

第1～ 5水田のうち、比較的長期にわたって耕作が行われていたと考えられるのは、第 40第 5水田で

ある。これらの水田は、花粉化石や植物珪酸体の検出数が多く、富栄養な水域が推定されており、このよ

うな水域で稲作が営まれ、オモダカ属、 ミズアオイ属などが水田雑草として生育していた可能性がある。

一方、第 20第 3水田では、水田が形成されてから短時間で埋没したため、花粉化石や植物珪酸体の検出

数が少なかったと考えられる。これらのことから、本地区では、洪水によって水田が埋没すると、その洪

水層を母材として水田を更新することを繰り返していたらしい。その中でも、第 40第 5水田は水域が比

較的安定しており、水田の耕作期間は他と比べやや長かったことが示唆される。

(6)屋代遺跡群⑥区旧河道

⑥区北壁で見られる旧河道の堆積層は、それぞれ第1～ 5水田に対比されている。旧河道では、花粉分

析 (図60と植物珪酸体分析、および木製品の樹種同定を行っている。花粉分析結果をみると、木本類で

はヨナラ亜属を主とし、モミ属、ツガ属、マツ属、サワグルミークルミ属、クマシデ属―アサダ属、ニレ

属―ケヤキ属などが検出される。この時期、水田開発が自然堤防上まで及び、自然堤防上の高い場所には

集落が形成された。当時の古植生は、弥生時代から大きな変化はなかったが、微高地上では開発が行われ

たため、草本主体の植生になったらしい。おそらく、自然堤防上の集落や水田の周辺ではタケ類やウシク

サ属などからなる草地が主体で、自然堤防や後背山地の林縁部ではサワグルミークルミ属、コナラ亜属、

クマシデ属―アサダ属、ニレ属―ケヤキ属などが生育していたと考えられる。また、水田域・低湿地・河

道周辺には、ヨシ属をはじめ、オモダカ属、 ミズアオイ属、ヒシ属などの水生植物が生育していたと考え

られる。

一方、古代の花粉化石群集の変化として、モミ属・ツガ属など温帯針葉樹の増加が認められる。これは、

「弥生の小海退」と呼ばれる一連の環境変化で、後背山地を中心にモミ属・ツガ属が増加した。なお、河道

から検出された木製品でも、モミ属、サワラ、カヤなど温帯性の針葉樹が多く検出されている。木製品は、

用途によって種類を選択する場合があるので、必ずしも周辺植生の利用に直接関係するとはいえないが、

ヤナギ属、アサダ、コナラ節、クヌギ節、クリ、ケヤキ、カエデ属など、河畔や林縁部を中心に生育する

種類を用いた木製品も多く出土しており、花粉分析結果からみても、これらが周辺植生の利用の結果であ

ることは明らかである。
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更埴条里遺跡Ⅳ層・V層 におけるプラン ト・オパール分析

一古代 (条里水田と条里以前の水田)の稲作について一

株式会社 古環境研究所

松田隆二・脇元二郎

(1)目 的と方法

目 的 更埴条里遺跡では、Ⅳ層において条里水田、V層において条里以前の水田が検出された。そこで、

プラント・オパール分析をもとに、これらにおける稲作について検討を行った。

試 料 試料は、Ⅳ層ではA地区～K地区の土層壁面の25点、A地区検出水田面の55点、J地区検出水

田面の60点、K地区検出遺構面の29点 の計169点、V層 についてはA地区～C地区の土層壁面の 5点、A

地区検出水田面の49′点の計54′点、合計223点 である。

方 法 『弥生・古墳時代編』第 4章第 2節 1に示 した。なお、試料標本 とプレパラー トは、すべて株式会

社古環境研究所に保管されている。

(2)分析結果

同定・計数結果を表53、 表54、 図71に 示す。機動細胞起源のプラン ト・オパールについて同定 を行った

結果、イネ、キビ族、ヨシ属、ウシクサ族 (ス スキ属型)、 サヤヌカグサ属、シバ属、ジュズダマ属、タケ

亜科の各分類群が検出された。このうち、イネのプラント・オパールは全試料において検出され、Ⅳ層で

はすべての調査区で非常に高い密度であり、V層 でもA地区とB地区で高い密度である。その他の分類

群ではヨシ属のプラント・オパールが A地区、B地区および H地区で高い密度である。

(3)Ⅳ層期の稲作

Ⅳ層は、調査区全域に堆積 しており、A地区～K地区の南部において条里型 とされる水田跡が検出さ

れている。土層壁面より採取された試料のプラント・オパール分析では、すべての地区においてイネが高

い密度で検出されている。 とくに B地区以北では、11,000個/g強 ～70,000個/g弱 と極めて高い密度で

ある。また、A地区、J地区さらにK地区では、Ⅳ層遺構検出面においてもそれぞれ55カ 所、60カ 所、29

表53 更埴条里遺跡Ⅳ層・ V層 におけるプラン ト・ オパール分析結果 鮮位 ×102ィ固/g)
力所について分析を行

った。その結果、各地

区とも全試料 よリイネ

が検出されている。密

度の平均値 は A地 区

で9,000イ固/g、 J地 区

で35,000イ固/g強、K
表54 更埴条里遺跡Ⅳ層・V層 (水田面・遺構面)に おけるプラント・オパール分析結果

鮮位 ×102ィ固/g) 地区で24,000イ固/g強
A地区Ⅳ層水田面 A地区V層水田面 」地区Ⅳ層水田面 K地区Ⅳ層遺構面

南端部    中央～北側部    南端部   中央～北側部 全 域 水田域 集落域

分類群
平均値 最大値 最小値  平均値 最大値 最小値  平均値 最大値 最小値  平均値 最大値 最小値 平均値 最大値 最小値  平均値 最大値 最小値  平均値 最大値 最小値

調査区   A地 区    B地 区    C地 区  D地 区 E地区 F地 区 G地 区 H地 区 I地区 」地区 K地 区

試料   Ⅳ層 V層   Ⅳ層 V層  Ⅳ層 V層  Ⅳ層  Ⅳ層  Ⅳ層  Ⅳ層  Ⅳ層  Ⅳ層  Ⅳ層  Ⅳ層

イネ             89  75
キビ族             1  1
ヨシ属            149 210
ウシクサ族           1  13
サヤヌカグサ属         1  0
シバ属             0  0
ジュズダマ属          0  0
タケ亜科           13  12

８０

０

９３

３０

０

０

０

８９

００

０

５０

２０

０

０

０

２０

調 査 区

―-300-一

イネ

キビ族

ヨシ属

ウシクサ族

サヤヌカグサ属

シバ属

ジュズダマ属

タケ亜科

７６

９

８２

‐３

５

０

０

２０

といずれも高い値であ

る。その他の分類群で

は、ヨシ属が全域で検

出 され、 と くにA地

区～J地区では高い密



度である。

以上のこと

から、IV層

堆積時は本

遺跡一帯は

概ね湿地あ

るいはそれ

に近い環境

であり、ほ

ぼ全域で水

田稲作が営

まれていた

と推定され

る。なお、

周:辺にはヨ

シ属が生育

しており、

ウシクサ族、

サヤヌカグ

サ属、シバ

属、ジュズ

ダマ属、タ

ケ亜科など

も近傍に生

育していた

ものと推定

K地区

集落

集落・

水田境

東西大畦畔
(SC1002)

」地区

条里水田

Ⅳ-1′習

第 2節 植物珪酸体 (プ ラン ト・オパール)・ 花粉・珪藻分析

V-1層

50m

される。 ま  図70 更埴条里遺跡AO」 OK地区Ⅳ-1層、A地区V-1層プラント0オパール分析、サンプル採取地点

た、キビ族 (ヒ エ属型)が部分的に認められるがいずれも低密度であることから、これらが栽培されてい

た可能性については積極的には支持できない。むしろ水田雑草と見るのが自然であろう。

遺構検出面におけるイネのプラント・オパールの検出状況を見ると、A地区では調査区南端の有明山の

山裾側で密度が低 くなる傾向が認められる。山裾の一帯では平均密度は4,900個/gであり、それ以外の地

点の平均密度9,800個/gのおよそ半分となっている。このことの原因の一つとして、山裾側では他の部分

に比べて稲作が行われた期間が短かったことが考えられる。なお、当該調査区では畦畔上からも試料が採

取されており、これらからも水:田面とほぼ同程度の密度でイネが検出されている。このことから、当時は

畦の作り替えや畦塗りなどが行われていたことが想定される。 J地区では、平均密度が35,400個/g、 最

大値は62,100個 /g、 最小値でも7,600個/gと 全体に非常に高い値である。したがって、当該調査区で検

出された水田では、長期にわたり極めて安定した稲作が営まれていたことが推察される。K地区では、水

田跡とともに平安時代の集落跡が検出されている。ここでの密度の平均値は、水田跡とされる南側部分で

25,000イ固/g強、集落域である中央～北側部分でも22,000イ固/g強 といずれも非常に高い値である。このこ

とから、K地区ではⅣ層堆積当時は南側の水田はもとより、中央～北側部分の集落域でも稲作が行われ

　́イ
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ていた可能性が考えられる。なお、発掘

調査では集落域からは水田跡は検出され

ていない。なお、この部分は微高地 とな

っていることから、あるいは水田稲作 と

は異なる稲作すなわち畠稲作が行われて

いた可能性も考えられよう。

(4)V層期の稲作

V層 は、A地 区～C地 区にのみ堆積

し、A地区において水 田跡が検出され

ている。土層壁面より採取された試料の

プラント・オパール分析では、イネはA

地区とB地区では比較的高い密度で検

出されているが、C地区ではわずかな検

出量 をみるのみである。また、A地 区

の遺構検出面で採取された49試料を分析

した結果、すべての試料からイネが検出

された。密度は800～ 19,200個/gと ばら

つきが大きいものの、平均値は7,400イ固/

gと 高い値である。その他の分類群では、

各地区ともヨシ属が高い密度である。こ

れ らのことか ら、V層堆積時は、A地

区～C地区一帯は湿地的環境であり、A

地区とB地 区周辺において稲作が営 ま

タ
ケ
亜
科

ジ

ュ
ズ
ダ

マ
属

シ
バ
属

サ
ヤ

ヌ
カ
グ
サ
属

ウ

シ
ク
サ
族

ョ
シ
属

キ
ビ
族

ノ
ー
不試

料

A地 区 Ⅳ層      ●

A地 区 Ⅳ層      ●

水田面南端部

A地区Ⅳ層      ●

水田面中央～北側部

A地 区 V層       ●

A地 区 V層       ●

水田面南端部

A地区 V層      ●

水田面中央～北側部

B地 区Ⅳ層      ●

B地 区 V層       ●

C地 区Ⅳ層      ●

C地 区 V層       ●

D地 区 Ⅳ層      ●

E地 区Ⅳ層      ●

F地 区 Ⅳ層      ●

G地 区Ⅳ層      ●

H地 区Ⅳ層      ●

I地 区Ⅳ層      ●

」地区 Ⅳ層      ●

K地 区Ⅳ層      ●

K地 区 Ⅳ層      ●

遺構面水 田域

K地 区Ⅳ層      ●

遺構面集落域

卜0.1万個/g未満0         2万 個/g

検 出密度

図71 Ⅳ層・ V層 におけるプラント・オパール分析結果
れていたもの と推定 される。 ここでもキ※主な分類群について表示

ビ族が認め られるが極少量であることか ら、IV層 と同様これらも雑草種 と判断される。なお、周辺にはヨ

シ属が生育 してお リウシクサ族や タケ亜科 も近傍で見 られたもの と推定 される。

遺構検出面におけるイネのプラン ト・オパールの検出状況は、調査区南端の山裾側で5,600個/g(その他

では7,800イ固/g)と ここでも若干密度が低 くなる傾向が認められる。 よって、Ⅳ層同様、山裾側 では稲作が

行われた期間が短かったことが推察される。
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して一」『考古学と自然科学』20 p.81-92
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学』9 p.15-29
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第 3節 種

第 3節 種 実

1 屋代遺跡群の古代の大型植物遺体群

国立歴史民俗博物館

流通科学大学

国立歴史民俗博物館

国立歴史民俗博物館

多賀町教育委員会

辻 誠一郎

南木 睦彦

住田 雅和

辻  圭子

福田 美和

はじあわ:こ

屋代遺跡群の北端部では 7世紀前半から 9世紀後半にかけての水田遺構、溝・水路、水辺の祭祀遺構が

検出された。これらの遺構 と直接関係する溝・水路内の埋積物か らは木簡など古代社会史を解明する上で

重要な遺物が多数出土するとともに、多量の動・オ直物遺体が産出した。これらのうち植物遺体には、食生

活や祭祀 と深いかかわりをもつと判断されるもの、および遺構 とその周辺の植生を示すものが多数含まれ

ていた。産 した植物遺体のうちウリ科 とくにヒョウタンについては藤下典之氏によって別途記述されてい

るが、ヒョウタンの果実での産出個数や集中状態などの産状は、 日本各地でこれまで知 られる限 りでは異

例なものであるとされている。しかし、ヒョウタンに限らず、ここで対象とするモモの産状 も異例であり、

産出個数の多さだけでなく、産出の仕方と形状の変化には注目すべき′点が見いだされた。ここでは、こう

した事実に焦′点を据えて、植物遺体群の性格を記述する。

ここで調査の対象 としたのは、溝・水路遺構 とその周辺の遺物包含層から発掘調査時に現地で取 り上げ

られた植物遺体群、および遺物包含層から層位的に採取された水洗選別用の試料である。後者は、微小な

種子・果実類の検出と層位的な産出状況の変化を検討するためのものである。

なお、産出層準 と時期については、溝・水路遺構に近接する水田面の対比・編年にもとづいて設定され

た便宜的な時期設定に対応させて整理 した。

検討された植物遺体群は基本的には長野県埋蔵文化財センターに保管されているが、一部は国立歴史民

俗博物館にも標本 として保管されている。

屋代遺跡群の大型植物遺体群は膨大な量と多様な内容を持つため、その検討は以下のように分担した。

現地で採取された遺体 と水洗選別で得 られた遺体については南木睦彦・福田美和・住田雅和があたり、現

地で採取された遺体のうちモモ核 とオニグルミ核については辻圭子があたり、それぞれの結果を辻誠一郎

がとりまとめた。

(1)現地で採取された植物遺体群

A.植物遺体群の内容

発掘調査時に現地で採取された本直物遺体群には、 2通 りのものがある。一つは、モモの核 とオニグル ミ

の核である。これらは、植物遺体群のなかでは大きく目立つ上、馴染みが深いために容易に識別できるた

め個別に取 り上げられることが多いものである。屋代遺跡群の調査では、溝・水路遺構でとりわけこれら

2種が多産 したため、とくに個別に取 り上げられすべてに整理番号が付されて整理された。他は、おおむ

ね肉眼で種子・果実であることが識別できるほどの大きさをもつもので、しばしばまとまりのある集団と
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

表55 屋代遺跡群の古代の現地採取大型植物遺体群

1  2  3  4   5   6   7   8   9  10  11  12  13  14  15  16  17

学 名

乃″aya″θψ″ (L。 )Sieb d Zucc.

乃″ツク″
“
θψ″ (L)Sieb.et zucc.

C響力αわ1はッs hari″ grο
",α

(Kniまt)K.Koch.

Иb′θs

Chamaecyparis pisifera (Sieb. et Zucc) Endl.

Juglans ailanthifolia Carr.
Alnus
Corylus
Castanea crenata Sieb.et Zucc.
Aphananthe asryra (Thunb. )Planchon
Magnolia obovata Thunb.

Lauraceae
Rosaceae subfam. Maloideae
Prunus persica (L.) Batsch.

Prunus salicina Lindl.
Tnnthorylum schinifulinz Sieb. et Zucc.
Aleurites cordata (Thtrnb.) R. Br.ex Steud.

Aesculus turbinnta Blume
Vitis
Ampelopsis
Cornus brachypoda C. A.Mey.
Sambucus sieboldiana (Miq.)Blume er( Gra€bn.

Alismataceae
Alisrna canaliculaum A.Br.et Bouche

Gramineae
Gramineae
GramineaeA
Orya sativa L.
Oryza sativa L.
Oryza sativa L.
Oryza sativa L.
Setaria
Setaria italiea (L.) Beauv.

Echinochloa crus-gall, (L.) Beauv.

cf.Echinochloa utilis Ohwi et Yabwro
Cyperus A
Scirpus
Scirpus A
Scirpus yagara Ohwi
Carex
Commelina
Aneilema
Monochoria vaginalis Regel et Maack.

Acalypha
Cannabis sativa L.
Cannabis sativa L.
Humulus japonicus Sieb.et Zuco
Pilea
Rumex
Rumex
Polygonum
Polygonum maacHanuia Regel.

P olygonum thunbergii Sieb. et Zucc.
P olygonum s cabrum Moench.

Polygonum hydropiper L.

P olygonum pubescens Blume
Polygonum cf.longisenm de Bnryn.

Chenopodium
Amaranthus
Caryophyllaceae
Cruciferae

産出部位

<
カヤ

カヤ

イヌガヤ
モミ属

種子

葉

種子

果芭

毬果

葉

核

果芭

果実

果実

種子

種子

種子

種子

核

核

核

種子

種子

種子

種子

核

種子

広葉

種子

果実

頴

炭化胚乳

頴

籾

炭化籾

炭化籾0胚乳

炭化胚手L

頴

頴

頴

炭化頴

果実

果実

果実

果実

果実

種子

種子

種子

種子

果実

果被

果実

果実

果実

果芭

果実

果実

果実

果実

果実

果実

果実

種子

種子

種子

種子

核

果実

種子

種子

果実

果実

果実

果実

果実

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

種子

果実

偽果

果実

果実

炭化果実

マツ属複維管束亜属  ■″西 subgen.D"bブ
“

Koehne

サワラ
オニグルミ
ハンノキ属
ハシバミ属
クリ
ムクノキ
ホオノキ
クスノキ科
ナシ亜科

イヌザンショウ
アプラギリ
トチノキ
ブドウ属
ノブドウ属
クマノミズキ
ニフトコ

不明
<草本>

オモダカ科
ヘラオモダカ
イネ科
イネ科
イネ科A
イネ
イネ
イネ
イネ
エノコログサ属
アワ
イヌビエ
ヒエ近似種
カヤツリグサ属A
ホタルイ属
ホタルイ属A
ウキヤガラ
スゲ属
ツユクサ属
イボクサ属
コナギ
エノキグサ属
アサ
アサ
カナムグラ
ミズ属
ギシギシ属
ギシギシ属
タデ属
サデクサ
ミゾソバ

サナエタデ
ヤナギタデ
ボントクタデ
イヌタデ近似種
アカザ属
ヒユ属
ナデシコ科
アブラナ科

6  1  2

3

1 1

1 5

3

ヘビイチゴ属一オランダ D“訪ω″α―Fragariα ―Paた″″′Ja

イチゴ属一キジムシロ属
クサネム
カタバミ属
ミズオトギリ
セリ科
イヌコウジュ属
シソ属
エゴマ
メナモミ
ウリ科
キカラスウリ
モミジカラスウリ

ーキカラスウリ
スズメウリ
メロン
ヒョウタン
トウガン
ナス
ナス属
オナモミ
オナモミ
ベニバナ
ゴボウ近似種
不明
繊維塊

Aeschynomene indica L.

Omlis
Triadenum japonicum (Blume) Makino
Umbelliferae
Mosla
Perilla
Perilla frutescens var. japonica Hwa
Siegesbeckia pub escens (Makino) Makino
Cucurubitaceae
Tr i cho s ant he s H r i low ii Maxim. v w.i aponica (Miq. ) Kitam.
Trichosanthes multiloba Miq.

-7. Hrilowf f Maxim.v ar.i aponi ca (Miq. ) Kitam.
Melothria japonlca (Thumb.)Ma;rim.
Cucumis meloL.
Lagenaria leucantha Rusby

Benincasa hispida (Thunb ) Cogt.
Solanummelongena L.

Solanum
Xanthium strumarium L.

Xanthium strumarium L.

Carthamus tinctorius L.

cfArctium lapW L.
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試料番 号
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27

28
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31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

:更埴条里A
2水 田 :SD7025
2水 田 :SD7043
2水 田 :SD8027
2水 田 :SD8027
2水 田 :SD8027

3水 田上層 iSD8028
3水 田上層 :SD8028

3水 田 三SD7030

3水 田 :SD7031
3水 田 :SD7032
3水 田 :SD8028
4水 田 :不明
4水 田 :不明
4水 田 :SD7035
4水 田 :SD7038
4水 田 :SD7047
4水 田 :SD8038

5水 田新 :SD7042
5水 田新 iSD7046
5水 田新 :SX7037
5水 田 :SD8032
5水 田 :SD8032
5水 田  :SD8032
5水 田 :SD8044
5水 田 iSD8049

5水 田古 :SD8049
不明  :不明
不明  :不明

3～ 5水田 :SD8032
2j7K田  :SD7026
2水田 :SD7027

3水田上層 :SD7028
3水田上層 iSD7028
3水田上層 :SD7028

3水田 :SD7030
3水田 :SD7030
3j7K田  liSD7032
3水田 :SD7032
4水田  :SD7035
4水田  :SD7035

5水田新 :SD7045
1水田  :SC7003
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第6章 微化石と動・植物遺体の分析

して検出できたものである。これらには種類によっては 1個から千イ固のレベルに及ぶものまで多種多様で

ある。ヒョウタンについては、モモとオニグル ミと同じように個別に取 り上げられ,整理されたが、別項

で記述されているのでここでは扱わない。

モモとオニグル ミは次項で詳述し、ここでは他の植物遺体群の性格を記述する。

表55は個別に取 り上げられたモモとオニグル ミを除 く他のオ直物遺体群の種類 と個数を示したものである。

ただし、 3試料についてはモモとオニグル ミが一緒に整理されていたのでここに含めた。

産出個数および種組成からみて特異な遺体群は、水路内の SD7028か ら産 したアサの果実を主体 とする

もので代表されるものである。SD7028か ら産 したものは、特にアサの果実が大量であり、他 にイネの

糧・穎・炭化米、カナムグラの果実、 ミゾソバやヤナギタデなどタデ属数種の果実、アカザ属の種子、ヒ

ユ属の種子を随伴する。さらに少量ながら、ナスの種子、ゴボウ近似種の呆実、ベニバナの果実、アブラ

ナ科「ナタネ型」の種子、メロン (い わゆるメロン仲間)の種子 といった栽培植物、エノコログサ属穎、イ

ボクサ属種子、アブラナ科種子、オナモミ果実など堆積域あるいは周辺域の雑草 0人里植物 とされる多種

の分類群が含まれる。アサの果実を産するその他の試料についても、種組成は類似性が高 く、特にカナム

グラ、ヤナギタデ、アカザ属は共通性が高い。このように現地で取 り上げられた遺体群は、人為による選

択が働いた可能性は否めないにしても、人の利用がかかわった生活残滓としての性格をもつものから、周

辺域から自然の営力でもたらされた環境残滓としての性格をもつものが混合 していると見ることができる。

遺体群の特徴種であるアサの果実は、さまざまな産出状況を示し、成熟した完形のものからその破片、

未熟な完形のものから破片まである。個数 としては計数されていないが、0.25mmの 箭選別ではおびただし

い破片が認められた。このような産出状況は圧縮をして絞った残滓であることを示唆しており、油資源の

一つと考えられる。このような利用が考えられるものに、ベニバナやアブラギリがある。アブラギリはこ

の地域での自生は考えに くく、油利用植物 として栽培されていた可能性が高いものである。

B。 モモとオニグル ミ

第 5水田対応期古段階から第 1水田対応期までの各時期でのモモ核 とオニグル ミ核の産出状況の変化を

図72に 示した。モモ核 とオニグルミ核は目立つので、人為による大 きな偏 りは考えにくく、おおむね産出

状況を示していると見ることができる。モモ核は完形で産する頻度がもっとも高いが、人為で半裁にされ

たものも比較的多い。オニグルミ核は半裁されたものやさらに小さな破片となっているものが多い。こう

した産状の違いは人の利用を反映したものである。両者とも量的に圧倒するのは、 9世紀後半の第 2水田

対応期においてである。

図73は 対象にしたモモ核の概形と大きさを示 したものである。屋代遺跡群から産したモモ核の形態と産

出状況から、以下の点が指摘される。

モモ核 オニグルミ核

①  もっとも古い

第 5水田対応期

古段階から第 1

水田対応期を通

してのモモ核の

形態に注目すべ

き変化は認めら

れない。むしろ、

サイズのガヽさな

ものから大lき な

300イ固         200          1oo           o              0           1oo          200          300イ 固

図72 屋代遺跡群の各水田対応期から産 したモモ核 とオニグル ミ核の産出状況
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ものまで、また、さまざまな彫紋をもったものがそれぞれの時期において認められる。すなわち、時

期による偏 りが認められない。

② モモ核のサイズは、ガヽさなものから大きなものまで多様であるが、サイズ分布からも明らかなよう

に集団としては常にまとまりがあり、連続的変異を見せる。このことは、複数の品種が存在 したとし

ても、形態的には大きな隔たりをもつ特異な集団を含まないことを示唆している。

③ 以下の各時期について述べるように、屋代遺跡群で産したモモ核は、堆積単位ごとにまとまりのあ

る集団として捉えられ、しかも火による加熱といった人為がかかわったものもある。このことは、モ

モ核集団の中には、食料としての利用だけでなく、祭祀などへの特殊な利用の対象であったことを示

唆している。

モモ核の形態についてはいくつかのまとまった検討がなされてきた。小清水 (1963)ら は、弥生時代以

降、コダイモモ→ノモモ→サイバイモモという栽培化に伴 うサイズの大型化を指摘した。渡辺・粉川

(1982)ら は縄文時代以降の多くの事例にもとづいて、上記のような単純な図式にはならないことを才旨摘し

てきた。最近では平城京など古代のモモ核を扱った事例も増えてきたが、資料が増加するにつれ、さまざ

まな形態を持つものが混在し、一様な図式では説明できなくなってきたのが実情である。金原 (1996)ら

は、モモ核をA～ F類に分け栽培・渡来について検討を行った。またその後、モモの渡来が 1回 ではな

く、時期を異にしてなされた可能性を指摘している。屋代遺跡群から産したモモ核集団は、 1カ所におい

て、古代を通して形態の多様性を示すものであり、複数の品種が継続的に持ち込まれるか栽培されていた

ことを示している。むしろ、ここで重要なことは、堆積単位あるいは廃棄単位ごとに形態を捉えるととも

に、それら単位がいかなる人為によるものかを検討する必要があることを示している。その意味で、単純

に統計処理をしたり、また、各地の資料を時代ごとに集約するだけでは、モモ核集団の持つ意味、とりわ

け人とのかかわりを理解することはできないように思われる。

C.モモ、オニグルミの産出状況

それぞれの水田対応期における産出状況は以下の通りである。遺構、水田対応期、木簡については、長

野県埋蔵文化財センター (1990に よる。

① 第 5水田対応期古段階

古代 1期前半がこの時期にあたる。SD7065か らモモ核完形が20個、1/2片が 1個、有食害痕が 1個産し

た。平均の長さ22.4mm、 幅21.2mm、 厚さ16.6mm、 彫紋の浅いものが多い (図 73の 1、 NQ274)。 オニグルミ核

1/2片が 2個産した。SD8049か らはモモ核完形 4個が産した (図 73の 3～ 5、 NQ914 0 1288・ 1211)。 NQ1288は ヒ

ョウタンNQ28と 一緒に産 した。No。 1288は 長 さ21.8mm、 幅22.Omm、 厚 さ17.5mmで、少 し焦げている。

SX7036で は、モモ核表面に粘性のある物質と青い鉱物質の付着が見られる。他に SD8044、 SD7067か ら

もモモ核とオニグルミ核が産した。第 5水田対応期古段階を通して、モモ核の大きさは、長さ21.0～ 28。 0

mm、 幅18.5～ 22。 Omm、 厚さ14。 0～ 18。 Ommである。

② 第 5水田対応期新段階

古代 1期後半がその時期にあたる。引き続き湧水にかかわる祭祀が営まれていた時期である。

SD7058の 最下部の砂層からモモ核 2個 (平均の長さ25.8mm、 幅20.Omm、 厚さ16。 2mm)が産した。その上位で

も、加熱を受けて焦げ、彫紋が似た丸く硬いモモ核が17イ固 (平均の長さ22.9mm、 幅20.Omm、 厚さ16.lmm)が産し

た。核の概形が左右で異なるもの (図 73の 11、 NQ890)も 産した。オニグルミ核は1/2片が 1個、破片が 5個

産した。SD7062で も、加熱を受けて焦げ、似た彫紋のモモ核が15イ固 (平均の長さ26。 3mm、 幅22.8mm、 厚さ16.3

mm)産 した。オニグルミも1/2片 が 5個、破片 2個が産した。オニグルミの先端部に加熱痕があり、火を

使って割った可能性がある。食害痕はウサギによる食害痕と思われる。
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第 5水田対応期新段階

③
第 4水田対応期

・３
妙θ

19

第 3水田対応期および第 3水田上層段階

1.SD7065  No.274
2.SD7065 No.277
3。 SD8049 No.914
4.SD8049 No。 1288
5.SD8049 No.1211
6.SX7036  No。 927
7.SD7042 No.152
8.SX7037 No.700
9.SX7037 No.703

10。 SD7051 No.767
11.SD7058 No.890
12.SX7037 No.931
13.SD8032 No.23
14.SD7035 No.476
15。 SD7035 No.511
16。 SD7035 No.513
17.SD7035 NO.514
18。 SD8040 No。 917
19。 SD8038 No.923
20.SD7047 No。 1011
21.SD7047 No.1018
22.SD7031 No。 17

23.SD8028 No.142
24.SE)8025 No.1190
25。 SE)8025 No。 1194
26。 SD8025 No.1191
27.SD6120 No。 925
28。 SB7028 No.351
29.SD7028 No.554
30。 SD8627 No.318
31.SD8027 No。 319
32。 SD8027 No.777
33.SD8027 No.782
34.SD8027 No.788
35.SD8027 No.795
36.SD8027 No。 806
37.SD8027 No.820
38。 SD8027 No.838
39。 SD8027 No。 1143
40。 SD8027 No。 327
41。 SD8027 No。 719
42.SD8027 No.733
43.SD8027 No。 87
44。 SD8027 No。 1002
45。 SD8027 No。 1003
46.SD8027 No.575
47.SD8027 No。 795
48。 SD8027 No.579
49。 SD8027 No.596
50。 SD8027 No。 1281

51.奈 良平安盛土下 No.120
52.平安水田面 No.529
53.ST3002 No。 1276
54。 SD8034 No。 172

③⑤⑪咆鯰聰
51                      52

鰺む③
5453

0 10 20mm

―

図73 屋代遺跡群の各水田対応期から産 したモモ核の概形 (左 )と サイズ分布 (右 )

第 2水田対応期
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第 5水田対応期古段階

第 3水田対応期および
第 3水田上層段階

水田対応期

長 さ

40(mm)
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40(mm)

¬ 二反さ

40(mm)
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¬長さ
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長 さ

40(mm)

長 さ

長 さ

40(mm)

.J更 さ
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¬長さ
40(mm)

第 3節 種  実

この時期では、遺構ごとに概形が類

似 し、また加熱痕があるモモ核が産 し、

オニグルミ核についても加熱痕が認め

られるのが特徴である。このことは食

用 としてより祭祀 とのかかわ りを示唆

する。

③ 第 4水田対応期

古代 1期末から古代 2期初めがこれ

にあたる。木簡が多数出土し、木製祭

祀具の増加が見 られる。SD7035で は

数度にわたって木暦の破棄が行われて

お り、その間に木簡が 3期にわたって

廃棄 されている。最下層の木簡には

「布手」「三家人」「少毅」と記 され、

「戊戌」と記された上位の木簡包含層

との間にモモ核を産する層が 2層 ある。

28層 の上位の層からは半裁され、彫紋

の類似性が高いモモ核 (平均の長さ22.4

mm、 幅17。 7mm、 厚さ14。 6mm)が 多 く産 し

た。29層からは大きさ・彫紋 ともよく

揃ったモモ核が産した。またカロ熱痕の

あるオニグル ミ1/2片 も多数産 した。

SD7035の 溝 を埋積する堆積物か ら考

えると、この付近にはかなり重要な遺

構があったと思われる。

SD8038では、完形で丸 く彫紋が類

似 す るモモ核 (平 均の長さ21.7mm、 幅

19.6mm、 厚さ16.3mm)が 10イ国産 した。ま

た、完形の焦げたォニグルミ5個、そ

の他破片 も産 した。SD7038で は大 き

めのモモ核1/2片 が 3個、オニグル ミ

1/2片 が 1個産 した。SD7047で は、

溝・小孔とも深 くて太い彫紋をもち、

丸 くて完形のモモ核 14イ固 (平均の長さ

24.3mm、 幅20.2mm、 厚さ16。 9mm)が産 した。

全体に加熱を受けたように焦げている

ものが産 した (図 73の 20、 NQ1011)。 オ

ニグル ミは1/2片 が 2個産 している。

SD8040遺構では、かな り加熱 したも

のを含むモモ核が完形 6個、1/2片 が

第 4水田対応期

¬ 長さ
40(mm)

_長 さ

40(mm)



第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

3個、1/2片 のオニグルミ核10イ固、破片4イ固が産した。SD7042(SX7038)遺構の木樋の下からは、彫紋が

類似し、大きさのかなり揃ったモモ核 (平均の長さ24.2mm、 幅19.4mm、 厚さ14.9mm)が 6個産した。これらのう

ち、熱の加えられた彫紋の似たモモ核 (平均の長さ23.3mm、 幅19.Omm、 厚さ14.9mm)が28個産した。また、層位

関係が不明であるが、炭化したモモ核も産した。

このように、取り上げ単位ごとに形状・産出状況にまとまりが認められ、また、加熱痕が目立つという

共通点がある。

④ 第 3水田対応期および第 3水田上層段階

古代 2期から古代 6期 までがこれにあたる。木簡の出土数が一番多く、全体の60%を 占め、祭祀具が大

型になった。SD7031すなわち橋状遺構によってできた窪地の溝では、似た彫紋をもち、かつ加熱を受け

たモモ核 (平均の長さ26.6mm、 幅20.3mm、 厚さ16.Omm)が 19イ固産した。オニグルミ核も産した。SD7030は 、第

4水 田対応期のSD7035と ともに重要な溝で、木簡 も多数出土 している。SD7030の溝内堆積物は、

SD7035に 比ベシル トや砂質のもので埋積されている。湧水溝の最下層からは炭化したモモ核が産し、大

きさも彫紋も似た (平均の長さ23.7mm、 幅18.7mm)1/2片のモモ核 4個 と、大きな (長 さ29.6mm、 幅24.2mm、 厚さ

17.8mm)の モモ核 1個が産した。いずれも加熱を受けている。オニグルミ核も多数産した。SD7032の東西

流路でもモモ核とオニグルミ核が産した。

⑤ 第 2水田対応期

古代 6期から7期 に対応する。湿地帯であるSD8027(SD7025)と 東西流路の SD8029(SD7026)の 2地

区に分けられる。SD8027では、今回得られた全モモ核の約50%が産したが、遺構との関わりが分かって

いない。モモ核の形状は小さなものから大きなものまで加熱はほとんど受けておらず、また、彫紋も浅い

ものから深 く太いものまで多様である。オニグルミ核も多量に産したが、この時期の核の食害痕はウサギ

ではなくネズミのような小型獣によるものが圧倒的に多いという特徴がある。この時期は、地震や洪水な

どにより、水田面の形成あるいは維持が長期にわたって妨げられた。この時期の堆積物からは、その他の

遺体として トウガンやウリ科などの畑作物の産出が目立つ。

⑥ 第 1水田対応期

奈良・平安面相当層とされる堆積物から加工したと思われるモモ核が 2個産 (図 73の 51052)し た。全体の

数は少ないが、この水田対応期では加熱したモモ核は産していない。

(2)水洗選別で得られた植物遺体群

A.試料と方法

水辺の祭祀遺構が検出された溝・水路遺構内の堆積物の大型植物遺体を検討するために、SD7035、

SD7030、 および西壁セクションの 3ヵ 所において試料を採取した。現地で採取した堆積物試料のうち、

それぞれ100ccに ついて、0.25mmのふるいで水洗選別を行い、双眼実体顕微鏡下で観察し、同定した。得

られた大型植物遺体群は、分類群ごとにスクリュー管ビンに入れ、50%アルコールに浸して保存している。

なお、同定にあたっては、特定の分類群に同定できなかった場合には複数の分類群をハイフンで結んで表

示した。また、同一分類群の遺体であっても、形態的に区別でき、将来別の分類群として扱える可能性の

あるものについては、例えばカヤツリグサ属 A、 Bと いうように分類群名にアルファベットを付けて表

示することにした。

Bo SD7035

計34試料について大型植物遺体の分析 を行 った。その結果、木本類 15、 草本類90の分類群 (分類群とタイ

プを含む)が同定 された。同定 した分類群 と産出多数 を表56に 示 した。
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第 3節 種 実

検出された大型植物遺体群は層位的に特徴的な変化を認められず、むしろ以下のような類似′点が見いだ

される。すなわち、草本類が種数・個数 ともに卓越 し、木本類の産出は乏しい。木本類は、低木または蔓

性のブ ドウ属、サルナシ、マタタビの種子が大半を占め、高木 としてはカヤ種子、モミ属葉、ヒノキ葉、

ヤシャブシ亜属呆実、ケヤキ種子、エノキ属種子が少量産したに過ぎない。卓越する草本類では、イネ粗

が大半を占めるほど多産する。水田においては雑草 としての性格をもつコナギも多産するが、イネ親 との

相関は小さい。例えば試料14で は1,955イ固のイネ粗が産出している一方で、ヨナギ種子は 1個 しか産 して

いない。また、試料24ではイネ粗が142イ固しか産 していないが、コナギ種子は78イ固が産 している。

栽培など人為が強 くかかわった可能性が高い植物 として、アワ、ヒエ、アサ、エゴマ、ナス、メロン、

ヒョウタン、ベニバナをあげることができる。ヒエ穎は大半の試料から産し、とくに試料130140170210

23か らは多産する。アサの果実は全試料から産 し、 とくに試料14か らは多産する。アワ穎が試料32で しか

産 しないのを除けば、その他の分類群はおおむねふつうに産 し、しばしば多産するといえよう。

その他の水生植物や湿地性植物の種数・個数はともに多い。湿地性のヘラオモダカなどオモダカ科種

子・呆実は多産こそしないが、34試料中32試料から産する。湿地性のカヤツリグサ科 もふつうな植物で、

カヤツリグサ属、ホタルイ属、スゲ属が目立つ。

土手や畦などやや乾いた条件下での草地の植物 としては、複数のイネ科、サナエタデ、ボントクタデ、

ヤナギタデを主 とするタデ属 とギシギシ属からなるタデ科植物、アカザ属、ヒユ属、ナデシヨ科をあげる

ことができる。イネ科はふつうな本直物で、 とくにイネ科 A、 B、 C、 エノコログサ属、イヌビエは全試料

から産する。その他 もおおむねどの層位からも産 し、相互に相関は示さないものの、試料によっては多量

に産するものである。

Co SD7030

計18試料について大型植物遺体の分析 を行 った。その結果、木本類 9、 草本類74分類群 (分類群とタイプ

を含む)が同定 された。同定 した分類群 と産出個数 を表57に 示 した。

SD7035の埋積物 と同様に検出された大型植物遺体群は層位的に特徴的な変化 を認められず、むしろ以

下のような類似′点が見いだされる。すなわち、草本類が種数・個数 ともに卓越し、木本類の産出は乏しい。

木本類は、クワ属、ニワ トコといった低木および蔓性のサルナシ、マタタビの種子が大半を占める。高木

としてはヒノキ葉、エノキ属種子、サンショウ属核が少量産 したに過ぎない。卓越する草本類では、イネ

粗が全般に多産する。水田雑草としての性格をもつヨナギも多産する。

栽培など人為が強 くかかわった可能性が高いオ直物 として、アワ、ヒエ、アサ、エゴマ、ナス、メロン、

ヒョウタン、ベニバナをあげることができる。アワ穎が試料 7で しか産 しないのを除けば、その他の分類

群はおおむねふつうに産する。

その他の水生植物や湿地性植物の種数・個数はともに多い。水生植物では、イ トトリゲモを主としォォ

トリゲモ、サガミトリゲモを含むイバラモ属がふつうに産 し、シャジクモ属 もみられる。湿地性のヘラオ

モダカなどオモダカ科種子・果実は多産こそしないが、試料の約 7割から産する。湿地性のカヤツリグサ

科 もふつうな植物であるが、産出数は少ない。

土手や畦などやや乾いた条件下での草地の植物 としては、複数のイネ科、サナエタデ、ボントクタデ、

ヤナギタデを主とするタデ属 とギシギシ属からなるタデ科植物、アカザ属、ヒユ属、ナデシヨ科、アブラ

ナ科、カタバ ミ属をあげることができる。イネ科はふつうな植物で、イネ科 A、 B、 C、 エノコログサ属、

イヌビエが目立つが、量的にはさほど多くはならない。アカザ属、ヒユ属、ナデシヨ科はときとして多産

する。

D.西壁セクション
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析
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第6章 微化石と動・植物遺体の分析

同定した分類群 と産出個数を表58に 示 した。すでに記述した前 2遺構 と同様に、全般に種組成や産出量

に類似性が高 く、やはり草本類が卓越するのが特徴である。木本類では、ヒノキ葉がときとして多産する

が、キイチゴ属、ブ ドウ属、サルナシ、マタタビ、タラノキ、ニワ トコといった低木や蔓性植物は少数で

あり、高木 としてもヒノキ葉のほかにモミ属葉やイヌシデ果実などを少量産 したに過ぎない。草本類では、

イネ親 とコナギが目立ち、両者はある程度の相関をもって産する。

栽培など人為が強 くかかわった可能性が高い植物 として、アワ、ヒエ、アサ、エゴマ、ナス、メロン、

ヒョウタンをあげることができる。アワ穎が試料27で しか産 しないのを除けば、その他の分類群はおおむ

ねふつうに産する。

その他の水生植物や湿地性植物の種数・個数はともに多い。水生植物では、イトトリゲモを主としオオ

トリゲモ、サガミトリゲモを含むイバラモ属がふつうに産する。湿地性のヘラオモダカなどオモダカ科種

子・果実は約 5割の試料から産する。カヤツリグサ科もふつうな植物であるが、産出数は少ない。

土手や畦などやや乾いた条件下での草地の植物としては、複数のイネ科、サナエタデ、ボントクタデ、

ヤナギタデを主とするタデ属とギシギシ属からなるタデ科植物、アカザ属、ヒユ属、ナデシヨ科、アブラ

ナ科、カタバミ属をあげることができる。イネ科もふつうな植物で、イネ科 A、 B、 C、 エノコログサ属、

イヌビエが目立つが、量的にはさほど多くはならない。アカザ属、ヒユ属、ナデシヨ科はときとして多産

する。

(3)注目すべき植物群の記載

A.イ  ネ (図 76-1)

多数産したのは未炭化の籾であるが、炭化した粗や胚乳も少数産した。未炭化の粗はほとんどが非常に

小さな破片であった。炭化した胚乳で計測ができたものでは、長さ4.5mm、 幅2.8mmであった。

B.エ ノコログサ属 (図76-203)

穎が産した。主として大きさの違いによって次の 3つのタイプに分けられる。

エノコログサ属A 側面観の概形は楕円形、長さは3.1～ 4mm、 先端は尖り、基部はやや平坦で、左右に外

穎が少し膨らむ。偏平で、壁は薄い。表面には細かな畝状の突起が縦方向に並び、その両側には円形の細

かな構造が規則正しく配列する。光沢があり、色は淡褐色。

エノコログサ属 B 側面観は卵形、長さは2～ 3mm、 2。 7mm程度のものが多い。先端は平坦、横断面は片凸

レンズ型である。内穎の表面は円形または楕円形の突起が規則正しく配列し、下部は円形に隆起する。外

穎の表面は畝状の突起が横方向にくねくねと走るが、互いに接することはない。その間をほぼ等間隔に縦

方向の構造が埋める。壁は比較的厚く、表面には半透明の光沢のある薄膜が残ることがある。この薄膜は

比較的厚く、まとまって争J離する性質がある。

エノコログサ属 C 側面観は卵形、長さ約2.8mm。 先端は尖り、基部はやや突出する。横断面は片凸レン

ズ型。内穎の表面は、概形は円形であるがやや不定型の突起が規則的に配列する。内穎の下部は円形にや

や隆起する。外穎の表面は、下部は円形の突起が規則的に配列する。この突起は上部にいくにつれ小さく

なり、上部では消滅する。それに伴って突起列の間の溝が太くなる。壁は比較的厚く、表面は透明の薄膜

が覆う。色はくすんだ淡褐色。

C。 イヌ ビエ (図 76-506)

穎が産 した。側面観は先端の尖った長楕円、基部はやや突出する。ふつう長さ2～ 2.5mm、 時々3.7mmほ

どのとびぬけて大きなものが混 じる (図 76-6)。 壁は薄 く、表面には基部から先端に伸びる線状の構造が見

える。光沢があり、色は淡褐色ないし褐色。
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D.ヒ  エ (図 76-4)

穎の破片が産 した。一般に穎の側面観は卵形であるが、本遺跡か ら産 したほ とんどは小 さな破片であっ

た。長さは 3 mm強、幅は 2 mm強。内穎の基部末端部が半円状にやや隆起 し、そのす ぐ上部では平坦 となる。

表面は平滑で、縦方向の線状の構造が透けて見える。光沢があ り、色は褐色。

E.イ グサ属 (図 76-8)

種子が産 した。概形は棒状。側面観は長楕円形・長卵形、長さ0.4～ 0.6mm、 先端・基部 とも尖 る。表面

は横長の楕円形の構造が縦に連なる。壁は軟質で薄 く、半透明の淡褐色かまれに褐色を呈する。基部は褐

色、先端 も褐色 となるが、褐色の部分が小 さいか無い場合 も多い。まれに全体が細 く、先端がクレーター

状に窪み、中心が糸田く尖 るものもある。

イグサ属近似種 としたものは、概形はずん ぐりとした棒状、側面観はややいびつな長卵形、長さ0。 2mm。

表面を縦長の楕円形の構造が規則的に発達する。先端は一方に幾分歪む。色は淡黄褐色、先端は褐色。全

体を厚い寒天質に覆われる場合がある。

F.コ ナギ (図 76-7)

種子が産 した。側面観は長楕円形、まれに卵形、長さは0.9～ 1.lmm。 一般的な概形は葉巻状であるが、

遺体ではひしゃげて偏平 となって産出することが多い。先端はやや尖るが、産 したものの多くは先端部が

されいに脱離している。基部から先端に 8本程度の明瞭な細い畝状突起が発達する。その間を細かな構造

が横方向に走る。壁は薄 く、半透明な淡褐色、まれに褐色を呈する。

G.ア  サ (図 76-9)

果実を産 した。側面観は卵形ないし広卵形、長さ 3～ 4 mm、 基部は平坦である。横断面は楕円形だが、

長軸の両端が薄 くなり突出する傾向がある。呆皮が残存することも多く、その場合果皮は茶褐色、果実は

黒褐色を呈する。未熟果は表面が平滑で、茶褐色を呈する。果皮を伴わない。

H.カナムグラ (図76-10)

呆実が産 した。概形は算盤玉状。側面観は円形に近い広卵形、長さ約3.5mm、 周囲は明瞭な稜 となる。

表面はフエル ト質で黒色を呈するが、未熟果は平滑で灰褐色を呈する。基部には心形の構造があり、白色

を呈する。しばしば果皮が残存したものが見られた。呆皮は片面に8本ほどの稜が基部から先端にまでイ申

び、 くすんだ褐色を呈する。

:.アカザ属 (図 76-11)

種子を産した。概形は算盤玉状。側面観は基部の横が直線状 となるいびつな円形、長さ約 0。 8mm。 基部

はやや窪み、この窪みから浅いV字谷が側面の中心部までイ申びる。側面には長楕円形の低い突起が放射状

に発達する。遺体 として産出するアカザ属の種子は、壁がやや軟質なものが多いが、本遺跡では硬質なも

のが多い。

」.ヒ ユ属 (図 76-12013)

種子を産 した。概形は算盤玉状。側面観は円形、長さ1。 0～ 1。 lmm、 基部はやや窪む。横断面は凸レンズ

型。表面は細かな円状の網 目紋様を呈する。壁は皮質で光沢があり、やや赤味がかった黒色を呈する。一

般にヒユ属の壁は硬質で、弾力がなく割れやすいが、本遺跡から産 した遺体はやや弾力をもっている。

炭化 したヒユ属の種子は、小型で直径0.7mm弱である。側面の中心部の円状の部分 と縁辺部では表面の

構造が異なる。中心部は打ち出し鍋状の網目紋様、光沢があり黒色を呈するが、縁辺部は不明瞭な網目で、

光沢のない黒色を呈する。

K.スベリヒユ (図 76-14)

種子を産 した。概形は算盤玉状。側面観は基部の横が直線状になるいびつな円形で、長さ0.8mm程度。
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基部はやや窪み、 この窪みか ら浅いV字谷が側面の中心部 までイ申びる。側面には長楕円形の畝状突起が中

心から放射状に発達す る。縁に細長い突起が密生する。

L.ナデシコ科 (図 76-15)

種子を産 した。側面観は倒卵形、長さ0.5～ l mm、 基部は対称軸の下端からずれる。基部から中心部に

向かって広 く浅 く窪むことが多い。中心部はいびつな星状の網目が表面を覆い、縁辺に行 くにつれ隆起 し、

半球状の突起 となる。色は赤茶褐色ないし赤黒褐色を呈する。

M.アブラナ科 (図76-16017)

種子を産 した。 2つのタイプが識別された。ここでは便宜的に「ナタネ型」「野菜型」と呼ぶ。

「ナタネ型」 概形は球状。側面観は短い楕円形。横断面は円形。表面は大 きくゆるやかな畝状突起によ

る円状の網 目紋様が発達 し、より微細な小穴がこの網 目紋様の表面に発達する。色は赤褐色。

「野菜型」 概形は球状。側面観は短楕円形。横断面は短楕円形。表面は畝状突起による網 目紋様が発達

するが、畝状突起 自体の幅も変化 し、網 目の形 も不規則である。色は赤褐色。

N。 シソ属 (図 76-18)

果実が産 した。側面観は長さ約1.4mmの 倒卵形、横断面は短楕円形。基部は唇状に突出する。表面はク

レーター状の窪みとそれぞれの窪みの境界をなす稜からなる大きな多角形状の網 目紋様を呈する。色は黄

褐色。

0。 エゴマ (図 76-19)

果実の破片が産出した。側面観は倒卵形、横断面は短楕円形。完全体なら長さ1。 7mm以上が予測される。

基部は唇状に突出する。表面は畝状の突起からなる多角形状の網 目紋様を呈する。色は赤褐色。

P。 ナ ス (図 76-20)

種子を産 した。側面観はいびつな広倒卵形、長さ3.4～ 3.7mm、 基部は中心軸の下端からずれており、や

や窪む。壁はやや軟質、表面は星状の網 目紋様で、赤黄褐色を呈する。

Q.ナス属

種子を産 した。側面観はいびつな楕円形から倒卵形、長さ1。 4～ 1.7mm、 基部は中心軸の下端からずれて

おり、やや窪む。壁は硬質、表面は円状の網目紋様を呈する。色は淡黄褐色。

R.メ ナモミ (図76-21)

果実を産 した。側面観の概形は長卵形。長卵形の一側面はほぼ直線となり、全体が佃I面方向にやや反 り

返る。長さ2。 8～ 3.Omm、 幅1.0～ 1.5mm。 先端は平坦。横断面は丸みを帯びた菱形で、 4稜型となる。基部

から先端に細い畝状突起が多数走る。その間の表面は、小さな粒状の突起がおおむね横方向に連なる。壁

は硬 く、やや弾力がある。色は赤黒褐色。

S。 ベニバナ (図76-22)

呆実を産 した。ttI面観の概形は卵形だが、左右非対称で一方へ反 り返ることが多い。長さ5.5～ 7。 Omm、

6.5mm程度が多い。先端は斜めに平坦 となり、稜をなす場合が多いが、ときとして平坦面 となる。横断面

は短い楕円形。中央に緩い稜が基部から先端近 くまで走る。色は褐色から灰褐色。

引用文献

小清水卓二 1963「古代日本の住居跡から出土する桃について」『近畿古文化論致』p.559-569 橿原考古学研究所編 吉川弘文館

金原正明 1996「古代モモの形態と品種」『考古学ジャーナル』409 p.15-19

渡辺 誠・粉川昭平 1982「菜畑遺跡の大型種子」『菜畑遺跡』p.467-473 唐津市教育委員会

長野県埋蔵文化財センター 1996『長野県屋代遺跡群出土木簡』
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モモ核 (1～ 18)

1.SX7036 No.927
2.SD8049 No。 1288
3。 SD7042 No.434
4.第 5水 田上砂層 No。 928
5。 SD7047 No.loll
6.第 4水 田面 No.371
7.SD7042 No.433～ 438

木樋下
8。 SD7058 No.567～ 571

水門周辺、底部砂層
9。 SD6120 No。 925
10.SD8028 No.143
11。 SD8028 No。 144

12.SD8025 No。 1194
13。 SD7030 No.4700471
14.SD8027 No.89
15.SD8027 No.96
16.SD8027 No.84
17.SD8027 No.788
18.SD8027 No.795

図74 屋代遺跡群のモモ核 とオニグル ミ核
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モモ核(19～ 27)、

オニグル ミ(28～ 31、 33、 34)

ヒメグル ミ(32)

19。 SD8027 No.775
20。 SD8027 No.1002,1003
21.SD8027 No.860
22.SD8027 No.865
23.SD8027 No.1281
24.平安水田面 No.529
25。 平安水田面 No.529～ 532

26.奈 良・平安面盛土下 No。 120

27.ST3002 No.1276
28.SD8032 No。 132～ 135

29。 SD8025 No.381
30。 SD8025 No.385
31.SB5005 No.786
32.SX7037 No.765
33.SD8027 No.632～ 638

34.SD8027 No.428～ 561

図76 大型植物遺体
1.イ ネ 現地採取 No.113
2.エ ノコログサ属B SD7035
3.エ ノコログサ属C SD7035
4.ヒ エ SD7035 4層
5.イ ヌビエ SD7035 14層
6.イ ヌビエ SD7035 14層
7.コ ナギ SD7035 2層
8.イ グサ属 SD7035 No.17
9.ア サ SD7035 No.17

10.カ ナムグラ 現地採取 No.100
11.ア カザ属 SD7035 2層
12.ヒ ユ属 SD7035 2層
13.ヒ ユ属 SD7035 2層 (炭化)

14.ス ベ リヒユ SD7035 2層
15。 ナデシコ科 SD7035 2層
16.ア ブラナ科 現地採取

No.10(野菜型)

17.ア ブラナ科 現地採取
No。 24(ナ タネ型)

18.シ ソ属 SD7035 4層
19。 エゴマ 現地採取 No。 94

20.ナ ス SD7035 No.23
21.メ ナモミ SD7035 No.28
22.ベ ニバナ SD7035 No.17

24
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図75 屋代遺跡群のモモ核 とオニグル ミ核
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図76 屋代遺跡群のモモ・ クル ミ類以外の大型植物遺体
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

2 更埴条里遺跡・屋代遺跡群から出土 したウリ科の栽培植物

元大阪府立大学農学部

藤下 典之

はじめに

1998年 10月 現在、筆者の手許にある情報は、ヒョウタン仲間の158遺跡 (図 77)、 メロン仲間の137遺跡、

トウガンの12遺跡からの遺体出土記録がある。各植物 ともその過半数を越える遺跡からの遺体 を観察・計

測してきた。メロン仲間の系統発生 (ルーツ探索に近い仕事)を 生涯研究の主な課題にしてきた筆者にとっ

ては、印刷中も含めて41編 の報文がまとまりt専門とする農学や生物学的な手法によるだけの研究では独

断と偏見に陥ってしまうところを、考古学的研究の成果がどれほど軌道修正に役だったことか と、追想し

きりの昨今である。

本州の内陸部に位置し、山岳地帯の多い長野県下でのウリ科オ直物の遺体の出土実績は、篠ノ井・恒川・

塩田城・石川条里の 4遺跡と少なく、考古学的成果は余 り期待 していなかった。それが、「長野でものすご

。い数のヒョウタンが出土している」との伝聞は数年前から聞いていたが、1998年の 1月 、県埋文センター

から依頼を受け、上田整理棟で現物 と初対面、その月末に主要な資料の送付を受けた。観察・計測が気に

なる中で、定年後の研究課題「現生花粉の多様性 と系統発生」 と、2001年に開館予定の「メロンの博物

館」の建設事業への参画 とで、脱稿が遅れ、最新情報の渉猟や考察が不十分なままのものになった′点ご容

赦願いたい。

観察・計測は従来の方法 と変わることなく、

常 (成 熟完形)種子、非受精 または未成熟によ

るシイナ (中 身の子葉と幼根が不発達の種子)、 奇

形種子、部分欠損種子 (計測不育D、 破片に分け

た。正常種子の中から100粒 を無作為抽出し、

0。 lmmま で読みとれる目盛 りつきのルーペで長

さと幅を計測した。

(1)出 土遺体数

A.ヒ ョウタン仲間

いままでに県下でヒョウタン仲間の遺体出土

があったのは源
'井

遺跡群 (弥生～古墳)か らの

種子112粒 と多数の果皮片、および石川条里遺

跡 (平安)か らの種子 1粒 しかないようである。

屋代遺跡群では自然流路・溝 (SD)の 31遺構 と

井戸 (SK)の 5遺構から87資料、更埴条里遺跡

では井戸の 3遺構の 4資料合わせて91資料が取

り上げられた。これらをセンターでの類別に、

写真照合による補正を加えてから、果皮の完欠

の状態や種子伴出の有無などを組み合わせてま

とめたのが表59である。果皮の一部が欠損した

アルコール漬けの種子を室内でゆっくり乾燥 させ た後、正

図77 ヒョウタン仲間の種子出土遺跡の分布 (1998.10現在)
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←:屋代遺跡群、 7～ 9世紀

A:粟津湖底遺跡、縄文早期

B:鳥 浜遺跡、縄文早期

C:曽 畑員塚遺跡、縄文前期

D:大坪遺跡、縄文前期

E:三 内丸山遺跡、縄文前期

F:四箇遺跡、縄文後期

G:菜畑遺跡、縄文晩期

H:板付遺跡、縄文晩期



完形果でないものでも、写真から花お

ち (花弁や芯の着いていた痕、果底の部分)

または果梗痕 (ツ ルの着いていた部分)

が残っていたため、 1個 の果実 (1イ固

体)の部分 と判定できたものが87資料

中に11果 (イ固)、 ほぼ完形状態の もの

が17果

“

固)、 屋代遺跡群か らは最 も

少なくみても合計28果 (イ固)も 出土 し

ていたことになる。ひとつの遺跡から

複数の果実が出土した例 も10余 りある

第 3節 種

表59 屋代遺跡群から出土 したヒョウタン仲間の取 り上げ資料数

および遺構区分

1)H・ 1～ 91(内 85～ 88は更埴条里遺跡のもので本表には含まない)

2)県埋文センターの記録を現物と写真から一部修正した

3)果梗つけね、花おちの遺存から別個体であることが確認できたもの

4)井戸や遺構の性格不明のもの

が、ほとんどが 1桁の数果で、筆者が知る限 りでは南郷大東遺跡 (5世紀・奈良、1994年 11月 当時)の 10果が

最多であるだけに、屋代遺跡群の異例な出土数は驚き以外のなにものでもなかった。

種子を伴った部分欠損果の 1個 と完形果の 9個、合わせて10資料に対 して、種子のみ出土は10資料で件

数からみる限りにおいてはほぼ同じであった。しかし、筆者の既往の調査での、種子件数に対する果皮の

割合が極めて低い事実 とは対称的であった。屋代遺跡群では果皮の出土が種子に比べて異常に多かったこ

とになる。種子を伴わない果皮のみの出土が19果 もあったのは、その内の 6果に半切、穿孔、柄杓加工が

施されていたことからみて、残 り13果 も果実から種子を抜き取った加工前の状態にあったものと推定でき

よう。

B。 メロン仲間

SD8041か ら正常種子113粒 とその破片19片が出土した。113粒 は現生のマクワー果実あたりの種子数 と

対比するとおおよそその1/3～ 1/4程度で、かなりの種子がどこかの過程で捨てられたか、流失したのであ

ろう。ヒョウタン仲間の遺体が多かったのに比べ、メロン仲間の種子は淋:し いくらいに少なかった。

県下での種子出土は篠 ノ井遺跡群 (古日 の 4粒、恒川遺跡 (奈良～平安)の 9粒、塩田城跡 (中 世)の

101粒で、他府県の出土件数や粒数 と比較すると極めて少なく、古代この地方ではメロン仲間はあまり利

用されていなかったのかもしれない。

C。 トウガン

種子が溝の 3遺構から4資料 (正常種子3粒 と部分欠損の1粒)出土している。今までの全国での出土例 を

みると、弥生中期の菜畑遺跡から、江戸期の一橋遺跡に至る11遺跡と少ない。出土種子数も現生の果実当

たりの粒数に比べると非常に少なく、最 も多いもので佐堂遺跡 (平安期)の 69粒 (藤下1984-→ 、鳥羽離宮跡

(鎌倉期)の 24粒、平安京 (9世紀)の 16粒、一橋遺跡 (江戸期)の 15粒が続 く以外は、 1～ 4粒のみである。

利用法 (貯蔵性の高い野菜で夏から冬まで日持ちすることから冬瓜、それがトウガンとな―る)や、現今の栽培や需要

の多い地域 (中 国、東南アジア、中近東)か らすれば、全国各地で多数出土しても不思議でない。にもかかわ

らず出土種子数が少ないのは、大粒で中身 (子葉 0幼根)が充実 しているため、現今のスイカやカボチャの

種子のようにナッツがわりに食べていたからかもしれない。

(2)出 土種子の特性

A.ヒ ョウタン仲間

1資料あたり200粒前後の種子が取 り上げられていた、H09、 H014、 H・ 25、 H034、 H039、 H・ 86の種

子 (図70に ついて、無作為抽出した正常種子の100粒を計測した (表60)。 上記 6資料ごとの種子の大 きさ

(長 さと幅)の広が り (変異)を みたのが図79である。広が りの重なり程度から、平均長9。 8mmの H・ 9が小

実

部 分

数

果 皮 の み 種子を伴つた果皮 種子のみ 合 計

完形幼 部分幼 破片幼 破 片 完形

資料 (H・ 1～ 91)1) 22 1

果実 (個 体) 3)
半切果皮 1/28

穿孔果皮 1/7 2/28

柄杓加工 2/7 1/4 1/9 4/28

妥祀遺構 出土 13/28

自然流路出土 10/28

上記以外出土 → 5/28
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型、10.4と 10.8mmの H014、 H・ 25が 中の小型、11.9と 11.7mmの H034、 H039が 中の大型、13.7mmあ った

H・ 86が大型の 4型 に大別できよう。小型の H・ 9、 中の大型の H034、 大型の H・ 86を ひとつのグラフに

横に並べてみると (図 79最下段)、 相互の変異の重なりは僅かで、少なくともこの 3資料の種子は遺伝的に

大きさの違 う個体 (植物)か らのものと思われる。H・ 9と H・ 25は両方 とも完形果からの種子であること

から、一果実内での種子の大きさが広が り (変異幅)を知ることができる。この 2資料の変異幅からする

と、他の果皮を伴わない計測した 4資料の種子も、それぞれ一個体 (果実)に 由来したものとみてよいだ

H086H・ 39

図78 更埴条里遺跡・ 屋代遺跡群か ら出土 した ヒョウタン仲間 (ユ ウガオ属)の種子

方眼の二辺の長さは2 cm、 矢印は奇形種子、台帳番号H・ 86は 更埴条里遺跡
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第 3節 種 実

表60 更埴条里遺跡・屋代遺跡群から出土 したウリ科栽培植物の種子特性

台帳
番号

出土遺跡、地区 出土遺構 採取年月日
推定年代
(世紀)

出 土 種 子 数 計 測 種 子 図・

写真番号正常 しいな 奇形 部分欠損 合 計 数 平均長 (mm 平均幅 (mm) 長 さ/幅
ヒョウタン仲間

H09 屋代遺跡群⑥区 SD7032 940711 8C前半 203 100 9。 80 4.82 1.62 78。 79

H・ 14 屋代遺跡群⑥区 SD7042 940922 7C末 222 10。 42 5.03 2.07 78.79

H・ 25 屋代遺跡群⑥区 SD8032 941125
7C後半～

7C末 79* 10。 87 4.74 2.29 78。 79

H034 屋代遺跡群⑥区 SD7033 940630 9C前半 11.94 5.42 2.20 78。 79

H・ 39 屋代遺跡群⑥区 SD7033 940630 9C前半 172 190 100 11.71 5.42 2.16 78。 79

H・ 86 更埴条里K地区 SK9388
平安後半
～中世

185 13。 75 5。 75 2.39 78。 79

メロン仲間

ⅣI・ 1 屋代遺跡群⑥区 SD8041 940902
7C初頭～

7C後半
7.20 3.43 2.10 81.82

トウガン

T・ 5 屋代遺跡群⑥区 SD8028
7Cラに～

8C初頭
計測不能

T06 屋代遺跡群⑥区 SD7043 941007 9C 12.2 1.63

T07 屋代遺跡群⑥区 SD7043 941024 9C 12.9 1.50

T・ 35 屋代遺跡群⑥区 SD7035 940826 9C 13.0 1。 76

※破 片 (種子数冶 には含めない)計 測 した資料のみを示

ト
ー
ー
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図79 更埴条里遺跡・ 屋代遺跡群か ら出土 した ヒョウタン仲間の種子の大 きさ変異
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

(mm)

8

○

◎縄文時代

● 弥生時代～中世

o現生の品種・系統

ろう。これら6資

料の種子の大きさ

をみる限りでは、

屋代遺跡群からは

種子の大 きさが違

う遺伝的に 3系統

のヒョウタン仲間

が出土したことに

なる。飛び抜けて

大型の H・ 86の 種

子は更埴条里遺跡

(平 安後期～中世)

の井戸からのもの

であり、他の 5資

種
子
の
幅

野生ヒョウタン

(ナ イジェリア)

●
●
２５

AKHA族 装身具
ヒョウタン(タ イ)

図80 出土遺跡別 および現生の ヒョウタン仲間の種子の大 きさ

9～ 39は 屋代遺跡群 (7世紀後半～9世紀前半)、 86の更埴条里遺跡 (平安後半～中世)

料 とは遺跡の場所 (立地)も 時代 も違 うことによる別系統のものではあるまいか。先に筆者は宮の前遺跡

の報告書で (藤下1993-a)、 時代の変遷 と種子の大 きさとの関係をまとめ、縄文から江戸時代にいたる間に

種子が少しずつ大型化 していたことを述べた。

屋代遺跡群の 5資料 (H09～ H・ 39)と 更埴条里遺跡の 1資料 (H086)ご との種子の平均長・平均幅を、筆

者が調べてきた50粒以上の出土のあった各遺跡や、現生のヒョウタン仲間14品種・系統別のそれらとを、

ひとつの図にまとめたのが図80である。屋代遺跡群 と更埴条里遺跡から出土した 6資料イ固々 の種子の大き

さの違いがよくわかる。H・ 9、 H014、 H・ 25の種子の大 きさは縄文早期 (栗津湖底、鳥浜遺跡)か ら前期

(曽畑貝塚、大坪遺跡)、 後期 (四箇遺跡)を経て、縄文晩期 (菜畑遺跡)か ら出土した小型種子に符合 した。一

方、H086の種子は他遺跡からの出土種子の中の最大、あるいは現生の栽培種子に近い大型種子であった。

H034と H039は 出土種子の中では中位で、現生の中では果実の最 も小さいタイのAKHA族 の装身具用の

ヒョウタン、ナイジェリアの野生ヒョウタン (中尾佐助教授採集)お よび小果多産のセンナ リヒョウタンに

近いものであった。 7～ 9世紀のこの地域では、種子の大きさに関して遺伝的に雑ぱくなものも含めて、

いろいろなヒョウタン仲間が栽培されていたものと推測できた。屋代遺跡群中の 7～ 8世紀の遺構から出

土した資料中に縄文期の種子と同じような小型種子があったのは、内陸部に位置するこの地域へのヒョウ

タン仲間の持ち込み (渡来・伝播)が遅れたことを示 しているのかもしれない。

図79080・ 82の 中で座標を斜めに横切る直線は長さ/幅 =2を示し、直線の下側にある長さ/幅が2。 0よ

り大きい種子は細身、直線の上側にある2.0よ り小さい種子は大身を示す。ヒョウタン仲間では一般的に

大型種子は細身、小型種子は太身となるが、屋代遺跡群の出土種子は大小に拘わらず細身側 という特性め

いたものがあった。

B.メ ロン仲間

SD8041か ら出土した M01の種子は、長さや幅の変異が小さく (図 81082)、 それは現生のマクワやシロ

ウリの一呆実内の種子の変異幅とよく符合 していたことから (藤下1977・ 19800198801993-b)、 一個体 (果実)

に由来する種子と言えよう。メロン仲間の種子も弥生時代のものは明らかに小さく (図 83)、 屋代遺跡群の

種子はメロン仲間の内のマクワ、シロウリに符号した。

C。 トウガン

計測できたのは 3粒のみで (図 81右図)、 長さは12。 2～ 13.Omm、 幅は7.4～ 8.6mmで (表60)、 先述 したよう
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f rri >(t. 5 .. T. 6 .. T. 7 . T.3b)

図81 屋代遺跡群から出土 したメロン仲間 (キ ュウリ属)と トウガンの種子

に他遺跡でも出土種子数が少ないため比

較 は難 しい。既往 の ものでは佐堂遺跡

(平 安)の 69粒 が平均 長10.6mm、 平均 幅

6。 2mm、 鳥羽離宮跡 (鎌倉)の 24粒が9。 4

mmと 5.5mm、 一 橋 遺 跡 (江 戸)の 15粒 が

10。 8mmと 6.7mm、 新保遺跡 (弥生)の 3粒

が10.3mmと 5.7mm、 境田遺跡 (平安)の 3

粒が9.9mmと 5.4mmであった。 これらと上ヒ

ベ ると屋代遺跡群の トウガン種子は若干

大 きいことになるが、出土記録以上には

多言できない。

(3)ヒ ョウタ

実)の特性

ン仲 間の 出土果 皮 (果

屋代遺跡群出土のウリ科

植物の遺体で、既往の他遺

跡の発掘調査の成果 と著 し

く違っていたのは、呆皮に

部分的な欠損があっても、

一個体 (呆実)と 推定可能

な呆 皮 が28資料 (28果 実)

も取 り上げられたことであ

る。その内の17資料が完全

無欠な原形への復元は無理

でも、利用時の果形を充分

推測できるものであった。

6          7          8   (mm)
種子の長 さ

図82 屋代遺跡群 (SD8041)か ら出土 したメロン仲間 (M-1)の
種子の大きさ変異  ◎は平均値

雑草メロン型
小粒

●
  3

(mm)

4

4        5        6        7

種子の長 さ

図83 出土遺跡別 にみたメロン仲間の種子の大 きさ
←屋代遺跡群 ◎弥生時代 ●古墳～江戸時代

.ぶ事:
9まεゼT~°

・

種
子
の
幅

ｍ
＞

　

４

種
子
の
幅
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

H・ 55:首太フラスコ型

(撮影:県埋蔵文化財センター)

図84 屋代遺跡か ら出土 した ヒョウタン仲間の果実の形

それらは出土遺体 と写真から果形 (藤下1993-c)が球型のもの 1、 偏球型が 8、 偏球型からギボシ型の中間

が 5、 ギボシ型が 2、 首太フラスコ型が 1に大別された。既往の22遺跡から出土した28イ固の完形果の中で、

まだ 1果 しか確認されていない古留遺跡 (江戸期、奈良)の、果実の腰の部分が くびれたいわゆるヒョウタ

ン型のものは (藤下1982)、 7～ 9世紀の屋代遺跡群の出土遺体中にもなかった。出土完形果の大 きさは縦

横径 とも7～ 12cmで10cm程度のものが最 も多かった。呆実の形や大 きさがわかると、その利用 目的や

方法が推測しやすいが、幸いにも屋代遺跡群の果皮には加工痕の残るものが多く、縦の半切が 1果、果梗

痕や花おち痕の穿孔が 2果、ふたつの穿孔に棒を差し込んだ柄杓が 4果確かめられた。種子を伴わない完

形果に近い状態で取 り上げられた物は、加工前の種子抜き (取 り出し)後の果実であろう。半切 (裁、害1)

すれば柄をつけなくてもそのまま柄杓になる江上 Aお よび B遺跡 (藤下1984-b)か ら出土したようなフラ

スコ型の果実はなかったから、大部分のものは花おちと果梗痕に穿孔して棒を差し込む柄杓 としての利用

0 Scm

H08:縦に半分に切ったもの
H・ 24花おちまたは果梗つけ根に穿孔したもの

H・ 2&花おちと果梗つけ根に穿孔して棒をさしこみ

柄杓にしたもの (土圧により変形)

が主だったもの と考 えられる。

同様の利用方法 を目的に加工

したとみられるヒョウタンは

西 川津 遺 跡 (弥 生前期、松江

市)、 和爾・森本遺跡 (6世紀、

奈良市)、 長 原遺 跡 (飛 鳥、東

大阪市)、 平城宮 (9世紀、奈良

市)、 二之宮千足遺跡 (10世紀、

前橋市)な どか ら出土 してい

る。

動植物の出土遺構の種類や

性格 は、それ らの利用 目的

(食用、容器、祭祀用具、楽器な

ど)や遺存条件 を考 えてい く

上で大 きな役害Jを もっている。

屋代遺跡群か ら出土 したヒョ

ウタン仲間の果皮28個分の内、

12イ固が祭祀遺構
`つ

6基か ら、図85 屋代遺跡群から出土 したヒョウタン仲間の果実の加工
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11個が自然流路の 7本か ら、残 りの 5個が井戸や性格不詳の場所からのものである。溝 と井戸は一般に水

分が豊かで酸素給源が乏 しいほかに、祭祀儀礼の場 としても古代から近年 まで重要な意味をもっていたの

で、 ヒョウタン仲間の遺体が残 りやす く、全国各地の遺跡でそれが確かめ られる。呪術性 をもつ ヒョウタ

ン仲間では水 との関わ りが一層強い。宮島義和は屋代遺跡群のヒョウタンは、人形、舟形、斎串などの木

製祭祀具を伴出し、祭祀儀礼との結びつきは疑いないものとし (宮 島1996)、 ヒョウタン仲間が「この地で

どのように使われたのか」の解明が祭祀儀礼の様式や遺跡の性格を明らかにしていく上で重要であろうと

述べている。内陸部に位置する7～ 9世紀の屋代遺跡群から、異例中の異例ともいえるほどの28個以上の

ヒョウタン仲間の果実が出土した事実を直視したい。

引用・参考文献

藤下典之 1977 「草戸千軒町遺跡および尾道中世遺跡より出土した Cttθ%%た %ιあの種子について」『草戸千軒町遺跡調査研究年

報1975』 p.55～ 62

藤下典之 1980 「池上遺跡から出土した C%θπ2お 解θノθの種子について」『池上・四ツ池遺跡発掘調査報告』第 6分冊 p.105～ 124

藤下典之 1982 「本邦各地の遺跡から出土したヒョウタン仲間の遺体について」『近畿作物・育種談話会報』27 p.40～ 50
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藤下典之 1984-b「 江上 Aお よび B遺跡から出土したヒョウタン仲間とメロン仲間の遺体について」『北陸自動車道遺跡調査報告一

上市町木製品 (本文)・ 総括偏一』 p.107～ 117

藤下典之 1988 「鹿田遺跡から出土したメロン仲間の種子、特に雑草メロン型の小粒種子について」『鹿田遺跡 I』 p.443～ 451

藤下典之 1992 「出土種子からみた古代 日本のメロン仲間一その種類、渡来、伝播、利用について一」『考古学ジャーナル』354

p.7～ 13
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

竪穴住居跡から出土 した炭化種実

パ リノ・サーヴェイ株式会社

高橋 敦・辻本崇夫

調査目的 屋代遺跡群・更埴条里遺跡では、平安時代竪穴住居跡のカマ ドの覆土を中心に、炭化種実が多

数検出されている。それらの種類を知 り、当時の食料をはじめとする植物資源の利用状況に関する情報を

得るのが、今回の調査 目的である。試料 とした種実遺体は、発掘調査時に直接採取されたものもあるが、

大部分はウォーターフローテーションによって採取されたものである。

結 果 今回確認した種類を、竪穴住居別に示す (表61)。 表61 炭化種実同定結果

検出された種実の種類は、イネ、オオムギ、マメ類、夕 鸞
種  類

イネ,オオムギ,タ デ属、アカザ科―ヒユ科SB lll

デ属、アカザ科―ヒユ科である。このうち、タデ属 とア  ::911: 7二
類 (『古代2編』)

カザ科―ヒユ科には、炭化が認められない。これらは、  ::ll: 千葉

カマ ドの機能時のものではなく、遺構が廃絶された後に  II:I f彙
混入した可能性が高 く、後代のものと思われる。     SB50 04 イネ

栽培植物 炭化種実 として検出された 3種類 (イ ネ、オオムギ、マメ類)は、いずれも栽培のため渡来 した

種類である。検出された部位は、いずれも可食部分 (胚茅L・ 子葉)であることから、当時食用として利用さ

れていたものの一部がカマ ド内に入 り、炭化 したものと考えられる。このほか、古代の栽培植物に関して

は、ガヽ諸市竹花遺跡でイネ、モモ、スモモなどが検出されている (パ リノ・サーヴェイ株式会社 1994a)。 これ

らの種類は、古墳時代以降、全国各地の遺跡で多数の検出例があり、広 く栽培されていたと考えられてい

る (南木 1991)。 また、屋代遺跡群・更埴条里遺跡では、古代の水田層から多量のイネの植物珪酸体が検出

されている。さらに、Ⅳ層では、オオムギ族の植物珪酸体が検出される。現在のところ、植物珪酸体の形

状からは、栽培されたオオムギと日本に自生する近縁種 (カ モジグサやスズメノチャヒキなど)の区別が難 し

い。このため断定はできないが、オオムギ族植物珪酸体の検出から、オオムギが畠で栽培されていたこと

が示唆される。

炭化米 炭化米は、県内でもい くつかの出土例がある。多量に検出された例 としては、竹花遺跡 (パ リ

ノ・サーヴェイ株式会社 1994b)や鋳物師屋遺跡 (氏 原 1988)の ものがあり、その大 きさに関して検討を行っ

ている。これらの例 と本遺跡出土の炭化米を、佐藤 (1988)の分類を参考にして比較すると、いずれも短

粒で極小～小の範疇に入るものが多く、サイズは類似する。炭化米の形状は、火熱を受けた時や、その後

の経年変化による変形・萎縮などの影響があり、一概には比較できないが、現在栽培されていたものに比

べると、やや小型で丸みを帯びている。
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委員会
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第 4節 木製品・自然木、炭化材の樹種

1 屋代遺跡群⑥区出土木製品・自然木および更埴条里遺跡出土木製品の樹種

パ リノ・サーヴェイ株式会社

高橋 敦・辻本崇夫

(1)同定の 目的 と方法

試料 と目的 試料は、屋代遺跡群⑥区の第 2水田対応層～第 5水田対応層か ら出土 した木製品、および更

埴条里遺跡か ら出土 した木製品や 自然木など1617点 である。これ らの樹種 を明らかにし、古代の用材に関

す る情報 を得 ることを目的 とする。

樹種同定の方法 剃刀の刃 を用いて、木 口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)の 3断面の徒手切片

を作製 し、ガム・クロラール (抱水クロラール・アラビアゴム粉末 0グ リセリン・蒸留水の混合液)で封入 し、フ
゜
レ

パラー トを作製す る。作製 したプレパラー トは、生物顕微鏡で観察・同定する。同定結果は、木器の観察

表中に記載 し、別に用途別の集計表を作成 した。

(2)樹種同定結果の概要

主な木製品の樹種同定結果は、木器の観察表 とともに表62に示 した。本来であれば、全ての樹種同定結

果 を表記す るべ きであるが、点数が多 く、紙数の関係上全ての結果 を掲載す ることができない。今後、

『総論編』等の場 を借 りて、公開 したい。

樹種同定 を行 った試料には、保存状態の悪いものも多 く、樹種の同定に至 らない場合 もあった。それら

の試料については、観察できた範囲で結果 を記 し、木材組織がほとんど観察できなかった場合には不明 と

した。その他の試料は、針葉樹11種類 (カ ラマツまたはトウヒ属・マツ属複維管束亜属 0モ ミ属・ツガ属・トウヒ属

バラモミ節・スギ・ヒノキ・サワラ・ヒノキ属・イヌガヤ・カヤ)、 広葉樹46種類 (オ ニグルミ・ヤナギ属・ハンノキ属ハ

ンノキ亜属・カバノキ属・アサダ・クマシデ属イヌシデ節・コナラ属コナラ亜属クヌギ節・コナラ属コナラ亜属コナラ節・

コナラ属コナラ亜属・コナラ属アカガシ亜属・クリ・ムクノキ・エノキ属 :ケヤキ・エレ属・ヤマグワ・クスノキ科・カツ

ラ・イスノキ・ウツギ属 0モ モ・サクラ属・バラ科ナシ亜科 0サ イカチ・マメ科・キハダ・ニガキ・ヤマウルシ・ヌルデ・

チドリノキ・カエデ属・トチノキ・アワブキ属・ケンポナシ属・グミ属・クマノミズキ類・アオキ・ウコギ属・エゴノキ属・

トネリコ属・イボタノキ属・ムラサキシキブ属・キリ・ニワトコ・ガマズミ属 0つ る植物)に 同定された。各種類の解

剖学的記載については、『総論編』に報告する予定であ り、本稿では割愛することにしたい。

(3)木製品の用途と樹種の関係

木製品は、様々な用途が想定されてお り、合計46種類に分類された。これらの木製品の遺跡男U・ 用途別

の種類構成を、表62に 示す。本来であれば、層位別・時期別に示すべきであるが、層位別・時期別にする

と表が長大になること、層位別の種類構成の変化がほとんど認められないことなどから、今回は層位を一

括して、用途別に一覧した。

紡績具・木形の用材 これを見ると、いずれの用途でも針葉樹材が比較的多く、特に紡績具 と木形では、

出土した木器の多くがサワラである。このことから、本遺跡群ではサワラが多く用いられ、特に紡績具 と

木形では選択的な利用が行われた可能性 もある。また、屋代遺跡群 と更埴条里遺跡で出土した木製品の樹
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表62 木製品・ 自然木の種類構成

樹

種
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〈
口
　

計

屋

代

遺

跡

群

新

釘 形

屑

害1屑

削 屑

切 屑

端 材

不 明

その他

木 樋

火きり臼

火きり板

水 門

穿孔板

穿孔板 (棒 )

穿孔板 (本体 )

独 楽

用途不明 41 3

自認しヽ 141 7

更

埴

条

里

遺

跡

建築部材 井戸粋材

杭・ 矢板 杭

農工具 田下駄

横 槌

服飾具 横 櫛

郷 曲物底板

屑 不 明

その他 用徐不 明

咋 畔内 の木

自然木片

計 11 11 41 11 48L131 71 1411617
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種構成は、いずれも良 く類似 しており、大きな差異は認められない。石川条里遺跡から出土した木製品の

樹種同定結果では、弥生時代後期から古墳時代前期にかけて、モミ属が減少するとともにサワラが増加す

ることが報告されている (能城・鈴木1997)。 本遺跡におけるサワラ材の大量使用 も、そうしたサワラ材の使

用の増加を示す結果 といえる。

農工具の用材 農工具では、舞錐や柄状木製品にサワラやモミ属を中心 とした針葉樹材が多く認められる。

一方、堅杵、鍬身、木錘では、カバノキ属、アサダ、ヨナラ節などの落葉広葉樹材が多い。同様の結果は、

長野市石川条里遺跡でも認められている (能城・鈴木1997)。 鍬身や堅杵には、これまで各地で行われた調査

でも堅い材質を有する広葉樹材が多く用いられている (島地・伊東 1988)。 堅い材質を有する木材が多いの

は、材質を考慮した用材が行われ、使用時の打撃に耐えるだけの強度を有する木材が選択されたためと考

えられる。したがって、本遺跡でもそれぞれの用途に適 した材質や、加工性を有する木材を選択していた

ことがうかがえる。 ところで、鍬・鋤にはアカガシ亜属が多く利用されていることが知 られてお り、 とく

に西日本では出土したほとんどがアカガシ亜属であることから、選択的な利用が指摘されている。一方、

群馬県新保遺跡などで出土した鍬・鋤などには、アカガシ亜属 と共にクヌギ節、ヨナラ節、カバノキ属な

どが認められ (鈴木・能城 1982・ 1986;パ リノ・サーヴェイ株式会社 1993)、 今回と類似 した用材が見られる。こ

の背景には、アカガシ亜属の自生が少なかった地域で、代用としてクヌギ節、コナラ節、カバノキ属など

の落葉広葉樹材が利用された可能性が指摘されている (山 田 1986;高橋 1996)。 本遺跡では、アカガシ亜属

は暦に 1点認められたのみであり、花粉分析の結果などを考慮しても、周辺では生育していなかったと考

えられる。そのため、アカガシ亜属の代用 として、カバノキ属やアサダなどが利用されたと考えられる。

その他の用材 容器では、曲物、栓、槽にサワラが多く認められる一方で、皿 と盤にはケヤキが認められ

る。この 2種類以外にはほとんど種類が認められないことから、用途による木材の使い分けが指摘できる。

同様の結果は、服飾具の下駄と横櫛、武具・馬具の弓などでも見ることができる。このうち、容器の曲物

(サ ワラ)と 皿 (ケヤキ)、 服飾具の横櫛 (イ スノキ)、 武具・馬具の弓 (イ ヌガヤ)は、いずれも各地で行われ

た同様の用途の樹種同定結果 (島地・伊東 1988;伊東 1990)と も一致している。とくに横櫛に認められたイ

スノキは、櫛の材 としてツゲ (柘植)に 次 ぐ良材 とされるが、暖温帯常緑広葉樹林の構成種であり、現在

の長野県内では生育していない。これまで各地で行われた調査例でも、現在イスノキが生育していない地

域でイスノキの材が出土した例があるが、そのほとんどが櫛として出土したものである。したがって、過

去においてイスノキは、櫛の材として多く利用され、それらの櫛が製品としてイスノキの生育していない

地域まで搬入されていたことが推定される。本遺跡においても、主として西日本地域から櫛が搬入された

可能性があるが、後述するように暦にもイスノキが認められることから、一部は木材 として搬入され、遺

跡内で加工された可能性もある。

層の樹種構成 暦は、木製品などを加工 した際に発生した木暦などと考えられてお り、加工法によって割

暦、切暦、削暦などに分類され、削暦が最 も多い。サワラが最 も多く、暦の全試料の1/3弱 を占め、他に

はモミ属、カヤ、ケヤキなどが多い。加工法による種類構成の差異は、あまり認められないが、割暦にサ

ワラが少ない結果は、サワラ製品の加工法が関連している可能性もあり、注目される。

暦には、今回確認された全種類数の半分を超える30種類以上が確認されており、様々な木材が本遺跡で

加工されていたことがうかがえる。暦 と製品の双方に認められたものについては、遺跡内で加工された可

能性が高い。しかし、暦に認められたにもかかわらず、木製品に認められなかった種類も多い。この中に

は、アカガシ亜属やイスノキなど、本地域に生育していなかったと考えられる種類もあり、外部から木材

が搬入された可能性がある3ま た、キリは木材を利用するために栽培される種類であり、長野市石川条里

遺跡では、栽培樹木として出土している (能城・鈴木 1997)。 本遺跡周辺でも、栽培されていた可能性があ
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る。一方、木製品に認められたが、暦に認められなかった種類 も少数ではあるが存在する。このうち、イ

ヌガヤは出土した全′点が弓、カバノキ属は全点が農工具の鍬身と堅杵であり、いずれも選択的な用材が推

定される製品である。また、これらの種類は、自然木にも認められず、周辺に生育していたか否かも不明

である。そのため、これらの製品については、別の場所で製作されたものが本遺跡に持ち込まれ、使用さ

れた後に廃棄された可能性がある。

自然木の樹種 自然木には、ヤナギ属、クヌギ節、コナラ節を中心に20種類以上が認められた。いずれも

花粉分析結果 と大きな矛盾はなく、これらの落葉広葉樹を中心 とする種類が、流路沿いなどを中心に生育

していたと考えられる。また、自然木に認められた種類の多くは、木製品あるいは暦に認められてお り、

周辺に生育 していた樹木を利用 して木製品が製作された可能性がある:ま た、自然木の中にはモモが 2点

認められた。モモは、大陸より渡来した栽培植物であり、その起源は縄文時代前期 まで遡れるとされる

(粉川 1988)。 本遺跡では、古墳時代の板材や種実遺体にもモモが認められてお り、継続して周辺地域で栽

培されていたことが推定される。

2 屋代遺跡群⑤区出土炭化材の樹種および灰状物質の材質

炭化材試料 試料は、住居跡などから出土した炭化材16′点 (試料番号 4～ 19)である。各試料の詳細は、同

定結果 とともに、表63に記した。

灰状物質 試料は、住居跡 (SB5004)の床面直上から出土した、壁や屋根に由来すると考えられる繊維質

の灰状物質 1′点 (試料番号20)である。

炭化材同定の方法 木口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微

鏡および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織の特徴を観察し、種類を同定する。

灰像分析の方法 試料か ら灰状物質

を分離 しプレパラー トに封入 して、

400倍の光学顕微鏡下で観察 した。

炭化材同定の結果 樹種同定結果 を、

表63に 示す。試料番号16は保存が悪

いために樹種の同定に至 らず、広葉

樹 (環子L材)と した。その他 の炭化

材は、広葉樹 5種類 (ク マシデ属イヌ

シデ節・コナラ属コナラ亜属クヌギ節 0ク

リ・ケンポナシ属・ムラサキシキブ属)と

イネ科タケ亜科に同定された。各種類の解剖学的特徴などについては、『総論編』において写真図版 とと

もに報告する予定である。

灰像分析結果 灰状物質には、ススキ属の業部に形成される短細胞列に類似 した組織片、および特徴的な

植物珪酸体を含まない不明組織片が観察できた。

住居構築材の用材 SB5004か ら出土した炭化材は、その出土状況から住居構築材と考えられてお り、部

位についても推定されている。この結果を見ると、屋根材にタケ亜科が認められた以外は、部位による用

材の差異は認められない。住居構築材は、ケンポナシ属を主とし、他にムラサキシキブ属 と種類不明の環

孔材が 1点認められる。長野県では、佐久盆地周辺地域において、古代の住居構築材の樹種同定を行った

例がある (パ リノ・サーヴェイ株式会社 1988a・ 1988b01989a01989b01994a01994b01995)。 それらの結果を見る

と、基本的には落葉広葉樹のクヌギ節やコナラ節が多く、今回の結果 とは用材が異なる。このような違い

表63 炭化材樹種同定結果

番 号 仮地区 大地 区 中地区 遺構番号 遺構内層位 時代・時期 用途など 樹種

埋土中 9世紀後半 コナ ラ属コナラ亜属クヌギ節

埋土中 9世紀 後半 ク リ

1層 9世紀後半 クマシデ属イヌシデ節
カマ ド内 8世紀前半 ム ラサ キ シ キ ブ属

床 下 9世紀前半 イネ科タケ亜科
床面直上層 7世紀末 垂木 ? ケ ンポナ シ属

床 面直上層 7世紀末 屋根 材 ? イネ科タケ亜科

床面直上層 7世紀末 垂木・壁芯 ? ケンポナシ属

床面直上層 7世紀末 垂木・壁芯 ? ケンポナシ属

床面直上層 7世紀末 垂木 ? ケンポナシ属

床面直上層 7世紀末 垂木・壁芯 ? ケンポナシ属

床 面直上 層 7世紀末 屋根 ・壁 ? ケンポナシ属

床面直上層 7世紀末 垂木 。壁芯 ? ムラサキシキブ属

床面直上層 7世紀末 垂木・壁芯 ? ケンポナシ属

床面直上層 7世紀末 垂木・壁芯 ? ケンポナシ属

床面直上層 7世紀末 屋根・壁 ? 広葉樹 (環孔材 )

床面直上層 7世紀 末 垂木 ・壁 芯 ? ケンポナシ属

床面直上層 7世紀末 垂木・壁芯 ? ケンポナシ属

床面直上層 7世紀末 垂木・壁芯 ? ケンポナシ属
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が生 じた背景には、遺跡周辺の植生の違い、住居の構造や用途の違いなどが考 えられるが、詳細は不明で

ある。 また、試料番号 7の屋根材にタケ亜科が認め られたことから、屋根 を葺いた材料にタケ亜科が混 じ

っていたことが推定 される。 また、灰像分析の結果ではススキ属に類似 した植物が確認でき、この植物が

タケ亜科 とともに屋根 を葺 く材料、あるいは壁や床などに利用 された可能性がある。

燃料材の用材 住居構築材以外では、屋代遺跡群①区の鍛冶関連建物跡 (ST 7ほ か)に付属していたと見

られる土坑 SK470と SK535か ら、クヌギ節とクリが認められた。これらは、小鍛冶の燃料材であった可

能性がある。住居構築材とやや種類が異なるが、 2点のみの同定であり、用途や時期による用材の差を示

すものかどうか、今のところ不明である。さらに資料を蓄積し、詳細を明らかにしたい。

引用文献

伊東隆夫 1991「 日本の遺跡から出土した木材の樹種とその用途H」 『木材研究・資料』26 p.91-189 京者『大学木材研究所

粉川昭平 1988「穀物以外の植物食」『弥生文化の研究2 生業』 p.112-115 雄山閣

能城修一・鈴木三男 1997「石川条里遺跡出土木製品の樹種」『石川条里遺跡第 3分冊』 p.68-138(財 )長野県埋蔵文化財センター

パリノ・サーヴェイ株式会社 1988a「鋳物師屋遺跡出土炭化材同定」『鋳物師屋遺跡群鋳物師屋』 p.116-117 小諸市教育委員会

パリノ・サーヴェイ株式会社 1988b「十二遺跡出土炭化材の樹種同定」『鋳師屋遺跡群十二遺跡』 p.393-399 御代田町教育委員会

パ・サーヴェイ株式会社 1989a「広畑遺跡出土炭化材の樹種同定」『広畑遺跡』 p.35-40 御代田町教育委員会

パリノ・サーヴェイ株式会社 1989b「根岸遺跡出土炭化材の樹種同定」『鋳師屋遺跡群 根岸遺跡』 p.291-293御代田町教育委員会

パリノ・サーヴェイ株式会社 1993「萩原団地遺跡出土農具・杭の樹種」『萩原団地遺跡』 p.110-117 山武考古学研究所

パリノ・サーヴェイ株式会社 1994a「過去の植物利用について」『東下原 ,大下原・竹花・舟窪・大塚原 ―長野県小諸市東下原・大

下原・竹花・舟窪・大塚原遺跡発掘調査報告書一』 p.613-624,小 諸市教育委員会

パリノ・サーヴェイ株式会社 1994b「大塚原遺跡における平安時代の住居構築材」『大塚原遺跡群大塚原 (第二次)』 p.81-84小 諸市

教育委員会

パリノ・サーヴェイ株式会社1995「第 1号住居址出土の炭化材の樹種」『三子塚遺跡群十石坂上遺跡』 p.12-13小諸市教育委員会

島地 謙・伊東隆夫編 1988『 日本の遺跡出土木製品総覧』 p.296,雄 山閣

鈴木三男・能城修- 1982「 日高遺跡出土木材の樹種」『新保遺跡』 p.372-388(財 )群馬県埋蔵文化財調査事業団ほか

鈴木三男・能城修- 1986「 新保遺跡出土加工材の樹種」『新保遺跡 I 弥生・古墳時代大溝編<本文編>』 p.71-95(財 )群馬県埋

蔵文化財調査事業団ほか

高橋 敦 1996「群馬県から出土した鍬・鋤の用材」『群馬考古学手帳』6 p.117-127,群 馬県土器観会

山田昌久 1986「 くわとすきの来た道」『新保遺跡 I 弥生・古墳時代大溝編<本文編>』 p.168-188(財)群馬県埋蔵文化財調査事

業団

*表 62は、長野県埋蔵文化財センターが作成する木器観察表に樹種同定結果を組み込んで報告することとし、漏れた試料等について

は、別途報告する機会を作りたい。
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

第 5節 屋代遺跡群⑥区出上の昆虫遺体

興水 太仲

1 昆虫遺体発掘 の概要

長野県は全般に標高が高いうえ、山岳が多いので河川は一般に急流域が多い。また湖沼や湿地はあって

も、それが遺跡と関連しての存在は極めて稀である。このことから今回の発掘調査において、昆虫遺体を

調査できたことは、考古学上は無論、昆虫学への寄与にも資することができた貴重な調査であった。

長野盆地は、千曲川が長年月、土砂を運搬し堆積 した沖積平地であるため、地下水は全般に高い古屋代

遺跡群は、この長野盆地の一端に位置している。遺跡は埋没した千曲川の旧河道を含んでいるなどで、調

査対象として昆虫遺体 も加わることになった。 しかし調査全体が、調査時間や調査人員などの′点で制約 も

あり、細密な調査 を進めることは不可能であった。そこで古代の自然流路や溝など、設定ポイン トを重点

に調査を進めた。以下に、この経過、方法、結果などを要約し記す。

2 昆虫遺体 の採取

遺体採取は、遺跡の発掘面で目についたものを、その周辺包蔵土を含め小ブロックに切 り取 り、これを

水湿ガーゼで保護 し、タッパーウェアに収納保管した。

採取者は、発掘援助の作業員が主で、担当職員は他の作業 との兼任で作業を進めた。そのため比較的大

形の遺体や、輝色のあるもの、時に反射光によったものなど、目に付 き易い遺体に片寄る傾向はまぬがれ

なかったが、結果的にはランダムな採取となり、重大欠陥を及ぼす採取ではなかった。しかし、痕跡様の

ものや、微細なものは、採取されなかった。

従って、採取遺体のほとんどは甲虫類で、他は少数のカメムシ類と不明の昆虫類がこれに加わる結果で

あった。

3 昆虫遺体 の保 存状態 と処理

採取した昆虫遺体包蔵土のブロックを、ペ トリ皿内の水にひたし、それを検鏡 しつつ、絵画用面相筆で

水洗いし遺体を取 り出した。

ひとつのブロック内に 2個以上の遺体片があった場合、相互の関連を見極め、同一個体の片でないもの

は別の個体 とした。遺体は、一個体分 ごとに小形スクリュー瓶に納め、現世昆虫保存液 として用いる

FAA液 (ア ルコール70%68、 フォルマリン30、 サクサン2の各容積混合液)に より液漬保存した。

各遺体の遺存部位は、甲虫類では前翅部、カメムシ類は前胸背板部が最 も多かった。次に腹面部及び月寸

節部分を除 く肢部で、肢部は節が連続してはいても、水洗中にほとんどが分離した。前胸部や頭部の遺存

は少なかった。稀に後翅の遺存もあったが翅脈部のみが多く翅の存在を示すにすぎなかった。

遺体の各部位は、脚節を除き完全形の保存は極少で、ほとんどは欠損部があった。特に帯・点状紋の部

分は全ての個体が、腐食・消滅していた。

ほとんどの遺体の体内部には、植物の細根が進入し、体内の消化・消滅の促進がうかがえた。
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第5節 屋代遺跡群⑥区出土の昆虫遺体

4 種 の同定

調査 した遺構の年代は、 7世紀前半から9世紀後半であり、この年代の昆虫は、現世昆虫と相違ないこ

とから、種の分類・同定は現世昆虫のそれと同じ扱いとし整理 した。

同定にあたり、一見して判別決定できるもの以外は、全て現世昆虫との細部にいたる比較検討によって

種の決定をした。

細片は、別の同種完形個体の同部位に合わせ、完形を推定復元し、これによって種の決定を試みた。し

かし、オサムシ科のように多種を含む類は、確信のもてる段階に止めた。

5考 察

遺跡の年代が約300年間にわたるので、考察は細分 してすべ きであるが、各世紀 (時代)ご との昆虫遺体

数が少ないので、不本意ながら遺跡全体の約 3世紀にわたる間を総括して考察 した。

同定した結果、種の全ては分布域が主に低地性のもので、特異なものはなかった。従って、人の生活域

と重なるか、その周縁域に生慮、分布 していた、昆虫類で言う普通種 とみてよい。

同定結果の集計は、表64の ように、昆虫の生活様式の近似種別にまとめてみたが、遺構の性格から水生

甲虫が多く、次に草地、山林周縁の種の順 となる。また、当時の自然景観が如何に緑あふれ、生息昆虫に

とって好環境にあったと推測される。

(1)検体の種群別考察

水生甲虫類 水生甲虫類は、一生の大半を水に依存するので、種類ごとに生活に適する水環境を選択 し来

集生息する。ゲンゴロウや ミズスマシ・ガムシは、止水域を好む。ゲンゴロウや ミズスマシは、肉食性で

あるため、そこには餌になる水中や水面の小動物が生息することを条件にする。ガムシは雑食性のため、

そこに動物・植物質の餌を必要とする。また、生育の過程での蛹化は、湿性粘土質の土中を好む。これら

の必要条件を全て整えたのが、屋代遺跡群⑥区流路であったのであろう。ここに、水生昆虫が集結する結

果となり、50%に及ぶ水生甲虫遺体の存在をみたことは、当然 とも考える。

現在、 日本の水生甲虫類、特にゲンゴロウ、 ミズスマシは激減の一途で、保護甲虫になっているが、

1940年代以前は、当遺構 と同様の所が、水田の普通であった。それに、検体の中にゲンゴロウが、石また

は硬い路面上で、踏みつぶされたような圧死をし、これが板状に乾燥して後、埋没したとみられるものが

一体あったことを拡大推測するにつけ、当時の生息数を容易に推測できる。

クロゲンゴロウは、群発生することで、たまたまそれとの一致も考えられるが、長野盆地の他の遺跡か

らの出土状況でも同傾向がみられることで、当時の広域分布状況が推察され、その分布状況の変遷を知る

ことができる。なお遺体の確認はなかったが、 トンボ類などの発生も相当あったろうと推察される。

食植甲虫類 コガネムシのうち、食植生コガネムシ類の幼虫は、開けた草原、芝生地、耕地などの土中に

あって、植物根を餌に育つ。成虫は地上で植物葉を餌にするので、害虫扱いをされるものが多い。食害植

物は種によって異なり、ヒメコガネやコガネムシは、ブ ドウ、サクラ、クリ、ナラなどの葉を好む。マメ

コガネは、農作物の大豆、クヌギ、クズを好むことで、水田の近 くにはこれらの植物が繁茂 していたと想

像される。つる性のブ ドウやクズは、主に山林周縁の日当たりの良い所に自生し、高木にからみ、やぶを

形成する。やぶの前の草むらや草原、畑地などには、コガネムシと同様な生活様式をもったコメツキムシ

が生活していた。ツノアオカメムシも樹木依存の昆虫とし林縁生活をしていた。

山林内の諸木は、存分に成育し大樹 となり、部分的に枯れたり、折れて朽ちたりし、それらのクヌギや
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ナラの腐朽木には、 クワガタムシ類が生育 していた。

食糞性甲虫類  この類は主に人及び動物の糞 を好んで餌 とし、またその臭いをたよりに、かな りの遠方か

らも集まる習性がある。糞のほか動物の死体、動物質の腐ったもの、ハエのウジ、キノコなども好む もの

がある。 ヒラタシデムシ・エンマムシ類 も、食糞性 コガネムシと共通性 をもっている。

これらの食糞性甲虫類は、野外にあっては、風に運ばれる臭いをつてに徘イ回生活 しているが、人の生活

があると、その生活域に定生活 し、豊富にある糞尿、動物性腐物などで多数の繁殖 を繰 り返す。

オサムシ類 オサムシ類は一般に、石下や腐木下、落葉下などの物陰で、小動物 を餌にし生活 している。

大形のアオオサムシは、やや湿性地で丈の高い草むらの地面に、ゴミムシ類は畑地や丈の低いまばらに生

えた草む らの地面に、 ミズギワゴミムシ類は、比較的湿性のある水辺の草むらなどで生活 している。

これらの条件 をそなえた環境は、人の生活域や、耕作地周辺に多 くあ り、検体のオサムシの全 てがこの

範囲でみられる種である。

オオゴミムシは、有機物の多い畑地に多く見られることで、畑地のあったことが推測される。比較的多

種のゴミムシが検出されたのは、これら甲虫類の生活を支えるに足る、木の葉や小枝などの集積場のよう

なところが、あちこちに散在していたのではなかろうか。

※ 0検体総固体230匹分  ・同定種名数30種
・種名判定固体200匹分  ・種名判定不可固体30匹分
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表64 屋代遺跡群採取の昆虫遺体同定結果一覧  Sp・ :類・種の略
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第 6節 貝類 0魚骨

第 6節 貝類・魚骨

すべて屋代遺跡群⑥区で検出された溝および東西流路内で見つかっており (図 86)、 各時期に対応する層

から出土している。特に古代 2期の SD8028、 3・ 5層 で多量に見つかっている。また、この層位では、

貝が原型をとどめず白色化したブロックとして層相を特徴づけるほどの量になっている。

貝の残存状態は悪く、処理に手間取ったため同定は行っていない。巻き貝と二枚貝が確認されている。

魚骨はSD7030か ら不明種が 1点見つかったにすぎない。また、現在、竪穴住居跡のカマ ド内土壌サン

プルの水洗選別中である。ここから検出された例も含め、同定結果は『総論編』に掲載したい。

SD8028 3層 SD7062

SD8027 1層

0                               5cm

図86 屋代遺跡群⑥区出土の貝類
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

第 7節 上信越自動車道屋代遺跡群出土の脊椎動物遺存体

京都大学霊長類研究所    茂原信生

獨協医科大学第 1解剖学教室 櫻井秀雄

獨協医科大学        今野 渉

は じめ に

上信越自動車道屋代遺跡群 (BYS)は 長野県更埴市にある遺跡で、平成 3年から6年にかけて上信越自

動車道の建設工事に伴って、長野県埋蔵文化財センターによって発掘・調査された。この遺跡は縄文時代

から江戸時代に至るまでの層を含んだ複合遺跡である。弥生・古墳時代の遺物に関してはすでに報告書が

刊行されている。今回報告するのは出土した遺物のうちの、古代のものである。なお、 2点だけヒトの歯

が出土している。

動物骨の計測に関しては、Driesch(1976)に したがい、イヌの計測は主に斎藤 (1963)に したがった。

また、ウマおよびウシに関する諸データは西中川 (1991)を利用した。

l 出土脊椎動物骨の リス ト (表 73、 表74田 )

出土した脊椎動物は哺乳類と′島類である。ここで出土した哺乳類は遺跡から一般的に出土するものであ

る。哺茅L類は3日 5科5種である。

口甫茅L糸岡 Mamlnalia

食肉目 Carnivora

イヌ不斗Canidae

イヌ Cbπた /勿%グ励名な

イ呂招書目Artiodactyla

イノシシ不斗 Suidae

イノシシ (あ るいはブタ)3パ sθ rofa

シカ科 &ηググαθ

ニホンジカ Cθηπs 2れクθπ

ウシ不斗Bovidae

ウシ  Bθs″π%κ

奇蹄 目 Perissodactyla

ウマ科  Equidae

ウマ 3彩πs εαみα′Jπs

2脊 椎動物遺存体 の出土状況 と特徴

脊椎動物骨の保存状態は一般的に非常によい。これはこの遺跡が低湿地的な出土状況を示すからである。

したがって、ビビアナイト (藍鉄鉱)が付着しているものが多く、表面の景j離や脱落はみられる。

同定された点数は、ヒトの 2点 を除いて1,188点 である。いくつかの歯が連なって出土しているものは

1点 と数えている。最 も多いのがウマの621点 (52.3%)、 ついでウシが437点 (36.8%)、 さらにニホンジカ
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が74点 (6.2%)、 イノシシあるいはブタが31点 (2.6%)、 イヌが23点 (1.9%)、  トリの一種 とサカナの一種

が各 1点 (0.2%)と 続き、これらに混じってヒトが 2点出土している。

出土 した重量は、イヌが222g(0.2%)、 イノシシが656g(0.6%)、 ウシが44,335g(40.6%)、 ウマが

62,014g(57.1%)、 ニホンジカが1,545g(1.4%)、 ヒト以外の脊椎動物 (サ カナとトリ)が 3g(0.003%)

で、ヒトの 2点 を除いた重量の合計が109,162g(約 109kg)で あった。重量ではウマが最 も多く、ついで

ウシとなり、この 2種で全体の約98%を 占めている。大型獣であるから重量が多いのは当然としても、出

土点数でも圧倒的にウシとウマが多い。

種別の考察

(1)出 土 した ヒ ト

住居址 (SB5068)と 土坑 (SK5023)か ら、それぞれ歯が 1点ずつ出土している。SB5068か ら出土 したも

のは下顎左の第 2大臼歯 と考えられるものである。頼側の一部が欠けている。頼側の咬頭がやや咬耗 して

お り、少なくともこの歯が萌出する一般的な年齢である12歳 よりは年齢は高いが詳細は不明である。遠心

の隣接面に隣接面摩耗がみられる。性別 も不明である。一方、SK5023か ら出土した歯は、咬耗のない上

顎左の第 1乳臼歯である。したがって、この歯の萌出する前あるいは萌出直後の個体であり、新生児程度

の年齢 と考えられる。性別は不明である。

これらの歯の形態からは時代を思わせる特徴はうかがえない。年齢の違いから少なくとも2個体の存在

が矢日ら才tる 。

(2)出土 した脊椎動物骨

A.イ  ヌ

イヌは23点が出土している。これが同定された点数の中で占める割合は1.9%である。

頭蓋骨は頭頂部の一部が出土している。

頭頂骨・後頭骨の間の縫合はまだ癒合 しておらず、比較的若い個体 と推測される。矢状稜はブレグマ付

近で左右が合 しており、頭蓋冠の全長にわたって稜を形成している。ただし、この稜は高 くないが、年齢

が比較的若いためである可能性がある。外後頭隆起はやや発達 している。脳頭蓋長 (ナ ジオンーイニオン)

は89.7mmである。この大きさは現生シバイヌの脳頭蓋長 (オ ス :86.lmm、 メス :80.8mm)よ りやや大きめであ

り、一般的な縄文時代大よりは大きめである。あえていえば、弥生時代大や中世犬のオスの大きさに最 も

近いと言える。

下顎骨は 3点が出土している。これらも比較的大 きく頑丈である。このうち SD7042か ら出土している

ものは下顎骨の先端部は失われているものの比較的良 く保存されている。この歯の摩耗は顕著で年齢は高

い。咬筋宙は非常に深い。

下顎体厚は厚 く13.2mmで、縄文時代犬のオスの11.Ommを 大幅に上回る。この値は江戸時代の洋大と考え

られる仙台坂のイヌ (13。 9mm)よ りやや薄いもののかなり厚い下顎骨である。下顎体高は29。 2mmで仙台坂

犬を上回っている。他の項 目 (下 顎枝高52.3mm、 下顎第1大臼歯近遠心径20.3mm)も かなり大きい。この下顎骨

は最大長を現生のイヌと比較 して推定すると最大でも140mm程度であるからさほど大きなものではない。

したがってこの下顎体の厚さは並外れていると言える。

SD8028、 SD8049か ら出土している下顎骨は、下顎の先端部 と下顎枝が失われている。これらも頑丈で

下顎体は厚 く、SD8049の 下顎骨の下顎体厚は外側の表面がやや脱落しているにもかかわらず第 1大臼歯

部での下顎体厚は15.Ommあ り、上記のイヌよりさらに頑丈で仙台坂犬を大きく上回る厚さである。今まで
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報告されている日本在来犬のうちでは最も厚い下顎体を持つイヌである。

長谷部の型区分では中小級大に属すが、そのうちでも大きい部類に属するものである。

第 1頚椎は最大幅が推定で72.6mmあ り、この大きさは縄文時代犬の田柄貝塚犬のオスの平均値 (68.lmm)

よりも大きく、江戸時代の西新橋遺跡から出土したイヌとほぼ同大である。現生犬の秋田大 (87.6mm)よ

りははるかに/Jヽ さい。

このような特徴を考えあわせると、この遺跡のイヌは大きさはさほどではないが非常に頑丈な咀疇器官

を持っていたということになる。

寛骨以外の下肢骨は出土していない。出土した骨には完形のものはなく、環椎一例をのぞいてすべて破

損して出土している。寛骨には解体痕が観察される。解体痕は縄文時代のイヌではほとんど観察されなか

ったもので、この時代のイヌの利用の一端をうかがわせるものとして興味深い。

B.ニホンジカ

ニホンジカはほぼ全身にわたって出土しているが、四肢長骨の出土が少なく、足根骨などの単骨や指骨

の出土量が多い。踵骨や距骨は小さくて頑丈なので残 りやすいことが理由であろう。また、一般の古代遺

跡で多く出土する角 も出土しているがその量は少ない。ニホンジカでは焼骨が何′点かみられる。解体痕は

上腕骨や足根骨などに多くみられる。

出土部位の重量で見た比率 (表65)を 、現生ニホンジカの骨格における比率 と比較すると椎骨の出土が

非常に少ない。下肢骨の比率がかなり高いことがうかがえる。椎骨が少ないのは保存されにくいためだけ

ではなく解体された場所が異なるなどの理由が考えられる。

C。 イノシシあるいはブタ

イノシシとブタとを形態的に区別するのは、全身がそろっていても難しい。したがって、古代遺跡から

出土した骨片化 したものでは区別ができないのが普通である。したがって、イノシシとしたものはブタの

可能性 もある。時代が新 しくなるにつれてその可能性が高まることになるので、今回のように古代の遺物

を扱う場合はイノシシとしているが、ブタの可能性 もあることをお断 りしてお く。

イノシシの出土は同定されたものの中で点数では2.6%に すぎない。縄文時代はイノシシとシカで90%

を超える比率であったことに比べるとその低い利用率は特筆に値する。下顎骨以外の頭蓋骨片は全 く出土

していない。骨格全体にまんべんなく出土しているといえるがそもそも出土数が少ないので偏 りがみられ

るのはやむを得ない。出土の′点数では上腕骨の比率が比較的高い。椎骨が 1′点しか出土していないのは、

残 りにくいことを割 り引いても人為が加わっている可能性が示唆される。これは先のニホンジカの場合 と

全 く同様の傾向である。

手根骨や膝蓋骨などのような単骨以外に完形のものは出土していない。また、上腕骨・歴骨に解体痕が

観察される。また、一部に焼かれた骨 (手根骨、大腿骨、指骨)がみられる。さらに、食肉類によると思わ

表65 屋代遺跡群出土のニホンジカとイノシン (あ るいはブタ)の出土重量の概略と比較資料
(単位はグラム。比較資料は茂原・本郷・網谷 :1992に よる)

現生ニホンジカ

屋代追跡出土シカ

(%)

現生イノシシ

(%)

屋代遺跡出土イノシシ

(%)

420

28.4

0

0,0

130

8.8

241:

37,1:

15

1,0:

41

2.8:

49

3.3

0:

0,0:

185

12.5:

276

18.6

26

1,8

中手骨 :手根骨 :寛骨 :大腿骨

11

1.7

２

３
．

194

29。 9

２

３
．

80:

12.3: 8.6:

56 0

0.0

735:  425
26。 1:  15。 1

140;  128:  190
5.0: 4,5:  6,7

156:  86 22: 134
0。 8: 4,8 T!筆 鼻∵f

407:  382
19,0: 17.8

180:    134:
8,4:   6.3: 1。 9: 1,o

122:  176
5,7:  8。 2

130三      54 42: 58: 12: 14:  12
2.0: 2.7: 0,6: 0,7:  0.6
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表66 屋代遺跡群出土のウシおよびウマの骨重量 と比較資料

(単位はグラム。比較資料は獨協医科大学標本)

れる咬痕が肩甲骨と上腕骨にみられる。

出土した重量比率で各部位の偏 りを調べると (表69、 椎骨がイノシシの全体量の0。 7%と す くない。現

生のイノシシの骨格では椎骨の重量は全体の19%に も達 している。また、先にも述べたが頭蓋骨が出土し

ていないのは顕著な特徴である。頭蓋骨の重量は現生のものでは全体の17.8%を 占めるからである。やは

り、上腕骨や大腿骨など残 りやすい部分が多い。

D.ウ  シ

ウシの出土量はウマに次いでいる。頭蓋骨は完形のものはない。下顎骨は比較的良 く残っている。遊離

歯が151本出土している。

ウシの出土重量を部位別に見ると (表66)、 やはり椎骨の出土の少なさが目に付 く。現生のウシでは全量

の約20%を 占める椎骨が、屋代遺跡から出土した場合ではわずか1.4%に すぎない。頭蓋骨 も同様に現生

のものの半分に低下している。逆に四肢の長骨の割合が高 くなるが、上肢 と下肢で比較すると上肢の方の

比率が高い。これは先のニホンジカの場合 と逆の現象である。

四肢骨の大 きさは、西中川 (1991)の 報告  表67 屋代遺跡群から出土したウシの主な四肢骨の計測値

して い る 口之 島 ウ シや 見 島 ウ シ とほ IF同大 で   単位はmm、 略号はD五esch(197の にしたがっている。 ()内は推定値。

左右 骨名

最大長    近位端幅 遠位端幅

GL   GLC     Bp     Bd  箱番号
ある (表70)。

E.ウ マ

点数では最 も多く出土している。遊離歯が

227本出土 している。長骨は破損 してはいる

ものの、原型に近いものが多く、骨髄食をう

かがわせるような細片化 したものは少ない。

足根骨に解体痕が多く見られる。

ウマの出土部位別重量の比率を見ると (表

60、 ウシや他の哺乳類 と同様に椎骨の比率

が現生のものに比べて非常に低い。頭蓋骨で

はウシで見られたほどの低下は見られない。

やはり四肢の長骨の比率が高 くなる。全体に

は壊れやすい部分の比率は下がっているが、

その中でも極端に低下する部位があるのは興

味深い。

林田ら (195つ が報告 している体高の推定

式を用いて屋代遺跡から出土しているウマの

18350      右

26517      左

10193      右

13249      右

22431       右

23450      左

26514      左

08149      右

04078      右

08148      右

11219-32632 右

18359      左

20399      左

26512      右

32626      左

32627      右

27531       右

23457      右

15293      左

20383      右

26509      右

05084      左

09174      右

19365      右

23459      左
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289
278

222
280
302

202

198

207

90   214
96   222

100

140

73
72

85   222
121

63    105

62   128
64   131

143

上腕骨

上腕骨

撓骨

撓骨

撓骨

撓骨

撓骨

撓骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

大腿骨

肛骨

胆骨

胆骨

肛骨

中足骨

中足骨

８６

７９

７９

９７

８５

６４

６。

６２

５６

６８

６７

５４

６‐

０

０

　

　

０

344

323

325

370
218

222

239

98

85

68

68

63

221

155

162

207
207

154

221

223

114

131

106

218

４

０

２

０

60

中足骨

中足骨

48

55

54

58

椎骨  :頭蓋骨 下顎骨 :肩 甲骨 :上腕骨 :撓骨 口尺骨 中手骨 :寛骨  :大腿骨 :肛骨 距骨+踵骨:中足骨 指骨 合計重量

現生ウシの骨重量

(%)

3235:  1898
19.5:   11.5

1234:  944:  1500
7.5:    5.7:    9。 1

５ ２

３
．

1236
7.5

1450: 2060: 1350
8.8:  12.4:   8.2

314
1.9

640:  170
3.9:    1。 0

16559

屋代遺跡出土のウシの重量

(%)

598:  2488

1。 4:   5。 8

5080: 3868: 6984
11■ 9:    930:   16.3

5381

12.6

2766: 2090三  4600: 6028
6口 5:   4.9:  1087:  14.1

８８

２
．

1767
4。 1

282
0.7

42812

椎骨 頭蓋骨 下顎骨 肩甲骨 :上腕骨 撓骨 口尺骨 中手骨 :寛骨  :大腿骨 :肥骨 距骨+踵骨:中足骨 :指骨 合計重量

現生ウマの骨重量

(%)

1388

17.4

1532

19.2

1219
15.3

320三   472:    532:  198
4.0:    5.9三      6.7:   2.5

６６

８
ロ

504
6.3

552
6.9

156:  320
2.0:   4。 0

124
1.6

7985

屋代遺跡出土のウマの重量

(%)

６。

１
．

8553
14.0

12595
20.7

1732: 4187
2.8:   6.9

5237
8.6

2285: 2035: 7311
3.7:   3.3:  12.0

8421

13.8

1687: 4884: 1445
2.8:   8。 0:   2.4

60979

61
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表68 屋代遺跡群か ら出土 したウマの主な四肢骨の計測値

単位はmm、 略号はDriesch(1976)に したがっている。 ( )内は推定値。

最大長   近位端幅 遠位端幅

標本番号 左右 骨名 GL  GLC    Bp

体高を計算すると、ほとんどが体高

120cmか ら135cmの 範囲にあり、 トカ

ラウマ、済州島ウマなどの小型馬で

はなく中型馬に属 している (表60。

木曽ウマや御崎ウマと同等の大 きさ

である。

4 動物遺存体 の時代月U

出土状況

すべての出土遺物の時代がわかっ

ているわけではないので、多少不正

確ではあるが、時代の判明している

1,080点ほどの遺物について各時代

別の出土点数の比率を検討 してみる

(表69)。

A.7世 紀初頭から後半

総点数は140点 である。この時代

はウマの出土点数が圧倒的に多く、

約72%を 占めている。

B。 7世紀後半～末

319点 が出土 している。イヌが他

の時代に比べて11点 と多く出土して

いる。イノシシが15点、ウシが83点、

ウマが189点、ニホンジカが21点 出

土している。やはリウマの出土点数

18349  右

15292  右

17332  左

18349  右

11213 右

16317  左

17340  左

32636  右

16313  左

24477  左

26515  右

05081  右

12237  右

15295  左

16303  左

16314  右

20389  右

21410 右

22426  右

25488  右

26516  右

35686  左

36713  右

06113  .左

07135  左

09173  右

13250  左

16313  右

16315  左

18343  左

19376  左

22421  左

25485  右

30593  左

撓骨

撓骨

撓骨

撓骨

中手骨

中手骨

中手骨

中手骨

大腿骨

大腿骨

大腿骨

肛骨

腔骨

肛骨

肛骨

肛骨

肛骨

肛骨

肛骨

肛骨

肛骨

胆骨

肛骨

中足骨

中足骨

中足骨

中足骨

中足骨

中足骨

中足骨

61 214
68    0
65  140
61  214

45    0
50   0
44  158
40 206

132.1

122.8

125.9

127.0

138.0

135.1

127.6

129.8

134.7

127.8

129.3

324
305

311

208
226
221

209

64
74

65

46

48
46

91  154

90 223

中足骨

中足骨

中足骨

中足骨

86   65
68

93   72
74   64

71

70   62
90

67

67

83   70
64

68

48   48
45   43

43

41

51    45

48   45
49   49
49   52
50   43
50
47

331

341

327

330

324

271

245

253

267
264
228
274
257
266
259

223

105

135

154

140

153

232

233

208

206

221

221

160

1

188

130

140

153

153

142

126.2

134.4

121.8

125.7

132.5

131.0

113.6

135.8

127.6

132.0

128.6

160

206

206

232

が圧倒的に多く、ウシの約2倍の′点数が出土している。

C: 7世紀末～ 8世紀初頭

この時代は総点数が115点 である。イヌ、イノシシは出土していない。ウシが55点、ウマが48点 でほぼ

同数の出土数になっている。ニホンジカが12点出土している。

D。 8世紀前半

他の種類に比べてウシとウマが圧倒的に多く出土しており、ウシが65′点、ウマが59′点で、先の時代 とほ

IF同 じ傾向を示している。

E.8世紀～ 9世紀

この時代は総点数が24と 少なく、偏 りが強調されるが、ウマの比率が高 くなっている。

F。 9世紀前半～中頃

ウシが197点、ウマが128点 でウシの比率がウマの1.5倍 を超えている。

以上のように、この遺跡から出土したものを時代別に観察すると、 7世紀後半にはウマの出土量が圧倒

的に多く、ウシや他の動物を圧倒 している。この傾向が時代が新 しくなるにつれて変化 し、次第にウマの

出土点数が減少してくる。 9世紀中頃になるとウシの方が圧倒的に多い点数を出土している。この傾向が

何を示 しているのかが興味ある。単純に考えるとウマの利用からウシの利用へ と変化してきた可能性を考

林田の方法
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第 7節 止信越自動車道屋代遺跡群出土の脊椎動物遺存体

表69 屋代遺跡群か ら出土の哺乳動物骨の出土点数の時代的推移

(時代の区分は考古学の区分にしたがっている)

イヌ :(%) イノシシ (%) ウシ :(%) ウマ (%) -fi>ih (%) 出土点数合計

7世紀初頭～後半

7世紀後半～末

7世紀末～ 8世紀初頭

8世紀前半

8世紀～9世紀

9世紀前半～中頃

３

１

０

４

１

３

2.1

3.4

0.0

2.9

4.2

0.9

３

５

０

３

１

４

2.1

4.7

0.0

2.2

4.2

1.2

21

83

55

65

3

197

15.0

26.0

47.8

47.1

12.5

57.3

101

189

48

59

16

128

72.1

59.2

41.7

42.8

66.7

37.2

8.6

6.6

10.4

5.1

12.5

3.5

140

319

115

138

24

344

221 2.0 26 2.4 424 39.3 541 50.1 67 6.2 1080

えさせる。この問題については文献的な調査やさらに詳しい個体別の調査などが必要となろうが、歴史的

な傾向を示すものとして注目される。

なお、点数だけの考察で危険性はあるが、保存の状態が比較的よくて小さな破片とはなっていないこと

などを考えあわせるとさほど間違った結論にはならないと思う。

5 出土脊椎動物の全体的特徴

一般の縄文時代の遺跡からは出土していないウマとウシが圧倒的に多く出土しており、縄文遺跡では圧

倒的であったシカとイノシシが点数で全体の8。 8%にすぎない。これは、農耕の拡大による狩猟の役割の

減少とともに、弥生時代あるいはそれより後に日本に導入されたウマとウシに頼る割合が格段と伸展した

ことを示している。

6 まとめ

屋代遺跡群から出土した脊椎動物は完全にウシとウマを主体とする出土の様相を示している。このよう

な様相は、弥生時代から平安時代の遺跡である長野県の篠ノ井遺跡 (櫻井・茂原 1990でも見られている。

縄文時代のシカとイノシシを中心とした北村遺跡などの動物層 (櫻井・茂原 1997)と は全 く異なっている。

今後の調査を待つ必要はあるが、弥生時代以降の長野県の遺跡での一般的な傾向であろうと推測される。

また、両者の比率が時代を追うにしたがってウマからウシヘとかわっていく様がうかがえる。農耕の初期

から家畜がどのように変遷していったかという事実を示唆するものとして興味深い。

イヌは大きくても中級程度である 表70 ウシ在来種の四肢骨計測値 (西中り|1199⊃ 単位cm

が、下顎骨の頑丈さは顕著で、報告

されているどのイヌよりも下顎骨が

頑丈である。

貴重な資料を観察する機会を与え

て下さった長野県埋蔵文化財センタ

ーの方々に厚 く感謝いたします。と

くに、広瀬昭弘氏、この遺跡の報告

を担当された寺内隆夫氏、宮島義和

氏には資料の整理や出土状況などの

多くの情報を与えていただいた。心

から感謝いたします。

註 表74 屋代遺跡群出土脊椎動物骨種別一

ロノ島牛 見島牛 黒毛和牛
♀ ♀ ♀

上腕骨

撓骨

中手骨

大腿骨

腫骨

中足骨

最大長
近位端幅
遠位端幅

最大長
近位端幅
遠位端幅

最大長
近位端幅
遠位端幅

最大長
近位端幅
遠位端幅

最大長
近位端幅
遠位端幅

最大長
近位端幅
遠位端幅

30.65    28。 02
10。43    8。 60

8。 76     7.72

28。 38    26.73
8。42    7.51
7.52     6.68

18。 95    19。 05
6.18    5。 45
6。07     5。 35

37。48    34.72
13.07    31。 97
9.68     8.69

33.68    31。 85
9。 99     9。 08
6.36     5.83

21。 38    21。 20
5。 01    4.57
5。 71     5。 12

32。 78    27.49
11.80     8。 84

9。57     7.33

29。 60    25。77
9。27     7。29
8。 74     6.50

19。 91    19。22
6.95    5.45
6。 94    5。 65

39.34    34。 09
13.84    10。 89
10。 87     8。93

35。 56    32。04
11.43    9。07

6。 95     5。69

22.39    22.39
5。 74     4。51
6.31      5。 17

35。 32    30。 99
13。 18    10。 67
11。01     9。 04

32。 04    29。 12
10。 51     8。 79

9。 55     7。 81

21。 68    21.28
7.68     6。 44
7.15     6916

44。 11    38。 97
15.83    13。39
12。 16    10。46

39。 38    35。 78
12.44    10。90
7.91     7。 30

24.21    23。 97
6。 43    5。 55
6.53     5。 82
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表71 ウマ在来種の四肢骨計測値 (西 中り|11991)単位cm

トカラウマ 御崎馬 木 曽馬

♀ ♀ ♀♀

撓骨

中手骨

大腿骨

肛骨

中足骨

最大長
近位端幅
遠位端幅

最大長
近位端幅
遠位端幅

最大長
近位端幅
遠位端幅

最大長
近位端幅
遠位端幅

最大長
近位端幅
凍位端幅

29.86    29.65
7.11     6.92
6.34     6.34

19。 94    19。 90
4.36     4。 22

4。 26     4,11

34.73    34.89
9.52     9。 69

7.85     7.76

31.10    31.52
7.98     7.99
6.04     6.05

23.80    23.87
4.18     4。 12

4.30     4.13

21.51  22.13
5003     4.94
4,66     4.60

38。 18    38。 35

10。 99    10。 84
8.86     8.85

34.02    34。 25
9。 32     9.07
7.26     7.23

25。 46    26.45
4.87   4.91
4。 74     4.76

0    33.60
8.58     8。 08

8.02     7.77

0    22.46
5。 22     5.08
5.17     4,93

38.20    40015
0,00    11.56
9.60     9.35

0    35.83
10.20     9。 69
7.86     7.58

0    29。 96

5。 28     5。 13

5.10     5。 01

種 骨 遺跡 時代 最大長 近位端幅 遠位端幅
ン

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

シ

ワ
ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

ウ

上腕骨
撓骨
撓骨
撓骨
中手骨
中手骨
中手骨
大腿骨
肛骨
中足骨
中足骨

土井ヶ浜遺跡

土井ヶ浜遺跡

須和田遺跡

千葉地東遺跡

原ノ辻遺跡

藤原京跡

平安京跡

土井ヶ浜遺跡

土井ヶ浜遺跡

大谷川遺跡

池畑遺跡

弥生 または江戸

弥生 または江戸

奈良

中世

弥生

奈良

平安

弥生 または江戸

弥生 または江戸

古墳～平安

奈良～平安

27.82
25。 70
27。00
26。 12

18。 06
19。 15

19.37

30.81

31。 17

21.41

22.30

8。 85
7.48

8.62
7.64

5。 07
6.06

6.37

10.54

8。 81
4。37
4。 27

7。 74
6。 79
7.70

6。 78
5.26
6。 00
6。 58
8。 47
5,94

6.00

5。 12

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

上腕骨
上腕骨
撓骨
撓骨
撓骨
中手骨
中手骨

余山貝塚

千葉地東遺跡

広田遺跡

須和田遺跡

鎌倉材木座

須和田遺跡

鬼虎川遺跡

弥生

中世

弥生

奈良

鎌倉末

奈良

中世

25。00
25。 70
30.10
30。20
31。94
21.20

21。 93

7.75

8。 02
7.45
7.06

7.76

4.66

4。 70

6.60
7.02

6.50
6゛ 74
7。 00
4。 70
4。75

第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

表72 他の遺跡から出土 したウシとウマの計測値 (西 中り|11991)単位cm

覧は膨大な量にのぼるため掲載 していない。

これらのデータについては長野県埋蔵文化

財センター と茂原信生の所で、ウィン ドウ

ズ用ファイルとして保管 しています。必要

な方には実費でさしあげますので、御連絡

下さい。
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-358

写真の説明

図87～ 98中 の写真に添付されている図のシャドー部は写真のおおよその部位を示しています。左右を特定できない骨の

参照図は、左右と関係ありません。写真番号に★印のあるもの、また参照図の縮尺は図版の縮尺と一致しません。
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第 6章 微化石 と動・オ直物遺体の分析

図88 屋代遺跡群出土のイノシシ 1
1・ 2:右下顎骨  3～ 5:右上腕骨 5★ :右上腕骨の咬痕
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第 7節 上信越自動車道屋代遺跡群出土の脊椎動物遺存体

51Cm

4 鰊鍮鰤躙一一＝一＝

屋代遺 跡群 出土の イ ノシシ  2
3:右頸骨 4:右第3手根骨 5:右中心足根骨 6:中 節骨
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1:左骨甲骨 2:右寛骨



第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

一難
Ⅲ

図90 屋代遺跡群 出土のニホ ンジカ 1
1:右角 2:角片 3:左角 4:右上腕骨 5:左肩甲骨 6:右撓骨
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第 7節 上信越自動車道屋代遺跡群出土の脊椎動物遺存体

1:轟

蒻

　
珊
¨̈̈
　

¨̈̈̈

図91 屋代遺跡群出土のニホンジカ
左頸骨  3・ 4:右距骨 6:右 踵骨 7:右 中足骨

2

8～ 10:基節骨 11:中節骨
1:左中手骨 2:
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第 6章 微化石 と動・植物遺体の分析

10

図92 屋代遺跡群出土のウシ

1:右下顎骨 2:左 下顎骨 3:左 右下顎骨 4:環 椎  5:軸 椎

9・ 10:右撓骨 11:左撓骨 12:右尺骨

構
饉
雖
響
＝
鯉

一１■
■

一-354-―

6:頚椎  7・ 8:右上腕骨



第 7節 上信越自動車道屋代遺跡群出土の脊椎動物遺存体

151むml

151

図 93 屋代遺 跡群 出土の ウシ  2
:左肩甲骨 2:右第Ⅳ手根骨 3:右 H十 Ⅲ手根骨 4～ 7:右中手骨
。9:左中手骨 10011:左寛骨 12～ 15:右大腿骨 16:膝蓋骨

魃

1311

鰊
，

一５

16
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第 6章 微化石 と動 0本直物遺体の分析

一５

:惑葺轟轟:

115

図94 屋代遺跡群出土のウシ 3
1・ 2:右頸骨 3・ 4:左頸骨 506:右 C+Ⅳ足根骨 7:右踵骨 8:左踵骨

9～ 11:左距骨 12:右中足骨 13:基節骨 14:中 節骨 15:末節骨
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第 7節 上信越自動車道屋代遺跡群出土の脊椎動物遺存体

図95 屋代遺跡群出土のウマ 1
1・ 2:頭蓋骨 3:上 顎骨 4:左 右下顎骨 5:右 下顎骨  6・ 7:左下顎骨

1鼈

＝
轟
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